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15期 奥名 lE啓
今回でこの会報 「やまざと」は 15号 とな り

8年を経過 しました。昨年までは年 2回発行 し
てきましたが、莫大なエネルギーを必要 とする
この事業をこれまで 7年間にわた り継続 してき
たことは誇るべきことといつていいで しょう。
ですが、この負担があまりに大きいため今後年
111の発行 とすることに しました。夏/冬 と会
報を望んでお られるOBt)多いか と思いますが
、この点ご J´ 承 ください。 また、この一年間た
くさんの方々にご協力を頂き感謝 してお ります

さて 2001年 すなわち 21世紀最初の年は
皆 さんにとってどんな年だつたで しょうか。長
引 く不況、金融機関の破綻、狂牛病、同時多発
テ ロとそれに続 くアフガン戦争、遅々として進
まなず痛みばか りが [1立 つ小泉改革、 ・・・思
い浮かぶことはいづれ も暗 く悲 しい出来事が多
いようです。 とりわけ山形大に端を発 した大学
人試に関わるミスが金沢大に 1)お よんでいたこ
とは残念でな りません し、年末になって石川銀
行の破綻によって地場中小企業の資金繰 りt)心
配 されます。そ うはいいながらも個人個人には
それぞれに嬉 しい出来事や しあわせを感 じる瞬
‖iが あつたに違いあ りません。

私事ながらこの 一年間は 千葉 (幕張)に 単身
で赴任 してお りました。幕張 とい うと幼少の頃
夏休みに潮 F狩 りに何度か訪れたことある土地
で したが今はまつた く面影 もなく東京のベ ッ ド
タウンとなっていま した。 20階 ほどのマンシ
ョンが 立ち並び、それ らを区切る道路 と公園 し

【11月 10日  近江町食堂にて

OB会役員と現役 3回生との懇親会】

ノーキョー白山の話

他で盛り上がる。

歯鬱||〃

号 :こ 寄 せ て

かないように見えます。広大な関東 14野が途切
れて海 となる縁にあたる場所なので近 くに山ら
しい山はな く、はるか遠 くに連なる山々がかす
かに望まれる程度で した。のっぺ りとした 1え野
に住んでいると山 。森・川・・・が 手の届 くと
ころにある生活がひ どく潤いのあるそ して季節
の移 り変わ りを肌で感 じられるように思えます

。そ う言つたことがあってかいつ ()の 年より山
や森へ出かけた回数は多く、ほとんど毎週週末
にはどこかへ

l月 かけていました。時間に余裕が

あるよりも却つて忙 しいほ うが時間をイf効 に活
用できるといいますが、その通 りか t)し れませ
ん し、本当の余裕がないだけなのか {)しれませ
ん。

昨年は犀川 ダムから倉谷部落への道が改修 さ
れ見違えるほど立派にな り、これまで北アルプ
スヘ行 くよりも危険 とまで言われたこの道が中:

で行けそ うなほどの変わ り様です。わがベル ク
ハイムヘは時間的にも体力的に 1)格段に行きや
す くな り、今後の活用が期待 されます。建物は
老朽化が著 しくいつまでもつや ら心配な山it)あ
ります。いつまでもこのベルクハイムを残 して
い くつもりで、これまで同様毎年春と秋には小
屋の維持管理を兼ねて語 らいの場 としての場を
提供 したいと思つています。

ベル クハイムヘは行つてみたいとい う声をよ

く聞きます。その思いを一歩行動に移す ことに
よって新たな世界がひろがつて、潤い と安 らぎ
と活力を得ることができるで しょう。

44谷村 18岡 部

19栂  23鳥越  44河原

20深 田 44福 村 44山本 44西 44石原

44日 野      15舟 田

16北 ,|115奥名 44吉森 44角田

20深 田

嵯
一一炒

】一
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卜名 2002ス キー合宿 in野沢

2002年 2月 23日 (上)～ 24日 (日 )

(通常、先発&後発隊により22-25日 に延長されます。)

野沢温泉スキー場

メイングレンデ :やまびこゲレンデ (ス キー専用)

スカイラインコース (全長 5km)
リゾー トハウスふるさと

長野県下高井郡野沢温泉村 6556

電話 0269-85-2241   1°
8°

http71闘訛 nozawa.∞ m/n3atOノ    ・

KUWVll期  有志

幹事長 森り|1功 、同代理 青柳健二

その他 技術指導、映像記録、遊戯指導等

11期メンバーが担当させていただきます。

2002年 2月 9日 (土)ま でに

3.場 所

4.宿 泊

5.プロジェクト運営

6.申込み

)1/ 

° °

Eメ ールにて、上記 幹事長/同代理へ申し込み下さい

KENAOYAGI@aol.com

isaomobl.mmt■ o■jp

*和室 2部屋を確保しますが、家族参加の場合は、

別室を確保しますので、その旨申し込み下さい。

7.参加の意義

ソレトレーク冬季五輸の開催時に、スキーをすることにより、世界平和に貢献し、かつ五

輸記録に挑戦できる。 11期及び 11期を指導した大先生を指導員に、本格カービング&

前期カービング技術を習得できる。運が良ければ、プロジェク トの記録映画 「冬の歌」に

主役にて出演できる。夜の部では、加賀のお茶、全国の銘酒、極上信濃ワイン等を味わい

ながらt KUWV田村教祖の有り難い訂1話を拝聴できる。

その他、長野県及び日本の景気回復への貢献など多数

*なお、野沢温泉スキー場、リゾー トハウスふるさとの情報は、各ホームページ

を参照して下さい。 (本 日の積雪情報から宿の場所まで確認できます。)

http:〃 shinshu.onlineocojp/nozawa/

http:ノノww口
「

nozavJa.comrfirusatO/

雪マ亀露「こ:li蒼 :写|]、。ι卜どん参カロしてねノ

-2-

2002年 KUWV OB



特 集 “山の語 り部"に聞 <

《取材スケジュ

平成13年 11月 14日

11月 17日

11月 26日

12月 l日

12月 16日

12月 21日

平成 14年 1月 23日

―ル》

林

木下

力丸

吉田

根深

山下

(再)力丸

(特)古川

(再)木下

正一氏 (金沢ナカオ山岳会代表)

幸雄氏 (白 山室堂元主任 )

茂穂氏 (元白山室堂診療所所長)

孝男氏 (山 とスキー店ケルン店主 )

誠氏 (登 山家 フリールポライター)

忠氏 (猟友会金沢支部 二又新町出身)

茂穂氏 (元白山室堂診療所所長 )

脩氏 (山路の会 故人)

幸雄氏 (白 山室堂元主任 )

*掲 載順は内容のつながり具合などを勘案し、当方で入れ替えさせていただ

いています。

*木下氏分は、編集進行の都合か ら、

不手際の段、お詫び申し上げます
`,

上記の方々は私の勝手… (根深氏は番外)自

分の山歴、人脈を通 して、 「山と関わ り続けて

来 られた方々 1と して 選ばせ ていただきま し

た。

木下氏、力丸氏については、室堂会所属の 7

期村田 泰恵先輩に橋渡 しを していただきまし

′Lc

たかがOB会 の会報のために時間を割き、稚

拙インタ ビューに答えていただいた皆様 には、

感謝の念に堪えません
`

分割掲載にしてしまいました。

どの原稿も、ご本人には校閲いただきました

が、真っ赤になったものはありませんでした。

わずかの数字の手直しや、第二者に非礼にな

りそうな箇所の削除や、添加くらい…学生気分

丸出しの私の切り口を、温かくご容赦いただい

たものと解釈いたします。

稚拙なりに、人対人の言葉で語られる世界の

中に、その方の「生きざま |…・山に関わりつつ

の自己実現を描こうと試みました。

ただ、インタビューであつた限りは、結局は

私の器を越えられないものであつたと思います。

上記の方々のほんの一部しか聞いていない、

そしてあくまで「私がそう聞いた」にすぎない

ことを強調しておきます。

そうでありながら、「聞かねば、知ることが

出来ない」も、重すぎる事実、そしてワクワク

する体験でした。

皆様には、私の気付かなか つた分の失礼もお

詫びし、重ねて感謝申し上げます。

(イ ンタビュアー、文責 :15期 舟田 節子 )



木 下  幸 雄

(きのした ゆきお)

略歴 大正13年生まれ。写真家.昭和27年よ

り50年まで、自山室堂主任を勤める。

「『二代目 主任』ですと、弟の道雄の方と

誤解されますからJ

なるほど、こちらは「室堂主任職」には2年

ほど前任者がいて、二代目が木下幸雄さん、三

代目が道雄さんと分かつてしまったから、いい

が….原稿の「二代目主任Jを 『元主任の方が

」と訂正された木下さん。

自山室堂はそのように、自山観光協会が経営

主体 (目立公日になってからは一とか、厳密に

は付記がいろいろ必要だが)ながらも、木下さ

ん兄弟が、それぞれ約30年ずつ、「主任」の重

責を担つてきた。「木下」とは、室堂の歴史に

おける「名跡」である。

ただ、「弟の方」と「誤解できる」方はまだ

マシな方。橋渡しを頼んだ 7期村田先輩に、

「私が知ってるのはお兄さんの方だけど、そ

れていいのね」に、

「は?木下さんて、二人いるんですか ?」

と、答えてしまつた素つ頓狂な私。ちよつと考

察してみれば、年令があうはずがないんである

。しかし、<私が知らない<ら いなら、知らん

人の方が多い !>と、すぐ開き直れて、<それ

なら、なおのこと、貴重な昔話を聞かなくつち

ゃ>と前向きになれるのが私の長所である。

ここからの4ページは、とりあえず、11月 17

日のインタビューで、まとめてあつた.2月 の

OBスキー合宿の公示に、このOB会報が間に

合うためには、そうでもしなければ段取りがつ

かない。 1月 23日 インタビュー分を後編にして

、現役分は別にベージを打つて…と、ない知恵

をしばったが….結局全面訂正すべきと判断。

よって、 7ベージで中断し、120ペ ージヘ「続く

」というお粗末さ。

また、以上の理由により、校閥済みでない部

分も多いが、重大なミスについては次号でのI「

正とさせていただく。

その書わり、ホ下氏が事実上の日集をされた

昭和53年発行の自山観光協会発行『三十年のあ

ゆみ」の方は、相当量を転載させていただいた

.金大ワングルOB、 ならびに現役は、それら

のベージで、相応に自山、室堂の歴史ツウにな

れるものと思う。またそうであってほしい。

1蒻 予

瞥■・ |

1鵠|

鰊 湾
■ l.||・  :

昭和23年、写真班だつた

木下さん (右端の軍服姿)

当時はこの規模の勤務員

数だつた。

■
一一一一一讐

．一

警キー1‐ふ
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血のつながった父母、祖父母であつても、そ

の人の若い時代は想像しにくい。日鼻立ちに、

否応なしの血縁を感 じることがあっても、その

人に子供時代、青年時代があつたことはなかな

か….た つぶりの接触時間があつてさえ、「親

」と「子」の立場から、ものを言い、考えてし

まう。

昭和27年…とお窺いしておきながら、私は青

年木下さんではなく、日の前の木下さんと、当

時は石室だったという室堂を重ねていた.そん

なボタンの掛け違いを避けるべく、まず皆さん

にも、青年木下さんを写真でご披露したい。

木下さんが室堂主任になられたのは昭和27年

。軍服姿の写真が残っている。復員してきた時

の冬の軍服.純毛で、それが一番暖かかしたか

ら、作業着にしていたのだという。毎年、その

年の作業員と室堂前で記念写真を撮つているが

、軍服姿は 5年ほど続いた。

登山どころではない戦争が終わつた昭和21年

に立山に登つた。その翌22年に自山に登り、自

山振興会あらため、自山観光協会が出来たのが

、23年 という順序になる.そ もそも『主任職」

なるもの、地元白峰住人のあたりでもよさそう

なものである。ところが、 7、 8月 の 2カ 月だ

けの山暮らしを受ける者はなかなか見つからな

かった.

木下さんは、営業写真屋の長男だつた.写真

屋には季節需要があり、秋から春は、冠婚葬祭

、卒業・ 入学などで多忙ながら、夏は比較的暇

になる.元々山好きだつた木下青年は、夏には

下界の営業は父任せとし、自分は登頂記念撮影

の需要に応えるべく、室堂に滞在していたのだ

った。

当時カメラは大衆が持てる物ではなく、カメ

昭和28年の室堂。

木下さんは28歳。主任 2年目。

前列の左から2番 目。

室堂診療班はこの時は、日赤

の所轄。 4人の診療班員、大工

も交じる。服装にも当時が

しのばれる。

カーバイ ドの街灯も見える。

ラは大型、写真乾板も重かつた。自山で登頂記

念の写真を撮るのは、営業写真家の仕事だつた

.室堂前で御前峰をバックに、あるいは、頂上

で撮つてほしい…日に何度も登頂することがあ

ったという。

丁度夏場に上がつてくる青年…観光協会は、

それならと白羽の矢を立てたのだ。

『あんた、山好きなそうやけど、山行って、

ちょっこり写真も写したり、山の手伝いでもし

てもろたりで、一月ほど山で生活してみんか」

という置になって、

「ほんなら、いつぺん行つてみましょ。続く

か続かんかは別として一」

と受けたのがきつかけだつたそうだ。つまり、

昭和23年より、まず自山観光協会写真班として

室堂へ務めることになる。

「ほしたらもう縛られてしもて。当時主任し

とった人が都合で辞めてしもて、あともう否応

なし■

「『わしゃ、そりゃ駄目や。二月も山に縛ら

れたら、わしかて商売しとるがやし』

て言うたがやけど、

rみんなで応援すつさかい、やつてみてくれ

.ど うしても駄日なら、それはまたそん時の話

や』

言われて」

「当時、前田富司やら、玉井敬泉さんやら、

そんな人らに押さえつけられて.も う、ねじ伏

せられたようなもんで (笑い)。 それが25年続

いてしもたがや」

前田宮司さんの「三十年のあゆみ」誌への祝

辞の一部を掲載しておく。 (掲載時は北海道神

富

「夏PL岳至4社に宮司として御奉仕させて

頂きましたのは、終戦間もない昭和23年の正月

-5-
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のことでありますが、御奉仕20年間を省みます

と悲喜こもごもの思い出があります。

山好きの私は、自山登拝を楽しみに赴任致し

ましたが、戦時中は登拝する人も少なく、四方

の登山道は雑草や藪に覆われ、所々崖崩れがあ

って道形のない所が多くなって居りましたので

、自峰・尾添の人達と共に登山道路を開くべく

危険を犯して登山した思い出があります。又、

昭和26年の自山奥宮境内3000歩の無償譲与に際

しましては、大蔵省に御百度を踏みましたが、

自山全山の実測図を添付するように命じられま

して、これは,1底不可能でことでありますから

、参謀本部の地図に実測線を入れたものを複写

して、恐る恐る提出しましたが、冷汗をかいた

ことも忘れられません。又、国立公園昇格問題

では審査委員の方々が、夏の短い期間中に、し

かもバラバラに調査に来られますので、其の都

度、山麓の村長さん方と案内役・接待役をつと

めました。そのせいもあって、私は在任20年の

間に50回 も自山全域を駈け廻らせて頂きました

。その当時の松原村長・佐藤村長・永井喜市郎

氏等の面影が日に見えるようです。

昭和36年 8月 の自山北美濃地震の際は、登拝

者の安否を心配 tノ ま 1′ たが、前日の登山者はほ

とんど下山しており、当日の登山者はまだ山麓

にいる 2時半という時間帯でありましたので、

犠牲者を最少限度にとどめることが出来たこと

は、不幸中の幸でした。自山三峰の頂上の御社

殿は、地震のため全部倒壊しましたので、この

復興に当って、御前峰の奥宮は、間組の寄進と

いうこともあ って、東京で一度組み立てたもの

を分解して 美濃側の山麓に運び、柱を 1本づ

つ蒲団に包んでヘリコプターで山頂に運搬する

など苦心したもので、今考えて見ても、貴重な

建造物であると思いますで (後略)」

玉井敬泉画伯も本職の絵を描くのも忘れて、

国立公園昇格運動に懸命に動かれた方だった。

それら白山を愛する方々に頼み込まれ、また

まだ戦後をひきずる時代に2カ 月だけの山暮ら

しの変則生活を受ける者など探せない事もわか

り、また何より「自山なら」の思いもあって、

「木下主任Jは誕生した。昭和28年の写真は、

主任になりたての本下さん。大正13年生まれだ

と、昭和の年号が丁度、年令と同じになる。28

歳の若い若い「主任さん Jである。

写真が本業の本下さんであれば当然かもしれ

ないが、室堂での歴年の勤務員集合写真、また

「自山会J(力丸さん主宰の会とは別)と いう

その年の勤務員の解散式 (遠方に帰る学生もい

ることから、夏山終了直後に開催されていた)

の集合写真、どちらも大切に保存されているで,

還暦の室堂会の時の スタィル .赤チ ョッキ

山シャツ チロルハ ットは 主任時代の物。

その右端、左端、あるいは真ん中に、とて も楽

しそ うな木下さんが写 っている。

当然ながら木下 さんは、少 しづつ貫禄がつい

ていく。回 りは若 く、華やかだ。勤務員は当時

も、夏場だけの特殊性か ら学生が主体だ った。

もう一種  「室堂会」の集合写真 もたまって

いる。 こちらは、かつての室堂勤務員の、本下

さんを囲む同窓会.隔年に永井旅館で開催 され

、バンクしない程度の百名ほどが参加 している

。 こちらはかつての年令差を保 ったまま容貌か

変化 しているが、その真ん中に、これまた、幸

せそうな木下さんがいる。

これが25年続いた理由なのであろう。若い人

達の人生に、人生を重ね、また、それら学生が

社会人になり家庭をもち、顔を出してくれたり

知らせをくれたり…。二足草戦を辞めなかった

「主任職」の魅力であったのであろう。

「それが、昭和48年 まで。そう、昭和48年 11

月23日 …発病した日やさかい忘れんわね」

初冬の寒さをこらえ深夜まで仕事に精を出さ

れていた木下さんは、脳梗塞の発作で倒れられ

た。48歳の働き盛りの時のことだった。

2カ 月の入院の後、左半身不随から、かつて

の室堂診療班ゆかりの医師の親身のリハビリに

より写真業には復帰。その間、主任職は保留さ

れていたが、山はもう無理の結論を出し、弟の

道雄さんに引継ぎをされたのが昭和51年。その
・

道雄さんは昭和45年から、手伝いに室堂に上が

つていた。

やはり、室堂管理は特殊な仕事だった。夏の

アルバイ トは確保出来ても、通しでの職員がな
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かなか確保できなかつた。

主任を受けた時には、夏山の 2カ 月のみが山

上勤務だつた。・秋山については、団体登山の申

し込みがあれば、先に入山し、釘打ちを外 し、

めった汁などを用意した場合があつた。また、

春山については、自山荘が開放されており、木

炭や毛布が用意してあつて、登山者が自主的に

使用することになつていた。

それが国立公園になつてからは登山者が増え

、春山、秋山も常駐するようになる。春山とな

ると、連休前 4月 下旬からの入山となる。木下

さんも本来の仕事がある。そんなに長く山にい

てくれる人は、なかなか探せなかつた。

「他人にはどうしても無理が言えない。兄弟

にも言えるというものではないが一。私は兄弟

が多いんやけど、道雄ならとひつばりこんだ.

山知っとたつてわけやなかつたけど rほんなら

やってみようか』言つてくれて。それがきつか

けやつたがやけど、あれも30年続くことになっ

たね」

「観光協会はね。交替がおらんがです.神社な

らね、職員は交替で10日 から2週間交替で奥の

自動務になつて上がつて来て、替わりに下りて

行つて。神主も巫女さんもそんながやけど.

アルバイ トかてね、 2月 通しなんて人はなか

なかつかめん、足踏みしとるような人はともか

く (笑い)。 そんな何日から何日までとかの編

成を、全部私がやつとつたがです」

「夏山始まってしもたら、いやおうなしに勤

務員が要るんやから。その頃のあいてる人がな

かなかつかめんで。あちこち頼んで歩いて」

「時間がある人でもね、山が好きな人でないと

ね J

夏だけの特殊性から、あたる先は大学など、

学校関係だつた。バイ ト料は、平地より割高に

設定してあつた。しかし、

「いくらか ?」 をまず聞いて来た学生はいな

かったそうだ。「山へ行つてみようか」「白山

なら」で、申し込んでくる学生ばかりだつた。

そのことも、木下さんには、嬉しい行脚だつた

ようだ.

室堂にあつては、度々コンバも肇し、楽しめ

るよう腐心されたという。もちろん、ご本人自

身お好きだつたようである.食事にも気を使い

、勤務員用には変化あるメニューを目房とも相

談し、荷据げを手配された.

勤務員は役割により、出動時間が違う。厨房

を手伝う者、発電機をスター トさせる者、掃除

に掛かる者、売店に立つ者、登山者を案内する

者、また、別当出合へ郵便嚢を担いて下つてい

く者…細かいローテーションは、ベテラン勤務

員が組み、かつ点検に歩いた。そういった分業

をやれる所は任せたが総采配は主任であり、細

かい賃金計算など、仕事は山のようにあった。

「山へ来てからでもね、途中で不満洩らす人

やら。先輩運中から『これくらい担げんがか !

1言われるとね。本人にすりゃ、初めてで、そ

んなこと言われてもね。それこそ 5キロや 6キ

ロて重さでないしね」

「ヘリも、途中から使えるがにはなったけど

ね。ほんでも緊急に上げんなんもんとか…。ヘ

リは天候で飛べんがになるし、どうしても上げ

んならんもんとか、郵便物とかあるしね。勤務

員は、別当出合と、ずつと往復もせんならんと

決めて (注 :ボ ッカ業務がかなりあつたという

意味)」

「それもね.私の時から始まって。その頃始

まった例が、その後もずつと続いとるがです。

先輩から後輩へと受け継がれてね」

ちなみに力丸さんが兵隊になられた時の初仕

事は、「中飯場へ行つて、フキ探って来い」だ

つたという。

「とにかく山菜を使わんといかんという.山

行つたら山のもん。あざみの天送羅やたら、蕗

たら。それにあわせて、椎茸やたら.椎茸なら

荷据げしても軽いし」

国定公園になった直後の頃であったが、その

頃は全国の山小屋もそんなものだつた。だいた

いが、野菜が外国から空輸されてくる等考えら

れない頃。金沢旧市外にもまだまだ畑が多く、

そこに生えていて、食べられるのなら、使わな

い方が不審がられる時代だった。

永井旅館にもなめこの塩漬けを頼み、一斗樽

漬けしてあるそれを小分けにして運び上げた。

小分けといっても、漏れない害器はやはり小樽

であつた。担ぎ辛く難渋したそうだ.

雪解け直後に顔を出すアマナ (大葉雪笹)も

あくがなくおいしかったとのこと。

山菜利用といつても、室堂周辺は砂礫地であ

る.客が登つてくる季節であって、豊富に採れ

る所…それが「中飯場への出動Jであったらし

い.長靴で 1時間足らずで駈け下りる。蕗の東

を担ぎあげ、その後は指を真っ黒にしての皮剥

き…。それが、山菜採取など以ての外となり、

全部の食材を荷揚げせねばならなくなった。も

ちろん登山客も増えて、量的にも現地調達では

間に合わなくなった。

(→  陶‐2θ リ
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上か ら3分の 1.

右か ら 5分の 1

あた り。お花畑

コースの斜め右

下に、右下へ延

びている道痕が

見える。これが

かつての ワンゲ

ル道 (湯 谷新道 )

その先に広がっ

ているのが、千

歳平。

国立公園昇格運動の際には、自山観光協会会

長には国会議員が就き、副会長は自峰村村長、

比 年神社宮司に県会議員も加え一の体勢の政治

力で臨んだらしい。護の次は議がと、さすがに

お詳しい。

国立公園になってからは、それまでの老朽イヒ

していた石室を、一つずつ壊しては立て替えし

てもらえるようになつた。

ランプやカーバイ ドの照明も、発電機からの

電球に変わつた。夏の最盛期には 500名 であつ

た宿泊客が、2000人 にも増加していつた。その

一方で、大型冷蔵庫が設置され、ヘリでの大量

輸送、大量備蓄も可能になった。

その頃の金大ワンゲルに関係深い事柄として

は、昭和37年、ワンゲル新道が作られたのであ

る。そのとつつきはわかりにくいけれど、高山

は自然回復が遅いため、知つている人が見れば

まだ、それと分かるという。私は「当然」分か

らず、とうに音話と思つていたが、一枚の航空

写真を見せていただいた。なんと、はつきリワ

ンゲル道が写っている。もうみんなが忘れて昔

話になっているのに一ハイ松は、切られてしま

うと、かくも回復できないものなのだ。今はお

花松原が脚光を浴びているが、千歳平 (せんざ

いだいら)も、劣らぬ花口であつた。室堂から

も近く、木下さんもかつては、よく花見に行か

れていたそうだ。

もちろん、当時もワングルはテント暮らして

、テントから作業現場への往復であった。中で

は、連絡のため度々室堂に立ち寄っていた稲葉

さんを、主任さんは覚えているという。

当時県内には、砂防新道、観光新道、釈迦新

道、自山旧道、岩間道、楽々新道、中宮道の 7

コースがあった。白峰へ降りて <る コースとし

て作られたのが青柳新道であり、その上部がワ

ングル新道もしくは湯谷新道と呼ばれた。

このあたりはベルクハイム 4号、稲葉正巳氏

の記録が詳しく、再録しておく。

新しい道 。白山湯谷新道開発

◇コースについて

夏期合宿の疲れも癒えない 7月 28日 から8月

10日 まで、自峰村の依頼により、我々14名 は、

至
部

　

（至
導

‐
―
―
蠣
ノ

四塚山 北竜 ヒユツテ

負1

ケ

大汝  峰

-120-



室堂から主谷を経て釈迦岳に至る新道の開発を

行なった。

◇いかにしてこの道は作られたか

コースの選定までも我々に一任されていたた

めに、作業は予想以上に難行した。

確か 6日 目だつたと思うが、真夜中にむつく

りと起き上がり、 “先発隊が消えたぞ !"と ど

なった人もあった位で、肉体的・ 精神的疲労は

非常に激しいものであつた。

三度台風に襲われはしたが、天気が余りにも

良すぎたことも、疲労の大きな原因になったと

云えるだろう。

その反面、新道と釈迦岳に到達した時の喜び

は大きく、その夜テントの中で、 “ハクサンコ

トブキ"と “エタ"で行なった乾杯の味は忘れ

られない。

しかし新道は何も我々だけの力で完成したの

ではなく、色々と助力して下さった室堂主任の

木下さんや観光協会の出村さんの御好意も忘れ

てはならない。

作業は辛いことばかりあつた訳でもなく、色

々面白いエビソードもあったのであるが、それ

は別の機会に述べることにして以下簡単に新道

の紹介を行いたいと思う。

◇時間的にはどうか

先に述べたように、此の新道は室堂から直接

釈迦岳に至る全長 4揃の道である。従つて、大

汝・ 四塚を通ることなく釈迦岳に行けるから、

時間的にも距離的にも非常に短縮される訳であ

る。

◇室堂から千歳平ヘ

室堂から夕日岳を経て、約20分で千歳平に出

る.しかし、千蛇ケ池にその源を発する沢を下

り、途中で新道と合流し千歳平に出ることも出

来る。

ここはそのほぼ中央を流れる沢をはさんだ緩

傾斜の台地で、草原と、 トガ・ハイマツが巧み

に配合された美しい高原である。革原は雪渓か

ら流れ出る水と、点在する数個の池に潤された

お花畑である。特に7月 の中旬乃至は下旬の頃

、ここを訪れる人は、自山の象徴黒百合、可憐

な自山小桜、チングルマや、線の絨毯を敷いた

様にぎつしり生えているイワイチ ョウ等の群落

に目を見張ることであろう.作業中、草花の少

ない所をさがすのに苦労した位、豊富なお花畑

である。とにかくここのお花畑は自山随―であ

ろう。

◇千歳平から市ノ瀬ヘ

千歳平を過ぎると主谷への下りである。 トガ

やダケカンパの生えている急斜面を下ると主谷

へ出る.この谷は余程の雨が降るらない限り、

足を濡らさずに渡れる。

主谷からジグザグの道を登りつめると釈迦新

道と合流する.室堂から市ノ瀬までは約 4時間

の行程である。

次の昭和38年には 8期柳川徹氏の記録 (BH

5号)を 見ると12日 間、シゲジ～嗚谷峠間を作

業している。 BH‖ 号では「通行不能」を「通

行可能」にしており、 B H15号で再度バイ トの

要請が来ている…部内記録はそれだけである。

観光協会の30周年記念誌には昭和37年着工だけ

が載つている、いわば幻の道だ。

村田先輩は、このバイ トに37年、38年に参加

しているという。この土方仕事はたいそうきつ

く、炊く飯の量も並みではなかつた。肉体労働

に明け暮れる諸氏は、次第に本能が剥出しにな

ってくる感があつて、恐怖を覚えたともいう。

そんな真夏の高山帯バイ トは連日のように雷に

見舞われた.

主任さんも雷は恐ろしかつたという。避雷針

があって、室堂に落ちることはないものの、窓

ガラスの向こうを真横に稲光が走り巡り、さな

がら天地創造の光景が繰り広げられた。

頂上の方位盤には幾条の雷の跡が見られるし

、頂上奥宮が被雷消失 (第一発見者は29期深井

氏)していたこともあった。

昭和37年は自山日立公園制定の年だ。この気

運に乗じて、自峰村は、自村へ下りてくる新道

が欲しかつたのであろう。

木下さんもその当時は、岩間道よりもっと利

用客があるのではと思ったという。しかし登山

審の方は、どうせやや長めを歩 <のであれば、

自山を縦断し、温泉があり、バスの便 (当時は

北鉄の岩間温泉行きが山崎旅館まで入っていた

)もあるルートの方を好んだ。結果、この道は

ワンゲル部員の懐を潤すのみで廃道になつた。

青柳新道はその後、春山合宿として昭和57年

春まではワンゲルで利用された.

室堂暮らしが長かつた木下さんは、室堂から

上になると、踏む石も決まってくる程だつた.

それほど慣れ親しんでいても、ホワイ トアウト

になってしまえばわからない.常運客が、実は

御前荘のすぐそばで穴を掘つてしのいでいたな

ど、笑い話ですんでよかつたことはいくらもあ

る.客が少なくなってから補修仕事にかかつて

もらうが、その大工が下山のおり、弥陀ケ原が‐

自―色になどなってしまうと、木下さんは随分

心配されたそうだ。

たかがの所で方向感覚を失う…それが高山で
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あれば遭難になつてしまう.そんな不幸な事例

にいくつも目わってこられた。

中でも印象深かつたのは、昭和41年の小松の

中学生の行方不明。「しよんべんに.後で追い

付くからJ

と友人を先行させた清水昭博君は、それきり消

えたのだ。場所は十二曲がりと、水平道と、エ

コーラインの 3本の登山道に日まれた三角地帯

.ど こへ行つても豊山道には出られるのに。先

生方はもちろんのこと、多くの山岳団体も加わ

り、一週間採 し続けた。ローラー作職もして、

限無く三角地帯をロベた.今も見つかつてはい

ない。

集団捜索の後も学校の先生は上がつてきてい

た。一人で採している光景が長く見られたそう

だ。三角地帯をあれだけ採したからには…おそ

らく一旦は登山道に出て、早く友人に追い付こ

うと近道のつもりで、登山道を外れた…それで

見つからないのではと思うとのこと.

遭難については、鶴来警察署の所管であり、

そちらをロベれば、記念誌に掲載されていない

ものもわかるという.

観光協会の二十周年記念誌、五十周年配念誌

は、ホ下さんが綱集され、写真も選定された。

四十周年誌は、神社の方で、追加分を主に文章

でまとめておくということだったので、タッチ

していないそうだ。

室堂は2002年改築され、また新しい歴史が始

まる.主任を辞められてから、木下さんは三度

ヘリに乗って室堂を訪ねる機会があつたそうだ

.そして、五十周年誌をまとめられた際、かな

りの資料を整理されたという.

今年は室堂会の開催される年にあたる。社々

たる役職に就いていた元兵隊達も徐々にリタイ

アし始めている.室堂会に、また集え、ご縁を

楽しめる。   ぉ名前とおりの幸せを手にし

ておられる木下さんだつた。

以降は自山観光協会発行「三十年のあゆみ」からの転載です.

コピーを重ねる度、画質が落ちますので、ベージもそのままとします。

なお、25ページの写真が木下さん撮影のもので、記念切手に採用されています.
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白山開 山の歴 史 と

「 白 山 観 光

設 立 の 経 緯

古 来 、 白山 は「越の しらね」「加賀のは く

さん」 な どと呼 ばれて衆 人 に親 しまれ、万

葉 を初 め と して 多 くの詩歌 に も詠 まれ、駿

河の富士・越 中の立 山 と並 んで「 日本三 名

山」の一 つ に数 え られてい るが、その信仰 の

歴 史
`よ

、5,000年前 からか或 いは10,000年 前 か

らか、私達 の祖先 が、私達 の郷 土 に生 を承

けた時 か ら始 まるはずであ る。

そ して、今 に白山の崇 高 さに変 りは な く、

祖先 か ら受 け継 いで来 た尊崇 の想 い をその

ままに、霊 山 と しての 白山 を汚す まい、幾

千年 の後世 に伝 え ようと努 め て い るが、 こ

の尊崇 の想 いは遠 い昔 の 人達 とい え ども…

その時代 の敬虔 な人達 だか らこそ一 層……

浄 い山頂 に立 ち、直接神 々の座 に ひざ まづ

いて霊 気 に触 れ たい と希 う気持 とな り、約

1,200年 昔 の養 老 元年 、(或 は三年 とも云 う )

越前 のイ曽 (或 は帰化イ曽ともカロ賀のイ曽ともイ云

う)泰澄 に よって人類初 の登頂 が な され た、

と伝 え られ て今 日に到 ってい るが、 この事

はあ くまで信仰 その ものの行動 であ り、 そ

の ような観 念 に基ず く行動 は「登拝 」 と云

う敬虔 な呼 び方 で言 い継 がれて 1,000年以上

も続 き、信仰 登 山時代 を具現 した。

そ して江戸末期 、蘭学 ・漢学 医 な どに よ
‐

る学術 的 な立場 か らの調査登 山が併 せ行 わ

れ るよ うにな って、急激 に近代登 山思 想 に

よる登 山 に禾舞子し、 更 に明

'台

末期 か ら大正

年代 に入 って、海外 か らの影響 も加 わ って

か、  「征 服登 LL とていも云 うレヾ き冒険白勺篠見 
｀

念 も加 わ った登 山時代 を経 て今 日に到 って

い る。

以上 の ような最近の状況 を背景 に大正 10

年 9月 、限られた1,000人程度の夏山登 山人口

ではあるが、敬虔 な若者 を主 とす る登拝者

へのサー ビスを主 な目的 とす る事業 を行 う

ための団体が「 白山振興会」の名称で結成

され (13年 6月 内容充実のため改組 )昭和

6年国立公園法が制定 され、全国各地 に国

立公園 。国定公園・都道府県が指定す る自

然公園が次々 と充実整備 され るにつれて、

先づ国定公園指定 を目標 に、その運動 を強

力に進め るべ く、23年 3月 、十余年 にわた

った「白山振興会」 を解消 して「白山観光

協会が発足 した次第で,今年春満30年の月

日を経過 した事 にな る。

以上の ように協会発足以来の30年 を振 り

返 ってみ る時、それは白山開発の歴史の内

の僅 かに一部 で しかな く、古 い昔か らの、

先人の信仰心 に基づ く、ひたす らな「登拝」

時代 か ら現代 に到 る永い変遷の歴史の、最

新の一 コマに過 ぎない。

従 って「30年 の歴史 。事蹟」だけを記述

して語 ることは無意味に近 い事 で、その よ

うな観点か ら、振興会時代 、或はそれ以前

の事蹟 をもさ ぐって、永い歴史の中での30

年間で、 どの ように白山の利用面が移 り、

且う変 ったか、又変 りつつ あるか をうかが

い知 るための参考 とし、今後 どの ように利

用すべ きか、如何 に して誇 るべ き遺産 を後

世 に伝 えるべ きか を考え、且つは検討す る

ための指針 としたい と希 う次第である。
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改 築 前 の 奥 宮 社 殿 (昭和 36年 9月 ) 大 汝 神 社 社 殿  (昭 不口27年 8月 )

(昭和29年 9月 26日 の台風 15号 により倒壊 )

白山開 山の祖 、泰 澄 大 師 が 3年間 こ もっ

て十― 面観 世 音 菩 薩 を念 じた と伝 え られ

る「転 法 輪 の 窟 」 (御前峰東斜面直下にある)

0箇職

日召不口36年 8月 19日 14時 34分頃 発 生 し
'こ

J嘲 地 震 に よ り

欠落 す る以前 の黒 ボ コ岩  (昭和35年 8月 )

―-14-―



白 山 室 堂 の 推 移

泰 澄大 師 白山開 山以後 、仏教思 想の浸透

につ れ遂年 登拝者 が激増 した事 は想像 に難

くをい所 で、初 めの頃 は辛 う じて雨露 を凌

ぎ得 る程 度 の雨具 を携帯 してブ ッシュをか

き分 け、又 は伐 り開 いて進 み 、岩角 を枕 と

して、又木の根 を枕 と して眠 り、明 くれ は

又難行 を続 け る、 と云 った′Zヽ死 の登拝行 で

あ ったに ちが いない し、その内 に伐 り払 っ

た雑 木や 、笹や枝 な どで立 木 を使 って屋根

形 を作 って、 そ こを「休 み場 」 と して常 用

した事 であろ うが、それ等 の内の一 番利用

度 の高 い場所 を選 んで、少 くとも可成 り永

い

'IJl間

の利用 に堪 え得 る所 に、 もう一 歩進

んだ規模 の 「小屋」 と云 い得 る程 度 の もの

を造 りあげ、登拝 者 が増 えるに従 って、其

処 に粗 末 ををが らも、更 に一 歩進 んだ建 物

を造 り「室堂」 と口乎ぶ ようにな った、 と推

測 され る。

そ して初 め て「室堂」 の名称め 見ゞ られ る

の は長 久三年 (1042年 ):… …。「白 llJ言己」………

の よ うだか ら (開 山以来約 300年余 )開 山か

ら100年 及至 は200年経 って 「室堂」 と口乎べ

る程度・規模 の建 物 が出現 し、「越前室」

はほぼ現 在 の位 置 に、「加 賀室」 は大汝 峯

か ら御 手 水鉢 を過 ぎて右側 の道 沿 いにあ つ

た ようで、何 れ も水の便 が良 く (今 もその

事 に変 りはない )… …昭和 24.9.1「 白山比

口羊神社社報 「白山 さん 」 9月号 、三 井敬 泉

画イ白稿・・・… それか ら江戸時代 に入 って、「越

日T至 」 が ほぼ現 在位 置 に、 「カロ賀室 」 はカロ

賀禅 定道 (旧 尾 添道 )の 馬の背越 の天 池の

横 に、別 山御 手 洗池の所 に「別 山室」 、南

龍 ヶ馬場 山姥 谷の一角 に「美濃室 」千 蛇 ヶ

池の ほ と りに「六道室 」更 に越前禅 定道の

慶松平 には「慶松室」別 山天 池わ きに「六

兵 ヱ室」今 清水の大杉 の所 に「今 冷 水室」

とそれ ぞれの禅定道 沿 いに「 中継室」 (中

間室 )があ った (そ の証 左 と して今 に建 物

跡 が見 られ る )… …・前承 「白山 さん」 9月

号 ……・・。

明 治末年 の頃 には既 に間 口7間 、奥行 2.5

間の室堂 が、ほぼ現 在位 置 に 1棟あ り (約

17坪・58m2)… …収容 力40～ 50人程度 で板

葺屋根 の上 には 多 くの石 を乗せ て台風 な ど

の被 害 か ら守 るよ うに工 風 してあ る。

大正 10、 11年 には県の継続事業 (3,000円 )

として以 前迄の本造 を腰下 石積 に改 め て「大

室 」 「小 室Jが新 築 され (大正 10年 には白

山振興 会設立 )昭和 7年 には矢作 水力電気

会社 が 「婦 人室」 (後 に黒百 合荘 と改称 )

を造 り、昭和 12年 には食堂 を新築 す るな ど

の事 が あ り、利用者の増加 と共 に約 15年間

受 入れ態様 の充実 と整備 に努 め たが、時代

の推 移 と禾J用 者 の急増 にイ半い、日召春日23年「具オ

団法 人 白山観光協 会」 発足 を機会 に、同年

には「雷 鳥荘」が出来 、更 に24年「御 前荘」

と年 を逐 って古 い宿合 の改造 。改築 を重 ね

て収容 力の増加 と内容 充実 に努 め たが、全

国 各地 の山岳 公 園の魅 力が登 山人 回の増加

をイ足した ものか、 それしともラ覧さ″していない

白山の良 さが認め られ た ものか、将 又37年

に国立公 園 に昇格 した こ とが大 き く景多響 し

た もの か、30年 頃 か らの登 山者急増 が 目覚

ま しい ため もあ って、38年 か らは次 々 と軽

量 鉄 骨 造 りの宿 合 を新 築 して 、 35年 には

10,000人 を超 え39年 には15,000人 を突破 す る

と云 う状 態 に対応 して きたが一方38・Tか らは

自然公園の整備 方針 に基 き、之迄 の建 築物

・施 設 は全 て取 り壊 して前記 の方針 に則 っ

た施 設 (雷鳥荘 ・御 前荘 の跡 に室堂 セ ンタ

ー な ど)が次 々 と新築 され今 日の全体施 設

が出来_Lった経緯 の下 に日召和 52年 には24,646

人 (南龍 ヶ馬場 の利用者 を加 えると28,407ノヘ、)

を数 えるに到 ってい る。

……但 しこの数 字 は几 て宿 泊者名簿・利用

者名簿 に登録 され た人数 だ けであ る……
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夏 山開 山準備 強力 に よる荷揚 げ (昭和30年 6月 29日 )

荷 揚 げ

く
‐ ′ `      警

ヘ リコ プ タ ー に よ る

夏 山 用 物 資 輸 送

(昭 和51年 8月 )

食 糧 の補 給 荷 揚 げ (昭 和31年 8月 )



緻

曜

無線電話

開局記念

三元放送

MROス タジオ

左 よ り

故 王 井敬 泉画 伯

故 細川 元孝 氏

27-



姿 蠣

モ シ モ シ お 父 さ ん 、 今 元 気 で 着 き ま し た

白 山 室 堂 生 活
夏 のスナツプ

食 堂 は セ ル フサ ー ビス で す .

今 日の メニ ュ ー は な ん で しょ う?

食 堂 風 景 (な め こ の み そ 汁 の う ま い こ と )

食 堂 で コ ンバ の あ と 記 念 撮 影 (日召和 33年 8月 )

-35
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白 山 室 堂 生 活

夏 のスナツプ

室 堂 調 ダ 場 の夕 ぎ

二
十

年
前

の
調

理
場

風

景

な

つ
か
し

い
顔
、
顔

、
顔

…

…

…

現

在

の
近

代

的

に
完
備

さ

れ

た
調

理
場

で

シ
ー
ズ
ン
ピ
ー
ク
に
は

一
度
に
二
千
人
近
く

の
食
事
を
作
る
日
も
あ
る
。
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各 室 の ゴ ミ処 理 、 カ ンつ ぶ し、毛 布

干 しは 、室 堂 の兵 隊 (ア ル バ イ ト学

生 )達 の 重 要 な役 割 で あ る。 コ ミは

す べ て焼 却 、 ブ レス され た空 カ ンは

翌春 ヘ リで お ろ され る c

飲料 水や雑 用 水 の 確保 も大 変 であ る.

水 の 豊 富 な時 期 には消 人放 水 訓練 も

行 な わ れ る .

37-
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旧 白 山温 泉 全 景

‖rィ 不‖1)イli 7 り11l11グ)「 ll文

'‖

′共水 に よ り ,メこ失 す る迄 は 専

r,こ の

'∴

∴泉 を (ヽ 山 り:、 地 と し

て 利 用 し た _又 こ の 町'1か ず,

「少ド方 ll'jiり IJ υ)資 本わ■1般 r各 も

利 用 す る よう に な ,た

昭和7年のパ ンフレッ トか ら

温 泉 旅 館 (11」 ノ沖111・
'こ

添 lI・ 飛 騨 ll)

行:    ′ri…・・… 1 1lJ 501文 ～ 3 1lj 00夕支

りJtプリ糸|[イト・……。Fl  りlil  り・……・ 3 1lJ

ィ支  ll卜  け ……… 41:J

,ri  り  111・ ……・ 5 1ij

1`4,Irl及 ′ι

',～

・…・…10 1lJ

冬     'Ul・ ……・ 2 1ギリ増

ス キ ー ……∵ 51:」 増

旧 白 山温 泉

(越前 禅 定 道 )

登 山 口

昭 和 :0年 の 室 堂 の 物 価

イ11セイ吏ルll料・……………・45£曳   白hJ(リリ1い・…………… 15全文

定 食 料…………60銭   |′ 1扇 (女 ||)・・………■0銭

チ)  J:  *斗・・…・…・…・・35金え    |イ l lli(｀ 14′
「

l・ )… ……・…・20£支

毛布貸与料 ,2枚 ,́づ き 40銭  ■:,晴む乃j∫ (作‖製人 )・・・20銭

木炭 (1貫 )・
・………・70銭  絵 ハ ガ キ…………20銭

ス タ ン プ………… 2銭  絵ハガキ(高 山llll物 )15銭

焼   印・・・・・・・・… 5銭  桑 五i・ ……………・2(り £支

白 LL i也 l図 ………………3£義   本田 7酉 (2イ)入 )・
■̈・5()3文

白 山 絵 図・・・・・… ・・20銭  ビ ー ル・・… … α職

雷 .鳥
ハンカチ……・……8銭   サ イ ダ ー……・………・・251t

雷 鳥 手 拭・̈・… … 12銭  金 岡1枚 …………・15銭

雷鳥 タオル…………15銭  r「    牲 .… ………5銭

◎ li当 使用料、定食料は団体(15人 以 11)は 各 51tり |

一
メ
‘

,|rr : <riii' l:3 < t,L: t
W<(1111 6ry'cot, l

わ |)と

1.I 長/1t   ムil
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警
事言己代年

年   代

慶雲 3

養老 :.6.!8

真観 |

長久 3

安元 2

康和 |

寿永25

正治 2

文歴 |

建 長 4

ヲξIE7 8

13 1! 29

慶長 4

正保 2

寛文 7

事言己 天 明5.6

3を化 2.4

文政 12

明治 |

明治末期

ブに18.8.25

大IE:0.9

13.6

日召不口7

数約 200人 (赦 免・病死・勿」首

・続死・獄 門・移送等 あ り)

金子鶴邸 、白山に登 る

この年 没 した橘南渡著 「名山

論」 に富士 山・立山 。白山

の三名山の名が見 られ る

岩間の「噴泉塔J金子鶴邸 に

よって発見発表

神仏分離 令布告

ドイツメゝ ライン(」 .J.Rein)博

士 によってジュラ紀 の化石

を含むジュラ層 を自峰村・

桑島地 内で発見 、 この研究

結果 が1877年世 界 に発表 さ

れてか ら、わが国各地 のジ

ュラ紀層研究の手 がか りと

なる

ほ 現ゞ在位置 に間 口 7間・奥

行 2.5間 の室堂 1棟 があった

東久運宮稔彦王殿下登山 さる

寛政の頃 (1810年頃 )か らの木

造室堂 を石積室堂 に改造 し

た。「自山振興会J設立

大室・小室が県によ り増築 さ

れた

「自山振興会」組織 替

矢作水力電気会社 によ り「婦

人室」 が建築 され た

「手取川洪水」家屋倒壊 流失

535棟 、死者行 方不 明110人 、

耕地埋没流リモ2,550ha

御前峰頂上 に方位盤設置 (矢

作水力電気会社奉納 )

「白山振興会」 を解 消 し「白

山観光協会」 を設立

「雷鳥荘」新築

午后 5:00過 ぎジェー ン台風 の

ため「雷鳥荘」 の屋根破壊

東大・小林真一教授 、牛首川

・湯 ノ谷右岸 に於 て珪 化木

発見 (昭和 32.7.10「天然記

念物」 に指定 )

尾添川上 流・中 ノ川左岸 に熱

泉 を噴 出す る石灰華塔群 を

学界に発表

五箇山の「麦屋節 踊」 を無形

706

717

859

:042

:076

白山開山の祖 、泰澄大師、越

前 の国麻生津 (現福井市 )で

生れ る……

景雲元年 (767年 )3月 18日 86

才 で入寂 した と云 う………

一 説 に加賀の人 とも、又帰

化ィ曽ともう云う

越前 に山災 あり、白山の噴 火か

僧泰澄 白山に登 ると伝 う、以

来 この 日を「開山記念 日」

として諸種 の行事 が行 われ

ている

白山に異変 あ り

白山噴 火、「翠 ヶ池」が出来 た

京都 ・藤原兼定著 「玉葉」 に

「白川郷」 の名が載せ られ

ている

3董震 あ り

木曽義仲 、平氏追討 を自山に

祈願

この年 、後鳥羽院の 「白山の

松.の 木かげにかくろひて…」

の御詠があ り、白山の ライ

チ ョウが広 く世 に知 られ る

強震 あ り、余震続 く

洪水のため本宮流失

大風 のため大 汝峰頂上 の神殿

倒壊

翠 ヶ池か ら噴 火、翌 弘治 2年

迄続 く (黒 ポコ岩 はこの噴

火による遺物 と推定される)

白山噴 火

夜大地震 あ り、自川郷 「帰雲

城」埋没、内 ヶ島氏一族城

下 300軒 と共 に滅t

白山鳴動

同 降灰 あ り

この年以来明治の廃藩 までの

約 200年 にわた り「お縮 (お

しば り)小屋」「平 /1ヽ屋」 と

称 する流刑小屋が、加賀藩

によって五箇山の各地 に設

置 され罪人 を隔離 す、その

:234

:252

1541

1554

!579

:585

i599

1645

1667

23 3

23 7 18

24.9 3

25 9

1785

:805

1829

1868

1874

1830

頃

!919

192!

192:
:922

!927

!932

!934

1937

1948

1948

1949

1950

1952

-42-

26 9

白鳳 !|.6.H 682

1099

1183

1200

27 6 11



i953

1954

!954

:955

:955

,955

:955

1956

1956

!957

1957

1957

1957

i957

!958

1958

1958

1959

1959

1959

1960

事年 年   代

日召澤●35 7.2

36 8 19

日召不口287

29 9.26

29 12 25

30 2

30 7.9

30 9 27

31 84

3! 9

32.6.:9

32.7_2

32.7.10

32.:0.29

33.5.:4

34.7 24

34 9 22

34 10 30

35 5 27

文化財 に指定

山頂 で無料診療所開設

台風 15号のため大 汝神社社殿

倒壊

「岩 間の噴泉塔群」 を天然記

念物 に指定

ライチ ョー を特別天然記念物

(地域 を定めず )に指定

白山「国定公園」 に指定

(47,289ha)

山頂夏期臨時郵便局 に無線通

信開始

大汝神社再建 (総工 費 25万円 )

日本山岳協会長・塚本閤治氏 、

天然色映画 「自山」撮影 の

ため来県

白山荘竣工

「岩 間の噴泉塔群」 を特別天

然記念物 に指定

白鳥町の「今清水 の大杉」 を

特別天然記念物 に指定

手取川流域の「珪化木産地」

を天然記念物 に指定

山頂 に方位盤取付 (奉納・細川

元孝氏夫妻、運搬人・長崎

幸雄 氏 )……・落雷等 のため

破損 著 しいことによ り再度

製作 したもの

室平 に「白山荘」竣工

平村 の「白山宮」「村上家」「羽

馬家」上平村の「岩瀬家」

を重要文化財 に指定

「別当出合休憩合」完成 (雪害

のため破損、48.9.∞再建 )

「岩 間 ヒュ ッテJ竣工

白川村の「白水の滝」 を天然

記念物 に指定

白鳥町の「中居神社の杉林」を

県・天然美術保存林 に指定

「甚之助避難小屋」新築 (1日 )

45。 9.30千多車云・甲手葵彗

「清浄 ヶ原 ヒュッ テ」完成

(雪害の ため倒壊 )

白峰村の「かんこ踊 り」尾 口

オ寸の「で くまわ し」石り:1県

無形文化財 に指定

37.8.:0

37.:0.:9

38 7

38 7

38.8.30

38.9.3

38.:0

39.8.13

39.:0.24

39.ll.12

40.5.:

40.8.8

40.!0

41.6.4‐ 7

41.9.23

42.7.25

42.7.30

協会事務局長・細川元孝氏 、

開山祭 の帰途、六万橋 にて

転落死 (64才 )

手取 。中宮・岩間地区の温泉

を「白山温泉郷」 として厚

生省国民保養温泉地 に指定

14時 3扮頃 、 別山三lノ 山筆F付製壁

を震源地 とす る「北美濃地

震」発生、死者 4・ 負傷者

7・ 登山者 122名 一時孤 立、

別山神社倒壊 、黒 ポコ岩の

上部裂落

室堂 にデーゼル発電施設完成

白川村 の民謡 「こだい しん」

無形文化財 に指定

自山「国立公園」 に指 定

(47,289ha)

自峰村・桑島 「小倉家」重要

文化財 に指定

室平 に「軽量鉄骨宿合」 2棟

竣功 (ヘ リ輸送 )

「清浄 ヶ原 ヒュッテ」竣工

(雪害 のため倒壊 )

故三井敬泉画伯胸像 〔プロン

ズ〕竣工・黒 ボコ岩 に取付

奉告祭 (35.9.30没 )

奥宮社殿改築・竣工

「ゴマ平避難小屋」 「殿 ヶ池

休憩舎」竣功

祈藤殿兼社務所改築工事竣工

「小桜平休憩舎」竣工 (雪害

のため倒壊 、46.9.30再建 )

「南龍 ヶ馬場休憩所」竣工

本年度か ら春 山開 き

「三方岩岳避難小屋」新 設 (同

年冬雪害 のため倒壊 、41.8

再建 )

「室平園地」開設

自山 を会場 として全 日本登 山

大会開催

平村の「相 ノ倉集落」国指定

史跡 となる

室平 に「 くろゆ り荘」竣工

(鉄骨平屋建 31l m2)

南龍 ヶ馬場 に「セ ン トラル ロ

ッシ」竣工

1962

1962

1962

1963

1963

1963

1963

1963

1963

!964

!964

1964

1965

:965

1965

1966

1966

!967

:967
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事事言己年 西 紀

(1失 4`l・ 2 Ftti塁 190.26Π 12)

円671ネ
Ittj曹サタだ孔縫
320n12)

1968 ilittl),tr)|,,i,'i:rriltf,l''l t,Ti.'Eli

形 文化員オJに 選定

rsoa | ,;1 'l.r: ' - 1'< i,rl,r ,t r

(鉄骨
｀

「 屋建 31lm2)

1959 | t'tdrF+.J . ,ttr,tr.lrlir& - l' -rfri

観 ざf:昌:薩 立像」県 :■ り要文化

財 に1旨定

I 969 | '.;.. '1. l: ' fl|l rlij ;ll, r Jt t .

1969

1970

1970

1970

(,失 |}■14よ囃建 31 ln、
2)              48 1

「チブ リ尾根避難小屋」竣工

11平 小」の 「菅沼合
`掌

集落J国      501
指定 史跡 となる

ri川 1村 の 「どぶろ く祭 り」 重

要無形 文化 1オ に指定          528
111川 村 の「人窪水ば しょうJ

を天然記念物 に指定

ri lII村 「荻日Iの 合掌 集落Jを1971

lTl要 伝統 的建造物保存地 lヌ :

に指定

I′ |り ‖本J・ |:り l・・J′てグ)I‖ li土 IIrぶ

イi:宅 ,を :F要 イ「形 丈fヒ興4に

,選 ,t

「シナ ノキil■ 1『 ノト岸 |クた li

l芳り:11111イ )1駐 :ト ナ場| }々 li

(4511～継続 )

中宮温 泉入 H・ 蛇 谷沿 いに イf

川|り itrlIII l・ |タヘイ呆11(セ ンタ J

開,if(鉄 筋 コンクリー ト

部 r卜 l階 延 1,231m2)

,li lllり it「 ′f簡 lllの 1り tと ‖「角り
1

を

'ほ

り「多丈化14に
'墾 't

i塙 青Lヶ ‖3上場ι二 1南 liL lll,II:, 夕た

Jl('人1`l l階建 276.3m2)′il

6× 5、  2段べ ′ド24人 × 4

「ri lllス ーーバーー1本 i芭 ||,H,ll(42

1111'1着 11)… …・イ「|‖ り[t'こ

Il村 と山t嗜 l鳴
tl`|サ |1本 Jを 系ri´〕|

・―・…拠11(133.3kn、

日召不日42 7 30

4356

43 9 29

44 2 18

日召禾日46

47 11 20

48 6

48 7 4

1972

1973

1973

!973

!975

1977

44 9 30

44 10 31

45 12 4

45 12 9

45 12 15

46 12 14

＞故
細
川
元
孝
氏
奉
納

の
方
位
盤
取
付
作
業

く

く

駒草会有志 に よる故 細川氏顕彰 記念碑
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白山開山当時 には登 山 コース といった山

道があったはずはな く、何 とか歩けそうな

尾根 を踏み分 け、特 に困難 な所 はブ ッシユ

を伐 り開いて進 む、 といった具合 で、永 い

年 月の間にだんだん踏み跡は歩 き易 くなり、

伐 り開いた難所 も少 しづつ改良 されて、数

百年 を経て漸 く使 える程度の山道が出来上

り、支障のないコース として利用 されるよ

うになった、 と想像 され る。

この ように して近代 に近 い100年或 は200

年頃 に出来上 っていたコースとしては、養

老の頃 (或 はそれ以前 )か らの 白山登拝 の

望 みに基づ く信仰基地 としての進拝所 とし

て造営 された。次の 3馬場 を基点 として白

山に至」達す る 3線がある。

美濃禅定道 (南縦走 コース )

駿 河・遠江 。三河・尾張 (静岡・愛知 な

ど中京方面 )か らは、長良川 を遡 り、白山

中宮長滝神社 (岐阜県 白鳥町 )を 発 して檜

峠一一石徹 白(中 居神社 )一一―銚子 ヶ峰一一

――ノ山筆一―――三ニノ山筆―一――I三 ノ山筆―一――房1山一一――

油坂一 南竜 ヶ馬場一 御前坂 を登 って白山

越前禅定道

越前 (福井 )方面か ら九頭竜川 を遡 り平

泉寺 白山神社 (勝 山市 )を基点 として三頭

山一一一本松一―小原峠一一三 ッ谷 (現在

は離本寸して音Ь落 な し)一一 白山温泉 (B召和

9年 7月 の洪水の為流失 )一一 六万部 山(六

万 山 )一一却 p谷 と湯 ノ谷の分水稜線一一 黒

ボコ岩一一 白山

加賀禅定道

加 賀・能登 (石川 )ヽ方面 か らは鶴来 。白

山比口羊神社 を基点 として手取川 を遡 り、瀬

戸一― 中宮一― 尾添 を経てハライ谷―一 日

附谷 と丸石 谷の分稜 を四 ツ塚 山一一 大汝峰

一一 白山

その他 の コー スoと しては、

白川郷平瀬 で 白川街 道 に岐 れて大 白川 を

遡 リーー 大 白川温泉 (昭和 39年大 白川 ダム

……御母衣 第ニ ダム……建 設 の為 水 没 )別

山谷 を遡 って地獄 谷 との分稜 を登 り、南龍

ヶ馬場 の 山姥 谷 を降 って美濃禅定道 に合流、

と元の大 白川 コースが一 番 古 く、 天保 12年

(1841年 )頃 には已に登 山路 と して利用 さ

れて いた ら しく、信仰′らヽの あつ い奥 飛弾 白

川1郷の 人達 に よって、美濃道 を利用 す るに

は余 りに遠廻 り (約 30km)で不便 な為 に開

設 され た もの と思 われ る。

この コー スは大正 末期 まで 利用 して いた

が、難所続 きの ため 、大 白川温泉 か ら大倉

尾根 を登 リカ ンクラ雪漢 を利用 して御 前峰

の東 に達 して南側 を巻 き、室堂 に到 る (現

在 の コー ス )よ うに改修 したが、雪漢 があ

ま りに永 く、危険 が予 想 され るため 、昭和

の初 期 には雪漢 を捨 てて尾根 を伝 うよう改

修 して今 日に到 ってい る。

一 ノ瀬 か ら柳 谷 を昇 リーー 岩 山谷川 (岩

屋俣 谷 )の右岸 を遡 って三 ツ岩 を経 て別 山谷

川 と井 谷 川、更 に畜生 谷 との振分稜 を昇 り、

別 山室 (追分 )で美濃禅定道 に合 流す るコ

ー ス (こ の コー スは昭和 の初 期迄 利用 され

て い た )

岩 屋 俣 谷 と柳 谷 川 との分 水 稜 線 を昇 り、

別 山・御舎 利 山で美濃禅定道 に合 流す るコ

ー ス (現在 の別 山 コー ス )… …。大正初 期 に

開設 され、十数年 間一部 の人達 に よって利

用 され た。

その後開設 され た もの は、登 山が漸 く一

般化 す るに到 った日召和期鯰た後 に集 中 してい

て、年 代順 に次の通 りで あ る。

大正 10年 岩 間温泉元湯 コース

尾添一一 ′ヽ ライ谷 を渡 り、更 に丸

石 谷 を吊橋 で渡 って中 ノ川 との分
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稜 に到 って (こ こ迄 は 1日 山道・・……

出作 り道……現 在車道一― 中 ノ川

の 中腹 を横 断 して元湯―一 薬師 山

一一 長坂―― 清浄 ヶ原 (北龍 ヶ馬

場 )一一 四 ツ塚 で加 賀禅定道 に合

流 (以後禅定道 は尾 添―一 四 ツ塚

間の利用者 は漸次無 くな る。)

昭和初年 砂 防新道

柳 谷 を主 とす る手取 川の最奥部 が

手取 川洪水 の根源 であ る為初 め ら

れ た治水 (砂防 )工事 は、大正 元

年 、石 川 県の直営 で中飯場 に、翌

2年 には高飯場 に、夫 々工事 基地

を設置 して工 事 が進 め られ、昭和

2年 には当時 の内務 省 に引 き継 い

で国の直轄事 業 として施行 され た

が、 その為 の資材運搬 路 (歩道 )

を右岸 沿 ぃ中腹 に築設 したの で、

大正 末期 か らその歩道 を利用 す る

ようにな り、日召春日の初 め には甚之

助 谷 か ら黒 ボコ岩 に取 り付 いて越

前禅定道 に合流す るよう延長 して、

工 事用道路 を其 の まま利用 して今

日に到 ってい る。(現在の砂防新道 )

昭和 5年 釈迦 ヶ岳 コース

市 ノ瀬―一 旧 白山温泉一一 湯 ノ谷

(此 ノ間営林 署・治 山工事用 歩道

利用 )―一 湯 ノ谷 と支流丸 岡谷 と

の分水稜 線 を釈迦 ヶ岳一― 四 ツ塚

で加 賀禅定道 に合 流。

昭和 5年 箱抜 (科倉 )棧道 新設

大 白川 コー ス・箱抜峡 谷 は稀 にみ

る絶壁 で、登 山路 は大 白川沿 いに

十数個 の小 谷 を昇 り降 りす る難 路

であ るため 、 この年約 400mの 断

崖 に ヒノキ材ニ ツ割 の吊棧 道 を設

けて通行 を容 易 に した (こ の棧道

は昭和 9年 7月 の 白山 を中心 とす

る大 洪水 の ため流失。)

昭和 10年  ゴマ平 コース・ 北縦 走路

中宮 温泉一― 清浄坂一一 湯谷頭―

しなの き小屋一一 カ ンバ坂一― い

ちい坂―― ゴマ平 (以降北縦 走路 )

―一 ゴマ峠=― 三俣峠 (以降 県境

稜 線 )一― う ぐいす平―― 地獄 の

ぞ き一― 北 弥蛇 ヶ原―― お花松 原

―― 翠 ヶ池 で加 賀禅定 道 に合 流。

日召希口24年  観 光新道

白山観光協 会設立記 念事業 として

開設 した もの で昭和 23年着 手。別

当出合 で砂 防新 道 に岐 れ―一 市兵

ヱ茶 谷 (現在 はア ト)―― 別 当谷

の右岸 。中腹 を殿 ヶ池 で越前禅定

道 に合 流……現 在 は改修 して市兵

ヱ茶屋 ア トーー 越前禅 定道 の別 当

坂 を利用―― 畜生 谷― ― 殿 ヶ池。

昭和 26年  刈込 コース

鳩 ヶ湯温泉 コー スーー 小 池 (跡 )

― ― 刈込 池・・・…此 の間部 落道利用

―一 ニ ノ峰 の北 で美濃禅定道 に合

流。)

昭和 29・ 30年 岩間温泉 コース (楽 々新道 )

岩 間温泉 を岐 点 と して、九石 谷 と

中 ノ川 との分水稜 線 を登 り、見返

坂 で元湯 コー スに合 流す る もの で

延 長 6,744m。

昭和32年  三方岩岳 コース

元 々登 山道 があ った もの を、 この

年 改修 して整備 した もの で、馬狩

部 落 (現在廃 村 )か ら白谷 を渉 り、

稜 線 に沿 って三方岩岳 に登 る (北

縦 走路 に合 流 )

昭和 37年  砂御 前 コース

白山筆
―

青初,山一――砂 御 前 山
一

鳴 谷峠一― シゲ ジで釈迦 ヶ岳 コー

スに合 流。

昭和 37年  湯 ノ谷 コース

釈迦 ヶ岳 コー ス釈迦 ヶ岳 の奥部 で

岐 れ―― 湯 ノ谷 を渉 リーー 千蛇 ヶ

池尻 の草原 を縦 断 して―― 直接室

堂 に到達 す る。崩壊部 分 多 く危険

を伴 う慮 れ あ るため (昭和 52年廃

道 とす る。

昭和39年  蛇谷探勝 コース
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中宮麒 一――崎 沿いを遡 リ
ー

蛇谷 11:を 経 てりrと 谷噴泉一― しし見

山|― |「 1見 |||(こ れ より1ヒ縦走 コ

ース)一 フクベ山
一

i方ザ|lfi。

||′{和 39年  北縦走 コース

判||ナ亡峠― ―ノ
lヽ 瀬山トーーー袴‖要山 (越

:11宙 lf)一一■i tt lll―一一猿 ヶ111-―

ブナオ出トーー人 |"l山 一一 人笠山一

笈 ヶlFi

llr{和 39年  南竜 コース・ エ コーライン

llt之 助 ヒュ ソテか ′)||11も な く、南

li今〉‖1支 して 1朽 青Lヶ ll'場 。 南青Lセ ン

ク‐―で ||」

“

雄ノヒコ~~ス にイ),メこう
~る 。…

|ljliLσ )人 11か らノ∫オ
‐
7,7fヽ い

`二

ri三
|,:〔

を縦閑iし てリカミltヶ 原・ li葉 坂の麓

で 1イ
i｀ |え

ン、の コー スにイ),れす る。

|イ{和 40年  鳩 ヶ湯新道

刈込 池キャンプリ場か すジiritt Fllliリ ト・

ィ「り||グ )鳴 tJ光 に‖又リイヽ1き 本麦糸泉をliノ

山午で 芙濃Fr定道にイ)'メこ。

Hイ{和 4111 噴泉塔・ 蛇谷探勝 コース

|ザt泉塔 か メジ湯谷」rt… …霧 ll青 峠……

史 111ギL7)。 コヘ'省)l1/ヽ と|!rittiづ
―
る

が危険 ゥリリiあ り
(〉

‖r{不|152イ lilだ 道 と

づ る。

|イイ和42イll アルプス展望 コース

|ljttLヶ l馬 場 。lll FLセ ンター………lll

姥 谷沿いに岐 litりlt境 に達 し、ほは

鳴り尭沿いに登 って大 I′ 1サ ||コ ー スに

イ)'メ i。

|イ{和 43イll 別 山コース

白山温泉……柳 谷川 と岩屋俣谷 と

の分稜 を登 って別山・御舎利山で

南縦 歩 コースに合流す るもので、

約50年 前の道 を再改設 した。

故玉井敬 泉画伯 の功績 をたたえ、黒ボ コ岩 の

背面 に埋 め込 んだプ ロンズ像  (昭和38年 8月 )
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白山に「ライチョウ」

移殖をtとする調査

環境 ,11は 、 今 、 糸色減 に頻 してい る牛キガJな

鳥獣の保 li菱 問題 を検 ::寸 す るため、49年 8月 、

増殖 対 策 委員会 を設 け、 この なか で、 ラ イ

チ ョウにつ いて は、 その生 りむ、す る環 境 にお

ιする保 :i隻 増殖 σ)イ也に、 イ1‐1′む、ま也域 を1ガ:げ る為

の 方法 を も実施 すべ きであ る、 と云 う意 見

に集約 され た こ とで、 この意 見にりitづ き、

50イ li 7)]25 LI、  ll」 ′:二 にイ[:り‖1メ(′

｀
/1)‖ ‖lイ建 i教

1受 をす141こ とす るライチ ョウ移殖
`ラ

対査 委員会

が ,没 iriさ ズした。

この 委員会で検 :iJ‐ の結 果、50イ lll支 におい

て、か って ラ イチ ョウが′
111む、していた、 と

云 う l:l lll地 域 で、不多殖 の il∫ 能 111、 環 境 条イ11

につ いての i〕‖査 を行 うこ ととな り、 この iヲ対

イド
`よ

、  8 サl ド
`|り

か Fっ 1)り l 1141り にかιナ、  |′ l lll

よ也l或 に15い て、 」ガl11教 ∫受を1こ と―
するネ窓itll

名が現地 に 入 り、

① ラ イチ ョウσ)糸色)戒 場(1大|・ .〔し

'人

のノ
liりむ、1見

況・被 食 1と 虫現 存 14tな どの鳥獣 |フ‖査

② 食夕l「れイ1物 ・述 蔽れri物 のう〉冶∫な どグ)有 11物

i調 イi

③ 気 象・ 1111i七 ・は 11:litな と
゛
の気 象 1調 査

④ 寄 4i虫 ・病 源 1尉 な どの疾病 :J月 査

を実 施 した。 また、以 11の 調 査 を11支 りまと

ダ)、  こ才しにり1ヽ

ンプぃて不多免魔σ)'If riを 111脚 iづ
‐
る

こ と と し、 ■1虐、/Jゞ :'「 台ヒ■こ、 H.´)地 ノ亡グ)コ ン

セ ンサ スが得 られれ ば、52年 llも 、フl山 から

不多免たしたい。 とtよ つ:巻i響 グ)|ヾ に、 lii∫ i:己 ′)]J司

査に先 立ち 8月 28日 、 この `li業 に対 す る協

力要 請 を兼ね て、 :i見
}り l会 を金沢 市で |;‖ 倉lし

たが、参りJII者 は糸勺80名 、 真 l白 i‖ に ILつ ,コ J

な′むJと が 多 く|llさ れ 、その糸li果 、移角
`:]命

の

コ ンセ ンサ スは と′>れ てお ′,ず 、尚議論 が′Zヽ

要 であ る。

当 1白 i、 現 イl:の rlli虐、地 σ)保 護 を優 ウlLケ ベ き

だと云 う方向 で報 (1:書 を作 製すべ きで渉)る 、

等の結 論的 Jlll11で 、 この問題 は :111白il)と送

り」の形 とな った。

昭和初期 までライチ ョーが棲 んでい た大汝峰北斜面
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部誌ベルクハイムに掲載された広告を見ても、

やはりそこに時代は映 t′ 出されているものです。

ここではスポーツ店に絞ってまとめてみます.

1号 丸善運動具店 (大手町) ニシナガ商会

(香林坊) 大和デバート (片町)

2号 山みち (上伝馬町) 西田運動具店 (堅町)

3号 丸善運動具店 西田運動具店 山みち

コジマスポLッ (尾山町) 田村テント

制作株式会社 (野町広小路)

4号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

5号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

6号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

北村運動具店 (木倉町)

7号 大和デバート 西田運動具店

コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

8号 コジマスポーツ 田村テント制作株式会社

中村スポーツ店 (広坂)

9号 西田運動具店 田村テント制作株式会社

マンゾク製靴 (金大生協)

10号 田村テント制作株式会社  マンゾク製靴

11号 西田運動具店

12号 コジマスボーツ 木リイケ (本町)

13号 ホリイケ

18号 チヤムラン (笠市町)

19号 チヤムラン 好日山荘 (安江町)

20号 チ ヤムラン ケル ン (尾山町 )

21号 チヤムラン ケル ン

22号 チヤムラン ケル ン

23号 ケル ン

24号 ケルン 好 日山荘

25号 ケル ン

26号 好 日山荘

35周年記念誌 ケルン (高柳町) コージツ

(東大通店 新神田店 高尾店 )

33～37号は1997年 1月 発行

以後発刊されていない.

経年変化を追うと、長い間には店そのものが

消失した…が一番多いようです。

テントやザックは、アウ トドアの言葉が出て

くる頃から、テント屋をこれました。

また、デバートについては、皿洗いの腕と忍

耐を買われて、食堂専属団体バイ トをやってい

た時代があり、そのお情けでいただいた広告で

した。紙面の山用品の階に出入りしていた訳で

はありません。

その他は、当時の現役部員が出入りしていた

スボーツ店であって、「広告をお願いします」

が言いにいけるほどの付き合いはあった店とみ

なせます。どう考えても、それは広告費ではな

く、寄付金に該当する出費といえました。

14～ 17号では、広告ゼロです。山小屋改築が

部財政を圧迫、見劣りする体裁での発行がやっ

とであったため、欲しいけれどお願いにもいけ

ない結果であつたようです。

27号から、再び広告はなくなりました。その

後は 6年に一度の発行となり、広告を集める伝

統もなくなりました。

35周年記念誌の広告は主に、25期雄谷さんが

自分の人脈で電話を入れてくれ、現役がその後

足を運んで獲得したものでした。寄付そのもの

で広告を出してくれたOBも いました。また、

あの時、ノウハウなしの広告取りの陣頭指揮を

とった34期松浦さんは、今明石市役所勤務で .

花火事件のその後に奔走しています。

今、現役会計は、高三郎登山道修復の補助金

で潤い、もう広告とりの必要はなさそうです。

だからといって、部誌が発行されるわけでもな

いのが「時代」です。

さて、今、中高年登山ブームが押し寄せてい

ます。20年近く続いてきた点からは、加齢によ

る次の変化がそろそろでてきそうではあります

が…。

出版物を見ても、切り口をやや変えては、重

複購入をねらい、綺麗なカラーページばかりが

豊富で、「行きたい」心を煽るようになってい

ます.

一方、地図がダウンロードできたり、リアル

タイムの天気情報が入手できたり、山情報を固

覧できたり…情報が簡単に手に入るようになリ

ました。まさに本人の力量とは無目係に入手で

き、それがまた「簡単に」登れる錯覚を招きま

す。携帯電話で「私はどこにいるのでしょう?

」「地口 ?持っているけれど、わかんない」。

そんな方達のために、山用ナビが開発され、

ザックの上に広げておける太陽電池も軽量化が

図られています。

以上のような変イヒを、「今時の」と、編者は

嘆いておればいいけれど、客としてお相手を務

める山道具屋さんは、たいへんに違いありませ

ん。
-8-



「スポーツ店」で電話機を調べると、それだ

けではわかりにくいもののサッカー専門、ラケ

ット専門など、扱うジャンルが決まっているも

のです.

個人商店の場合、山・スキーとジャンルを餃

つた中で多種の商品展開をし、道具とフィール

ドの最新情報・話題に通 じ、地域での顧客をき

つちり押さえてい<…が、生き方となるのでし

ょう。

一方、コージツ、アルベン、モンペルなどの

全国チェーン店は、山渓、岳人などの月刊誌、

発行本に宣伝することによって、不特定を含む

集客をしています。自社製品をプランド化や、

直営店といつた展開もしています。山道具店と

いうより、アウ トドアの言葉の方が嵌まる店構

えです。金大ワンゲルにカヌーのジヤンルが加

わつたのも、これらの店舗てみかけたり、情報

入手できるようになってからのようです。今、

コージツには35期吉田さんがおり、モンベルは

現役、留年OBの貴重なバイ ト先ということで

、広告をいただきに行くなら、そちらのあたリ

でしょうか。

もちろん、大規模店の 1コ ーナーとして、ゼ

ビオ、デボはそのように店舗展開をしています。

どんなスポーツにどんな用品が売られているの

か ?大体育館か倉庫か ?の中を眺め歩くのは楽

しいものです。ただ、そこで商品整理に忙しい

店員に聞いても、あるのないのしか答えてもら

えず、時にはこちらが「こういう時に使う、こ

んな形の物で」と説明することになります。つ

まりはこちらがすでに知っているような消耗品

を、安く購入が目的の限定利用になります。

以上のように、山道具店にも、時代の波は押

し寄せ、目的別利用もなされています。

「ケルンJは金沢にあって、一早く郊外型店

舗経営を始めた山・スキー専門店です。オーナ

ー吉田さん夫婦がしつかり舵取りをしてきまし

た。

振 り返れば、息子達の小さな山靴、また末つ

子を担いてい<ためのキャリア、その二代目…

いずれも意にかなう品がケルンにはありました。

その頃他の店では見つからなかった子供サイズ

の豊富さ、安定感のあるキャリアでした.

また、笈ケ岳に参加を決めた私達夫婦が、無

縁と思っていたアイゼン、ビッケル、エアーマ

ット、厚手シュラフ、さらには増えた荷物のた

めの大型ザックと20万円の出費になってしまっ

たのも、ここケルンでした。カードが使えない

とのことで、道具は預けたまま後日支払いに来

ることになりました。面倒に思った一方で、万

一がつきまとう山遊び…現金決済をなるほどと

思い、出費の分気を引き締めたものでした。

山道具屋さんならではの、見える時代、世相

があるはずです.厚かましく取材をお願いしま

した。

『えっ?力丸さんや林さんと載るの ?

格違いますよ。困つちゃうなあ…」

吉 田  孝 男

(よ しだ たかぉ)

略歴 昭和20年生まれ。昭和53年より、山

とスキー専門店「ケルンJを経営。 6年後、

尾山町より、高柳町に移転.

現在も年に40回余りの山行、山スキーを楽

しむ。

まず、お年は ?意外とお若かった。こちらが

ベテランだとかなり年上のはずの発想をしてし

まうからである。そういえば、息子達の登山靴

を探 しにきていた頃、退屈を紛らわす手頃な遊

具が店の片隅に置かれていた。あ、同じ世代な

んだと、頭の中を前倒 しにする。まずは私の知

つている頃の山や社会を背景に、お聞きしてい

けばいいのである。

石川県出身。それだって、富山県のはずと決

め付けていた。ああ何も知らんなと思いつつ :

今の山仲間についても実はそうは知らないと気

付いた.山へ来たら山の話をする。下界を持ち

込まず楽しむ…それが山の世界なのだ。

一番初めの山は高校生の時。近所の人に連れ
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ていってもらつた剣岳であつたという。オヤジ

の作業ズボンを穿き、借り物のキスリング、キ

ャラバンの出で立ちだつた。キヤンプの際の水

の冷たさを何より覚えているという:

ところが、自分から山に行きたい気持ちは全

くなかつたので、のめり込んだのはスキーの方

。23才の頃だつた。24才からもつばら白馬へ通

うようになり、暇になる夏もついその近辺の山

へ足を運ぶようになった.さ らにはその自馬の

スキーの先生自身が山のベテランで、山の話題

もでれば、早春の蓮華温泉の山スキーなどにも

誘つてくれた。そんな中で山靴、山道具が増え

ていき、休日はぶらぶら一人で山へ行く…そん

なふうに山が始まって行つたのだそうだ.

そのように彼自身は山の組織に入つたことは

ないそうだ

「自分は組織を好まない方の人間でした。今

もそうですが、クラプを作ることも好みません

。だから、店でやっている山行も、自由に参加

していただければいいのスタンスで紹介してい

ます」

「本当は技術向上とか、いろんな知識を深め

るためには、組織に所属した方がいいでしょう

けれどね…J

さて、部の現役数も、減る一方であるけれど

、それでも金大内の部員数では 2位になるらし

い。ワンゲルだから減つたのではなく、組織を

嫌う全体風潮の中で、減っているということに

なる。

そのような、組織に属さない選択は、自由で

ある替わり全てが自己責任となり、より旺盛な

知識欲が必要になるはずである。が、単にひと

りよがり、世間知らずで固まっているのみのよ

うでもある。

では、組織に所属する側はといえば、おんぶ

にだっこで利用するのみ、が顕著になつてきて

いる。組織には、組織を維持していくための役

職と、教わつたことを次代に伝える責任がある

。そんな負担面には目わらず、会費を払えばサ

ービスを受けて当然とする風潮がある.ただ、

山に関しては、そのように無責任な利用レベル

では、何も身についてはいかないものだ。

どちらの選択にせよ、長短わきまえての自己

研鑽が必要であろう.

吉田氏の場合、組織には所属しなかったが、

その時々に教わる方がいた。

「立山ヘスキーに行つているうちにチロルに

顔を出すようになって、佐伯さんに山の話を聞

くようになりました。あの頃一人で行くと、山

小屋の主人はよく話をしてくれたものでした。

蓮華温泉の田原さんも、拒撻にあたりながら、

このへんの山のうち、あの辺りは絶対入るな、

雪崩の危険がある。今度はこつちの道から来て

みろと、詳しく教えてくれました」

「その後、見上峠の湯原氏やナカオ山岳会の

林氏など紹介いただいて、少しずつ教わつてき

ました。今も来店あ方から色々蘭いています。

山の危険は隠れた所にいっぱいある…そのこと

を私はしつかり教え込まれました。」

「だから難しいことをやってきたということ

じゃないんですよ。せいぜい、剣の源次郎尾根

ぐらい…それも重広氏のガイ ドでJ

部誌の20号から、ケルンの広告は登場する。

祖母谷から天狗の大下りの写真が使つてある。

祖母谷の名剣温泉が奥様の実家なのだ。

「結婚して 1年 <ら いで、女房の父親が体を

悪くしまして。女房の弟がまだ高校生でしたか

ら、山小屋を手伝ってくれんかと頼まれました

。 2年間やりました。でも弟がいましたから、

私の性格としては、まあ、親は一緒に仕事をし

てほしかったらしいですけど、二人ではうまく

いかんと思いましたし、女房もそう思つていた

ようですし。やむな<今の仕事を始めたという

訳で」

「昭和53年 6月 のことです。まさに無一文で

した」

「その前に、重広恒夫 (最近では 123日 百名

山踏破が有名。それ以前は、K2日 本人初登頂

など、ヒマラヤでの山歴豊富)を知つていたん

です.当時はアシックスに勤めていましたね。

彼に相談したら、ある問屋さんを紹介してくれ

て、そこから始めることになったんです」

昭和53年といえば、現役数が一番多かつた頃

であるc相応に需要のあつた頃ではないだろう

か。

「初めは商品をたくさん仕入れることができ

なくて、こまめにちょつとずつ、自分でできる

範囲で仕入れていました.それが、知らないう

ちにこんな状態になつて…」

違い日付きになって店を振 り返られる.堂々

たる構えの山、スキー専門店である。尾山町に

6年で、ここ高柳町に移転してきた.当時スポ

ーツは、学生か、有国人のやることで、スポー

ツ店なるものも、金大の回りや繁華街にあつた

ように記憶する。いち早く、郊外型店舗を展開

したわけである。すでに、スキー、登山に、マ

イカーは不可欠になつてきており、駐車場があ

り、豊富な品捕えの床面積を誇る郊外型を彼は

選択、軌道に乗せた。

「ワンゲルの方、金大の山の会、山岳部、そ

れにナカオの方にも、いろんな方のお世話にな

ってきました」
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ワングルの方はあんまり…とは思うけれと、

地道な苦労の報われた方の「みなさんのお陰で

…」には、こちらもほっこりした思いにさせら

れる。

さて、お店で山行をされるようになったのは

いつからだろう.

「一番下の娘が、中 1の時から始めて、今高

3だから―.6年前あたりからになりますかね

え」

私には、この表現がよくわかる。末っ子がど

の程度手が離れているかで、わが家族の行動日

も選ぶ山も決まっていったからである。その成

長に重なる背景の山があって、以前来た時は、

あの子は背中で、子守日傘の組で遊んでいたな

あ…は、とっておきの思い出である、

「それ以前にも、店の休みの火曜日には出掛

けていたんですけどね、私と女房と、あとは店

に来た暇そうな人に、あした山へ行きますけど

くらいに声を掛けてJ

「どうせなら、アフターサービスで連れてい

ってあげれないかと、その頃から年間予定をた

てて貼 り出すことにしました」

山専門店が、地域の山グループの紹介をする

だけではなく、自ら山行を計画して募集する…

今はよくみかけるサービスになった.客をつか

みたければ当然かといえば、私は引率する側の

苦労がよくわかる。ポランティアであってさえ

、添乗員なみにサービスを要求され、我儘、苦

情をぶつけられる。事故にいたつては、店の方

が立場が悪くなるはず。だいたい、この人は…

のようなお客さんを断ることになれば、逆効果

にもなりはしないか?

「そうですね。引率する側には事故が一番嫌

なことですよね。私は 1回 もないんですよ」

「出発前には山行申し込み書に記入してもら

います。そして相当に釘を刺してしまいます。

それでもよかったらどうぞということで」

事故がないといっても、膝痛、頭痛といつた

トラブルぐらいはおきる。膝を痛めると治りに

くいので、ザックを持つてあげる場合もたまに

はある.目 の届く範囲で行動してもらうを徹底

しているとのこと。

きれいに整理された山記録.ス リープ保存ネ

ガにも、なるほど日の届く範囲の人数の方達が

写っている。20～30人、まして、70～ 80人でぞ

ろぞろなんて、異常だ。私はそのような会を手

伝ってきて、何度も一緒に登りながら、あの人

達の名前も覚えられなければ、山の話をしたこ

ともなかった。主催者の意図が浸透 し、把握で

きうる人数…保険より何より、根本の安全策で

あると思う。

「国内旅行の延長で山へ…それは堪忍させて

もらっています。お客さんだからといっても、

奥様と、夏は岳沢ヒュッテの従業員だつた次女。

ケルン山行参加

"氏
名                 生年月日

●こ所                      '=Lこ Flχ

お動め先                    11し
`Fl:

山行層

痛震

山晨

`害
保険加入会社名

所属山

`会
名                   11口 Fll

● 山岳会に所属の方は、必ず,山■●●セ会に■出し、ul岳会0承認をllて ください.

又、Я置のある方や、at晨 に不安のある方lt、 選||の お晰■を腱出してしただく
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思い付きで山へ来るんでなく、計画性をもつて

。行くんだったら、よく調べてから、分からん

所を聞きに来てくださいと言つています」

「何も調べないで、何から何まで聞いて、そ

れて『私、自山行けますか』じや困るんです」

今の世の中、好意が仇になることは多い。サ

ービス業ゆえ、あるいは、ポランティアであつ

た私違より苦境に立たされる場面も…と想像し

ていた私には、深く首肯けるフレーズだつた。

つまりは、「いいことをしてあげている」気分

で、引率していた私達の方が隙だらけだつたの

だ。やっばり店を背負つて、自己責任で生きて

きた人は違う。

そのような「私、自山に行けますか」のよう

な人を、山行の場合には釘を刺す手があるとし

て、肝心の商売上ではどんな対応になっていく

のだろう。

まず靴。「軽い物」だけがポイントになって

しまうという。

「帰るまで安全に足を守り、さまざまな地形

でよリカバーしてくれるとなると、相応の厚さ

重さがでてきます。軽い靴はそれらのどこかを

削つて軽くしているんです。だから『こちらの

靴の方が安心して登れますよ』とは言うんです

けどね」

「私も3足 くらいを使い分けています。本当

は全種を履いて試してみればいいんかもしれま

せんがね。以前より重い靴を選ぶようになつた

気がします。昔ならどんな靴を履いても、気に

ならなかつた。体がカバーしてくれてたんだと

思います。今はああ、こつちの方が乱暴に下リ

ても安定すると、違いがわかるようになりまし

た.それだけ体力がな <なった、年をくったん

だと思いますけどね」

次にザック。「白山行 <んですけど、どれく

らいの大きさがいりますか」と、来る。彼が、

25～301のザックを見せると、「そんなの担げ

な～い」となるそうだ。

「『夏の自山なら、こういう物が必要だし、

体調を崩したり、怪我をしたり、お腹を壊した

りといつた病気も考えると、これくらいの物は

持つていかないと安心できませんよ』と言つて

もダメですね。うわの空です」

「で、そういう人には、『いきなり白山では

なく、それだけの装備を担いで行ける山からま

ず登つてみて、自山に備えて下さい』と言うし

かないんですけど、なかなかねえ」

「私もそうなんですけど、この年くらいにな

ると頑固というか、人の意見をいれてくれない

というか…」

私もメモの手をとめ、大きく頷いていた。若

ければ、若気の至りもある一方で、先達の言う

ことにまず耳を傾けようの心もあるだろう。始

末が悪いのが中高年.山では未熟のはずなのに

世間では一人前だからの頭があつてか、聞く耳

をもたない。

ガールスカウトの団長も言つていたつけ。子

供はまだ、「ここで待て」と言えば待つている

。手に負えないのが大人。「私はああだから、

こうだから」と、勝手に変えて、それで迷惑に

なるかもの意識がない.

すなわち、靴もザックも軽い方がいい。その

方がバテないではないか !バテたら登れないし

楽しめないでははないか !では トラブルがおき

たら…すべて人任せなのである。それが、ある

いは死につながるかもとは全く考えていない。

自分の入り込んでいる山とはどういう環境なの

かが意中にない。

中高年登山ブームは、山道具店には嬉しいこ

とに違いない。でもかえってそのエゴに翻弄さ

れている生々しい現場かもしれない一の予想は

あたっていたようだ。かつては経験を交えつつ

の商品説明は楽しかつたに違いない。今は…。

「音は、聞き方がすごくきちんとしていたよ

うに思いますね。こちらも尋ねられれば、責任

の持てる範疇でお答えする。知らないことは知

らないと、そういうことなんですけど」

「聞かれれれば、ザックはこういう大きさ、

持っていくのはこういうものと、ご説明する訳

ですが、『どうして ?ど うしてそんな物がいる

の ?』 と…」

「きちんとした方と、きちんとしていない方

が、はっきり分かれているように思いますね。

夏なんか、特にそうですね」

いる物を聞いて、あれこれを手にした、彼、

彼女達は、次には「高い」の、「あれこれ買わ

せようとしてJの苦情を言うのだろう。吉田さ

んは、つい、

「お金は無理にかけなくていい。防寒具など

は家の押入に汚れたのとか、穴があいて継ぎを

したのとかあるでしょ.そういうのを山用にし

て持っていけばいいんですよ」

ともア ドバイスしてしまうそうだ。

すなわち吉田さんは,きちんと山に向き合い

安全に帰れるを最優先に、体力・経験を積み、

その過程で、相応 しい装備 。道具が揃えられて

いくことを望ましく思っているわけなのだが、

今の登山ブーム層は、年代的にそう離れてはい

ないはずなのに、認識がずれているようなので

ある。
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装備に関して、他にはどんな変化が見られて

いるだろう。

「雨具は完全にゴアテックスが浸透しました

ね。30年前の出始めの頃は、ジヤケットだけで

4万 5千円ぐらいしていましたが、今は上下で

2万、 3万であります。たたむと小さく、軽く

、よくなりましたね」

「ス トックがよく出ます。間かれれば 2本の

方が楽ですとは言いますけれど、 1本の方が片

手が使えると云う方が多い。まあ好みですね」

「ビッケルも、もともと、ホール ドとバラン

スを崩さないための道具で。まあ、滑りだした

ら停められませんからね。アイスビックも出て

はいますが、まあ、氷や岩場へ行く人は減りま

したね」

「クライミングやっている人はいるんですけ

ど、人工壁とか、完全に独立したスポーツでや

つてて…。昔は登山の一ジャンルで、山の途中

には岩もあるからと、ザイルワークも幅広く取

り組んでいたように思いますが、今は別の層と

いう感 じですね」

「それてかどうか、店に来る層では、登山目

的の若い男の人が少ないですね。それは山を歩

いていてもそうで、見かけませんね。単独行し

てるのは女の人の方。でっかいザック担いで。

それも綺麗な人が多い。店頭で若い女性に『あ

んた達みたいな綺麗な人が山へ来てくれていた

ら、若い男の人も来るようになるかもね』なん

て、声かけています」

ワンゲル現役も、今年の新人は男子 2、 女子

6の割合だつた。その女子連は骨があって、元

気だという。そして、夏合宿リーダーをやった

3年生女子は「男二人がひ弱で、私は30キ ロ以

上担ぐはめになって…c荷物の軽いパーティー

に抜かれるのが悔しかった」と、頼もしい弁.

女性の活躍大歓迎。しかし、それを上回つてい

いはずの男性、人口の半分いるのに、大学なら

上回る数の方なのに、どこへ行つた ?

「コンロは年配の方でもよく買つていかれる

ようになりました。ガソリン系は非常に減りま

した。ガスに押されたんですね。何といっても

便利ですからね。ただガスは、 9月 の黒姫でも

お湯が沸きにくいことがありました。日帰り日

内の行動でも、使えなくなることがあります。

便利な物には落 し穴があるもんです。私は、寒

い時期は、ガスとガソリンと両方持つて行くこ

とにしていますね」

「水筒は売れなくなりました。ベットボ トル

で十分ですからね。そこそこ丈夫ですじね。た

だ、うっかり落とせば割れるおそれがあるし、

気圧の変化も加わりますし。私は必ずアルミの

1:と、ベットボ トルという組合せにしていま

す」

「衣類も次々新 しい素材がでてきています。

ただ、そんな化繊の肌着は-20℃ までといわれ

ています。結局ウールが一番で、-20℃ 以下に

なるとウールが良いと聞いています」

「ようするに、自分にふりかかることは、自

分で注意する…その立場で道具を選び、使って

いけばいいんです」

言葉の端々に「自己責任」の信念が通る吉田

さんである。

「舟田さんは、鈴をつけて行かれますか」

山によりけりだけれど、まだ親の責任はあると

思い、夫婦だけの時は必ずつけている。

「危険というと、すぐ熊と思う人が多いよう

ですけど、実際には落石とか、枯れ木の倒木と

か、スズメバチとかの危険の確率の方が高いで

すよね」

ようするに、山の危険=熊、対策に鈴をつけた

=それで山は安全と、あまりに短絡な安全概念

のことのようである。

「前に女房の山小屋にいた時、いろいろ教え

てくれる人がいて、黙って後ろを付いてい<と
いうこともありました。そうすると、見通しの

悪い笹藪、動物臭い所、あるいは道が急に曲が

るような所で、その人は声を出していましたね

。ホッホーという感 じで。相手に、熊とかなん

かに『私達がいるぞ―』という合図を送ってい

たんですね◆だから私も、見通しの悪い時や、

けもの奥かったり、糞を見たり、風が向こうか

ら吹いてきててやばいなあと思うような時には

声を出すことにしてるんです」

ああ、なるほど。山には先住人がいるとの認

識。地形、風、状況といった我が身が今どこに

いるかを五感をとぎすませての確認。そういっ

たマナーも、保身の技術も警戒心もな <、 「綺

麗 !」 「健康的 !」 「快適 !(軽装備、清潔、

温泉付きなど)」 で山へ入り込んでいるのが今

の登山者なのである。

今、情報はあふれている。その一方で「人か

ら人への本当の知恵Jのようなものは伝わって

いないのではなかろうか。

「自分で得るより、習う知識の方が多いと思

います。自分でできる経験なんてわずかなもん

です。本も読んでます。読んでわからない所が

あつたら、幸い親しいのがいますから、電話を

かけて聞いたり.昨日もこれ (先にお届けして

あつたOB会の会報)読んでて、なるほどと」

編者はテレテレ、汗顔の至り。それでも読ん

でもらわなければ伝えられない、間違いの指摘

もしてもらえないと、恥をかくことにしている

のだ。

そろそろ電話が繁く掛かりだした。最後の質
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間のあたりである。この後にいただい

～

山行予

定表を掲載しておくが、山行数から、その行き

先から、しかもその多くが「日帰り」には唖然

である。今年海の日に舟田夫婦は、猿倉～白馬

～清水岳～不帰岳～祖母谷～欅平を歩いたのだ

が、二日目の長かつたこと !そこを日帰りした

という。正確には、女房と黒都駅で別れ、自分

は糸魚川で泊り、電車がないので翌日車をとリ

に行つたということだつたが一。前回の買物の

際、思わず

「それじゃ、ほとんど走つていたんじゃ ?」

と、聞いたら、そのコースは女房は20年ぶりか

くらいだつたから、清水から不帰の避難小屋ま

ではとばし、そこからはメドがたつて、歩いた

のだという。もちろんそんな精鋭ルートに同行

したのは奥様の友人一人だけだつたそうだ。

「日帰り」を頭においてコースをもう一度見

ると、「釘を刺される」以前に御辞退申し上げ

なければならない所ばかり。

「あの一 トレーニングは…できるはずないで

すよね、お店がありますし。ようするに、これ

だけ行かれている、山行そのものが トレーニン

グってことですよね」

「舟田さんが想像されてるほどすごいことは

やってないです。老夫婦がちんたら歩いている

だけのことで…」

「コースはどうやつて決めておいてるんです

かJ

「だいたいこいつがこの山行きたい、あの山

行きたいつて言つて (奥様の方を見てニコニコ

)、 来月の終わりは早月やなとか、二人で行く

時なら、そろそろ体力つけんなんなとか店ん中

でしゃべつとつたり」

「まあ遅くなってもヘッドランプをつけて、

安全にゆつくり下りればいいから。そんな感 じ

ですよね。そんなむつかしく考えてないですか

ら」

「ただ、夜遅く山から下りてくると、食事す

る所がない、風呂入る所もない…それが一番あ

いそむないですね。コンピニじや味気ないし…

と言つても、帰りはいつもラーメンです」

ウワワ…である。離にでもお働めできること

ではないが、ヘッドランプを持つ、非常食を持

つ、ッェル トも持つなど十分な備えをし、コー

スを熟知していれば、日帰リロにも随分と余裕

が出来、安全の幅を広げて考えられるというこ

となのである。

それにしても、そういうシオリーを持つ旦那

はいいとして、それに付き合つている奥様はも

っとすごいではないか !

さっきとは反対側から。いよいよスキー

シーズンです

「山へ行きたい気持ちは私より、あいつの方

が強いと思いますよ。」

そりゃあ、女性は妊娠の育児のと、拘束され

る時間が多い。「行きたい」が募る所はわかり

ますけど…。

「女房もね、佐伯さんの魚津岳友会に入つて

たんですよ。だけど自営業だつたから、普通の

サラリーマンが行けるような時にかえつて休め

ない。行きづらかったみたいですよ」

その、かもしかのような奥様はあちらでニコ

ニコと笑つていらっしゃる。

今年の日帰り圏で一番遠かつたのは越後駒、

鷲羽岳になるらしい。あんな所が日帰り圏 ?ま

たも口がばかんとあく私に、やはり見通しがつ

く所まではとばして、後はヘッドランプつけて

歩いていたのだ…の返事。

聞いたところで真似はできない。ただ、たし

かにそうやつて装備をきちんと持てば、不測の

事態がおきてもパニックにFlgら ずにすむかもし

れない。

道具がどれだけ、山での安全を拡大してくれ

るか…それを日帰り登山で実証しているのが吉

田さん夫婦なのだった。

骨の髄まで「山道具屋のオヤジさん」なのだ

った。
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1999 山行予定表
月日 曜日
4。 10土～H日
4.13火
4。 20火
5.4火～ 5水
5。 8土～ 9日

5。 H火
5。 15土～ 16日

5。 18火

5。 20木
5。 23日

5。 25火
6.1火
6. 6日
6。 8火
6.13日
6.15火
6。 20日

6。 22火
6.29火
7.1木
7.3土
7.6火
7.13火
7.14水 ～ 16金

8,6金～ 8日

8.17火
8.24火 ～27金
8.31火
9.5日
9.7火
9。 14火
9.21火
9.28火
10.5火
10.12火
10.17日
10.19火
10.23上
10.26火 Яqム

駿ラス
1.2火
1.9火
1,16火

1.23火
1。 30火

山 名  (4予  程 )

蓮華温泉 (栂 ノ森 天狗原 フリコ沢 小屋 天狗庭 乗鞍 天狗原 栂ノ森 )

日照岳 (尾神橋 送電線巡視路 山頂)往復

笈ケ岳 (中 宮温泉 地雷谷 冬瓜山 シリタカ山 P1626 山頂)往復

燕岳 (中 房温泉 合戦小屋 燕山荘…泊 山頂)往復

立山御山谷 (室堂 室堂山荘…泊 一ノ越 御山谷)往復 Mt.SKI
頭巾山 八ケ峰 (野鹿ノ滝 登口 山頂)往復 (染 ケ谷 分岐 山頂)往復

立山剣沢 (室堂 み くりが池山荘…泊 雷鳥沢 御前小屋 剣沢)往復 Mt.SKI

三周ケ岳 夜叉ケ池山 (岩谷川登口 夜又ケ池山 三周ケ岳)往復

別山 (一 ノ瀬 チプリ小屋 御舎利 山頂)往復

毛勝山 (片貝山荘 阿部木谷 ボウサマ谷 稜線 山頂)MtoSKI
高二郎 (犀川ダム 金山谷 石楠花尾根 山頂)往復

川上岳 (位 山山荘 山之口川登口 P1617 山頂)往復  200名 山

籾糠山 (天生峠 天生湿原 ブナ林分岐 山頂 分岐 小平湿原 登口)

権現岳 鉾ケ岳 (棚 口登口 胎内洞 権現山頂 突鶏峰 鉾ケ岳 島道鉱泉 )

赤兎山 (小原林道登口 小原峠 山頂 避難小屋)往復

漆山岳 (                 )
僧ケ岳 (烏帽子分岐登□ 前僧ケ岳 ,仏ケ原 山頂)往復

北ノ俣岳 (飛越トンネル登口 飛越新道 寺地山 避難小屋 山頂)往復

笠ケ岳 (新穂温泉 登口 杓子平 山頂)往復

鍬崎山 (ゴンドラ山頂駅 瀬戸倉山 大品山 山頂)【重広恒夫氏応、るさと名山登山】

別山 (市 ノ瀬 覗  チプリノJヽ屋 御舎利 山頂)【重広恒夫氏応ゝるさと名山登】

霞沢岳 (上高地 明神1 峠 P242 Kl K2 山頂)往復

蓮華岳 (扇沢 大沢小屋 大岩 針ノ木峠 山頂)往復

烏帽子 野口五郎 水品 赤牛 奥黒部ヒIッ テ 平渡し 黒四ダム 立山室堂

白馬岳  【中自白馬登山】

浄土山 龍王山 雄山 別山 (室堂 浄土 龍王 雄山 別山 雷鳥沢 室堂 )

祖母谷 清水岳 白馬岳 朝l日 岳 犬ケ岳 白鳥山 親不知

前穂高岳 (上高地 岳沢小屋 山頂)往復

唐松岳 (第一ケルン 八方池 上ノ樺 丸山ケルン唐松山荘 山頂 )

剣岳 (馬場島 早月小屋 山頂)往復

薬師岳 (折立 三角点 太郎小屋 薬師峠 薬師小屋 山頂)往復

蝶ケ岳 常念岳 (須砂渡 三俣 前常念 常念 蝶ケ岳 ヒユツテ 三俣 )

釈迦岳 (分岐 山頂 北龍 大汝 御前峰 室堂 クロポコ 別当 分岐 )

猫又山 (取水ロ ブナクラ谷 峠 山頂)往復

金山 雨飾山 (大海川登口 天狗原山 金山 笹平 雨飾 荒菅沢 小谷 )

人形山 (中 根山荘 宮屋敷 分岐 山頂)往復
三方崩 (平瀬林道登口 四等三角点 P1624 基準三角点 P1956山頂 )

経ケ岳 (保 月山 杓子岳 中岳 山頂)【重広恒夫氏 応ゝるさと名山登山】

料碁=基≠蜂 (市 ノ瀬  チプリ小屋 別山 三ノ峰)往復

青海黒姫山 (鉱山事務所 前山 山頂)往復

耀疑卜 (スキ‐場登口 P1233天 ノ岩戸 山頂 天ノ泉)往復

浄法寺山 丈競山 (旅行村 冠山 ラクダノ背 浄法寺山 丈競山)往復

立山 雄山 (室堂 一ノ越 雄山)往復

奥医王山 (見上峠 医王ノ里 西尾平 白π山 夕霧峠 奥医王)往復

☆

☆

　

☆

☆

　

☆

一般装備 (必ずご用意下 さい)

登山靴 雨衣上下 防寒具 下着替 (含靴下)手 袋 地図 &コンバス ホイツスルナイフヘットランプ(予備′|ッ テリ)

水筒 弁当 _非常食 嗜好品 常備薬 保険証写 洗面具 筆記具 時計 マッチorラ イターロールベ‐′i―

特殊装備 (季節 場所等による特殊装備 必要時はお知らせします )

ビッケル アイゼン デイル スリング カラビナ ハーネス シェラーフ マット テント 」―グル スコップ[ヨ J日 中冒 オーバーグロ‐プ 11ヨ巳月風 コンロ  'n etc.

その他の装備 (一般に有ると便利なもの)

ザックカバースタッフリlッ グステッキorス トックスリ1ッ ツ jミ袋 サングラスコップコンロラジオ 電話 無線機 高度計

上記山行を希望の方は、事前にコース等を検討の上、無理の無い山行にご参加下さい。尚万が一に

備え、山岳傷害保険等の加入をお奨めします。 (10日前迄にお中し込み ください)

装備は山中で良 くある トラブルを最小限にとどめる為必要な物です、必ずご用意下さい。
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ケルン 2001年 山行予定表
Date       MtoNAME

:::I炎   易醤召長遜轟奨亀誹

口

林暑
帽

孟裟贅往
;]方‖[)I』 )往復5。 8火  高頭山 (熊野川第 3発電所 滝分岐

5。 12土   立山 ‖toSkI(御山谷 浄土西面 国見)

13日         (雷 鳥沢 剣沢)

5。 15火  岩籠山 夕暮山 (林道登口 堰堤 分岐 岩籠山頂 夕暮山頂 分岐 登口)

5。 20日  金剛堂山 (栃谷 前金剛 山頂 奥金剛 林道 東俣谷源頭 林道 栃谷)

5。 22火  キラズ山 (吉野東猪谷林道登口 山頂)往復

六谷山 (茂住峠 P1370 山頂)往復
5。 27日   鳴谷山 (百合谷登口 鎧壁 分岐 山頂)往復
5.29火  小秀山 (キヤンプ場 夫婦滝 三の谷分岐  カプト岩 山頂)往復

6.5火  三国山 赤坂山 (黒河峠 広場 分岐 赤坂山 分岐 三国山 広場 黒河峠)

6.10日   天蓋山 (山 ノ村キヤンプ場 P1380 雀平 山頂)往復
6.12火  銀杏峯 (小葉谷橋登口 鉱山跡 大雲谷分岐 山頂)往復

部子山 (ゲ
‐卜登口 神社跡 山頂)往復

6。 19火  僧ケ岳 (東又発電所 成谷山 山頂 仏ヶ平)往復

6.24日   赤兎山 (小原林道登口 小原峠 山頂 避難小屋)往復

6.26火  四阿山 根子岳 (菅平登口 P1992 根子岳山頂 南峰 北峰)往復

7.1日  大門山 赤摩木子山 (ブナオ峠 分岐 大門山頂 分岐 赤摩木子山頂)

7.3火  有明山 (黒川沢登口 前山 P1714落合分岐 北岳 中岳 南岳)往復

7.10火  鳥甲山 (猪平登口 白クラ山 弟1刀岩 山頂 赤クラノ頭 屋敷山 屋敷)

7.17火  越後駒ケ岳 (駒 ノ湯登口 栗ノ木沢ノ頭 小倉山 前駒 山頂)往復

8。 7火  お花松原 (別 当出合 殿ヶ池ヒェッテ 黒ボコ 室堂 大汝分岐 お花松原)往復

8.8水  お花松原 (         同上               )
8.14火  白山 (別山 南竜 室堂 大汝 四塚 釈迦岳 市ノ瀬)

8.21-24  中央アルプス縦走
8。 28火   白馬岳 (猿倉 白馬尻 大雪渓 清水岳 不帰岳 祖母谷 欅平)

9.4火  鷲羽岳 (新穂 ワサビ平 秩父沢 鏡平 双六小屋 三俣山荘 山頂)往復

9.8土  白馬岳 (猿倉 白馬尻 ネカ 平 白馬山荘)泊
9日      (白 馬山荘 山頂 三国境 小蓮華 大池 栂池自然園)

9。 11火  笠ケ岳 (笠新道 杓子平 山頂  クリヤ谷 槍見温泉)

9.18火  剣岳 (早 月尾根)往復
9。 25火  鹿島槍ヶ岳 (大谷原 西俣出合 高千穂平 冷乗越 冷池山荘 山頂)往復

10。 2火  黒姫山 (御巣鷹林道登口 姫見台 黒姫乗越 山頂 峰ノ大池 乗越 登口)

10。 9火  岩菅山 (一 ノ瀬登口 聖平分岐 岩巣護橋 ノッキリ 山頂)往復

10。 16火  涸沢岳 (新穂高 白出沢 奥穂山荘 山頂)往復

10。 20日   中山 (馬場島 後本松 山頂)往復

10。 23火   火打山 (笹 ヶ峰 黒沢 七曲 富士見平 高谷ヶ池 天狗ノ庭 山頂)往復

10.30火  鉢伏山 (フロヤ谷登口 亀谷分岐 鉱山跡 山頂)往復
山頂)往復
神社 分岐 戸隠中社)

倉谷山頂)往復

山毒弱喜纂姦彗詈猛交憲ぃ霙]装こ了子「
検受F+、

無理の無い山に御参加下さい。尚、万が一に備え、
記の装備は必ず御用意下さい。

装
業』
爺
I雪
製
景詈l湯き最薬 震冨韮魯

む
樽喜

)洗
吾貴 峯肇賢 11子べ_,1 興翼

ン
電tcIツ

ヂrライター

そ
昇舞β兼瘍1鳥島ま霧,1勇P3)1鬼帯電話 無線機 高度計 サングラス etc.

詳しくは右記迄 ケルン 金沢市高柳町2-7-l TEL 076-252-5255 営業時間 平 日 10:30-20:00

FAX 076-251-0832        日祭日 10:30-19:30
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山 下  忠

(や ました ただし)

略歴 昭和 6年生まれ。犀川ダムに水没した

二又新町出身.元金沢市役所職員。昭和40

年頃より狩猟を始める。今も倉谷に日参し

豊かな自然を楽しんでいる。

「日中はクマ撃ちに行つとるから、夕方なら

暗なつてしもうし、うちにおるやろ」

え?!ク マ撃ちの話は過去形で窺うつもりだ

ったのに…そんな現在形の話なの !と 、びつく

り。日曜の夜にと話を決め、行 <直前に在宅確

認の電話をいれるとしたが、 7時を過ぎてまだ

不在。ようやくつながつたら、

「熊が獲れて、解体していたら遅くなつた」

という。ウワー !テ レビの向こうで「マタギが

一」なら、ともか〈、今日の金沢で熊を撃つて

きたなん で…。明治時代まで遡らなくても、青

森・秋田まで北上しな <ても、そんな生々しい

話が聞けるのだ !

「ねえ、ねえ、熊が獲れたんだつて !お父さ

んも聞きに行こうよ !」 旦那はため息をついて

「わしゃ、送つてだけはやる」

私つて物好き ?

なお、山下さんと私は、倉谷近辺ではとりあ

えずの顔馴染みである。先の高二郎標柱設置作

業の際には舟を出していただいていたし、秋の

山小屋酒場では、車の入れる終点までザックを

運んでもいただいていた。その軽四ジープには

、七つ道具ならぬ不可思議道具が一杯積まれて

いて、それも興味深かつたのだが…。

ともあれ、田村教祖の 80日間倉谷修業中に

も、貴重な隣人であられた。教祖様から、彼が

野外研修施設 。金沢市少年の森では炭焼き指導

をされていること、ポランテイアで倉谷廃村ま

での草刈りをされているなどの情報ももらつて

いた。

いくら物好きでも、いきなり「熊ハンターJ

に取材はできない。どんなおつかない人かと、

こつちがビビツてしまう。あの小柄で、温厚そ

うな山下さんなら…。こんなご縁を高二郎の神

に感謝 !

やたら採し回つた涌波のお宅の玄関には、弟

の嫁さんに分ける熊肉が、本当に置かれていた

のだつた。

テープをセットしたら、長まってしまつた山

下さん。まず11期長岡先輩の撮影された、昔の

倉谷廃村の写真をお見せ してスタートとする。

「これが、水上正太郎、尾崎、宮崎、東…J

と、すらすら戸主の名前が出てくる。部誌ベル

クハイム13号では尾崎義雄 さんにお話を窺 って

いる旨話すと

「義雄さんは炭の検査員をや っていて、廃村

の時はそのまま、県の林業事務所の職員にな っ

て…」

スポーツ振興課の尾崎敬志さんに、助成金の

お世話になった話をすると、

「尾崎の家の弟の方の、その弟の方。兄の、

のりつくも市役所やつたな」

山下さん自身は倉谷出身ではなく、手前の水

没した二又新町の出身である。10人兄弟のおじ

ま (家督相続から外れる弟)であつたため早く

に町へ出たという。

廃村の際、倉谷住民はばらばらに移住したが

、二又民は集団移住をしており、涌波 4丁目11

番のこの辺リー帯全部が二又出だという。山下

さん自身は高尾に自宅があり、ここにも別家を

構えて元住民の輸に加わり、倉谷通いの拠点と

しているのだつた。

山奥の倉谷、二又、日尾、見定は、濃厚な血

縁関係で結ばれていた。外との交流が少ないう

えに、この環境で暮らせる相手であることが条

件になる。不便で、社会保障もない時代には、

濃厚な親咸関係による共同体を形成することが

生きる知恵だった。

昭和38年、犀川ダム建設により二又は水没し

、その上流にある倉谷も廃村になった。日尾、

見定はそれ以前に廃村になっていたという。挙

原山中腹には、私の現役時代にはまだ、見定の

茅葺屋根を認めることができた。これも、山下

さんは「下沢、羽場…Jと 、指折り数えること

が出来る。沢沿いに3軒、山上には 12～ 3軒

の家があり、電気だけは入っていたという。
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高度成長の時代、特にオイルショックの直前

の日本列島改造論が飛び交つた時代、金大ワン

グルがキスリングを列ねた山域でも離村が進ん

だ。医王山麓の栃尾、小矢部川沿いの下小屋、

中ノ河内…。

小学校がなくなると、もう廃村は避けられな

いと聞いたことがある。子供という未来が育て

られないとなると、その親世代は離村を決断で

きる。子々孫々のために、父祖伝来の地を去つ

て行くのだ。単純に考えれば、車の普及は従来

より山村の生活をも便利にしたはず。その便利

は、より「不便感」を募らせ、町への離村力を

加速したようである。

ところで、そもそも昔だって、平地より山は

不便だったはずである。「平家の落人」のよう

に命が危ないから、人目を選けた山奥へ…は、

その当座の理由としては納得できる。それが昔

話になってもなおかつ、なんで不便な山に住み

続ける人がいたのだろう。鉱山があった時代は

別として、その後もどうして住んでいたのだろ

う?聞 く方が恥ずかしいくらいだが、やっばり

私は当事者に聞いてみたかった。

「ほうやね。住めば都やさかい、それなりに

こんなもんやと満足出来とったというか。なぎ
畑もあったけれど、本業は炭焼きやったね」

「当時は、暖房は炭しかなかったさかいね。
1 5kgを 4貫というて、それが l俵やけど、少な
い家でも5～600俵、多い家なら、 1シーズン春
から秋にかけて、1200俵出荷じとったね。一括
して犀川晨協に納めとった。寺津から下でない

と米はとれんし、馬車で炭を納めて、帰りは農

協から米をこうて。ほうゃ昔は馬車駅もたくさ
んあって、:o台 も停まっとったかね。わしが車
の免許とったんが、28年。ということは26、 27

年頃までは毎日馬車が通とったね.」

化石イメージの炭焼きが、基幹産業のうちで

あつたこと、馬車が走っていたこと、そぅぃぅ

交通ルートを支える人連がいたことも、すでに

私の「常識」の中にはない。すなわち、ほぼ自
給自足で賄い、現金を山の炭焼きで得れば米他
を購入できて、暮らしが立った。だからダム建

設で廃村になるまでは山に住み続ける選択が続
いていたのだ。疑間が解けてすっきりした反面
、自分の常識の欠落ぶりに冷汗が出た。

山下さんは野外研修施設・少年の森での炭焼
き指導もされている。「体験」のみが趣旨だか
ら、焼いた炭は、施設内のパーベキュー用に回
される。窯出しまで結構時間がかかることもあ
つてか、昨年、今年、炭焼きコースはなかった
そうだ。

もちろん山の暮らして身につけた技術だが、

昔の炭焼き窯の跡は、こんな所でと思う高所に

まで残つているという。山人達は原料、燃料を

現地で調達し、仕上がつた製品のみを担いで運

びおろす。天の又のすぐ下にも窯跡があつたそ

うだ。倉谷が鉱山だつた頃、精錬のためにも多

量の炭を必要とし、奥へ奥へと入り込んで行つ

た時代があつたのだ。

炭のために伐られ、精錬の煙で枯れ、樹木を

失った禿山はしばしば雪崩・洪水をひきおこし

たらしい。鉱山がなくなり、人が減り、山は緑

を復活したが、ついには廃村で人はいなくなつ

た。すべてが昔話の域になり、わずかの石垣の

みが倉谷集落跡に残る。

今、高二郎周辺は、犀川源流自然環境保全地

域、犀川源流森林生物遺伝資源保存林と何重も

の規制がかけられる山域になった。

さて、倉谷といえばオロロである。

「オロロも、昔は今以上に多かった。やっば

り人がおらんがになってから、おらんがなった

ような気するワ。」

「わしらも夏は避ける。あれおったら、何し

とつても気ぃ散る。特に倉谷部落から上行つた

とこなんてたいへんやもん。日も日も開けとら

れん.尻こうすりゃ、―つかみ取れるもんの。

8月 は行つても3回 くらいや。行ったとっきゃ

あの河原の発電所の跡の、わしら物置にしとる

コンクリの建てもんあるやろ。あそこに梯子掛

けて屋根上がってビール飲んどりゃ、オロロこ

んワ。オロロてもんな、下にワーワーておっけ

ど、 2～ 3mもたこなるともうこん。ほやから

屋根にゴザ曳いてゆつくっとしとっけど。ほん

でも夏は行かんワ」

山下さん達も、夏は20人程の仲間で、北アル

プスヘ出掛けているという。

その小さな発電所は自家発電であった。それ

がついてわずか 3～ 4年で、倉谷は廃村になっ

た。当時は二又も自家発電、見定は寺津に発電

所があったため、もっと早くに電気はついてい

た.真下に取水口があったため、馬車道もない

最も不便な集落であったに関わらず、番外の早

さでついたのだ。そして日尾は、電気のつかな

いうちに廃村になった。

昨年 2月 私と学研の友人は、ヒマラヤ トレッ

キングに出掛け、いかにも憐れっぼく、電気の

ない寒村を旅行記に描いたのだが…。日本だっ

て30年前の山村はそうであったことが、もう抜

け落ちている。昔から経済大国であつたような

錯覚を私自身がやっている。
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替話を語れる人もあとわずかなのだ。そんな

車のない時代には、月ケ原山を越えて、下小屋

、滝谷、福光の方が金沢へ出るより近かった。

ちなみに二又新町の者はほとんど、福光祖谷の

本経寺の間徒だという。

「ダムからちょっと上手のカンダンという谷

を詰め、尾根を越えて、オコダン、中ノ河内、

滝谷、刀利、立野脇を通って。あんで半日ぐら

いありゃ、朝ちょっと早出りゃ午前中に着いと

ったらしいワ」

「年寄でも、ちょっと寺への土産持つてでも

登つて行けたらしいワ。金沢な、半日ぐらいで

着かんわいネ。わしらかて、今でもホンコサ (

本恩講)い うたら、福光や。金沢にあってもよ

さそうやけど。昔はそつちがあたんまいやった

がや」

「二又からやったら、ちょっと下がつて、カ

ンダン上がって。きれいな道ついとった。尾根

んとこは今見ても、堀り割りみたいが見えるワ

Йく」

昨年、標柱作業の帰りに田中さんが迷い込ん

だ谷だ。秋草が茂っていたばかりではない。私

が山菜採りの踏み跡とばかり思っていたのが、

音の山越え道だったのだ。

車では大回りの必要な場所が、山の反対側に

あってびっくりすることは多い。とんでもない

辺部な所へ来てしまったように感 じていたのに

そこから今度は別の文イヒロが始まり出すことが

ある。人がもっと連者に歩いていた時代、山奥

は決して行き止まりの山奥ではなかったようだ

。他国への最短距離、それゆえの人の行き来も

あつたようである。

私は、力丸さんの調べられた犀川ダム周辺の

谷名図を広げた。力丸さんは、これを調べるた

めに、仕事がすんでからの夜、倉谷を何度も訪

ねた時期があったという。住民の方は、谷名を

知っていても地図の見方を知らず、何度も訂正

するはめになったそうだ。その上、谷の名前な

んて、面白くもない話より、熊撃ちの自慢話の

方にすぐ脱線 してしまったという。

撃ち方は雪屁の蔭に隠れ、追い上げられてく

る熊を待つ。自分の方へかぶさっている雪屁に

立往生した熊に、銃を押 し当ててズ ドン。それ

でも、右往左往 しかできない熊にさらにズ ドン

で仕留めたそうだ。

「はあ、よお調べてあるもんやね。日尾の池

も出とつし。ほやけど、今日わしらが熊獲つた

とこは、ここに出とらん。あんまり里すぎて」

「熊は、だいたい今年らも、犀川ダムから上

流で全然気配ないね。何でか知らんけど、里ば

これが、私がお邪魔した日に獲れた熊。

12月 16日 15時 30分頃   雌 63kg
平沢川上流 尾乃谷 赤倉展望台の向かい

参加者15名

っかし。こないだから2～ 3頭獲ったがも里ば

つかし。この地図に出とるとこで、一つも獲つ

とらんわ」

《里とは、つまり、人馴れしたとか、そうい

うことなんですか ?》

「何か、人間のおらんとこに熊もおれんがな

いかな。昔ゃ、倉谷、二又、見定や日尾にも人

がおったさかい、そこらにも熊はおつたけど。

何かそんな気がするわ。猿かてほやろ、山にお

れんで里へ出てきとる J

「倉谷の辺は、昔植えた天然の栗やらたくさ

んあっけど、全然出てきとらんさかいね、熊は

。今年の猟期は‖月15日 から解禁で始まっとる

けど、この地図ん中では獲れとらん。ゲー トよ

りこっちばっかりやJ

初耳ながら、すごいことを聞いた気がする。

人を避けてひたすら深山に籠もってもよさそう

なのに、人が出没するような環境でないと熊は

住んでいられないらしい。つまり、人の作つた

物を食べるという意味ではな <、 人が出入りす

るような環境で育つ類の野生植物が、熊の食性

に重なっているのだ。人が町へ出てしまい、そ

の結果、熊も町近くにひっばられて、一般人と

まで異常接近してしまうケースが増えた。それ

が、人馴れしたとも見えてしまうらしい。

山下さんは「熊の方が人間を恐がっている」
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頃は、温泉街で熊が出た、襲われた、人馴れし

たのとやかましい。しかし根本的に、「熊は人

を食わないが、人は熊を食う」の食物連鎖上の

上下は決まっている。だから人馴れしたの、鉄

砲で撃たれた経験があるのないの、人が鉄砲を

持つているのいないのに関わらず、彼らの本能

の中にまず「ヒトは、自分を襲って食べる恐い

動物」が、刻みこまれている。だから、襲われ

る前に、牙や爪で応酬、逃げようとするのだ。

そもそも食物にもならないものを野性動物が狙

うはずはなく、不意に出<わ して吃驚するのは

熊の方であつて、恐怖のあまり向かつてくる…

それを人間の方が「襲われた」としているらし

い 。

今日は12月 16日 。温暖イヒしたとはいえ、 もう

医王山は白い。 《熊も、もう冬眠しているんじ

ゃないんですか ?》

「いや、もうしばらくは…。もちろん冬眠に

入ったのもおるやろうけれど、まだうろうろ歩

いとる」

「今日は丁度、近い犀鶴林道 (駒帰の橋を渡

り、鶴来につながる林道)を上がっていく足跡

を見付けて、追い掛けて追い掛けて…。仕留め

たんが夕方遅かったから、帰りも遅なってしも

C」

《お仲間は一。やはり、元倉谷住人 .二又住

人ということなのでしょうか ?》

「ほうや。金沢市内やったら、どこに住んど

っても、石川県猟友会金沢支部の会員にならん

なんし、ここらだけでも10人 はおる」

「わしに、隣に、ぶしさんに、荒井保に…こ

のへんぐるうっと。昔ゃもっとおったけど、や

つば年令的なもんもあっし。わしかてそろそろ

引退せんなんと思とっけど」

「ほうや、昔は各家庭に、免許持っとる持つ

とらんに関わらず、銃があったもんや。子供時

分から、親の見よう見真似で、こっそおっと、

撃てるがになっとった。昔やそんなんして、の

んびぃっとしとったもえ′やJ

「ほうや終戦頃までは、そんなもんやった。

戦後にな ってからや、銃刀法やが決まって。終

戦前までは、免許がどうのやとか言うとらんか

つた。霞網かて、ほうやった」

山の住人には当然の生活道具として銃が入り

込んでいたのだ。 《それはどんな銃だったんで

すか ?》

「やっぱ旧式のもんやった。今とは全然。た

まにカチンと不発やったり、あてがいなもんば

つかりやった。今はほんなことない。銃の性能

なんてものすごお、いいがんなった」

「熊であろうと猪であろうと、今はライフル
やし。200mか ら300mく らい訳ないし、眼鏡もつ

いとるし、問題ならん」

「私らの子供時分な、銃なんて槍と変わらん
ようなもんでなかったかな。勢子かけて、追う
て、追うて、ょぉ接近してから撃っとったもん
や」

《いったい、一シーズンにどれだけ熊は獲ら

れるものなんですか ?》

「11月 15日 から翌年の 2月 15日 まで、これは

許可制限なし。グループであろうと、個人であ
ろうと、何頭獲ってもいい。それ以降は、石川
県の場合、金沢以南ということゃけど、金沢支
部、石川・松任支部、それは自峰も含めてやけ
ど、加賀・江沼支部、小松・能美支部、その 4
つの支部にそれぞれに頭数を制限しての許可が

出る.それは 4月 1日 から5月 31日 まで、有害
鳥獣駆除という名目で」

「金沢の場合、今年は 6頭、去年は10頭や D
た。しかも団体で獲ることになっとる。それは
、先の猟期中に獲れた数で調整しとるみたいや
ね」

山下さんの目から見て、熊は里近くへ出てき

ているだけではなく、頭数が増えていると感 じ

るとのこと。ちなみに有害鳥獣駆除の猟期は 4

月 1日 から、 5月 31日 までであるが、今年は制

限数の 6頭が初めの 2週間のうちに、里近くで

すぐ獲れてしまったという。小さい熊は獲らな

い、親子熊も獲らない…そうしてさえ簡単に目

標数に達して   しまう。

「昔、春の熊いうたら犀滝やら、犀滝の上ま

でも行ったもんやけど、今そんなとこへ行かん

でも、里山でもう頭数制限に達してしまう」

「音はいくら獲つてもいいという時期でも、

倉谷、二又のあつた時分でも、10頭…10頭獲れ

た時と獲れんかった時があつた。そんなこと思

や、今はすぐ獲れるさかい、増えたんやないか

ね。保護に重点をおいとるから、増えたんとち

ごかね」

「おとついも、湯涌の畠尾の陶石山からと、

高尾山からと吉次山へ上がる、あそこに登山道

あるやろ。あそこすこ―し上がって行つた所の

登山道にきれいに踏み跡があつて、議やろおつ

かし、こんな時分にもう登っとる人がおるがか

と思うたら、熊の足跡や。登山道をきれいにあ

がっとるがや。ははん、これやったら、登山す

る人が熊におうたということになるんやなと、

わしゃ思たわ。道のあつとこばっかり歩いとる

もん」

「熊かて、やぶのないとこの方が通りやすい

しね。あの少年の森んとこの、あんな近いとこ

の登山道も、きちいんと歩いた跡あつたわ」

え一つ !昨年、私達が標柱を立ててきた所だ

。何か身震いの心地である。 《いつまで、熊は

出歩いているものですか ?》
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「20日 頃までは出とるね。正月まで、歩いと

るのもおるわJ

《それはまだ食物を探してるんですか ?》

「その頃はどのみち食べもんはないわ。一頭

―頭の性格やね」

「柿とつとるとかの騒ぎになるがは 9月 10月

の猟期前や。11月 になったら里 (人家のそぱ)

へは出てこん。葉が落ちてしもやろ。山が明る

うなって、身隠す所がなくなってしもと、もう

近寄ってこんJ

「夏から、 9月 下旬、10月 までや。蜂蜜が狙

われたやら、柿食われたやら。猟期の頃にはそ

んな近くには出てこん。猟期になったら、こっ

ちが熊を探しに行くさかい、熊が出たの情報も

入ってこんJ

「熊が出た一の騒ぎになるのは猟期前の話や

から、その頃は団体行動しか出来ん時やし、行

政の市役所から電話が入ったり、農林総合事務

所から連絡があったり、地域の人からの電話が

あつたり。そうなると、有害鳥獣駆除という名

目で出ていくことになる」

猟期を聞いた後には、また何で冬に?の疑問

がわいた。農関期にあたるからか ?と まで思っ

た。

猟期については、猟を生活・趣味にする側と

、世論や世界的要請の野生動物保護の立場をと

る行政との間に、当然の政防があったらしい。

昭和40年代までは11月 1日 からが猟期であり、

それが15日 に繰 り下げるられるにあたっては、

では終わりも2月 末日まで繰 り下げにと、猟友

会も粘ったらしい。そのもっと以前は無制限で

あつた訳だが、すでに時代は動物保護に向かっ

ていた。すなわち、動物の子育てが終了してい

る冬であればと、猟期が定まり、免許を持つ人

達に許可が出るのだ。熊、猪以外の毛皮獣、キ

ツネ、テン、イタチ、 トバ、ハクビシン…すべ

て、11月 15日 から、 1月 31日 までが猟期だとい

つ。

その頃、動物達は雪に足跡を残すことになる

。「とんでもない動物 。人間」は、彼らと知恵

を絞っての狩りをやるのだ。気の合つたメンバ

ー同士で、或いは単独で。

そんな猟で山中に入る時はスパイク長靴を履

いているとの こと。年内はそれ。 もうしば らく

したら、長靴にかん じきとなる。スパイク長靴

はかん じきの紐を切 って しまうためだ。そ して

雪の しまる春はまたスバイク長靴に戻る。

ライフルは 3 kgぐ らいあるという。それに弾

、食料、結構ザックに担ぐことになる。それで

も登山をする人に比べれば軽いもんやというし

熊を追い続けなければならないのだから。とい

つても、今はハンディの無線がある。常に仲間

と連絡を取り合い、ロスなく追い詰められるよ

うになった。

山下さん達は犬を連れていくことはないとい

う。犬に追われると、熊はすぐ木に登ってしま

うらしいが、狩猟犬としての訓練がいるらしい

。犬を持たなくても、地形を熟知している彼ら

は、無線も駆使して、追い詰めて行くのだ。

もちろん彼らは目がいい。「あそこにおる」

「おお、おるな…」と、分かるという。

「知らん人が見てもわからん。ハンタ ーの目

がある」

という。

単独で狩りをする人には、料理屋に売る人も

いるらしいが、売るほど獲れるわけではない。

彼らはグループで獲って、飲んで、騒いで、回

りにも戦果を分けて、それておしまいというこ

とだ。

私なんかも、たかが、ヮラビ、ウドが獲れた

だけでも結構嬉しい。食費がういたという換算

した喜びではない。また、そんなわずかな山の

幸を、山仲間違はいとも簡単に分けてくれる。

私達の記憶の底の底に、速い音の食物を見付

けた喜び、それを仲間でわけあって今日の恵み

を喜びあった記憶があるようにも思える。

《もちろん地図なんて、使わないんでしょう

ね ?》

また、馬鹿な質問をやってしまったみたい。い

かにも可笑しそうに

「ああ、山行くもんな、地名なんて全部わか

っとる。『どこそこの、こんなとこや』言うた

ら『ああ、わかった』て、もんや。そつりゃ詳
.し いって」

「『カシノダンのここや』『イヤダンのここ

上がったとこの、樫の本んとこや』とか『日尾

の尾根の、オビヨダン上がったこんなとこや』

言うても、全部分かる。そりゃ、山入るもんや

ったら、深瀬であろうと、内川であろうと、ず

うっと、みんなわかつとる」

まさに我が家の庭のごとく…その中で、熊追

いのゲーム (?)が始まるのだ。

《もちろん、登山と違つて、全部、藪ですよ

ね ?》-22-



「ほっりゃ藪ばっかりや。上がったり下りた

り…。今日なんか雨よりわっきゃ悪い。枝にみ

んな雪ついとるやろ。滑るワ、合羽着とっても

衿とこからザーと入ってくるワーもう、ずっく

ずっくや」

「こんなひどいこと何でせんなんがやと思い

ながら、一晩寝 りゃ、まった行かんなんて気に

なってしもて一。やっば、病気やワ」

もう何でも聞いてみる。 《じゃ手の方は、皮

製のとか、何か ?》

「軍手や。猟友会のもんはみんな軍手や。ず

くずくになったら、技つて、また校つてでつこ

とる」

「銃持つとるやろ。引き加減やらあるし、厚

手のもんな使えん。ほんとは素手が一番いいが

や。足なら厚手の靴下やらあるけど、手はそん

なもんや J

「それでも、追うとる間は汗もかいとるし冷

たない。終わつてから、背中から何から、ぞく

ぞくになんがや」

《特に変わつた持ち物とか…》

当たり前のお握りやら、缶コーヒーやらだと

いう。もちろん各自、一晩以上過ごせるだけの

食料は持つている。酒は持つていかない。せい

ぜい車まで。すべてが終わつてからの楽しみの

時間になってからだ。

《―晩以上の食料…テントは持たないですよ

ね。予定外の山泊りになるなんてことはありま

すか ?》

「一年に一ぺんあるかないか。そうなりゃ、

火たいて、雪の上でも火たいて。そんための灯

油やら…あのガムテープもよお火つくがいね.

あんなもん必ず持つとつて」

「生木に火ついたら、がんこに火おこしやね

(テ ントを持たなくても十分暖を取れる).錠
は必ず持つとるし、折り畳みの鋸も、山入りゃ

持つとるし」

「ほやけど、ほんなことは何年にいつぺんや

。無線あるもんの。『ここにこんなんになった

。弱つたあ』て言や、町からでも走つてきてく

れるもんの。車の性能がようなったんと、連絡

網が発達したがと」

「わしの軽四でも、今日や40gnの雪ゃあつて

も行くもんの。ジープやら何やら変わったもん

のついとる車かて友達ゃ持つとつて、今じゃブ

ル ドーザ ーなみやぞいね。」

「音ゃ、わが足しかないもんの。よお、泊ま

らんなんことはあつた」

「ガスバーナーやらは、持つてかん。それは

車には置いてある。ラーメンから、缶ビールか

らワンカップから。それこそ車には、何日でも

泊まれるほど積んである」

デl榜輌雉‐
ここに見覚えありますか ?そ う、あそこです。

12月 22日 13時 30分頃   雄 75kg
犀川ダム下流 l lcn ォビヨ谷入ロ

参加者16名

山下さん達は、福井、京都へ還出することも

あるという。それは当然狩猟期間の間というこ

とになるが、福井へ行けば福井の免許、京都府

なら京都府の免許を取り、25、 000円から 6、 000

円以上の免許料を払うという。

狩猟期間では北海道が特別で、10月 1日 から

1月 31日 までとなっており、主に鹿が獲物にな

る。ワゴン車に食料から、寝袋からを乗せ、何

日も狩猟を楽しむ。山下さんの近くにもてかけ

ていく人がいるという。

《熊の解体つて…どれくらい時間がかかるも

んですか ?》

「ほんなもん馴れとっさかい、30分から 1時

間。そんなもんや。後は肉の仕分けくらいJ

「今日は、安全週間やし、年の暮れやし、あ

んまし遅ならんとこ言うて、帰つてきたんやけ
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「いつもは『上がり』いうて、熊の骨から何

からいつしょくたに煮て…飲んでは、ああやっ

たこうやつたと話しとつたら、ほんな『あがリ

』やっとったら、いつつも10時やら‖時やらに

なってしもわいねJ

わかる気がする。知恵と体力で追い詰め、仕

留めて、獲物を分かち合う喜び…ずつとヒトは

そんな狩りをやってきたはずなのだ。熊がヒト

を恐れるはずなのだ。

《まず、熊胆を採るもんなんですか ?》

「ありゃ、今の時期はないもんや。ないてい

うか、人間もほやろけど、物を食べとる間は溜

まらんもんや」

「こんで小さい方やけど」

つぶれた風船、サポテンの干乾びたような実

物を見せていただく。中は艶のある暗緑色の結

晶だ。胆嚢と、胆汁ということである。

「これを米粒ほど削つて。にっがい、にっが

いもんや。こんで、干す前は、茄子くらいのも

んや」

「毛皮は、今で、欲しがる人おらんわ。欲し

かったら何枚でもあげる。わしら山行く時は尻

にしとるけどね。今、尻皮しとらんもんけ ?」

機能的だと思いますけど、ちょっとスタイル

としては…。

熊の写真は、証拠として出さねばならない場

合もあって、何枚も映したのがあるそうだ。黄

色のバンフレットのような書類には熊の形が描

かれていて、そこヘサイズを書き込むことにな

つている。熊の大きさは、手、そして、年令は

牙、さらに大腿骨でわかるのだそうだ。

さらに雌の場合、局部、子宮、卵巣を調べ、

お産の経験も報告する。雌は四個の乳首をもち

、経産熊はその回りの毛が自くなっていて、そ

れでも分かるという。

年令は肉の色にも出るそうだ。若い熊なら、

ビンク色、年をくったのはどす黒い烏の肉のよ

うな色をしている。さらに肉に虫が入るように

なる。木綿糸のような寄生虫で、煮た り焼いた

りで食べるからいいものの、虫がいるのが常識

だ。寄生虫といえば、10m以上もある腸から、

これまたミミズのような虫が山ほど出てくるそ

うだ。こんなに腹にわいていたら、栄養をとら

れてしまうのではと思うほどだが、熊はころこ

ろに太っているという。

もちろん胃の内容物、何を食べていたかも大

事だ。今日の熊の胃袋からは棒ダラの黒い実が

黒作 りのように出てきたという。

そうやつて熊を撃つていたら、恐い目にあっ

たことだってある人′ではないだろうか。

「やつば、熊に謝つたことある。ああ堪忍し

てくれ。わしゃもう、こんで、こんなことしん

さかい…言うたこともある」

「ほうや、山ぶどうが棚のようになっとつて

ひょいと見上げたら天丼の高さから熊の足がぶ

ら下がつとつて、熊な、腹ばいになって食べと

ったわいね。熊かてびつくりしたがやろ、フー

言つておつかけて来たわいね。でっかい立ち木

の蔭に隠れたら、あらあってもんで、そんで避

けて向こうへ行つてしもた」

「 1回、背中のここんとこ、縦に爪跡ついと

るワ。あん時、チカーとして、あら痛かつたな

と思って立ち上がったら体中、血だらけ」

「ありゃわしが悪かつたがや。遠いとこの熊

撃つて、熊なころころと落ちていつたさかい、

ありゃ、あんなんでも当たるがやなと思たら、

すぐそこへ熊が来てしもた」

「熊にすりゃ、どこでそんな目におうたがか

、どこに人がおるがかわからんがやね。ただも

う痛いし」

め <ら減法逃げた先に、山下さんが居合わせ

たことになったのだ。

「見つたら目の前に熊が来とるがや。もう銃

撃つヒマもないし。あらあ、こりゃ駄目や思て

銃も捨てて、そこにあったブッシュの蔭に伏せ

たがや。その上をこうして乗り越えて行つたわ

いね。ほしたら背中がチカーッとして。起き上

がったら、春の残雪期やつたさかいね、そこら

じゅう血だらけ。こんな大怪我してしもたか思

たら、そりゃ熊の血やった」

「その熊のこつちや射止めたけど。背中まく

ってみたら、何枚も厚いの着とったがに、みん

な切れてしもて、黒いがに爪痕ついてしもとっ

た。オロナイン軟膏塗って、 2、 3日 したら痛

いがも治つてしもたけど」

「熊はやつば、人を襲うがでないとわしゃ思

うわ。自分を守るために、むこてくるがや」-24-



「熊におうた現場見たら、女の人の髪、かつ

らにしたほど落ちとつた。爪で引き裂かれてっ

去年猟友会の人で、長いこと入院じとつた人も

、鼻と目玉とこんなんにえぐられて」

「ひどいこっちゃひどいわね。ほんでも熊に

すりゃ自分を守るためて。決して最初から人を

襲てやろと思て、狙っとるがではないとわしゃ

思うわね。肉食でないがやしね。熊は人間がお

とろして、そうするがで」

「ひどい怪我は何べんも見とる。中には死ん

だ人もおる。医王山のばあちゃんも気の毒なこ

っちゃったけど」

「ほんとの奥山やと熊も住めんし。人里にち

よつと出てくりゃ、ゴルフ場なっとるし、尾根

越えてあっりゃ賑やかやと思やスキー場になっ

とつし。熊かて、おっとこがないがや。奥山や

いうたかて、そこらじゅう林道入っとるし。林

道歩いとりゃ、今日みたいなもんや。わしらに

見付けられて殺されてしもし。熊かて気の毒な

もんや」

「ほうや言うて、山の住人にすりゃ、ゴルフ

場やらスキー場作らにゃ、人来んし、暮らして

いかれんし。一概に言われんけど」

「林道かてそこらじゅう入りすぎとるがや。

町も山も一緒や言うて、どこんでもドライプに

入ってくる。ほして『熊出た、熊出た』言うて

騒いで。熊が出てあたんまいのとこへ入って来

て、騒ぐがや」

猿は狩猟対象にはなっていない。この頃は暖

冬のせいもあって、かなり数が増え、離れ猿が

町中まで出没するようになつた。昔はサルも貴

重な蛋自源であつた。

「わしらの子供時分な、『今日は猿獲りやぞ

お』と太鼓たたいて触れまわつて、みんなして

猿獲りしたもんやった」

人間に食われな<な つた猿は確実に増えてお

り、山下さんもしばしば山中で遭遇するという

。もちろん猿は人間を食うわけではないから、

襲ってはこない。体も小さいし、威嚇するだけ

である。ただ彼らは悧巧だから、こちらが鉄砲

を持つていれば遠 <で、持っていなければ近 <

まできて牙を剥き出して威嚇してくるという。

山下さんが子供の頃には、猿だけではなく「

今日はシシ狩りや」の触れが出てのカモシカ狩

りもあったという。そのカモシカは保護獣とな

つて増え、セ ドで見かけるほど里近くに生きる

ようなった。猪も増えたが、内川、犀川あたり

に出没で、まだ里には近付いていないようだ。

「雪に弱いとは ?」 と、また、愚かな聞き方

をしたら

12月 21日 11時 頃 猪 雄 約 180kg

内川ダム堂町地内 風嵐林道 2号線

参加者15名

加賀市や小松市の山間部では良く見られます

が、金沢市では珍しい。京都や福井など他県ヘ

出られるベテランハンターも、こんな大きいの

は珍しいとのこと。

(写真の日付からも、猟期には頻繁に山に入ら

れていることがわかる)

「餌がとれんやろいね。あれら、葛根やら、

山芋やら、沢蟹やら食べとるし。猿みたいに木

の皮を食べるわけでなし。熊みたいに冬眠でき

るわけやなし…。餓死してしもがやヮネ」

本当によく、動物の生態をご存じである。寒

さが苦手なのか?と 思う自分が恥ずかしい。よ

うするに私の発想の中に「頭痛のタネの食欲」

の悩みはあるが、「食ぺられなければ死ぬ」の

発想はゼロなのだ。生き物として、もうおかし

い方なのだと思う。

猪の肉は、京都、福井それぞれに味が違うそ

うだ。それも食ぺ物の違いからくるのだという

。その点、山の物を食べていた昔のカモシカの

肉はうまかったという。畑の物を食べるように

なった動物の肉は、においがするそうだ。にお

い?こ れも高い牛肉なら柔らかい程度の味覚し

かない私にはわからないことだ。

兎はめつきり滅つたそうだ。…実は、この日

の取材の帰り、タクシーを呼んだのだが、

「熊撃ちの話を聞きに行つていた」
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と話したら、運ちゃんの幼い日の兎狩 りの話が

始まってしまい、降りるまで興じてしまった。

私も蛙爆弾で遊んだ (程度の)話で応 じていた

が….

そうなのだ.昔は、子供でも回りの動物と知

恵比べをやり、動物を狩つて殺すことも、皮を

剥ぐことも出来た。それは家族の称賛をあび、

家族の食卓を潤した。新 しいゲームソフトを買

ってもらつたこととは比べものにならない、喜

びがあつたのだ。

閑話休題。ともあれ、兎が減ったのは、キツ

ネ、テン、イタチなど天敵が増えたためではな

いかとのこと。兎はそれら肉食動物の主食にな

つている。また、 トンピ、タカなどの猛禽類に

も捕まってしまうとのこと。

畑を荒らすといえば、養殖していたのが逃げ

て野性化したハクピシンは、人を怖れず畑に近

づく。これは木に登る習性があるという.

すなわちハンターは、それぞれの動物の食べ

物、習性を熟知している.どんな所に棲んでい

るのか ?どんな行動パターンをとるか ?その知

識と地理を頭において、獲物をみつけだし、追

い詰め、仕留めるのだ。まさに、全ての動物に

おいて恐ろしいのは、知恵を持ち、共同戦線を

張る「ヒトJである。

山下さんは明日県庁の「カモシカ学会」に出

られるそうだ。元々は、自山自然保護センター

が主役で、教育会館の文イヒ課が窓口になってい

る。今から8日 間…2日 間は聞き取り目査、 6

日間は現場の跡どり調査をやるのだという。カ

モシカの分布は、ひがな双眼鏡で確認している

訳でも発信機をつけている訳でもない。ハンタ

ー達、カモシカの習性を熟知している人違が、

カモシカの出没しそうな地形の、餌となる木な

どを見回つて、ここまでは分布しているの判断

を下すのだ.山の民の知恵と経験に頼 り、薄謝

程度で行なわれているのが実態である.

そんなふうに山は、生き物がからみあつて生

きている所だ。ちなみに山下さんは、湧き水は

ともかく、沢水は飲まないそうだ。

「年に何頭も見るワ。沢ん中にカモシカが死

んどって、腐敗してぶくぶくになっとって。熊

の糞から、兎の糞から、猿の糞から、ありゃ全

部沢へ流れていく。沢て、そんなもんの集まる

とこや。イワナも住んどるてことやけど。あん

まり飲まん方がいいやろね」

水場の基準は、大腸菌がいるかいないか ?上

流に小屋や牧場、メインの登山道が交差してい

るかいないかで判断されているようだ。そんな

視点の中にも、山に他の動物がいることや、地

形的に沢というものは山の下水道も兼ねている

ことへの意識が抜け落ちている。

もっとも「泥水だつて、水は水」の地域・状

況もある。職業病かつ汗掻きの我が家は、当然

ペットボ トルを山小屋で買うことになるが…

「大きなグループなんですね」

「はい.代表 して…」

恥ずかしくて二人分だと言えなかった。

「カルキもトリハロメタンも入っとらん分、

水道水よりきれいや。うまい !」

よりは

「線虫も回虫も、自然の一員や。お互い様や

と思うて飲もう」

が、より正確である。 (これてまた、飲めな<

なった…)

今、倉谷に通う人は限られているようだ。い

わゆる若い人達には、そうも懐かしいと思える

場所ではなく、古い世代の中での、特に山が性

にあう人に限られているらしい。誘つても、ポ

ー トが横付けできる時期でないと嫌がったり、

年中倉谷通いの山下さんは、やはり珍しい方の

人なのだ。

冬至に近い今も、朝 6時には家を出て、山を

めざす生活だという。もちろん雪がきて、そろ

そろ軽ジープも動かし辛くはなってきた。今の

ところは山雪という感じて、意外に山の方は積

もっているという。

「山雪やね。今時分に倉谷に行つて、一人じ

ずかあに泊まっとると、楽しみなんやけどね」

うわ !そ こまではやれません.ほんとにお好

きなんですねえ。

熊の他にはゼンマイ採り、舞茸採り。年 2回

7月 と9月 には、ポランティアで、ダムから登

山道までの草刈り。県から頼まれれば、それは

日当つきだが、砥倉の雨量計までの草刈りもさ

れているという。



また、倉谷通いをしていると、年に四人程は

不審行動をとる人を見かけ、保護する|と があ

るそうだ。およそ山へ行く格好ではない老女t

青年が、ひたすら山へ向かつており、声を掛け

ても辻棲があわない。見過ごせば死んでしまう

ことになるから、宥めて、警察へ連れて行くと

いう。ヒトもおかしくなると、山奥へ行つて身

を隠さねば…というような動物の本能めいた物

に憑かれるらしい。

本当に長い時間お邪魔してしまつた.おそら

く、私が父の普話をじっくり聞いたことがない

ように、山下さんの息子さんも、こんな倉谷の

話、熊の話を聞かれたことはないと思う。まし

て、銃の撃ち方、犀奥の詳しい地形を伝授され

ているはずもない。それどころか、来年から息

子さんの長期の単身赴任、孫の遊学が始まり、

山下家の男は、山下さん一人になるそうだ。

普、生きる技術は、親から子へ、孫へ、見よ

う見真似で伝えられていつた。村という共同体

の村をあげての行事の中でも、生きる知恵が譲

られていった。今、家族は生きるために、ばら

ばらで暮らし、ばらばら暮らしを可能にする「

便利さJは技術も知恵も伝えてはいかない。

共同体を作るはずのヒトが今では、無干渉を

好み、ひき籠もりにもなり、生殖本能があるは

ずなのに、結婚もしたがらない。「技術や知恵

Jと ともに、何かが伝わらなくなってしまった

のであろう。

不便ゆえに「技術と知恵」の宝庫であつた山

の暮らし、見よう見真似の中で伝授されていっ

たそれらは、もう、山の語り部の記憶をたどる

のみになろうとしている。
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力 丸  茂 穂

(り きまる しげほ)

昭和10年生まれ。昭和26年より金沢在住。

昭和38年～50年 白山室堂診療所所長を務める

日本山岳会会員。自山会主宰。

にわかインタビュアーは要領悪く、再度時間

をあけていただくことになつてしまった。お約

束時間よりやや早くお宅にヨl着。横手で待機し

ていたら、ガレージのあく音。恐縮しつつのご

挨拶のおり、日に飛び込んできたのは、ガレー

ジの梁に並べられたかんじきの数々だつた。そ

れも、矯めを加えての乾燥中のものまで、材質

も変えての、こだわりの品がぞろり…。以前も

通 りがかりに、感嘆して眺めていた元早稲田大

の山岳部員がいたという。

初めての山は、昭和23年。地元熊本 。金峯山

だったそうだ。昭和27年、泉丘高校に転校。昭

和31年 5月 、金大医学部教養課程時代の自山が

北陸の山始めとなる。すでに野鳥の会会員あつ

た力丸さんは、木村久吉先生達と、野鳥の鳴き

声収録のために登った。

なお日本野鳥の会初代会長中西悟堂氏は石川

県出身であり、昭和30年には自山で綿密な鳥勢

調査を行なっていた。その翌年には、白山が国

定公園となり、石川野鳥の会も発足し、国立公

園昇格をめざしての活発な調査が行なわれてい

た頃にあたる。

次には剣岳。続いて高二郎山が出てくる。「

出てくる」とは、克明な山行記録のノートを手

にして、話しておいてるからなのだが、通しナ

ンバーで 550回、うち自山は 3分の 1の 168回

になっている。

その自山に次ぐ回数となる高三郎は、まず、

「見栄えのいい山」として心惹かれたようだ。

金沢から山を見る人なら、まず大きな医王山、

次に、台形の大門、そしてアルベン的山容の三

つ峰に目が行く。それが高三郎山だ。

まず10月 に偵察がてら、石楠花尾根の炭焼き

小屋まで。当時、それ以上には炭の材料になる

木がないためか、そこからは柚道もない藪にな

っていた。翌年 4月 には、残雪の頂上を踏んで

いる。

数回日で、高二郎。それも残雪期の単独行…

当時の金沢の岳人はそんなものだつたのだろう

か ?

もちろん、ガイ ドブックもなければ、山岳会

も少ない時代だつた。活躍していたのが、駒草

会。見せてもらつたその会報が情報源だつたと

いう。道のない藪山には残雪期に登るが常識だ

ったし、当時まだ山友達がおらず、また、若く

て、体力に自信もあっての単独行であったよう

プ

=。

ただ、それは身内にも心配をかけることにな

つた。入山中に悪天候の一晩があった。心配し

た兄上が、当時県内ナンバー 1登山家とされて

いた長崎幸雄氏の所ヘ

「弟が一人で、高二郎という山に登りに行っ

ているが大丈夫だろうか」

と相談に行かれていたのである。下山後、力丸

さんは

「ご迷惑をおかけしました」

と、彼の勤務先の図書館まで謝りに行ったとい

う。それが、 5歳年長の山の師「長崎幸雄」氏

との出会いであった。

当時、すでに彼は有名人だった。自山頂上の

方位盤を担ぎあげたごとく、根性と体力に恵ま

れた岳人であった。かって岳人はしばしば文人

でもあったが、ゃむなく進学を請めた長崎氏の

場合も、図書館を職場とする境週にも恵まれ、

綿密な考証も加えた文才を発揮しており、ただ

の山屋ではなかった。かねてからの憧れの人・

長崎氏は、力丸青年の下山報告をニヤニヤと聞

いていたそうだ。

「この人が有名な長崎さん」「一緒に山へ行

けたら、教わることが一杯あるのに…」の彼の

夢は、これをきっかけに実現していくことにな

る。

写真ではわからないが、長崎氏は堂々たる体

躯の持ち主であったそうだ。一緒に急坂をラッ

セルをすると、力丸さんの方は足が上がらず、

前進できていない状態になった。彼の業績の数

々がどれだけ非凡な体カプラス努力で成し遂げ

られているか…知る程に畏敬の念は深まった。

そんな長崎氏も病慶には勝てず39歳で夭折。

力丸さんは主治医として看取り、奥さんから預
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かつた遺稿を18年後に出版 した。倉谷通いをし

ていたのは、その遺稿集「犀川をとりまく山々

」の補完調査のためだった。

自山との付き合いは、昭和32年 からの自山室

堂「兵隊」職でさらに深まっていく。まだ臨床

をやっていなかった氏は、診療班に加わったの

ではなく、一兵隊 (一般アルバイ ト)と して、

夏と秋、室堂で過ごし、食材確保 (山菜採り)

にも精を出した。国立公園に制定されるまでは

、山小屋は山で採れたものを提供するのが常識

であり、サービスでもあった。この時に、木下

幸雄主任とのご縁も始まっている。

インターン時代には山とはやや疎遠にならざ

るをえなかったが、剣岳を仰ぎ見る地で研修に

励んだ。

金沢大学に戻つてからの、昭和38年から50年

頃までは、室堂診療所所長を兼務するようにな

る。その間は、白山での医療に関する情報は全

て耳に入る一方、どんな場合にも二つ返事で山

に上がってくれる医者として応えるべく、常に

サブザックが用意してあってのスタンバイ状態

を維持 し続けた。

山小屋に某大学医学部診療所がある…一般登

山者の側にはたいそう心強いことだが、医療者

には「赤ひげ」的行為であろう。ちなみに知人

のロック氏は慈恵医大OBで、槍ケ岳診療所ヘ

毎夏 3度通つている。金沢でも出くわさないと

いうのに、先年槍平小屋で交差してしまった。

「僕がこのコースでしか槍へ行つた事がない

って事、知つてる ?」

との禅間答 (?)を残して、駈け上がって行つ

てしまった。あれだけ達者ならどこへだつて行

けるのに…。

さて、室堂診療所ではどのような活動をされ

ていただろう。

まず、怪我、病気の場合。手当のために室堂

診療所へ運ぶ。それで一刻も早く下へとなると

、ヘリのない時代には、当然ながら担いて下ろ

していた。歩荷さんもいたが、夜にはもう下リ

ていないし、連絡をとる手段もないして、しば

しば、診療班員や兵隊が担いて下ろすことにな

ったという。

連絡手段は、夏山であれば、電電公社 (現 N
丁T)の無線があり、永井旅館と結ぶ有線電話

もあったという。ただし無線は、発電機が回つ

てからでないと使えず、有線は台風などで断線

すると使えなくなった。それらはとりあえず連

絡がとれるというだけであって、現場は常に迅

速な状況判断と行動を強いられるものだった。

検死要請の際には、そのように夏山であれば

まず無線で連絡が入る。勤務をすませてからで

ないと出るわけにも行かず、暗くなってから室

堂着とか、暗い最中に上がったりもあった。そ

の頃には「仏さん」は室堂に収容されていた。

法医学的には、現場で検証かもしれないが、山

では、捜索隊もそこにい続けるわけにもいかな

い。室堂で死因、死亡時刻を推定することにな

る。法医学教授に、凍死の所見を聞きに行つた

こともあるという。ちなみに凍死は、めだった

外傷がないのは当然として、皮膚が自い、死斑

がない―で、決まるという。末梢が収縮し、血

流が阻害されてしまうためだ。

昭和41年 8月 19日 の適難も凍死だつた。場所

はカンクラ雪渓源頭部。雨風の中、音の平瀬道

に迷い込んで道を失い、青年は一人用テントの

外で果てていた。やはり室堂で検死した力丸さ

んは、ジュクジュクに濡れていた綿のジーバン

が印象的だつたという。

珍 しい例では、美大の教授で、室堂のすぐ傍

で、花の写真を撮っている最中に、脳出血で死

亡したという例があった。夜中に担ぎおろし、

別当出合で簡単な検死をし、某医師が硬直した

遺体の足 2本を乗用車の窓ガラスから突き出し

たまま、金沢まで搬送したという。

ヘリを力丸さんが初めて要請したのは、南竜

の小屋建設の際の韓国人労働者の症例。日本脳

炎と思われるギランバレー症候群 (手足の麻痺

)を呈しており、重症との判断で要請 した。入

院後、死亡した。

ちなみに、ヘリは生きている人間なら収容す

るが、死体は収容しないのが原則だという。

ヘリが使えるようになると、室堂職員で、騒

いで、ヘリで下りた人もあるそうだ。

周知のごとく、自衛隊のヘリなら無料。但し

出動は、県の消防防災課が判断して、自衛隊に

要請するものであって、室堂から直接お願いし

てそれて飛ぶものではないそうだ。

県のヘリ「いぬわし」が入つたのはもっと後

のこと。ただしそれは南竜まで上がるパワーし

かなく、それ以上の高度での出動はやはり自衛

隊のバー トルに頼むことになった。
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昭和46年 5月 連体の滑落事故の際には、医者
が同行してほしいとの要請があり、力丸さんも

バー トルに乗つた.夜中に小松基地に赴き、 3

時まで待機、室堂へ向かったという。事故者は

室堂アルバイ トの学生、十二曲がり上で作業中

に滑落。ゴム合羽を着ていたため止まらず、岩

にもぶつかリバウンド。肋骨 3本骨折の重傷な

がら、ヘルメットをかぶっていたため、それ以

上の大事にはいたらなかったという。

「それって、鈴木良紀さんのことですね」

「え ?知 ってますか ?」

「はあ、ワングルの同期です」

実は、 3週間前の同期会で、木下主任・ 力丸

さんのインタビューをやったと話したら、彼は

とても懐かしがつて、そのうえに新事実を暴露

したのだった。

30数年前のあの日、それまで慎重に赤旗竹竿

立ての作業をしていた彼が、ひょいと見上げる

と、長靴でちんたら上がっていく人の姿が見え

た。あんななめた恰好でも大丈夫なんだと気を

抜いて、不用意な一歩を踏み出した途端ツル ッ

といってしまったのだという。その長靴の主が

力丸さんだったということだった。

思わぬ濡れ衣 (?)を着せられていた力丸さ

んの方は、あの時はヘリで駆け付けた側だった

そうだ。大騒動の当事者になってしまった鈴木

氏の方は、気恥ずかしさと、痛みと、混乱の中

で情報が混線 してしまったのだろう。検分した

力丸さんによると、十二曲がりの上部から、夏

道の トラバース道も越えての大滑落で、ヘルメ

ット様様の命拾いだったのだという。

ミレニアム記念自山の時、私は彼とそこを登

つていた。私は事故現場を定かに知らず、仲間

も話題にせずで通過したのだが、彼の方はきっ

と思い出の渦中にいたに違いない。なお、自山

観光協会の30周年記念誌、50周年記念誌に、通

難事故記録がまとめられているが、この滑落事

故は載っていない。

しつこいが、「長靴でちんたら上がつていつ

た人」とは、木下道雄さんのことらしいとなっ

た。実際、力丸さんも、長靴、地下足袋で上が

ったことがよくあったそうだ。ただし、物のな

い時代に育ち、履き慣れての山での使用であつ

て、足の置き方、力の入れ具合、徴妙な年季が

入っている。うわぺだけみて真似ればとんでも

ない日にあう…それが還因の事故だつたという

ことになった。

「検死」は死亡後まもなくの場合であって、

自骨死体などは医者の出る幕ではない。警察の

お仕事ということになる。

力丸さん自身、死体発見者になったことがあ

るという。場所は丸石谷、百四丈の滝のちょつ

と下、岩に埋まって手だけが出ていたとぃぅ。
細く白い手には橙色のカビが生えていた。まず
見つけた同行者が逃げていってしまい、任せた
とばかりに遠方から覗き見る中、掘ってみると
肩も出てきた。その岩の上流側に回ると流れの

中に足も見えた。手だけなら持ち帰られないわ
けでもないが、一人分の死体が流れの中で岩に
もぐりこんでいる状態。あきらめて、また今さ
ら慌てたとてと、目的の百四丈の滝までは行く
ことにした。帰りに遺体の場所にケルンを積み
、鶴来署に寄って届けたといぅ。死体は、前年
行方不明となった大阪の歯プラシ屋さんのもの
だったそぅで、奥さんが丸石谷の出合まで、花
を供えに来ていたそぅだ。

それは沢へ直接滑落したものだったかどうか
…ともかく沢は究極流されてくる場所になって
しまい、遺体がみつかることが多いといぅ。だ
から捜索も、沢を重点的にやることになるが、

通難者の物ではない物もあれこれ流されてきて
いるという。

私も山で死体を見たことがぁる。高 1の時の
カベツケ原付近で。交差した二人組のザックか
ら、ミイラ化した手足が突き出ていたのだ。あ
まりのことに、咄嵯に「ありゃマネキンだよ」
と弟とひきつりを笑いとばしたのだが、山にマ

ネキンが必要なわけがない。ゾーッと顔を見合
わせ、異様な後ろ姿を見送ったのだった。気温
が低い高山では、腐るというよリミイラ化して
いくようだ。

ョしlり ,ラ

自山での遭難事例は、自山観光協会の冊子に

も載っているし、鶴来署勤務だった東さん自費

出版の回顧録にも詳しい。

力丸さんの経験からの自山遭難をまとめてい

ただこう.

まず、自山は、槍・穂高といった岩峰と違い

、転落死などは極めて少ない。ほとんどが行方

不明◆山がだらんとしているために、ルートを

見失い易い。また、だらんとしているとは、谷

が深いということであり、滝がある。行方不明

になる人は沢伝いに下り、滝場で進めなくなリ

、登り返す気力も体力もなしで、遭難となる。
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力丸さん自身何度か捜索隊に加わつたことがあ

るが、 5m間隔でのローラー作戦をとっても、

人は歩き易い所をと選ぶ結果、みんな一箇所に

集まってしまったものだつたという。遣難者も

おそらく同じ思考パターンをとり、知らず知ら

ず沢に吸い寄せられて行くものらしい。

また、ガスにまかれた場合、笹原、雪渓、雪

渓の消えた砂礫地でルートがわからなくなる。

中宮道のお花松原への雪渓のあたり、大汝の裾

、千蛇ケ池のむこうなどはわかりにくく、特に

下 りが迷い易い。山慣れない人は天候があやし

ければ出歩かないことだ。

また、最近の中高年は行動期間が拡大してい

る。文化の日の自山、勤労感謝の日の頃の自山

など、無謀極まりない。

実力・経験が伴っているならいい。みんなで

夏山へ行つたから、次も一緒に一と議がリーダ

ーかもはっきりしなかったり、 5年 ぐらい山ヘ

行つていたらもうベテラン扱いをしてみたり、

不測の状況に対応する術をもたないまま、季節

の変わった山へも入りこ込んでいる。

典型的なのが、平成元年10月 の立山遭難。交

通機関が発達しているために、簡単に3000mの

稜線に出てしまう。それていて基礎体力のない

中高年達は荷物が持てず、最低限必要とされる

装備ですら持つて上がつていない。ツェル トで

もあれば死者は出ずにすんだ。

「僕はその点、クラシックなんかもしれんけ

れど、というか、不便な時代に育つてきてその

癖が抜けんというか、どうしても荷物が多くな

る。医薬品まで持つていくし。」

「一人で行くと、テントからカメラから、携

帯電話から、グループで一つあればいいような

物も全部自分で担ぐことになって、体力的には

不利になる。ただし、昔はそうできる人が山に

入つていた。山はそれが出来る人しか行けない

世界だつた。小屋をあてにして山に行 <よ うな

人は、雪山なんかには行 <べきではないJ

「だけど、来月号の岳人のサプタイ トルは『

雪の山小屋に泊まろう』でしたねえ」

こちらも反省 !である。綺麗なカラー写真の

ガイ ド本作 りに手を貸して、おいておいでをや

っているのだから。資本主義経済において、登

山熱を煽つている側…出版社、登山家、写真業

界、スポーツ用品業界、ツアー会社、山小屋、

さらには新聞社等があり、思恵を受けている。

それらは、事故が起きれば批判側にも回つて

いるが、「健康的」「綺麗 (快適)」 「軽装備

(気軽)」 の誤解を助長させてもいるのだ。危

険の方を学ぶことなく行動を拡大してしまう人

達は、それでも概ね事なきですんでいるけれど

、中には貧乏鍛をひく人も出てきてしまう。最

後には「自己責任」という「葵の御紋」が通つ

てしまうけれども…。

要するに不幸な結果が出てからの「自己責任

」ではなく、「自己責任」からスタートすべき

が本来「登山というスポーツ」なのだ。最初の

自己責任部分が欠落しての遭難・事故が増えて

いる現在、偏る側にも、自党が必要であろう。

さて、医者としての話題から離れて、道具に

こだわりをもつのが力丸さんのキヤラクターで

あられるようだ。

かつては、地下足袋にビッケルでグリセー ド

もやられたそうで、ベス トマッチばかりでなく

、ミスマッチもなるほどと楽しまれているのが

力丸さん流というイメージである。

熊撃ちが使つているスパイク長靴はもともと

釣りの世界から入つてきたものらしく、営林署

もそれを履いているらしい。登山靴より、日本

の湿った樹林帯向きといえるが、笹の根、跨ぐ

ような木の幹をひどく傷めることになる。人間

が快適・安全であることと、自然が保全される

こととは、また別問題であって、道具の世界に

はまだまだ、決定打はでてこないようだ。

力丸さんは長靴愛用派で、雪山でも1000mま

では、長靴にかんじきというスタイルだという

。長靴はテントの出入りに何とも便利で、しば

しば同行者の小用時にも「貸して」となるそう

だが、中に布の張つてない物だという。それな

ら、タオルで拭くだけで、乾いた状態を維持で

きる。また素材が生ゴムであれば冷たくないそ

うだ。それは高山で売っている飴色の品で、ビ

プラム底を貼ってもらった特注品だという。な

るほど、「長靴」だけを真似てはいけない。山

中ではそれに、スパッツか、毛糸編みの脚絆。

ごばつて抜く際には、やはり雪が入り込んでし

まうからだ。

かんじきには特別こだわられているようだが

…。スノーシューは持っておらず、聞いたまで

だが、まず重く、下りは滑 り易く、平原向きと

思うとのこと。ショートスキーは林道を下るな

ら便利かもしれないが、自分の行く藪山にはや

はり不向き。スノーラケットという皮編みのカ

ナダのかんじきは土産品で持つているが、軽い

雪の平原向き。何といってもかんじきが日本の

山には向いており、こだわってみているとのこ

と。

かんじきは、結局足を置く位置は定まってし

まう。足先が長くなると、足を上げる際に先端

が雪につかえてしまい持ち上げられない。後ろ

が長くなると、これまたひきずるだけ。最初は

嬉々と長いものを作つてみたそうだ…一歩も歩
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けない。あれこれ試 してみて、歩けるための靴

先からの長さは決まるものだと分かつた。

ちなみに新潟には煤竹製の「すかり」という

、前に手綱のような組をつけた長いかんじきが

あり、北越雪諧に絵が出ているし、地酒のラベ

ルにもなっているという。それは村内の道つけ

用の道具ということだ。

低山も好き、植物にも詳しい力丸さんは、「

かんじきにいい材料だ !」 で、本を見てしまう

ことが多いそうだ。本の種類について、一覧表

も作つてあるとのこと。「折れ易いJ「曲げに

くい」「水に沈む」など。

ちなみに、かんじき作りの師匠は、見上山荘

の故湯原忠政さんである。私の知る限りでは、

芦耕寺のわかんが一番湯原さんのに近いように

思うが、芦峡寺のわかんには「反り」がないの

だという。

凝り性と自称する力丸さんは、その芦峡寺の

わかん作 りの佐伯さんの店も何度も訪ね、自作

のわかんも見せに行つたそうだ。佐伯さんの方

が「反りJを恰好いいねえと惚れ込んでしまい

、反りのあるのと二種類作るようになってしま

ったという。それでも、生業とするからには大

量生産であつて、湯原さんの物とは比べ物にな

らない。湯原さんのは芸術品の域に達していた

という。

湯原さんが亡くなってからは奥さんに教えて

もらうこともあったが、彼女は再婚して、氷ノ

山の麓に去つてしまった。かの地にも雪は積も

るそうで、反対に「わかんを作つてくれ」と頼

まれてしまった。目が肥えているから気が張つ

てしまい、故湯原氏の物と、自作の物と、それ

は旦那様用ということにして送つたという。

わかんの爪はアカガシを使う。佐伯さんのは

ミズナラ製だが、それだと柔らかく摩減が早 <

なる。わかんのわっばを曲げるのはたいしたこ

とはないが、爪をつけるのが実はたいへんな作

業なのだそうだ。

大量生産の方は爪の清を15mに切ってあり、

対するわっばの径は22日から16日。それを15日

に合わせて削り込んでしまい、それでわっばの

耐久性は格段に落ちてしまうとのこと。

湯原さんの方はわっばの強度のために、一つ

一つの爪の方を、それこそ左右の取り替えも出

来ない程厳密に削つていたという.ゆすってぐ

らつくようなら金はいらんと言い切った程だつ

た。コンクリートに飛び降りても壊れない。左

右 4本の爪を、わっばの厚みに合わせて削り込

む…それが大変という意味なのだつた。絶対ぐ

らつかないためには、わつばも乾燥していなけ

ればならず、爪も乾爆していなければならず、

本のタチを知り尽くしての仕事だつた。また、

爪の両側を締める針金も、湯原さんの美学とし

て、鋼びるような普通の針金は厭と、真鍮の針

金を使っていた。アカガシの爪の赤、クロモジ

の茶色の肌、責色の針金は何ともいえぬ調和で

あり、反りも絶妙。爪でちゃんと立ち、カタッ

とならない。また、そうでありながら、左右の

重さの違いは15g以 内。「うち行つて量つてみ

まっし」と言われて、そうしたら本当だつた。

それに相手の体重も見て作つていた。

私が現役の頃、わかんは冬期活動の必携道具

だった。だから、医王山の新歓の帰りには、「

今年の新人は何人くらいは残るだろうJと 3回

生が予約 していつたものだった。30年前の当時

で、3000円。卒業時には12、 000円 もして、かな

り痛い出費だつた。でも、もう一つ買つておい

てもよかったかもしれない。まさに一生物とい

える価値ある品であつたのだ。

ミズナラの爪は磨耗が早く、かつ、水分が多

いために、乾燥しての曲がりも出てくるという

。アカガシは今は入手出来なくなり、力丸さん

はシロカシを使つているそうだ。強度的には同

じで、まず鋸で粗く型をつけ、その後、鬼目や

すり、さらに日の細かいやすりと、形を整えて

いく。直線でないと美学が許さず、マンリキで

締め付けての作業。だから「爪が減つたから替

えて」と言われても、そう簡単に返事が出来な

い。「大量生産」といつた佐伯さんの所にして

も一日に3個のベース。休日利用の自分だと 1

月以上もかかつてしまうことがある。今はイヒ織

の紐で締めて、バックルで留める仕様にしてい

る。バックルは昔の組よりはるかによい。一日

歩いても外れることがない。

そのようにこだわったわかんには、焼印を押

して出来上がりとする。湯原さんは「医王山」

だったが、自分は「白山」.そ うやつて、こだ

わりを楽しまれている。

大町の山岳博物館に行つても、湯原さんのわ

かんにかなうわかんはなかった。おそらく日本

で一番強いわかん、つまりは世界一強いわかん

ということだと、力丸さんはほほえまれる。

今さらですが、「わかん」で通る言葉なんで

しょうか ?と お聞きすると、わかんとは、輸か

んじきのこと。かんじきには輪になっていない-32-



物もあり、棒を並べて編んで、贅子のような四

角状で使用する物もあるという。また、泥田に

入るためのかんじきもあつた。

そのように日本の雪質にあった山道具のわか

んであるけれど、近年はコス トダウンのために

粗悪品が出回り、それがさらに道具としての評

価を下げる悪循環をし始めているという。日本

の伝統的登山道具の技術が残って欲しいと願う

力丸さんである。

さて、先日の熊撃ちの話を少し報告すると、

私よりずっと倉谷に詳しい力丸さん。

「加賀藩の租税の所を見ると、倉谷・二又熊

胆 (ク マノイ)どれだけと書いてありましたね

。米が取れないから、熊胆が年貢の代用になっ

ていましたね:」

さらには、なんで山に住み続けたのかと、間

の抜けたような質問もしてきたと言うと、

「昔は、米が給金だつたから、とりあえずは

士農工商とおだてられて、農民は年貢を納めて

いた。その下に…」

それこそ、インドやネバールのカース トどこ

ろではない、階層差別が日本にもあったのだ。

輸轍師 (ろ くろし。または木地師)、 山高 (さ

んか 。または蓑作り)、 その下は「非人」とな

り、焼き場、履物作り、肉屋などが、人に非ず

とされた。彼らは土地を持たず、手仕事で世渡

りをする自由人であった。為政者は、それらの

人を蔑むことで、土地に縛られる者を慰撫し、

年貢を納めさせ続けたのだ。川の土手に住む山

高は、神代の代の言葉を使い、山高同士でなけ

れば結婚できず、また、非人は四つ足を食う者

としても卑しまれたらしい。

かつて、身分が固定していた時代があり、人

はその環境 。生業を変えることが許されず、そ

の土地を離れれば、非人となり、流れ者になる

しかなかった。

私も「サンカ」は初耳ではないのだが、それ

は自土三平の漫画「カムイ」で知つていた言葉

…恥ずかしながら、時代物は山本周五郎ぐらい

で、思考の際に出てくる単語ではなかった。

それより、ついこの間聞いたネパール弦楽器

サランギの奏者。彼らは最下層カース トに属し

、生まれた時からサランギを弾くしかなく、村

をまわり両手一杯の穀物の施しを受ける…先祖

伝来そんな暮らしをたててきた。それが急激な

観光化により民族楽器奏者としてもてはやされ

るようになる。町で現金収入を得るようになっ

た彼らと、これまで同席を拒んできた村人達が

一緒にお茶を飲むようなシーンが見られるよう

になったらしい。異国の差別を「何と下等な国

」と蔑み、そんな話を面白がって聞いている私

は、終戦まで、そのような差別が日本にもあっ

たこと、稼業も土地もそこで守り抜く物であっ

たこと、外れた者が土地を離れていく定めであ

つたこと…わかってぃないのであった。

なお、サランギ奏者にも、かれらだけの業界

用語とも重なる言語があり、第三者の入り込め

なぃ情報交換に使っているらしい。

となると、人の社会にはさして人種の違いは

存在せず、社会の成熟課程の、その段階が様々

ということなのかもしれない。「何が物好きで

、山に住み続けるの ?Jと 、ノー天気な質問を

発してしまった私.本当に勉強になった。

7カスラごミ

力丸さんは、今、明治39年発刊の高頭 式 (

しょく)編「日本山嶽志」という本の改訂版中

「笈ケ岳」「大笠山」「白山Jを担当され忙 じ

い。インタビューという私の勝手なご縁で、ほ

やほや革稿を拝受してきた。まだ手直しがある

とのことで、次の機会に紹介させていただく。

もともと凝り性で、中途半端に出来ない性格

と自称されるが、特に本になると、一行―行に

責任がある。後世に残す真実として、調べて、

日べて、膨大な時間を掛けておいでるようだ。

その点今時のメール、 IT情報というものは

便利であるけれど、「お手軽J「お気軽」「無

責任」である。現代的山登りの姿勢に通じるも

のかもしれない。

「笈ケ岳J「大笠山」は、近年五箇山の山と

の誤解もあるようだ。

ちなみに、分県登山ガイ ドの山選定の際、「

登山道が石川県側にない」が理由で「大笠山」

を加えることが出来なかった。

「笈ケ岳」に至つては、深田久弥がその時ま

でには登つていなかったが理由で「百名山Jか

ら外れ、「道がない」が理由で、全国網羅の「

分県ガイ ドJか らも外れたのだ。お陰で秘境の

山を保っているけれど、本当に人間様の勝手で

ある.

すると、この際、中高年ブームに乗じようと

、「五箇山の山」と言い出す人も出てくる訳で

ある。

力丸さんの語調は、にわかに「歴史を知らぬ

不届き者めらが !」 の語調に変わられた。根拠

はそのほやほや革稿にある通り、修験者の時代

から、四高旅行部、金商山岳部、また駒革会、

長崎幸雄氏らの活躍に至る、長い歴史が石川県

側にあるのだつた。一部のみ紹介させていただ

くと
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『山岳修験の時代、中宮は笥笠 (けがさ)神

社を中心に、加賀馬場における自山禅定の登山

基地としてい大いに栄え、僧坊が軒を連ねてい

た。一方藩政時代の越中五箇山は加賀藩に所属

していたが、陸の孤島として藩の流罪人を封 じ

る地になっていたくらいアプローチが悪く、近

年でも車社会を迎えるまでは違隔の山村僻地で

、訪れ難い土地であつた。加えて笈ケ岳の東面

は、雪屁の崩落によつて生じた断崖地形となり

、登路が全く得られないので、往時の笈ケ岳登

山への入峰は西面から中宮雄谷経由で行なわれ

たと見るべきである。』

とある。この秋にもお仲間と、清水平から西尾

根の修験ルートを確認に行かれたらしい。

力丸さんは数年前の四高記念祭に、四高旅行

部残党の話し相手を頼まれ、参加したという。

かつて、岳人と文人が重なつていた時代、今

の中高年登山ブームとは明らかな一線を画して

いた時代の、最後の登山家が力丸さんであると

私も思った。

◇   ◇   ◇

おまけ、アンコールは「大汝のコマクサ」の

話。これは、初対面の日の二次会のスナックで

お聞きした。

コマクサは、現在、大汝の避難小屋の横と、

登山道から外れた某所の二ヶ所に増殖中である

。某所では、その付近にも飛んで、登山者を喜

ばせているらしい。

国立公園法の「一本一車採取まかりならぬ J

が、持ち込みを禁止していないのが悪いとか、

「登山道に眠く石でさえ、焼いてから搬入して

いる。従来の植物層を攪乱する行為は困る」と

の批判もあつた。

某所に植栽したのは力丸さんらであるが、大

汝に植えたのは福井の人だということだ.

コマクサが音立山にあったという古文書があ

るという。だいたい高山植物というのは、氷河

時代からの生き残りで、温暖化にともない高地

に残された植物群。人が文字を持つ以前から、

繁茂 した植物もあれば、消えていつた植物もあ

る。植物分布が調べられるようになったのはご

く近年のことであつて、その時点で「あつた」

「なかった」「変えてはならぬ」というのは、

狭い了見の生物観であると言う。

昭和天皇の植物指南役里見教授も「移植 した

もの」と明示してあれば、学問上も支障なしと

していたとのこと。

だいたいが、コマクサは高山植物の女王とさ

れるように、他の植物が生えぬ砂礫地を好み、

気高く咲くものであつて、他の植物と混生する

ものではない。すなわち植物層を攪乱する…も

、根拠のない批判である。

つまりは、歴史、植物学、他何ら思考のため

のカードを持たない者が、今時点のことだけで

騒ぎ立てている話と、力丸さんは受けとめてい

る。

私の方は無難に「皆さん、自山が好きなんで

すね」にしておこう。コマクサが嫌いな人はい

ないだろうし、「自分の好きな白山に、誰かが

勝手に手をだした」ことの方に、きつとムッと

きているのだ。

これから殖えていくかどうかは、コマクサの

勝手の話なのだから。

また、大汝に建つ避難小屋は、昭和18年 10月

に設置された、かつての気象庁のロボット雨量

計観測所の小屋を、緊急避難用に維持 している

もの。

その維持責任者の白山会は、「百引く一は白

」ということで、自山に九十九回登れば入会資

格のある会なのだという。他には、「砂防新道

では二般登山者に抜かれてはいけない」の付記

もあつたそうだが、会員が老齢化した今は、す

べてまあまあにしてあるという。

先年、力丸さんは、大汝の避難小屋を当てに

してとしか考えられない場所と時刻に、登山者

とすれ違つたそうだ。こいつ…と思いながら

「今晩、大汝泊りけ ?」

と声を掛けたら、

「はい、力丸さんに許可を貫つてきました」

と答えがきたそうだ。

何といつても、たくましいのは、60億を越え_

た「ヒト」であるようだ。
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山 を 愛 し 、 山 の 本 を 書 こ う と し

て 、 志 半 |まで 病 に 倒 れ た 金 lFN市内 の

ア マ チ ェア 登 山 家 の 遺 稿 を 、 2人の

友 人 が 18年 が か りで ま と め 、 故 人 の

命 日 に 合 わせ て 近 く出 版 す る 。
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自 分 で 運 ん だ 方 位 盤 の 前 に 立 つ 、 在 り し
日 の 長 崎 幸 雄 さ ん (左)と 力 丸 茂 穂 さ ん

=34年 10月 、 自 山 御 前 障 の 頂 上 で

校正など二人三脚

「犀川をとりまく山々」

-35-

蜃
燿
麒
蜃



故 ‐ 1占 ′‖  脩 さ ん

(ふるかわ おさむ )

手元に「夏山懐古」という本がある.古川さ

んからどの機会に頂いたものかの記憶は定かで

はない。限定 100部のこの本と、湯原さんのわ

かんを持っていたら、一日置いてもらえるよう

な (?)そんな類の品である。ちなみに、

『大門山遭難略記』遺難顛末報告 能 登志雄

『自山地獄谷の日御子峰探険録』 丸岡 栄一

『死線を越へて』加飛越国境調査手記

北村 清太郎・ 出村 健次

と、石川県山岳史に残る事件の記録が列挙され

ている。

古川さんはそのように、かつての山記録を大

事にされ、世に残すことをリタイア後の生き甲

斐とされた方だった。たった三度しかお会いし

ていない私が語れるような方ではないのだけれ

ど、この機会に紹介しておきたい。

ワンゲルの35周年記念誌を作ろうとした時、

実行委員会には全く先立つ物がなかつた。どう

したら安価に制作出来るか ?すぐ思い浮かんだ

のが、山関係なら喜んでという噂の古川さんだ

った。彼は四高旅行部の部報ベルクハイル全巻

を自費復刻されていた。

19期 OB栂 さんの橋渡して、書斎にお邪魔す

る。そこには退職金をはたいて買つたというド

ラム式コピー機があつた。焼き付けコピーで原

板を作 り、後は紙代だけになるという機種だつ

た。どの大きさを印刷用紙とし、そこにどんな

順に印刷原稿を貼り込めば、紙代と製本代のみ

の出費に納まるかを伝授された。結局はあまリ

にページ数が増え、上下 2巻にもなり、専門業

者に発注することになってしまったのだが…。

あの時机の上には、音の駒草会の会報があつ

た。かつての会報は孔版印刷でかすれ、紙も黄

変していた。古川さんはそれをワープロで打ち

直 しておいでた。

山行記録を活字書籍とし、会員に配布すると

同時に、足跡として残したい…山岳会の会報は

その発行部数からは極端な割高になり、かつ、

出来てから欲しいという部外者が現われても、

配布できるだけの余裕部数を持てなかった。

山行記録を大事にされた古川さんは、そのよ

うな資本主義経済ではベイしないような記録が

世に出ること、読み継がれることを願い、リタ

イア後の時間を僣しみなく使つて下さる方だっ

た。

岳人はどのような老後を送るのだろう。山に

散った人の中には、「老後」など考えられない

遭難で締め括つた方達も多い。いつか無理が効

かなくなる。いつか無理が出来なくなる…思い

出を肴にだけも化 しいではないか !そんな漠然

とした私の不安・疑間に、壮快な老後を示され

ていたのが彼だった。

あれから、わずかの間に l T4Lが進んだ。多

くの人が、デジタルカメラも駆使しての山行記

録の編集を楽しみ、瞬時に配信出来るようにも

なった。今では、ミニソーラーを広げればリア

ルタイムで山記録を配信も出来る。

しかし、軽薄短小というのだろうか、便利に

なる程、薄つべらさが見えてしまう気がする。

メディアが不便であった頃の方が、人は文章を

練 り、また、そう練られたかつての記録を大事

にしていた。今情報は溢れ過ぎ、却つて「消去

」「削除」でバンと消えて行くものになってし

まった。玉石混潜…どれが後世に残るべき情報

かもよく分からず、一方、金沢の岳人なら当然

知ってしかるべき人や歴史も抜けてしまう。「

当然」が、単に私の価値観であるとなれば、ど

うしようもないのであるけれど…。

なお、古川さんの業績、他輝かしい時代の書

籍類は、彼の尽力により、県立図書館の「長崎

文庫」に収められている。彼はそれらを「国会

図書館」にも収め、安堵の息をついていた。ち

なみに彼のア ドバイスで、ベルクハイム35周年

記念誌上・下も、国会口書館に入つているので

ある…私が安堵の患をついている。

ご本人にもうインタピューは叶わないので、

力丸さんに、補足をお願いした。

戦前、金沢には、一中～四高の裕福家庭のエ

リー トコースがあり、次なるエリートがめざす

のが、金沢商業高校 (以下金商)であつたとい

う。当時の四高旅行部、金商山岳部は、めざま

しい活動と同時に記録を出すことで「岳人=文

人」の時代を築いていた。うがつて言えば、日ウ牛ギ
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本が貧 しかつた時代に、遊びに山へ行けるのは

、限 られた若きエ リー ト達であつた。よつて山

記録 も、文才きらめくレベルにな りうるのであ

る。

長崎氏も古川氏も、そんな時代の金商卒だつ

た。古川さんは、生涯 どの山岳部に所属される

ことはなく、杉村ケース K.Kに 勤務 し、イン

テ リアデザイナーだつた。

山路の会 (や まみ らのかい)を結成 したが、

それは山の本を作るための会であつた という。

当時の岳人達の憧れであつた、笈ケ岳の地図

を表紙バ ックとした原本を見せていただいた。

寄稿者は駒草会、二峰山岳会、他個人。初版本

には深田久弥も寄稿 しているが、所属山岳会を

問わずに、山記録を公開し、残していく会であ

った。その頃の岳人数は限られ、お互い顔も分

かり、どこへ行くの、誰が行つたのと、すぐ情

報交換も出来たという。彼らより少し世代のず

れる力丸さんには「やまみち 1は 、パイブルと

いえる本だつた。

リタイアし時間が出来てからの古川さんは、

自分の現役時代の記録や、当時の会報からこれ

はと思うものを集めて、ワープロで打ち、印層1

機で刷り、配布していた。初めはホッチキス止

めであつたが、見栄え悪く、所蔵に耐えないと

いうことで、製本だけを外注するようになった

という。四高旅行部のベルクハイルはベージ数

がありすぎ、それはワープロで打ち直すことな

く、そのままコピーで、復刻とした。

売りに出すわけではないから、自腹を切った

限定部数で作り、興味ある人に分けて楽しんで

いたらしい。個人の山記録、還暦記念の冊子の

依頼にも快く応じていた。

平成 7年夏、彼の不調は力丸さんにより膀眺

ガンと診断され、手術。以後ワープロを病室に

持ち込んでの、抗癌剤治療を繰り返されるが、

平成 9年 4月 不帰の方となる。享年68歳。

終生、見事な岳人であられた。

書 斎 の 岳 人

世Fさ /t′ 6Dこ と

力丸 茂穂

(平成 9年 8月 発刊 「加賀藩士人別帳 J

上下 2巻の巻頭の文より)

この度 上梓された加賀藩士人別帳 上、下 2

巻の内容の一部は、すで に平成 2年 に「加賀藩

士檀家別名簿」という私家本 として限定発刊さ

れているが、これは加賀藩士の旦那寺を各宗派

別に分類 したもので、収録されている寺院数は

151、 檀家数は 1,449名 と、今回に比 しかな り

小規模なものであ り、本番前の小手調べのよう

な本であ ったろう。

また同 じ年、 「城下町金沢町割覚書」 も限定

出版されているが、これ には町割 (旧 聯区)ご
との地図とともに、町名の変遷・ 由来およびそ

の町内に居住 していた加賀藩士の名簿などを記

載 し、さらに、加賀藩の政治や城下町の風俗な

どについても、平易にかつ興味深 く述べてあ り

、その 3年前に出された「チ ョン話歳時記」と

ともに、あまり肩の凝 らない内容の ものであっ

スこ。

今回出版の 2巻は、このような一連の郷土民

俗史関係の最終判ともいうべきものであ り、彼

が宿病を得てのちに、入退院を繰 り返 しつつ、

その闘病の病室にまで ヮープロを持ち込んだ う

え、病苦に耐え、主治医の 目を盗みなが ら夜遅

くまでキ ーを叩いた、まさに生命を賭 した執念

のライフワークである。

巻末に付けられた索引は、利用者 にとって非

常に便利なのは勿論であるが、本文についても

、人名あるいは旦那寺を発音順に並べ換ス、 し

かも横読 みに編集 してあ り、 1名 につき 1行 に

制限 した うえ、各項 目別に縦の罫線で仕切 って

あるので、人名以外の知 りたい項 目について、

縦読みにも通覧することが出来るようになって

いる。

たとえば家緑 については、末尾の文字の位置

を揃えてあるので、数値 というよ りは横棒グラ

フを見るようなアナログ的感覚で、家藤の高低

がある程度察せ られる。

これは著者 自身が、既刊の文献を利用する時

に、かな り苦労された経験に基づいているらし

い。

このような編集方針は、長年に互 つて著者 自

らがワープロを打ち、多数の私家本を製作・ 出

版された過程 において生まれた、アイデ ィアで
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あろう。ワープロは手書きと異なり、常に文字

の桁、行、字数などが揃つて印字されるので、

原稿用紙を用いなくても、碁盤の日のように縦

と横がきちんと並んでいる。

また、最新のワープロでは、最初の入力方法

をうまく考えておけば、表計算ソフトを利用し

て、各項目ごとの並ぺ換えが容易に出来るが、

果たして著者がかかる手段を用いられたのかど

うか、幽明境を異にしてしまった今となっては

、確かめる術がない。

このようなきちんとした整理方法は、著者が

若い頃製図の技術を学んでいたからというより

、むしろ著者自身の折り日正しい性格によるも

のである。

長い頭髪に不精髭を伸ばし放題にしていた、

あの風貌だけしか知らない者には、そのような

性格は到底窺い知ることはできまい。

著者の古 (フ ル)さ んとは、山岳を通しての

友人であり、休日に限つて朝早く起きる特技と

、山へ登ること以外に能のない私にとつては、

またとない良き話相手であり心の友であつた。

しかし振返ってみると、彼とは、越中桂から

飛騨加須良への峠越えの山旅に同行した記憶が

あるだけで、ついに一度も本格的な登山には同

行することがなかった。

彼は若い頃からむしろ単独行を好み、山岳会

に所属 しての登山活動は最後までなかつたのだ

が、「日本山の書の会Jと いう山の本に狂いま

くっている人々の集まりに所属していたので、

山岳書に関する知識と関心は議にもひけをとら

ず、かなり高額な山岳関係の稀租本を古書店か

ら取寄せては、私を羨ましがらせた。中でも彼

のお気に入りのひとつは、田淵行雄の著書であ

り、この点でも、彼と私とは馬が合つたのであ

る。

登山者としての現役時代には、河内村の笈山

付近にある修験道の遺跡「うまやのつば」へ谷

川沿いに登りつめて、これを詳しく報告したり

、県内屈指の秘境である瀬波谷を週行して大笠

山に達し、当時は国土地理院の 5万の地日にも

記載されていなかつた「大笠池」を初めて報告

されるなど、ユニークで価値ある登山活動をさ

れた。

本来登山は反社会的な行為であり、そのよう

な遊びにうつつをぬかす者は、昔から一風変わ

つた人物が多 <、 その上、凝 り性で書物好きと

いうのが通り相場であるが、彼もまたそのよう

な評価から免れることはできないだろう。

50代後半であつさり勤めをやめ、埋もれたま

まにしておくには惜しいが、採算性と時間の点

からそれまで離も顧みなかった郷土の古い登山

記録を編集・復刻する仕事に熱中し始めた。

ワープロとコピー装置の出現はまさに彼のた

めにあったようなもので、三階の書斎に高性能

のコピー機を持込んで、次から次へとワニプロ

打ちの私家本を作 り始め、「山路の会」という

実は彼一人しかいない会の名前で、山岳書の限

定本を矢継ぎ早に発刊した。

中でも洛陽の紙価を高めたものは、長崎幸雄

著、古川 脩企画・編集、北国出版社発行の「

わが自山連峰」であり、また郷土の登山家に久

しく待ち望まれていた四高旅行部の「ベルクハ

イル」全 13巻の復刻であろう。

このような彼の道楽は徐々にエスカレートし

、いろいろな人々が持込む会報や自費出版本な

どの製作を全くのポランティア、いや少なから

ぬ自費を投じてでも引き受けるようになった。

もともとヘピースモーカーであったが、このよ

うな肩の凝る仕事の合間に吸う煙草の量が、彼

の健康に少しずつ悪影響を与えた可能性は否定

できない。

その後の闘病生活の合間にも、この道楽は絶

えることがなく、時折自分の名前の「脩 (お さ

む)Jを もじって「長夢 (お さむ)」 のベンネ

ームを使用したりしていたが、ある時「長無 (

おさむ)」 (たぶんもう「長くない」の意味で

あったろう)のベンネームで、主治医の私を ド

キリとさせる悪戯っばい精神も最後まで衰える

ことがなかった。

今後彼のような仕事を、一体どなたが引き継

いで下さるのであろうか。われわれ岳人仲間は

今途方に暮れている。

(日 本山岳会々員 )
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～
卜  ・ト ーー

(はやし しよういち)

略歴 昭和‖年生まれ 元金沢市企業局職員

昭和37年「中尾グループ」 (昭和54年より

金沢ナカオ山岳会)を結成、約40年指導に

あたる。環境庁自然公日指導員。元石川県

山岳協会事務局長.石川県自然保護協会、

自山の自然を考える会、中高年の登山クラ

ブ・ くろゆリクラブ設立を提唱。共著に

『石川県の山』、『白山を歩く』 (以上

山と渓谷社刊)、 『石川の自然百景』、『

かがの自然』、『医王山の自然ガイ ド』 (

以上石川県監修)、 『かが・のと百山』 (

金沢ナカオ山岳会編)がある。

林さんには、今回のインタビュー記事におい

て、最初の「餌食」 (?)になつていただいた。

シーズンにはそれこそ毎週のように同行 して

おり、これまで18年、どれだけ林節を聞いてき

たかしれない。それなのに今回照れ照れてイン

ピューし、「聞く1に徹してみて、改めて得心

できたことが多かつた c

この特集を発案しておきながら、相手がある

からには、<蓋あけにゃわからん><無謀かも>

の不安と疑念にかられていた私。「よし !」 の

エネルギー湧いた初体験であつた。「聞かぬは、

一生の損 !」 と、このプロジェク トをやりぬく

決意を固めた。

その後、私は「金大ワンゲルOB会報編集長」

に徹して、インタピューに励んだつもりである。

たいした雑誌でもないのに、お時間を割いて

頂くことへの気苦労。相槌を打ちつつ、次の質

問へ繋いてい <、 思考回路のフル回転。それら

テープを繰り返し聞いて…。金太郎飴ならぬ、

頭のどこを切つても録音テープが弾け出てきそ

うな正月休みを過ごした。皆さんに拙い原稿の

校閲をお願いし、ようやく目処がたつた。

そんな、自分をちょっと誉めたい時間が戻つ

てきて、テンションが下がつた時気付いたのだ。

私は金大ワンゲルOBと 名乗り、ナカオの会

員であることは、「今も山の現役です」と同義

で使つたつもり…。

でももし、この私にインタビューを受けた方

々と林さんが出<わ したら、「うちの会員がご

迷惑をかけまして」と林さんが挨拶しなければ

ならなくなる。それが世間というものだ。

ようするに、皆さんが突撃レポーターに快く

応じ、きちんと答えて下さつたのも、林さんと

いう後ろ盾あつてのことであつたのだ。

反省 !陳謝。そして感謝 します。

「俺、ナカオ辞めることになったワJ

「え ?!」

予定外の妊娠で休会中の私に、久しぶりの仲

間からの電話は、意外な切り出しで始まった。

聞けば、その 1年前から面倒をみることにな

つた初心者対象のくろゆリクラプの山行日に、

別の山に登りに行つていた。それが林さんの耳

に入り、今日臨時集会が召集され、売り言葉に

買い言葉でこんな結果になったという。その K

氏のみならず、くろゆりの面倒をみるために入

会したわけではないとする実力派グループも、

その日脱会することになったとのことだつた。

彼らは私とは年代も近く、親しい方の仲間違だ

った.

もう「卒業」はないのだから、今度の仲間違

とはずっとずっと一緒に山に行ける…出産とい

う事態をどう乗り切るか、それのみを難題とし

ていた私には、晴天の諄屋の別れ話であつた。

学生時代のようにぼろぼろ涙のこばれる私に、

今度は林さんから電話があつた。何の間にも合

わない私であつたのに…。それほどに林さんも

動顛し、苦渋を伴つた決裂劇であつたのだと思

う。あれからもう16年が過ぎた。

そんな騒動の元となつたくろゆリクラブは、

25年間ナカオを主宰し地元ガイ ド本を上梓 して

きた林さんも選定委員に加わつた、朝日新間の

「北陸の百山」紹介企画によリスター トした会

であった。すなわち、彼は40年、山に関わり続

けてきている。

そのような犠牲を払つて面倒をみてきたく
`

ゆリクラブも、昨年、どうにか生え抜き会員達

による運営が軌道に乗つたか ?のところで、

「もう、ナカオの干渉は無用」

とする役員達により、一般会員には経緯も判ら
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ぬままに絶縁となった。

そんな別れを林さんは何度繰り返してきたの

だろう。

ワンゲルの新陳代謝を繰り返しながらの40年

と、社会人山岳会の、個人が主宰 L′ てきた40年

の歴史とは違って当然である.

ワングルは、知識を蓄積できない、常に新人

育成に追われてしまう替わり、その時代時代の

部員の指向に沿つていくことが可能だつた.そ

うしてきたから、今年の46期生も迎えられてい

る。

一方、社会人山岳会は、「二人寄れば山岳会」

「三年もたない山岳会」と椰楡されるごとく、

大人ゆえの個性のぶつかり合いがある。さらに

は、「仕事」「結婚J「子供」と、多くのブレ

ーキを抱え込んでしまう。個人的に主宰してい

く意志さえあれば…で、続けられるものではな

もヽ。

どうして、林さんは続けてこられたのだろう

?青臭い質問にお答えいただいた。

「仲間に恵まれた」

と林さんは言う。

「去つた仲間もいた。しかし、それ以上に、

多くの仲間が残つてくれた。」

40年の間にどれだけの人が会から、山から離

れていったことであろう。それでも

「続いたのは仲間がいたに尽きる」

のだそうだ。

「登山者は個性が強い。協調性も不足しがち

である。しかし、長続きのためには仲間がいる。

3人ぐらいでは何の都合で中断するかわからな

い。10人以上は必要だ。J

ナカオは創立10周年記念に、犀川源流域での

活動をまとめ、これが山渓エバニュー会報奨励

賞を受賞。「石川県の山岳研究を進める」とし

た内規の方向性が評価を受けると同時に、以後

の会のカラーを決定づけることになる.その頃

から、活動しつつ、記録も出版 していくに足る

会員数も維持されるようになつた。

私自身は、せめて山行の連絡ぐらいは離かが

肩代わりすればいいのに、させればいいのにと、

何度か思ったことがある。そうすれば少しは楽

になるのに…。だが、彼には 1本 1本の電話連

絡が仲間の絆との認識であり、面倒ではないら

しい。

また、ナカオの登りのスピードにはついてい

けず、植物名に詳 しくもない私が、同行したと

て何の間に合うのか ?と 思つたこともあったが、

彼は

「複数の目があれば、いろんなことに気付く

から」と、さりげなく言つた。

つまりは、去つた仲同より、残つている仲間。

いろいろな能力を発揮してくれる、違つていて

こそ味わいも出る仲間…そんな前向きの仲間観

が、会を維持させてきたようだ。

金沢ナカオ山岳会の「ナカオJは、医王山の

中尾尾根に由来し、そのナカオ新道を開いた 4

人で、昭和37年に発足している。

「犀星の本に何度も『鹿通 りの峡谷』が出て

きた。『鹿辻りの峡谷』とは何処なのか ?豊吉

川の上流と見当がついた。しかし、そこへは、

福光側からしか道がない。では、金沢側から行

ける道を作ろうではないか、が動機だった。」

「あの頃自分達も若かつた。医王山の一般ル

ー トが物足りなかった。さりとて遠くへ度々行

かれるものでもない。豊吉渓谷の急崚さ、美し

さに魅せられた。」

流紋岩質の医王山は、多様な植物に恵まれて

いる。沢や谷筋を好んで歩く青年林さんは変わ

つた花を見かけては興味を持つようになる。ま

た天気構わず出掛けていれば、景色が見えない

日は、植物観察に専念することになる。湯原さ

ん (故見上山荘主人)に聞いたり、図鑑で調べ

たり、さらには大学へ木村さんを訪ねたり…。

興味をもてば、さらに違いにも気付き、隣のベ

ージの植物にも日がとまる。そうやつて、医王

山では初めて、それが広がり、石川県では初め

て、などの植物の発見者にもなった。

医王山は、林さんに仲間の妙味を教え、山を

愛する湯原さんと巡り合わせ、また、植物への

造諧をも養つた大切な山である。今も、夏のナ

カオ新道整備と、初冬の納山会は医王山で定例

化しており、新年もそこでのわかんハイクでス

タートすることが多い。

「会員にも常に言つていることだが、近くに

自分の好きな山をおいておくこと。人生にはい

くつもの変わり目がある。就職、結婚、子供の

誕生…。生活のパターンが変わり、相手の居る

人生になる。遠くの山、たとえば北アばかりを

対象としていれば、それで山をやめなければな

らない.近 くにあれば、短時間で、夕方から仕

事であっても、登りに行ける。」

「とかく身近な山は馬鹿にしてしまうが、自

分は、医王山や犀川源流といつた魅力的な山に

恵まれ、そこへ登り続けることで、山に関わり

続けることができた。」

「いわゆる藪山にも、その山の旬というもの

がある。その山の輝く時を見つければ、藪山に

も十分な楽しみがある。身近な山を馬鹿にせず、
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医王山での納山会

魅力を見付けては、楽しむようにした。それが

<山が続いた>と いうことだったのだろう。」

北陸が自然に意まれているのは自他共に認め

るところである。林さんは、それを続けられた

根拠としているが、同じく自然の豊かさを認め

ても、決して行動には移らない圧倒的な層があ

る。「いつでも行ける」「いつかは行ける」の

油断なのだろうか。

山へ行く、それが続く…は、やはり別のフア

クターもあるようである。

林さんのそもそもの出発点は、どんなシーン

だつたのだろう。

「山の初めは、父親に連れられてのゼンマイ

採りだった。吉次山のあの平沢さん達が開いた

道の谷辺り。一面のカタクリの群生だった。子

供心にもこんなきれいな所があるのかと感激し

た。まさに桃源郷だった。思えば、それが、山

への興味の出発点であり、植物への関心の出発

点だったのかもしれない。」

還暦を過ぎたというのに、林さんは足の回転

数も速く、脇道を見れば調べに入り、図書館ヘ

の文献探しも欠かさない。

それらが山ガイ ドの執筆のためのみかといえ

ば、生来、何にでも興味を持ち、じっとしては

いられない子供だつたのだという。国語の教科

書に載つていた笛吹川を通れば鉄道がある…の

話を信じ込み、友達と鍋、米抱えて川を遡つた

こともあれば、夕刻にまだ医王の里辺りをうろ

ついていて、引き戻されたこともあったのだと

いう。

そんな小さな冒険を好んだやんちゃ坊主は、

青年時代には医王山へ通いづめ、ナカオ山岳会

への結成へと、自分の道を歩み始めたのだった。

ナカオの30周年記念誌の初めには、中尾新道

の道標を手にした26才の精憚な林さんが写って

いる。林さんの40年に渡る活動、発行本、表彰

歴については、本稿の後に付記しておく。

40年の間に、林さんも会員もまぎれもない中

高年になった。そして、思いがけぬ中高年登山

ブームのただ中にいる。かつて基礎訓練を受け

「山こそ我が命Jと してきた者達が山離れをし、

「あれは昔の話」としている一方で、、猫も杓

子ものごとく山が人で溢れ返っているのだ。

実はナカオも「生涯登山」「社会性ある登山J

を目指してきていた。その努力の甲斐あつてと

いうより、気づいたら、そこらじゅうの山が人

であふれてきたのだった。いつものつもりで出

て行くと、もう駐車場が一杯で停められない。

そんな中高年登山プームは、今逆に、ナカオ

を縛 り始めてきているようである。

すなわち、「犀奥特集号」「ふるさとの山 |

・ ‖」「かがのと百山」などの実績は、地元よ

りむしろ中央の認める所となり、出版依頼を受

けるようになる.それは、地元山岳会の雄と認

められたことでもあり、「ナカオ山岳会員です」

がステイタスの響きをもつような快感が我々会

員にもあった。

ただし、先の自費出版本が、エッセープラス

わずかのガイ ド、「自分達の活動記録」であつ

たのに対し、依頼本は報酬がある普わり「全面

ガイ ド、期限つきJ。 山は「趣味」ではなく「

仕事 。ノルマ」に変貌せざるをえなくもなった。

分県登山ガイ ドの四分の 1を担当させていた

だいた私はその仕事で、自分ながら成長したと

思う。さすがにガイ ド本になる責任は重く、そ

して要領悪く、また写真が思うように撮れず、

1山 に5回足を運ぶこともあった^

それが本になった時、そして、今も書店に並
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ぶのを見る時、嬉 しさは格別である。しかしな

がら、最終責任の重さ 。苦痛を担っていたのは

林さんであり、私は「その下講けですら、すこ

ぶるきつかつたJと いうしかない。

「今も原稿依頼がきているのだが、『読者が

選ぶ百名山』のタイ トルで、自山が10位に入っ

ている。従来なら30位がせいぜいだったものが、

そんなふうに好みが変わってきている。自山関

係の出版物も増えるということになる。自山が

愛されることは嬉しい。自分達の活動の評価も

嬉 しい。収入がありがたいのも事実。ただ…」

「ただ、ガイ ドは小説とは違う。書いた後に

書きっばなしという訳にはいかない。つまりこ

ちらは書く時の取材だけでなく、その後のメン

テナンスにもずっと縛られっばなしになる。自

山周辺から離れられなくなる。そのような宿題

を抱え、さらには加令で体力・脚力に自信がな

くなリノルマを頭に浮かべれば、ますます地元

の山しか行けない状態に陥る。会員をも縛るこ

とになる」

すなわち山を続け、それが外部評価を受けれ

ば、今度はそのことに拘束される。

山屋には本来、まだ見ぬ山、登ったことのな

い山への「はやもせかるる次の山」的飽 <なき

中毒症状があるはずである。先はかの深田久弥

の旬だが、「そこに山があるからだ」よりずっ

と、日本人のせ っかちさ、豊かな自然に恵まれ

た日本の風土、また修験道の奥駈けにも似た求

道要素もこめた名言であると思う.その「次の

山」が、林さんの場合、さらに外圧の加わる形

で、地元限定されることになっていった。

しかし、そのことは、身近な山が自然豊かな

山であってくれてよかったの思いも深めること

になったようである。事情があつて山を離れて

いく人達、それ以上の何とはなしに山から離れ

てしまった人達を見るにつけ、次の一歩が出る

自分は恵まれている…。つまり、林さんには、

「打たれ強さJと もいうべき、常にマイナスを

上回るプラスの価値を見付けては適進していけ

るキャラクターがあつた。

ここで誤解され易いのは、「邁進」が相手を

ねじ伏せ、ただ我が価値観を押しつけ抜くこと

であったのかということである。ワンゲルは、

世代交替で時代に適応していつた.個人である

林さんは、家族、仲間といつた生身の、感情あ

る人間との「協目」「議意」をモットーに、会

を維持 し続けてきていたのである。

無論、多様な会員がいれば、いわゆる上司ヘ

の不満も湧く。結局、筆頭の大量脱会劇も

「上司がほいほいポランティアを受けてきて、

我々の意見は無視で、利用されるばかり」

といった、複数人が会を組織するゆえにもたら

毛勝山。風景写真ばかりで、勢揃い写真は意外に少ない。

されてくる不満であった。

そのような組織内の批判ばかりではない。本

も名声も、本人を離れて一人歩きを始める恐ろ

しさがある。

林さんは山で、一面識もない人が、本人を目

の前にして「林という男は…」の蘊蓄を垂れ始

めるのを何度も耳にしたことがあるという。人

のねたみ、そねみ。有名人をこき下ろせば、あ

たかも自分がその上に立てたかのような錯覚…

大人でありながら、大人になりきれない、自分

勝手のみを正当とする人間が増えているのであ

ろう。

それでもなお

「自分一人ではおそらく続けてはこれなかっ

た。仲間がいてくれたからJ

のことばが出てくる林さん。

「独善家J「ナカオ山岳会ではない。林山岳

会だ」と陰の非難を浴びつつも、「協調性」を

筆頭にあげる林さん′。すなわち、短いスバンで

の当人にのみ都合のいい仲間、うわべの妥協の

協調性というものではなく、いわば、山を通 し

ての「求道」の長い過程の中で、真にそれらを

大事にし続けてきたのだつた。

「仲間」も「協調性」もありふれた返答であ

ろう。長い濾過の時間を経て、なお残るもの。

その意味を真に悟 りうる人間はわずかである。

「残念なことに、山が好きになる人は 3年 ぐ

らい登ると、それでどこへでも登れる気になっ

てしまう。自分の登りたい山、より違い山、有

名な山…たしかに、そのように登りたい心が湧

く人間でなければ、山のように苛酷で、賞もつ

かないようなスポーツは続けらないであろう。

しかし、より遠い山を目ざしていればいづれ続

かなくなる。目的のために年寄の会員は面倒と

すれば:それは自分が年老いた時、登るべき山
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を見つけられなくなるということでもある」

「自分の登りたい山は、会の山行のない日に、

同じ志向の会員と登りに行けばよいのだ.会に

は会の方針、会のかかえる仕事がある。様々の

年代の会員もいる。会は多<の会員が登れる山

を基準ともしていかねばならない。」

「今の自分が登りたい山とは違う…そのこと

で会に不満を持つたり、あるいは多数の会員が

いることを忘れて、自分達の登りたい山へ行け

るように会を変質させてしまおうとする…その

ように協調性を忘れた者連が、会を離れた り、

騒動をおこしてしまう。」

「そうであっても、続けばよいのだ。ただ、

自分がなぜ山が続いたのかと省みれば、それは

身近な山を大切にし、協調性を重んじてきたか

らだというしかない。実際、山でなくてもよい

のだ。継続 していけばわかっていくものがある。

社会に還元していくことも。自然を利用させて

もらう替わり、大事に守り残していかねばなら

ないことも。」

「人の付き合いにも損得はないのだ。サポー

トしても.得 られるものがある。自分がサポー

トされる時期もくる。」

「ただ、そうではあっても、老いた人が、家

族が単独行では心配だから入会させてくれと依

頼 してくるのには困っている。会がそこまで背

負うわけにはいかないのだ。」

「かつての自分は百名山巡 りには感心しなか

った。しかし今は、赤線つなぎであろうと百名

山であろうと、やりたい、やれると思うジャン

ルで、続けばよいと思う。山のレバー トリーは

広い。花、写真、スケッチ、山の歴史…一つて

も好むことを長く続けてみれば、それは60にな

つても70になつても楽しめるものとなり、それ

ぞれの達成感につながるであろう。」

ちなみに、筆頭決裂劇の Kさ んはその後、通

っているジムで初心者向け山岳会を結成。さら

には教会牧師からも野外活動リーダーを頼まれ

てで、自分達だけの先鋭登山にはめったに行け

なくなった。気のいい彼の主宰者側に立つ悩み・

奮闘ぶ りを聞く度、ままならぬ世を思 う。人と

人との出会いにも「旬Jがある。その「旬Jを

味わうには相応の努力、年季も必要であろう。

私もナカオで18年。古い方から数えられる「

重鎮」にな った。それていて、林さんの立場を

理解できたのは、OB会を再興してから。苦渋

を含めて真に理解できるようになったのは、さ

らに5年後。引継ぎが円滑にいかない事態に陥

ってからといつてよい。

金大ワンゲルで育ち、卒業までまっとうした

…十分なスクリーニングをうけたはずの集団に

おいてさえ、世代毎の価値観、ワンゲル観、O
B観があり、翻弄された。さらにはOB会歓迎

の人達であっても、世話役がでてこない。なぜ

?の怒り、悲 しみの中で、「会というものは全

ての会員の価値観を満足できるものではないJ

ことを達観し、また、自分も同様に、「利用す

る立場でしかナカオに関わつてこなかつた」こ

とにも気付かされた。

「子をもって知る親心」という。不満を持つ

はたやすい。我々も、何か一つは面倒を見る立

場に立ってみて、自分が受けている様々の恩に

気付けるのではなかろうか ?そのお返しをして、

私達は人生をまっとうしたとすべきであろうと

思う。大人になったから、家族を養つているか

らだけでは、まだ私達は「人の道」を極めては

いない。

さて林さんには、いや林さんなればこそ、こ

れから「老い」へのチャレンジが始まる。少し

は老いのプレーキもかけてもらわないと、熟年

太りの加算した身はついてはいけない。彼のチ

ャレンジに同行しつつ、「その後」のインタビ

ューも心に秘めて、人生を味わつていきたいぅ

以下の資料は、林さんが環境庁長官表彰受賞

の際の祝賀会バンフ (古源良三氏監修)か ら、

転用した。

C林 正一氏の活動歴D

◎印は金沢ナカオ山岳会関連事項

昭37年 9月  医王山・ナカオ新道を開き (林、

宮本、吉野、川場の 4氏と)一般

に供用、「中尾グループ」を結成

する.

40年 5月  市内高校山岳部と医王山清掃登山

実施。清掃登山の車分けとなる。

40年 7月 ◎会名を「山岳会グループ 。ナカオ」

に改称する。

42年 5月 ◎日地出版「白山J地図発行に協力

する。

45年 8月 ◎全日本ユースラリー「白山登山J

に協力する。

45年 9月 ◎自山清掃登山を実施する。

46年 12月 ◎白山の自然保護について環境庁に

意見書を提出する。

47年 4月 環境庁より自然公日指導員に委嘱

される。
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48年 1月 ◎金沢市等へ犀川源流を石川県の自

然保護築に指定するよう要望。後

に自然環境保全築に指定される.

49年 3月 ◎ “山と渓谷"社のエバニュー会報

奨励賞を受賞する。

50年 11月  北陸中日新聞「北陸の自然歩道ハ

イク、医王山コース」を歩くに協

力する。

54年 7月 ◎会名を「金沢ナカオ山岳会」に改

称する。

54年 7月◎石川県健民運動推進本部主催の「

はたちの健民登山」に協力しその

登山を援護する。以後毎年協力す

る。

55年 7月 ◎北国文化センター登山教室の指導

を担当、以後昭和60年まで続く。

55年 8月 ◎全国レクリエーション大会 。自山

登山に協力する。

57年 6月 ◎医王山清掃登山を実施する。この

年より環境週間に合わせて県内外

の清掃登山を実施する。

57年 7月  環境庁自然保護局長賞を受ける。

58年 4月 ◎日地の登山地口『白山・ 医王山』

の執筆をナカオが引き継ぐ。

60年 4月  朝日新関連載の『北陸の百山』の

記事執筆に協力する。

60年 7月  北陸の百山を登る会「くろゆリク

ラブ」が結成される。相談役に就

任。

62年 5月 ◎金沢市文化活動賞を受贅する。

62年 5月◎中尾新道を延長し、「ナカオ新道」

に改称する。

63年 7月 第30回 自然公園大会で石川県知事

表彰を受ける。

(林 正一氏が主に執筆編集した山の本D

本の題名 発行年月日   発行所

①犀奥特集号       昭48・ 3・ 31山岳会グループナカオ  11年 12月

②ふるさとの山特集号    51・ 3・ 31山岳会グループナカオ

③ふるさとの山特集号‖   54・ 10・ 1金沢ナカオ山岳会

④かが・のと百山      58・ 4・ 20文芸集団

⑤県境踏破 250キ ロ 62・ 4・ 6 能登印刷出版部

⑥医王山の自然ガイド    63・ 10・ 1石川県環境部・金沢市

⑦新かが・のと百山    平3・ 4・20 高島出版印刷株式会社

③白山日立公園とその周辺  4・ 6・ 30 高島出版印刷株式会社

⑨加賀白山 (地球の風22) 7・6  日地出版株式会社

⑩いしかわの自然百景    8。 3・ 30 株式会社橋本確文堂

⑪分県登山ガイド石川県の山 8・ 5・ 10 株式会社 山と渓谷社

⑫白山跳望登山・泰澄大師  8・ 10・ 10高島出版印刷株式会社

ゆかりの地をたずねて

⑬自山を歩く        9・ 8・ 30 株式会社 山と渓谷社

⑭自山と北陸の山      12・ 8  株式会社 山と渓谷社

⑮石川の自然公園 医王山  13・ 3・ 10金沢ナカオ山岳会
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63年 10月  春から協力してきた『医王山の自

然ガイ ド』が発行される。 (翌年

3月 ナカオの代行発行で市販され

る。 )

平 1年 5月 ◎金沢市の依頼で医王山豊吉川鹿滑

りのへつりに、鎖の取り付け工事

を施工する。

石川県主催の「第一回自然に親 し

むつどい」に協力する。

朝日新間に「在所の山」連載開始、

林ほか会員が執筆する。

自山の自然保護を目的に設立を提

唱してきた「白山の自然を考える

会」が発足.

山と渓谷社から『日本の山1000』

が発行される。石川県関係の山を

執筆する。

5年 7月 ◎石川県健民運動推進本部主催の「

親子白山登山」に協力しその登山

を援護する。以後毎年協力する。

6年 4月  『いしかわ人は自然人・特集医王

山』に林ほか会員が執筆する。

6年 4月 健民運動30周年記念大会において

石川県知事より表彰を受ける。

6年 4月 ◎中日文化センターが登山教室を開

設、ナカオより講師を派遣する。

6年10月  金沢市長表彰を受ける。

8年 5月◎第19回石川テレビ費を受賞する。

9年 4月  山と渓谷社の『白山と北陸の山』

の調査を開始する。

中日文化センター登山教室の講師

に就任する。

第39回全国自然公園大会において

環境庁長官表彰を受ける。

林ほか会員が調査を進めていた『

白山を歩 <』 が山と渓谷社より発

行される。

第47回中日社会功労費を受ける。

8月

9月

2年 3月

4年 10月

9年 4月

9年 7月

9年 8月



C林 正一氏の受贅歴D

l、 昭和57年 7月 21日  環境庁自然保護局長表彰

あなたは長年にわたり自然公園の利用指導を通じ 動植物の保護自然環境の美化清

掃及び利用者の事故防止等適正な利用の増進に寄与されました。ここにその功績をた

たえ功労記章を贈 り表彰 します 環境庁 自然保護局長  正田 泰文

2、 昭和62年 5月 20日  金沢文化活動賞

貴会の多年にわたる誠実かつ真摯な調査登山自然保護活動は本市の市民文化の向上

に寄与することまことに顕著なものがあります よってここに金沢文化活動賞を贈リ

これを表彰 します 金沢市長  江川 昇

3、 昭和63年 7月 23日  石川県知事表彰

あなた葉 多年にわたり自然公園の保護と適正な利用の推進に尽力し自然保護思想

の普及啓蒙に寄与されました その功績はまことに顕著であります よって第30回 自

然公園大会にあたり これを表彰 します 石川県知事  中西 陽―

4、 平成 6年 4月 24日  石川県知事表彰

あなたは健民運動の実践活動に尽力され その功績はまことに顕著であり 他の模

範とするところであります よって健民運動30周年記念大会にあたり これを表彰し

ます 石川県知事  谷本 正憲

5、 平成 6年 10月 18日  金沢市長表彰

あなたは日頃職務に精励するかたわら 長年にわたリポランティア (社会教育)活
動に尽力してこられました このことは他の職員の模範となるものであり ここに表

彰します 金沢市長  山出 保

6、 平成 8年 5月 17日   石川テレビ賞

貴会は地域の登山道の開拓や白山調査登山の活動を出版を通し紹介するなど登山界

の振興と自然愛護の啓蒙に尽くされています その活動に深く敬意を表し ここに第

19回石川テレビ賞を贈 リ その功績を讃えます

!TCク ラブ代表委員  金子 曽政

石川テレビ放送株式会社代表取締役社長  榎本 喬

7、 平成 9年 7月 23日  環境庁長官表彰

貴殿は多年にわたり自山国立公園において利用者の指導に努められるとともに 美

化清掃に尽力され その功績は誠に顕著なものがあります よって第39回 自然公園大

会にあたり表彰します 国務大臣 環境庁長官  石井 道子

8、 平成‖年 12月 3日  中日社会功労賞
あなたは岳人ならではの豊かな経験から奉仕の自然公目指導員として 白山日立公

園を中心にゴミ持ち帰り運動や安全登山の先達となられ 自然保護思想の啓発に尽く
されました.こ こに第47回中日社会功労賞を贈り、その功績をたたえます

中日新聞社代表取締役社長  自井 文吾
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番 外 編

根 深 誠   (ねぶか まこと)

「めくら、蛇におじず」とは、言つたもので

ある。編者は「ルボライターをルボ」の暴挙を

やった。勝手な考証もやってみた。

ただ、素人なりの良心があって、拙文であろ

うと、たかがOB会会報であろうと、ご迷惑を

かけては…と、校閲をお願いした。それも「蛇

におじず1に当たることではあるけれど.

ネバール出立前の多忙に関わらず、彼からお

返事をいただいた。ほんの数ヶ所しか赤ベンは

なく、それは「時代の目児→ ?」 の箇所以外は

訂正した。校閲済みの本文である。

あれから注文した本も入手できて、確認した

結果、「遇かなるチベット」には、はっきり「

明治大山岳部」と出ていた…もう、赤面.

著者略歴をこれだけ見比べてみたことはない

。その結果、当然のことであるけれど「ルポラ

イター 根深霞」が確立するにつれ、前歴が省

略されていく過程を知つた。それは著書が増え

たら、字数がはみ出して…の単純な理由でもな

い、はからずもかいま見た一人の岳人の自己実

現の道程でもあった。

今回の未熟は許していただこう (と りあえず

、了解済み)。

未熟といつても、「植村 直己」が、彼の心

にある一この直感は正しい。根深氏が、辺境の

旅にある時、またマスコミにさらされる時、そ

れが孤独で、辛ければ辛いほど、浮かび上がつ

てくる男…。

それは、私が「人対人」の言葉の中から、思

考の問合いから、たかが半日の出会いであろう

と…。直接お会いすることで、キャッチ し得た

「真実」である。そしてそれが「ルボの真髄」

であると思つた。

なお、本文に氏の自神山地での活動の情報は

抜けている。曲解を避けるべく、インターネッ

ト上の公開情報 (金沢クンプ協会玄田幹夫氏提

供)を先に掲載しておく。

よって、続く本文は「お笑い」で、お読み下

さい。

《東奥日報・ 20世紀の群像》

1999年 11月 20日 掲載<82>
根深 誠 (ねぶか まこと)

～自神山地のプナ林守る～

略歴1947(昭 和22)年 ～。弘前市生まれ。

登山家。弘高、明治大学農学部卒業。

ヒマルチュリ東尾根 (ネバール、77)、 エベ

レス ト西稜 (同 、81年)な どの登山隊に参加。

86年 ゴッラゾム (バキスタン)初登頂、88年

シャハーンドク (同 )では隊長として初登頂

に成功した。84年 に「白神山地の自然を守る

会」と「青秋林道に反  対する連絡協議会J

を設立、プナ原生林保護運動に取り組む。

95年、河口慧海のチベット潜入ルー トを解明

した「遇かなるチベット」 (山 と渓谷社)で
JTB紀 行文学大賞を受賞。

●世界遺産への道開く

1987(昭和62)年、青秋林道 (広域基幹林道

「青秋線J)の建設問題は緊迫した局面を迎え

ていた.82年から始まった林道工事は、秋田県

側が既に県境に迫り、本県側に入り込んで建設

を進めるため、赤石川源流部の水源かん養保安

林の解除を申講した。認められると工事は自神

山地のプナ原生林に突入する。

●青秋林道に異議

追い詰められた根深議ら「青秋林道に反対す

る連絡協議会」は保安林解除に反対する異議意

見書の提出を目指 し、10月 19日 夜、赤石川流域

では最奥の集落 。鰺ケ沢町―ツ森地区で「赤石

川を考える会」を開く。ブナ林の保護を訴える

根深らに対し、住民は伐採による山の保水能力
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低下、川の汚濁や水量減少、木材の県外流出な

ど林道建設の影響を次々に指摘。出席した50人

のほとんどが反対署名に応ずるという予想外の

展開になった。ブナ伐採による山の変化を住民

は敏感に予測していたのだった。

ブナ原生林を守るという自然保護運動が赤石

川流域の住民運動と一体となり、青林道が中止

に向け大きく動き出した瞬間だつた。連絡協議

会のメンバーは半信半疑だったが、根深だけは

反対運動の勝利を確信し、気持ちの高ぶりを抑

えられないまま家路に就く。

その夜の出来事を根深は「最終キャンプから

山頂を目指したアタック隊が悪天候に遮られて

遭難寸前、一瞬、雲が途切れたら頂上が日の前

にあった」とヒマラヤの高所登山に例え、「登

山家として初登頂は最高の栄誉だが、一ツ森の

集会は初登頂と並んで人生最大の喜びだつた」

と表現する。

集会はその後も続き、異議意見書は最終的に

14000通に達した。結局、これが北村正哉知事

の柔軟発言を引き出し、県議会をも巻き込んで

世論は急速に林道建設中止へと傾いていく。

自神山地のプナ原生林は守られた。90年、林

野庁は 17000舞 を森林生態系保護地域に設定、

92年、環境庁が自然環境保全地域に、93年、自

神山地は屋久島とともに日本の世界遺産登録第

一号になった。

根深が山に熱中し始めたのは弘高時代。岩木

山には 3年間で百回以上登った。高校二年の時、

秋田県立大館鳳鳴高校の五人が冬の岩木山で遭

難、四人が凍死した。たまたま登山中の根深ら

が事件を通報したものの、同じ高校生が、通い

慣れた岩木山で遭難死するという衝撃が、逆に

根深を山に駆 り立てる。

山岳部の名門明治大学に進学。学生時代は岩

登りや冬季縦走など合宿に明け暮れた。

念願のヒマラヤ還征も果たし帰郷 した根深は、

イワナを釣りながら沢や山を登る “山釣 り"の

魅力に日覚める。沢登りは日本の伝統的な登山

スタイルだが、釣りと沢登りを組み合わせた登

山は当時珍しく、最も適したフィール ドとして

日に留まったのが、沢が複雑に絡み合う白神山

地だった。

自神山地と本格的にかかわる中で、根深はマ

タギの存在を知る。高堰辰五郎 (岩崎村大間越 )

大谷石之丞 (鰺ケ沢町―ツ森)鈴木忠勝 (西 日

屋村砂子瀬)工藤成元 (同 )。 中でも工藤とは

山を一緒に歩き、「砂子瀬マタギ」最後のシカ

リ (統率者)鈴木からは自神の沢一つ一つに付

けられた名前のほか、マタギの儀式や山の伝説、

イワナ捕り、仙 (そ ま)道などの知識を吸収す

る。鈴木から得た知識を確かめるため山に入り、

また新たな疑間をぶつける、という日々が続い

た。

白神山地の中核部には、登山に使う道はない。

沢を道代わりに進み、尾根をたどって、やぶを

こぐ。根深は、沢が複雑に入り込んだブナの密

林を地図やコンバスにほとんど頼ることなく、

縦横無尽に歩き回る。こうした知識は、学生時

代から培つた登山技術を下敷きにマタギとの親

交の中で身に付けたものだが、根深と山を歩い

た登山者は、自神山地を知り尽くした才能に、

だれもが驚く。

●入山規制を批判

白神山地で新たな難題が持ち上がつている。

核心部の入山問題で、根深は一貫して「規制反

対」の立場をとる。根深は「ブナ原生林では古

くからマタギが猟を行い、地元の人もキノコや

山菜採 りで入山し、登山者も受け入れてきた。

入山を規制したから原生林が残つたわけではな

く、まして、だれもが簡単に入れる山ではない。

人が自然と親しんでこそ世界遺産Jと して、世

界遺産を理由に地元民や登山者を規制する在リ

方を批判する。

青秋林道が正式に中止に追い込まれた90年は、

南アルプスや白山など「スーバー林道」事業が、

自然保護団体の激しい反対を押し切って完了し

た年に当たる。その後、90年代後半になって、

ようやく各地で「大規模林道事業」や「奥地等

産業開発道路J(奥産道)など林道建設を中止

する動きが相次ぐ.スーパー林道よりさらに大

掛かりな大規模林道の見直しには「時のアセス」

も適用された。

青秋林道の建設中止は、大規模な自然破壊を

もたらす「峰越し」林道を拒否した先駆けとし

て、わが国の自然保護運動史上に燦然 (さ んぜ

ん)と輝く。

文中敬称略

(工藤弘之 )

【社会全般 7】

自神山地を縦断する青秋林道に、まず秋田県

の自然保護団体が1982(昭 和57)年 5月 に反対

の声を上げ、本県の保護団体は同年 7月 から行

政当局に林道再考の働き掛けを始めた。本県の

反対運動の母体になったのは青秋林道に反対す

る連絡協議会で、初代会長には県自然保護の会

会長で弘大教授の奈良典明 (な らのりあき)(
1931～■弘前市)がなった。二代会長は三上希
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次 (みかみまれつぐ)(1945～・弘前市)、 三

代会長は村田孝嗣 (む らたたかつぐ)(1949～

・尾上町)と続くが、いずれの代のときも運動

の中心に根深議がいた。

87年 になって鰺ケ沢町赤石川の流域住民が「

林道開発で川が汚染されるのでは」と立ち上が

り、赤石川を守る会を発足させた。会長には、

赤石川の漁業監視員を25年年間務めてきた石岡

喜作 (い しおかきさく)(1923～・鰺ケ沢町)

が就任 した。

保護団体と地元関係住民が手を組むという新

しい運動体制がつくられ、林道建設に伴う水源

かん養保安林の解除に対し、わが国林政史上空

前の数の異議意見書を集めた。

もともと木材の流通に関心があった知事の北

村正哉 (き たむらまさや)(1916～・三沢市 )

は意見書の数を重視し87年、林道建設に疑義を

投げかけた。

この発言を契機に流れが自神保護に傾き、当

時与党の自民党県連政調会長・金入明義 (かね

いりあきよし)(1944～・八戸市)が実質的に

保護側に軍配を上げ、青秋林道問題に終止符を

打つた。

利塾ガ程  薔糞Eモ (ねぶか まこと)

1947年弘前市に生まれる。1973年以来、ヒ

マラヤの旅と登山を続ける一方、国内では自神

山地のプナ原生林保護に挺身する。現在はフリ

ーのルボライター。著書に、『みちのく渓流釣

り』、『プナ原生林自神山地をゆく』、『ブナ

原生林白神逍選』 (立風書房)、 『風の瞑想ヒ

マラヤ』 (立風書房 。中公分布)、 『白神の四

季』 (白水社)、 『山の人生』 (NHKブ ック

ス)、 『ヒマラヤを釣る』、『遇かなるチベッ

ト』 (山 と渓谷社・ 中公文庫)、 『北の山旅

釣り歩き』 (無明舎出版 。中公文庫)、 『北の

山里に生きる』 (実業之日本社)な どがある。

氏は、石川ネパール協会発足一周年記念行事

のメインゲス トとして招かれ、12月 1日 、「ヒ

マラヤを旅して」を講演された.

「山の語り部に聞くJのルボに、相応の行き

詰まりを感じていた編者には、行間が判るとも

いうべき講演であり、また、そのお人柄に魅せ

られて、格違いも省みず、二次会まで、しっか

りお供をしてしまった。

この出会いのために自分の企画も、また行き

詰まりもあったのだ !会報の出来など二の次で

「運命」に酔えた私。無謀登山は出来ないけれ

ど、無謀ルボなら…。

轟  フ鶴

―

義
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:7で″争71攣‐■7171■ギT11111lil1lIIII「i
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「登山家」を肩書きとできる根深氏の、山と

の出会いは小 6に遡る。戦後の食料難をまだ引

きづる時代に、彼は奥山へ入り込めばあけびが

取れるかもしれないと、秀麗な岩木山を目指 し

た。ひたすらあけびを求めた末に千mを越 し、

おののきつつも、道松をはじめ見慣れぬ植生、

変わりゆく景観に感動を覚えたという。この岩

木山には、高校の 3年までに百回は登り、四季

を通して山の基礎を体得することになった。

その途中には、冬山で 4人の高校生遭難に適

遇.通報したものの、それは保身を図る校長の

「冬山は従来本校では禁止 していた」の弁明か

ら、処分対象とされた。結果、彼は県警から表

彰をうけながら、停学処分の措置を受ける。

彼はそれ以来勉強が苦手になったと笑うが、

上辺の辻棲合わせには迎合 しない生き方を選ば

せていく、節日となる事件であったようだ。

大学は、植村直己=明治大学山岳部の連想と

なる明治大。そして当の山岳部に明け暮れた青

春だった。その植村氏は、根深氏が 3年生の時

、世界放浪から帰って <る。大学合宿に遊びに

来た彼は深夜まで話相手を求め、彼らの翌日の

行動にしばしば支障をもたらす事態になったと

いう。

明治大のしごきは並ではなく、 13人入部し

た同期のうち、晴れてOBになれたのは彼一人

であつた。みんなからは、「さすがその頃から

根性があったんですねJと言われるが、単に「

辞める」が言い出せず、そのうち「辞める時」

を失ってしまった結果だと茶化す。もちろんそ

れも理由の一つてはあったろうが、「辞めなか

つた」根深譲氏がいたのである。
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中央 :駐 日ネバール王国大使館 特命全権大使

ケダール・ B・ マテマ氏

左 :ソバナ・バジュラチャリヤ

金大文イヒ人類学講座修士

ネバール語講師

右 :吉田淑子 学研指導者仲間兼山仲間

松本市のネバール写真展で大勝獲得

現在内田良平氏のおつかけを自認。

こういう方達の身近にいるとネバールは

「行けそうな国」の気になる。

その後の彼の記憶は何年度はどこそこと、き

わめて鮮明である。それは充実していた日々の

証であろう。卒業してすぐの1973年、明治大ヒ

マラヤ遠征隊の下見・交渉役として、ネバール

に赴く。結果は、肝炎を患い、カ トマンズで寝

付くこととなり、病み上がりで1974年 には帰国

。翌年のチューレンヒマールは参加できなかっ

たが、1976年 ヒマルチュリ偵察、翌年には本番

、1981年 にはエベレス ト西稜と、計 7回のヒマ

ラヤ登山が連なることになる。

それらで、彼は常に輸送係を担当することに

なる.年季をあてにされると同時に、彼自身ポ

ーターと接するのが好きであつた。彼らの時間

観念、倫理感、交渉術など、体得したものは多

く、ヒマラヤルポライターの素地が出来ていつ

た時代でもある。

もちろん先の植村直己氏の存在は強烈であつ

た。彼のマッキンリー遭難時には、夜召集の電

話がかかり、個人装備だけで空港へ走つたら、

すべての手続きがすんでいて驚いたという.そ

うやって突然冬期氷壁に挑むことになった彼は

若手に工作させて、ジッヘルに回る立場であつ

たが、寒さと難度に開口し、その時、こんな所

をたった一人で挑んだ男「植村直己」に圧倒さ

れてしまつたという。

それまでの彼は、およそ世間に属したことの

ない先輩植村氏には、攪乱された思い出の方が

多かったようである.おそらく向田邦子が「字

のないはがき」の中で「ふんどし一つて家じゅ

うを歩き回り、大酒を飲み、痢願をおこして母

や子供達に手をあげる父の姿」と書いた、そん

な面の方を見ることが多かつたようだ。

そのような欝屈した先輩観が、「こんな所を

、たつた一人で !」 で、砕け散る。頂上に日本

国旗が翻つており、登頂を果たした後の遭難と

確認したのも、彼ら捜索隊であつた。

植村直己の生きざまに強烈なインパク トを浴

びた根深氏は、「人がやった後をやるのは意味

がない」の価値観にまず染まり、先鋭登山をめ

ざすようになる。その意向は、1981年初めての

エベレス ト隊も、おばさんも登れた東南稜など

…と、西稜選択の檄となった。

その当時彼は、またも輸送係であったが、そ

の任務で早めに現地入りすれば、高度順応にも

有利となり、登頂隊に加われるかもの下心があ

ったという。しかし運悪く選挙にぶつかり、ポ

ーターが確保できず、 1ケ月後到着の本隊の方

が見切り出発をしてしまう。やっと全での荷物

を送り出し、個人装備をヤクにつけて出発した

ものの、ヤク遣いの女の子とさらにトラブルが

あった。そうやってようようペースキャンプに

たどり着いたら、西壁にとりついているヘルメ

ットが見え、第一キャンプも設営済みになって

いたそうだ。その遠征は、8750mでの敗退とな

る。

今も「おばさんも登れた」などにこだわらな

ければ頂上を踏めていただろうに…の、思いは

蘇るらしい。

ただ、当事者ではない私は思う。頂上を踏め

ばそれで完結 してしまう。なぜ、そのルートを

選んだのか ?どんな背景があつたのか ?不完全

燃焼である方が、多くの遺巡に、秘められた物

語があることに気付けるのではなかろうか。な

ぜ ?ど うして ?が、ルボライターの必須資質で

あることを思うと、このエペレス ト西稜隊の件

も、やはり、彼の素地になっているように思え

るのである。

ともあれ、彼の登山目的のヒマラヤ通いは、

天安門事件の年1989年、東側の谷に入ったのが

最後となる。その後は、登山隊解散後に楽しん

でいた個人旅行の方が主体になり、ルボライタ

ーの地位を固めていく。

もちろん誰もが、体力的、時間的、経済的に

無理となり、ヒマラヤからはいつか離れなけれ
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ばならない。彼の場合は、「自己実現」の場が

ヒマラヤ山岳での「先鋭的」「バ リエーション

ルートによる登撃Jか ら、スムーズに「ヒマラ

ヤ地域でのルボ活動Jに移行できたのだといえ

よう.

愛するヒマラヤを巡る紀行なら、日本人の中

でも、 自分にしか「行けず」「聞けず」「書け

ずJの世界である。 Lマラヤが好きで、現地人

にも溶け込める自分が、見て、聞いて、埋もれ

かかっていること、文字のない社会で、消えか

けている事実を伝承を、自分こそが掘り起こせ

る人間である…そんな自己実現を彼は手にし、

山から遠のいたのだつた。

もちろん、5000mを 越える峠越え、ロープを

張つての激流横断など、「山から速のいた」の

表現はやや不適であるけれど、頂点を求める旅

から、線へ面へ、記録をたどり、人の記憶をた

どる旅に、心踊らせていつた。

ルポライターの地位を揺るぎないものとした

のは、「遇かなるチベット～河口慧海の足跡を

追って」の著書であり、 JTB紀 行文学大賞を

受賞する。この本は彼の先輩がおもしろいと、

寸借していつたもので、彼はノミネートされた

ことも知らず、最終選考の 5冊に残つたところ

で報せを受けた。選考順位はその 5番目であリ

、また、過去の受賞者の名前を聞けば壮々たる

面々で、座興に紛れこんだとしか思えなかった

そうである。結果は、 5番の順位であつたに関

わらず、この大賞のねらいとする所に相応しい

のどなたかの一声で決まったらしい。当時借金

ダルマであつた彼は、嬉しいより何より「いく

らもらえるんですか ?」 と聞<のが先だつたそ

うである。

「あれつて、いつもは賞を権威づけるために

有名作家が選ばれてて、ほんのたまに新人をと

ることがあるらしいんだけど…幸運だつたねえ

…。それに、賞を取るための運動とか、議かの

弟子であるとか、当然あるんだよね。俺、何に

もなかつたから…」

「時代と寝た女」という表現がある。特に秀

でた歌唱力・美貌とも言えないのに、次々ヒッ

トを飛ばし、時代現象にもなつてしまつた山口

百恵…。電車の乗降口が、なぜかその人の前で

停まった…。そのようなことが人生には起こつ

てしまう。実力、努力、人脈、…どう並べてみ

てもそれを上回る人材がおり必然の理由が見つ

からない.多くの人がそのために泣き、転身も

余儀なくされるであろうに、晴天の露晨で手に

する人もいる.… と書いてしまうと、恐れ多い

のであるけれど、彼の関わつた「ヒマラヤ・チ

ベット」「白神山地」は、まさに時代と寝ると

石川ネバール協会の綺麗どころ。

左から3人目がネバール大使夫人.

左端 :協会会長夫人  左から4人 目 筆者

1年前の事件が観光に影を落とすことのない

よう、大使は積極的に活動している。今回も自

ら参加を希望。ために協会事務局の仕事は倍増

程度ではすまなくなったが…これが交流.

もいえるジャンルであり、はからずも根深氏は

「自己実現」の選択が、食つていける以上に時

代の波に乗り、名声の階段を登らせていくこと

になった。

時代の寵児、根深氏はかくして、羨望・誹謗

を浴びる立場となり、受けた取材を故意に曲げ

て報道されてしまうことも多くなった。

「変な電話もかかってくるんだよ。『あんた

の書いたのは嘘だ』って。『だいたいあんたは

チペット謡が話せるのか ?』 とかくるんだよ。

『 じゃあ、そこへ行つてみたことあるの ?』 と

聞けば『行ったことない』なのよ」

「そりゃ今じゃ、そうであろうまでで、何も

慧海が『ここです』と言つてくれるわけじゃな

いんだよ.わざと書いてないくらいなんだから

。でも、俺が聞きまわって、そこへ行つて、こ

れだと言つてることを、何でそんな現地を見て

もこない人が、『嘘だ』なんて決め付けられる

んよ」

おそらくは、机上学者のあたりが難癖をつけ

てのことだったのであろう.その人なりの「自

己実現」の領域が、軽い奴らに侵されて、マス

コミまで急に「慧海は…」と訳知り顔にはじゃ

ぎたてる…我慢ならず電話に手が伸びたのであ

ろう.

名声は、そねみ、ねたみ、誹謗も巻きおこす

。それらが、人間の劣情であると糾弾すべきか
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といえば、我知らず、相手の自己実現、経済領

域を危うくした結果であることも多い。

ちなみに、根深氏の精力的な取材、裏側へも

果敢に潜り込んでいく取材は、ネバールの多く

の腐敗をも日にすることになった。先の王宮の

惨事も、「意外」の範疇に入ることではなかっ

たらしい。

彼は言われたそうだ。「人の国の汚い所を描

いて、あなたはそれで楽しいのか ?」 。食べて

いくため、仕方がないならともか <、 その国の

既成のイメージで食べていかねばならない人が

大勢いる。ましてネパールは、観光立国をして

いかねばならないのである。彼の愛する国を苦

境に落とす訳にはいかない。だから彼も書いて

はいないそうである。

また、次なるテーマ「雪男伝説」も、もう彼

は突き止めてしまった。何のことはない、既に

1937年 には実態を報告されていたし、現地の人

は「この冬も、たくさん出たよ」と、相応にあ

っけらかんとしたものである。しかし、「雪男

伝説」も観光資源なのである。汚いゴンパに安

置された、「雪男の頭の皮」。それをもっとも

らしく外国観光客に見せることで、潤う僣院、

食べていける老婆達がいるのである。

もう書くだけにまでなった「雪男伝説」。ど

んな切り口なら、かの国のロマンであり続け、

かつルボライター根深議の夢を追つた一作とで

きるのか ?二兎を追う思案に暮れる氏である。

そのように、「ルポライターJが進二無二に

「事実でさえあれば」の突進では済まないこと

にも気付き、「ルボライターの正義」に迷いも

交じってしまう氏のようである。ただ、氏の迷

いは、相手を思い、伏せた方が…の迷いであつ

て、売名が主意で、事実を曲げてもまでの「迷

い」ではない。

そんな氏を怒らせる「やらせ」が、名声を利

用する形で、また、誰がみても張本人としかい

いようのない「白神山地」報道でも繰 り広げら

れることになった。

氏を代表するもう一つのジャンル「白神山地

」の運動については、ここではあまり触れない

。ただ、ヒマラヤに比べれば 豊かすぎる自然

に恵まれ、豊かすぎる社会に生き、言葉も十分

に通じうるはずの日本社会。それなのに、かえ

つて心貧しく事実の歪曲化がされ、視聴率さえ

上がればが正義となり、40何分の中でまとま

ればよしの切り口がなされて、それが問答無用

に視聴者に「事実Jで刷り込まれる。報道の正

義はどこにある ?訂正はどこまで責任をもって

なされるのか ?

ヒマラヤと、自神山地をめぐる活動…世界遺

産である以外はあまり脈絡なさそうでいて、彼

の行動においては十分の必然性がある。圧倒的

な自然の中で、生き抜くために生き、そんな厳

しさを知るゆえに、外国人であつても心開き、

言葉の壁を越えて語ろうとしてくれる人々…。

無人地帯で出くわし、お互いを盗賊団か、警察

かと警戒したあげく一夜を共に過ごし、別れい

くまさに一期一会の異境の人々。

「これまでに4人殺しました。何回盗みをし

ました。これからも人を殺しますから、どうぞ

こんな私でもお助け下さい」と祈るような、生

きることにあまりに正直な辺境の人々に、彼の

心は渇望し、日本をあとにしてしまうのだ。

さて、私はいとも簡単に「明治大山岳部出身

」「植村直己氏との関わり」を冒頭にあげてい

る。

しかし、講演会で、彼は「山岳部」としか言

わず、植村氏については触れなかった。二次会

で、下ロベ済みの主宰者による「明治大山岳部

なら、植村さんとも接触があつたのでは ?」 の

質問で、少し。総勢 4人になった二次会におい

てようやく、「植村さんはね…」と自ら語 りだ

したのである。二次会まで付き合えば、やはり

とつておきの話が聞けるもんだと、南中の満月

にも笑みを送った私だつた。

ところが、このルポをまとめるにあたり、講

演中はメモ。あとは記憶のみであった私が、い

くらなんでも照合してと、手にした著書 2冊に

おいても、そうだったのである。略歴の次には

本文を確認してみた。「明治大」も「植村直己

」もでてはこない。「あれ ?」 が「れ、れ ?J

「どうして ?J―・.普通なら、略歴に「明治大

山岳部」があつても、「後輩として植村直己氏

捜素に関わる」とあってもなんらおかしくはな

い。むしろ出版界で食べていくために、そんな

話題の種があつた方が有利であつた頃もあった

はずだ.講演だつて、超有名人の裏話に聴衆を

沸かせられたはずだ。ちなみに、植村直己著書

には、略歴にも本文中にも「明治大山岳部」と

なっていて、書かないのが常識な訳ではない。

「なぜ ?」 にわかルボライターは、関いた。

根深誡は「故意に1伏せているのだ !それは、

彼にとって「重すぎる植村直己」が存在し続け

ていることに気づかされた瞬間であつた。

前述の報道 トラブルにおいても、自神山地が

どんな存在であるか、どんな開発の歴史があり

運動の歴史があったのか…そのような下調べも

なしの男が、所用時間内にロケを終え、40数
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分にス トーリァがつながることだけを目的に、

浅いインタビューをやりt曲げて流布させてし

まう。

おそらく彼は、「根深議=明治大山岳部=植

村直己」の安易な等式だけで「植村直己さんて

どんな人でした ?」 の質問が発せられることが

堪え難いのである。一言で言えるくらいなら苦

労しない。彼をさておき、植村直己が話題にな

る不快 。無礼ばかりではない。彼にはおいそれ

と言葉にはできない、口にすれば、沈殿 した澱

がまたも舞い上がるような男。それが「植村直

己」なのである。

少なくとも、「年間 7合宿があり」や、その

後の「ヒマラヤ遠征 Jの記述で、自分が明治大

山岳部出身であることぐらいは予想でき、植村

直己がやっていたことも知っており、その年代

なら接触点があったはず…相手がそれぐらいの

素地をもっていてくれなければ「植村直己はね

…」を語り始めることができない。わざわざ「

明治大山岳部なら…」と攪乱の種を提供するま

でもない。そうと考えなければ、あまりに不自

然すぎる伏せ方なのである。

かつて根深氏は、まさに「植村直己遭難」直

後の現場に立った。彼ら以外に、あの植村直己

が、「どんな時期にJ「 どんな場所を」「一人

でJ登 つて行つたのかを検証 した者はいない。

それは、とかく彼の揮姿の方を目にし、おそら

くは下級生ゆえの嫉み、羨望にまみれ、次々の

冒険を売名行為のうちと見ることもあつたであ

ろう根深氏に、あまりに壮絶な現場であつた。

ルボライターとして、現場主義に生きる彼に

は、あの検証を語ってこそ、「ルボライター、

根深議」が完結する。      :
しかし、彼はまだ書きえない。自身が、名声

を手にし、かつ、ねたみ、嫉み、誹謗を受け、

我欲に事実を曲げて平気な人々に翻弄されるに

つれ、以前より、植村直己を理解してきたのだ

。名声の陰で、どれほどの世間の烈風が彼の回

りに吹いていたか、利用されたか。しかし、あ

の男はそれらをも、帆に受けて次の冒険に漕ぎ

出ようとする男だった。

冒険の借金を返すために、次の冒険のス

ボンサーをつかむために。ほとんどが単独行で

あった彼が、書けば、吾れば、それ以上の真実

を誰も題れるわけではない。では、彼はそれで

全てを語りつくしたといえるのだろうか。

無事帰日した後の彼は、それこそ商品の価値

の下がらぬうちにと、言われるままに各地の講

演に飛び歩いていた。空旅で一日2会場をこな

してもいた。憔悴を漂わせながらも違い視線の

彼が、空港で見られたという。

ちなみに慧海は、命を賭した辺境の旅と言わ

れるけれど、根深議の調べた限りでは、あの多

民族国家にあつて日本人であることは黙認され

、僧侶としての喜捨も受け、異境の旅を楽しん

でいたらしい形跡があるという。

すなわち根深議において、彼が年を経るほど

植村直己という男のジグゾーバズルは埋められ

つつあり、彼がビースを手に思案している間は

安易な詮索を逃れていたいのだ。

「明治大学山岳部」と晴れて明記し、植村直

己遭難現場の壮絶から語れる男…根深氏ならで

はの著作を待ちたい。

「ルポライターをルボ」おばさんと。
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2001年OBスキー合宿

■時 2001年 2月 24日 (■ )～25日 (日 )

':目

:富:                        ,
■所 野沢二泉スキー嬌
■宿 ふるさと
■人 森川・青柳0加藤・小山・上村E井上姉妹・保田・片田義娘・奥名・松林・田村
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2001年 OBス キー合宿

野沢温泉の件、2/23(金 )～ 2/25(日
)参加させてもらいます。多分 2/22(本 )

夜名古屋を出発して、2/23朝 野沢着の予定
です。

上村です。
私も参加 したい。 2/24(土 )朝～2/2

5(日 )になります。いつものとおり、夜行バ
スで行きます。

小山です。
2月 の野沢に参加させていただきます。
24(土 )～ 26(月 )の予定です。

1/06舟 田
兄嫁の 3回忌が、 2月 24日 にな りま した。
本来は早めになるものですが、学生の甥っ子、
姪 つ子の都合をいれるとそ うなつて しまったの
です。ギャー、スキー合宿 と重なる !

上村 小山 加● 田村

森川  井上

12/20森川です

保田 片田 奥名

斎藤

青柳 片田

ilili[き曾:il[:]l::i吉「嘗
1/08

青柳です。
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気持ちで、引き受けましょう。
21世紀も20日 過ぎましたが、皆さんお元気
ですか ?
今年は、暖冬との昨年の某国家機関の予想は大
外れで、大変に寒い日々が続いています。特に
金沢では、 15年降りの大雪とのこと。積雪も
70センチを超えているのでしょう。でも、こ

れだけ降れば、2月 の中旬には、山の天気も安
定するはずです。最高の積雪で、バッチリのス

キー環境間違いなし !!
で、皆さん、恒例の野沢スキー合宿は、エン ト
リーなさいましたか ?KUWVの HPによると

、例によつて 11期 015期のエン トリーのみ
の状況。でも、そろそろエン トリ‐を表明して
下さい。
11期は、井上夫妻がファミリー参加を表明し
ています。
昨年、8月 の自山に参加 した聖子嬢が、親を引
つ張つて連れていくようです。史三氏も、スキ
ーでは娘には負けないと張り切つているみたい

。あと、例によつて、森川 。小山・加藤 。上村
の面々に私。 15期は、舟田事務局長は、法事
と重なつて不参加ですが、奥名会長は、律義に
また付き合つてくれるようです。

柴田さん、
猪苗代で滑つていると思いますが、また野沢に
ご夫婦でどうぞ。たしか、23日 から志賀で全
日本社会人選手権大会があつたはず。その参加

後、野沢に合流して下さい。去年のように。

保田さん、伊藤さん、
やはり、お二人そろつて、参加 して下さい。
11期達は、スキー合宿 in若栗の 2大先生の

ご教授を楽しみにしていますので。

議‡燎挙景:な法貴塁塁][曇:;督 ittI験
いんです。昨年の自山で、野沢の約束も取り付
けていると思いますが、参加を決めるよう、も

う一押 しお願いします。では、エン トリー表明
は、eメ ールで、青柳または奥名会長へ。

1/22舟 田です
スキーは物置に入つたままですが、学研のおば

さん山の会の恒例新年会を湯涌温泉で楽 しんで

きました。金沢は15年ぶ りの豪雪:でも、客足

確保にノウハウを持つ山の湯は金沢市街以上に

除雪が行き届いて、楽々の車道でした。暖冬慣
れ したための後手対策が、混乱をひどくしたよ

うですが、それでも震災よりはましですよね。

森り||さ んの「ツキ」は、朝には着いたんだから

、やつばり「ツキ」のうち。奥名会長もこの雪
で戻つてこれてないでしょうね。    _

ください。
野沢グレンデにおける平均年齢 50ン才の滑降
も格好を除けばなかなか見捨てたものでないこ
とは、昨年で十分に承知しております。 しかし
トレーニングを積んだ人も、出たとこ勝負の人
も身の程を知つて楽 しんで下さるよう切にお願
いいたします。新世紀になったからといつて急
に体が柔らかくなつたり、技術が向上する訳で
はありませんから 0・ ・・ 。

お酒 と温泉とスキーとそして仲間が大好きな皆
様の顔 と、まとまりもなく、とりとめもない会
話を思い浮かべながら、すべてに無事であるこ
とを祈つております。
お土産話を期待 しています。   ‐

1/27保 田
連絡遅くなりましたが、
宜しくお願いします。

下記 日程で参加 した く

2月 23日 (金)-25日 (日 )

残念ながら我が同期は忘年会と新年会で勧めた
が、当方のみ出席の見込み。
当方スキー靴を新調 し、先 日単身赴任寮の近く
の狭山人エスキー場で足慣 らしをしました。 し
かし去年と同じく、風邪を引きやすく、今冬 3
回も体調を崩 しています。体調に気をつけます
が、昨年のように ドタキャンになった場合はあ
しからず。

野沢では、またお世話になります。私も2/2
2(木)夜名古屋発で2/23(金 )-25(
日)の予定です。人方で トレーニングをやつた
のでいいなと安心していましたが、保田さんが
靴を新調して、人エスキー場で足ならしをなさ
つているとの事。
おのおの方心して トレーニングに励みましょう
。H氏 は老いてますます元気ですぞ。私も明日
から少 しやろうと。

保田さんヘ

いつも心に「かぜぐす り」を !酒 をのみ過ぎな
い様に。靴だけの参加はいけませんよ。

久しぶ りにメール します。
皆さんの元気なメールを楽しく拝見させて貰っ
ていますが、今回の野沢合宿は残念ですが、私
は仕事の都合で参加できません。足の方は、医
者からは念のために簡易ギプスを装着すれば、
ゴルフもスキーもいいよと言われ、ゴルフは良
くやつています。いま、米国シア トルからメー
ルを送つています(商談のための訪間です。危
惧 していたのですが、やはり丁度、来月の半ば
に最終プロポーズを行 うことなりました。皆さ
んに宜しくお伝え下さい。以上米国シア トル市
EXECUTIVE INN にて高 田和守

やつと送信が復旧した加藤です。野沢の件今年
は豪華に2/23金の夜～2/26月 の昼までとしたい
と思います。 (卒業式が例年より遅れたのでこ
の余裕が生まれました)我が家も受験生をかか
かえております。先 日のセンター試験が悪く行
くところがないといって泣いておりました。娘
のことは娘。私の心は野沢に飛んでおります。
野沢について、詳 しい事をまた教えてください

/28

お花iこだな義奮霜扁焚fI釜期哀禦卍芳蓼賄看
聞いております。なお、まだふるさとには申し
込んでいません。公表締切の 2月 15日 までに参
加者があれば、逐次お伝えします。

専探看島賛寧土暮碁専学夕r｀寒撃顧壌懸環禁じ

参加できません。 24日 にちょうど結婚式と重
なつてしまいました。もちろん私のではありま
せんが、昨年より要請されていたものであり、
調整が不可能 となりました。悪しからずご了承

０
４
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幹事殿
H回生の片田です野沢合宿参加 させてください

ι、婆 ヒ冨写}ケ )じ与尋覇菖城壱11凛 誓電篤l
滑れるのではないかと考えています。 よろしく
お願いいた します。

02/05青柳です。
本 日、風邪で会社を休みました。従って、野沢
の時期には、心身 とも絶好調になるで しょう

02/H井 上
悲 しいお知 らせです。
野沢に参加できなくな りま した。何年ぶ りかの
スキーをせっか く楽 しみにし、フミゾウ氏 と私
(和子)は、カー ビングスキーを購入 しな、な

、なん とウェアまで新調 したのに 。・・ フミゾ
ウ氏は、ジャスコ野々市店閉店のための残務整
理、和子は、検査入院の結果父の具合があまり
よくないので、先 日来毎週土 日は富山に行つて

思奥攀季事I程芳言蜜3合ξ筆冤官基鷺客Fを
いということで電話がありました。
ということで、残念ですがあきらめます。皆様
どうぞ私たちの分までお楽しみ下さい。 う、う
、う。・ 。では又。 和子

02/12青柳です。
イヤー、ショックです。残念です。今回の野沢
の大目玉である井上ファミリーが、参加できな
いなんて !!カ ービングスキーとゥェアを新調
して、 しつかリトレーニングもしていたはずな
のに。史三さん、残念です。最新カービング術
をじっくリコーチしてあげるつもりだったのに
。和子さん、残念です。温泉道のコーチを楽し

彙経あ墓寧藷T覇稗じ季泳壁9拒ぁ走士選聖響
聖子ちゃん。 ご両親が、不参加で、心細いのは
判 りますが、思い切つて 1人 ででも参加 した ら
どうですか ?思案の必要はな し。昨夏の自山で
、すでにワングル入門済みです、遠慮はい りま
せん。カー ビング道、温泉道その他たつぶ リコ
ーチ させていただきますc史 三・和子 さん。聖

【23日 夕食模様】

加■

斎藤

保田

森川

田村

井上

Jヽ山

子ちゃんの 1人参加 を認めて下さい。奥名会長
か小山さんが、野沢まで同行 してくれ るで しょ
う。

02/13加藤
実に残念です。私は、野沢に向けひくべき風邪
は先週ひいてお くなど万全の備えで臨んでいる
んですのに。せめて聖子ちゃんだけでも参加で
きませんか。

02/13森り||

本当に悲 しいお知 らせです。でも、聖子ちゃん
だけでも参加下さい。青柳 コーチが自山での名
誉挽回 と張 り切つているので。方法は 2/24
(土).25(日 )な ら金沢か らの松林便があ

るはず。また 2/23(金 ).24(土 )な ら
高岡か らの小山便があるはずです。 (奥名会長
は千葉から参加するか金沢か らかは不明)2/
23～ 2/25で もOKの はず。聖子ちゃんの
予定に合わせて連絡をとって下さい。

02/16井上

井上家次女の聖子です。最近はメールをすっか
りさぼつて しまって 。・ 。これでは、メル友の

森川 さんに怒 られて しま うわ。 さて、両親が野
沢を断念 したので、また しても名代で、姉妹 2
人で参加 させていただきます。まだ、間に合 う
かな ?姉も旦那 さんの了解 をちゃん ととりま し
た。ただ、交通手段がないので、みなさんのお
言葉に甘えさせていただこうと、思います。ま
だ、詳 しい 日程を姉 と話 していないので決ま り
次第 ご連絡致 します。

02/16月 山ヽ
今晩は、小山です。

繊ヽ 11

|ポi
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【24日 夕食風景】

青柳 奥名

保田    松林

森川

上村

片田

片田

加藤

た。そして、吹雪の高速を走り、 8時半頃に帰
ってきました。
23日 (金)か ら野沢へ行きましょう。
22日 の夜は、浅野川の近くの鈴見にある娘の

アパー トに泊まれます。 23日 の朝 5時頃にお

迎えに行きます。帰りは、 24日 に私と帰って

t)良 いですし、 25か 26日 に他の人と帰る方

法もあります。如何ですか。もし宜 しければ、
23日 の日中は志賀で滑つて夕方野沢へ行きま

しょう。

02/17森川

i:][1[言富誉iliナ倉[i2乗り奮t往票
ガ奪督電お募10「ζl:警程憲静確螢量F幕義
撮腎,さ療しな沢ぁ辱塁訟曇竃覚峯滲[よ与F
管颯喬悸3晃じ?争F魯彗電ぁけ『尋発着電t
ています。
KUWVの 皆様
きょう、両親は 2人で医王山にスキーにいつて

言]さ景LJIEI「るIF61缶I[埠套:
(ス キーに)行つて、滑れない事がわかつたか

璧[たFttiこ |」τ電麓聡キ視」量追畠尿畠涯費

i:iII[:i[i;1[[i「[:::]
しく教えて下さい  (*^_^*) せいこ

捲[TII見せ負珍存存写ナ鼻損基搬覗真T讐
だるまがみなさんをお待ちしています。

02/18辰野
私、ぎりぎりまで今回のOBス キー合宿に参加
したいと、あれこれや りくりしたのですが、や
っぱりちょつときついものがあり、やむなく参
加を辞退させていただきたいと思います。まこ

とに残念なのですが、舟田様、田村様はじめ皆
様によろしくお伝えください。今朝ようやく結
論を出し、ご連絡申し上げる次第です。私個人
としては、今年は雪も多く長く滑れるので、ま
だ行く機会はあると思つていますが、OB会の
スキーはまた別物なので、とても残念です。そ
れでは、お気を付けて楽しんできてください。
02/18舟 田
節子です。 (森川さん宛) 参加 しない人間が

仲介 しても、連絡漏れや二重予約の トラブルが

02/21加藤
幹事様

02/22柴 田 (8期 )

養壱準客逸馨2選ぶ写壱まし覧「寒準窓管蓼船
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た。それでも、先週の土日にようやく職場のバ
ススキーツアーで安比高原に行くことができま

}讐費で賞下興こ暮百

`票

ネ警蛮し否「葉見λ
スキー場は、雪質が良いのです。新調の板 (ロ

鮭ゝ見鼻ぃ造暑半留二ρ
でヽ計画があれば小生

02/26ブ |」ヒ
楽 しい楽 しい2日 間もあっという間に過ぎ去り
もっともっと鍛えようと心に誓ったわたしです
。それにしても、年齢が倍のはずの皆さんはど
うして、そんなに元気なんですか ?姉 と私は、
その日の夜から筋肉痛に苦しみ階段の上り下り
もやっとでした。その横では、ちっとも疲れが
みられない小山さんの姿・・ 。今日になってか
ら、さらに首と背中の痛みが加わりました。こ
れは、普段の鍛え方がたりないのか、それとも
、変なところに力がはいっていたのかどちらで
しょう。

加藤さん
カメラマンご苦労様です。でも、なぜおじゃん
になったのですか ?私たちの帰った後一体なに
が起こったのでしょう?

小山さん
2日 (金)の夜楽しみに待つています。母も「
それまでに風邪治さなくっちゃ」と張り切つて
います。

ところで、奥名さんに送つていただいた昼食の
ようすを見た井上家の会話。
母 「ねえねえ、どっちが加藤さんでどっちが松
林さんかわかる ?」

父 「ばかだなあ、決まっているだろ」
母 「え～、そっくりだよ」

姉も、日曜の朝元気に大阪に帰っていきました
。タフな人だ 。・・

02/26ナ十Fヨ

皆様
大変御世話になり有り難 うございました。 3

0年ぶ りでしたが皆変わつておらずなつかしさ

典ι言拒『 ;辱肇P鷹 レ巌■暦違毛ぶ罪魯蔵翁
むので峠を越えて塩沢へ出たのですがどの道も
正月以上の混み様で 8時間もかかってしまいま
した。クルマが好きでないと勤まらない作業で
す。峠越えではスキー並みに滑りを堪能できま

青柳 奥名

保田   松林

2001年 OBス キー合宿  当日 その後

02/25小 山です
思い出深い 2日 間、ありがとうございます。

井上さんヘ

いろいろお心遣い、ありがとうございます。昨
夜、お母さんやおばさんを写してあげれば良か
つたですね。後で思いつき、悔やんでいます。
今 日、メガネのレンズを注文しました。 2日 ご
ろに出来る予定なので、今のところ、2日 の夜
にプリン トした写真をおみやげにお返 しに行く
予定です。聖子さん、それまでお貸 しください

野沢の仲間の皆さんヘ

野沢ではお世話になりました。
昨 日は、田村さんと直江津駅の改札でお別れ し
、富山の井上さんの実家に、暫しお邪魔 しまし
た。今 日の高岡は、晴れたり雪が降つたりして
いました。

森′‖

上村

片田

片田

-57-
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した。 この時期は予算作成で苦 しんでいるので

すが 2月 末はちょうど終わる時期ですので来年
も 2月 末でよろしくお願いいた します。来年 も
予算を成立させ参加 させて頂けるよう一年かけ

て頑張 ります。

一―-02/26井上

皆様お帰 りなさい。
そ して子供たちのお世話あ りがとうございまし
た。 二人 ともスキーだけでなく、皆 さん と過ご

した二 日間の楽 しさ、お じさん達の若 さ、スキ
ーの上手 さに興奮 して帰ってきました。加藤 さ
んのビデオを楽 しみにしていたのですが、残念
ですc次回のお楽 しみ とい うことで 。・・

来年は参加できることを願つて。ではまた。
PS 私のスキーの レベルは、子供たちと同 じ
くらいだと言つたらしいのですが、もちろんち
がいます 。・・ 秘密練習 しなくちゃ。

和子

02/26松林です
お疲れさまでした
そして、どうもありがとうございました
おかげさまで、 3年ぶりの野沢温泉のスキーを
堪能することができました。もつとも、今 日は
ふくらはぎが痛くて、やっとの思いで職場へ行
きましたが・…帰 りは上信越道が地吹雪で渋滞ま
つたく前が見えない状態で、スカイラインより
怖い思いをしました。これに懲 りず、次回もぜ
ひ参加させていただきたいと思つていますので
どうぞよろしくお願いいたします

02/27節子です
昨日、松林氏から、返却 。お土産 。残金を受け
取りました。彼も元気な11期 にはまいつていま
した。でも、上の方が元気つてのは、嬉 しいこ
とですね。こつちはいつまでも若輩気分でいら
れます。いきがかり上、志賀高原をOK。 それ
からスキーパンフを見たら、どの停留所かすら
わからん。広すぎるではないか !場所を知る興
味はあるけれど、下手プラス昨年以来ブランク
の身には超つらいぞ !早々にお兄様達とは、は
ぐれた方がかえつて 「安全」な気がする…。地
図を頭にいれて、非常食携帯して、備えとこつ
と。

02/27加藤です
2/26(月 )視界良好
やまびこゲレンデでは
気温零下16度。
新雪。
しかも、グレンデー杯に圧雪のためコブ無 し。
青柳氏と快調に飛ばす。
やまびこ第2ゲ レンデ外のブナ林の新雪滑降を
試みる。青柳氏のスキーが2000年森川氏状態に
なる。20分 かかつて転倒場所より上方10mの 場
所でスキー発掘。さらに、加藤氏のスキーが20

00年森川氏状態になる。つぼ足で胸までの心地
良い新雪の中30分かかって転倒場所より上方 15

mの場所でスキー発掘。疲れたよ。考古学の研
究 じゃあるまいし。
それにしても平日は本当に人がいないc

皆様
楽しかった日を持てて感謝 しております。
天気は、冬ですから仕方ありません。
沢山参加すると、そのうちいい口にも出会える
はずです。また、来年もお願いします。

せいこ様
ビデオの件ですが、
朝方の雨の湿気がビデオ入つたのかどう1)そ の

結露が録画ヘッドの周りについていたまま昼頃
の寒さで凍っていたようです。テープは順調に
回つていたのですが、テープとの接触が悪く全
く信号が出ません。非常に残念です。宿合に戻
つてからは、再度ヘッドの結露が融けたらしく
長い間結露の表示が出ていましたcビデオは異
常ありません。また来年来てくださいという神
のお告げのようです。でも、どうしてその情報
がわかってのですか。

小山様
そ ういうわけで、薫ちゃん、聖子ちやん、小山
氏、田村氏のスキービデオが欠落してお ります
。ごめんなさい。最悪なのは、田村さんにどう
伝えるべきかということです。何せ、愛用のス

トックを折つてまでの真迫の演技でしたからこ
れを知つたときの落胆が日に見えるようです。
青山羊さん
昨 日は、宅急便の荷造 りを頼んですみませんで

【暉茶もたしなむのが

恒例 スキーャーズ

ルームもまたよし】

田付 加藤

小山
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した。丁度バスが来て間にあいま した。明石至1

着は夜のH時頃です。それから、生徒に出 した
問題の解答を作って (こ れを野沢です るつ もり
だつたが暇がなかった)3時ごろ寝ました。今
日は眠いよ。でも、足はちつとも痛 く無 し。年
をとると、後 日痛 くなるようですが。あなたの
スキーの映像は良く撮れています。あなたに撮
つてもらつたのはムムです。また、撮ってくだ
さい。慣れますか ら。

02/27森川です
みなさん、お疲れ さまで した。メガネが 2個壊
れ るとい うアクシデン トはありま したが、無事
みんな帰宅 された事 と思います。今回は若千、
段取 りが悪 く高年齢の人には暗い部屋で申し分
けありませんで した。その分、若い溌刺 とした
女性陣 と2～ 3の 人が明るく照 らして くれまし
た。節ちゃん、和子様差 し入れあ りがとうござ
いました。酒 とお茶 と甘いもの、両刀使いの人
は堪能 させてもらいま した。また、一番乗 りの
お陰で、お 日様のもと、青空 と妙高 と北アを見
なが ら午前中はのんび りと、そ して午後は保田
専属コーチのもとまた、足を磨いて しまいまし
た。帰 りは飯山線、中央線 とも計 4時間立ちっ
ぱな し。 (過去 2回は全部座れたのだが)本 当
に疲れま した。
2002年 も野沢で会いま しょう。

02/28青柳です
あ―、楽 しかったですね―。野沢では、いつも
思わぬ出来事があ り、いつも2倍以上楽 しめま
すね。今回は当方は後発隊で、先発隊の事件に
は立ち会えなかったのは残念で した。残留隊の
最終 日には、大事件にな りそ うなところを加藤
大先生に助けられ、大汗をかきましたが。恒例
にな りそ うな、加藤撮影監督の 「シーハイル」
では、井上姉妹の女優賞 と田村教祖殿の演技賞
が露に消えたのは、残念。次回に期す とのお告
げ。演技向上にさらなる努力を期待 します。
今回は撮影監督に最後まで付き合った、この私
めが、 「シーハイル 2」 の主演男優賞 となった
と思われます。赤いウエアを新調 した価値があ
つたと自賛 しています。
さて、野沢スキー合宿は、終わ りましたが、
今年のスキーは、これで終わ りじゃないですよ

*加藤大先生殿
最後まで、大変御世話にな りました。 ビデオの

撮影の方は、おいおい練習させていただきます

のでまたご指導下さい。なお、お忘れのお薬を
、バ ックに入れておきました。お薬は、シッカ
リ飲んで、かつ食事の量は減 らし、減量により
被写体 としての魅カアップに 1)心がけて下さい

02/28 11本 |
参加は 4回連続ですが、スキーよりも皆 さん

とお会い し、話す ことの方が楽 しみになってき
ま した。スキーの方は眼鏡を壊 し、 日も開けら
れない吹雪の中でボーゲンとい う無様にな り果
てて しまいま した。

03/04井上家姉こと齋藤薫
こんばんわ。井上家姉 こと齋藤薫です。楽 しい
スキー合宿か らはや一週間、大変遅 くな りま し
たが、改めて幹事森川 さんならびにKUWG諸
先輩の方々に飛び入 り参加で遊ばせていただい
たことに御礼申し上げます。

毒テ生ん暮:告8査黒省危楚誉貨〔たち写子暴
、悲 しいかなスキーをしようという気は全く起

慮釜菫1嘉軍莫曇電誉::〔忘tふ象言I?塚季
聖子がメールで送ったかもしれませんが、2/24
金沢についてから、父の大学時代のアルバムで
皆さんの若き姿を二人で父母の解説つきで拝見
しました。上村さんなんてぜんぜん変わってま
せんね。すぐにわかりました。あと森川さんの
七三分けもグーですね。
皆さんタフな方たちばかりで帰り道すでに筋肉
痛の私たちですがまたそのうち登山orス キーで
参加させていただけましたら幸いです。それで
はまた。志賀でもがんばってください。

【2世代 トレーン】

青柳  保田

井上

斎藤
｀

加藤

仙
齢

難
鮒
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石楠花の宴

11日 夜

12日 朝

夜

13日 朝

平成13年 5月 12日

先発隊11日

～13日 (日 )士

金

◇参加者 10期木津治男  11期…加藤忠好、長岡正利

13期 …辰野隆義、吉田穂積 15期 …奥名正啓、舟田節子、松林知一

16期中野淳― (中野里穂 小4) 18期 …岡部伸一、椿川利弘

26期畠山潤  ゲス ト田村厚子

運搬バイト 41期竹内利行 43期…小倉亮、加藤菜就

44期 日野鋼資 45期竹内雅幸

◇その足どり (昼…昼個人入山 夕…夕方個人入山 他は朝集合で入山

山…高二郎登頂 屋…小屋作業 運…運搬作業

()はその日宿泊なし  ()な しはその日宿泊あリ

例 :椿川氏は12日 朝入山、登頂 し、日帰りした)

加藤 舟田 岡部

11日  夕  運  運

12日  山  山

13日  (屋)(屋)

椿川 長岡 木津 田村 辰野 吉田 松林 中野 中野 奥名 畠山

(山 )

◇酒場メニュー

夕

山

昼

屋

屋

屋

屋

屋

屋

屋

屋

屋

夕

屋

山

屋

山

屋

山

屋

牛丼 味噌汁 漬物

ラーメン  昼 :バ ン カップ麺 ウィンナ バナナ ジュース 菓子

ご飯 天養羅 (海老、ウド、コゴミ、薩摩芋) 豚汁

きんびら、ホタルイカとワカメ酢味噌和え カタハ煮物 ワラビ酢の物

ラーメン 干鰯  10時のおやつ :ホ ットケーキ ドリップコーヒー

◇やったこと

・囲炉裏用他補修資材を運搬

・屋根ベンキ塗り 梁他構造材補強 登り口整備

・倉谷の春を五感で愛で、堪能

。高三郎山頂にOBの足跡をつけ、歴史を確認かつ追加

・ワンゲル超大作ビデオ “倉谷春の歌"(仮題)な らびに、 “残雪の高三郎を行く"

(仮題)計 6本を撮影

・ファンスキーで高三郎を滑降

‐■ |||||||‐

.||||■|||

高三郎山

舟田 田村 木津 加藤 中野 吉田 松林 長岡 辰野

奥名       中野 _60-
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才5イト じレ冬,葬ミヌLスエ い

も の フ0'あ る

45期  竹内 雅幸

気持ちのよい青空、快適な気温、豊富な水、

青々とした新緑、ポ=卜で楽々。この時期のベ

ルクハイム周辺はとてもいい感 じでした。一年

で一番身頃だというこの季節に、高二郎に登っ

てみたい気がしました。

部室にカメムシを連れてきてしまいました。

大変なことにならなければよいのですが。

今回いただいた7500円 (日 当+車代)の うち

7000円を、その日のうちに部費+保険料として

部に徴収され、財布のあたたまる暇もありませ

んでした…。

しかし今回参加したことで、ベルクハイムと

高二郎に対する想いが変わりました。次に行く

時に、小屋がどんな風になっているか楽しみで

す。

写真を送っていただきありがとうございまし

■
‐
郵卍礫1鋒

:■
T「

【今も変わらぬダム管理事務所前】

岡部

日野   竹内 (利 )

小倉   竹内 (雅 )

【快適 ボー ト遊覧。

倉谷のイメージが変わる】

日野 小倉 竹内 (雅 )

日野 岡部 竹内

小倉

感 想

44期  日野 鋼貴

山に登るのは歩荷 トレ以来で、体力に不安を

抱いていたのですが、ほとんどポートだったの

でホッとしました。

ポー トはとても面白くて乗れました。特に、

新緑と青空のコントラス ト、水の中に半分埋も

れた本々の景色がなんとも言えず、違 う場所に

いるような印象でした。小屋作業で、苦労して

登る道のりがたった10分で終わつてしまうのは

衝撃的でした。

昔段はOBの方とお会いすることがないので

、これを通してお会いできたことはいい機会だ

と思いました。ベルクハイム並びに、現ワンゲ

ルもOBの方々の色々なサポートや努力があっ

てなりたっていると感 じます。小屋作業の重要

加 藤 竹 内
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長

岡

加

藤田

村

畠

山

士
ロ
　
ロ四

奥

名

辰

野

木

中 中 舟 津

野 野 田

(撮影 松林)

【芽吹きの頃の犀奥の山はいい。

木も、風も、鳥も、空も

春だ !春だ !の合唱になる。

左 :高二郎 ‖峰 右 :高三郎 1峰】

性を改めて認識しました。

写真ありがとうございます。遅くなってすい

ません。

lE鋼段ノ｀イ  ト

43期  加藤 菜就

ボー ト搬入は気持ち良いの一言に尽きます.

そこに中国の大河を思わせるものがあるからで

す.行つたことがないので、もちろん僕のイメ

ージの中のですけど。

気分を満喫するために二日志でも頭に浮かベ

ながら

「あっ,自帝城がつ !」

と山の上方を指差してみました。

「劉備玄徳の ?J

同期の小倉が問うてきたので、頷いてみました

。奴考えることがあつたのでしようか、一緒に

上の方を見上げました.綺■な所もあるもんだ

と思いました。

<本文とは関係ありませんが、ビール券ありが

とうございました。今度集まった時などに使わ

せていただきます。

昨日、部室に行くと、新入生もきちんと来て

いるみたいなので、何か用事がありましたら、

僕も下の学年を紹介していくつもりです.これ

からもよろしくお願いします>

(菜就君の運搬バイ ト原稿への通信 )

舟田です。

ワンゲルニ代も珍しいながら、そのお二人と

それぞれに付き合つて高二郎に登つてしまった

私も、なかなかのものです。 (自画自賛 )

ビデオが無事撮れていたらしきは、同期の青

柳さんがわざわざ明石まで確かめに行かれたら

しいです。そういつた同期の付き合いは、人生

の味わいとして得難いものです。老婆心ながら、

現役時代を中身濃く過ごしてほしいと思つてい

ます.

さて、お父様の高二郎登頂により、父子の力

関係の方は、かなり父優勢に傾いたのでは ?と

懸念しておりますが、その駄目押しのように、

なんと、お父様の頂上勇姿の全紙バネルができ

る予定です.これは、「高二郎のビデオを !」

の私のお願いをかなえて下さつた父さまへのお

礼の気持ち。明石の自宅でご覧になって下さい。

青春、′の地 。高二郎に再来できた喜び…プラ

ス息子の担ぎあげた道標 (ただし写つていない)

が立っている山頂。加藤家のお宝になることま

ちがいなし.

(ただし、このお宝は、超大作「春の歌…倉谷 。

高二郎」を気合いを入れて綱集せい !の ど圧カ

になるんですね。ああコワ !)

(OB用 ―なお、上記全紙パネルの原画は、リ

バーサルフィルムの方でして、父さまがメール

で流布されているものとはやや違います。白山

も青空もくっきリタイプにつき…そう、また明

石へ見に行かなくては !)
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高二郎 ‖峰

(ホイクラ)

1445m

加藤父さんが手にしているのは

メロン。椿川さんからは ドリップ

コーヒーも。グルメで君臨するの

がOBで す。一方現役の場合は…

「高三郎は金沢市の山だからな。

頂上には自販機があるのだぞ」

「さすが金沢市は違う」と、100円

玉を握 り締めて整備作業に登る新

人達。もちろん先輩は裏切らない。

ジヤスコの 2缶 いくらを、こっそ

り、ザックに担ぎあげ、頂上で (

定価)販売するのである。この件

で辞めた新人はおらず、固く伝統

は受け継かれている…と、間く。

高二郎 l‖ 峰

天の又

見越山 (ォブクモ リ)奈 良岳 大笠山

1621m 14611n         1644m   18221n

自山 奥三方山

2702m   1601m

L高二郎頂上1421mから、自山北方稜線の眺望。春霞の時期にこれだけ

クリアに見えるのは珍 しい。ただ、現役達の中に、この時期のこの眺

望を目にしている者はいない。高二郎山～自山はかつて長崎幸雄氏が

初踏破。金大ワンゲル部には、春から秋、計 6回の踏破記録がある。】

←大門山をバックに高三郎山頂上

18椿川 11加藤 11長岡

15舟田

10木津 グスト田村

↓今度は標柱を入れて

(2枚とも木津さんのCDか ら)
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あらら、今回は辰野おやじの原稿が…。

でも毎度もお気の毒ですし、連絡メールでご登

場していただきましょう。

13期  辰野 隆義

さて、今回の荷物の手配ですが、日炉裏用の

煉瓦が重いので約 200kgほ どの重さになると思

われます。

私は 5/10出張で。もし泊りとなると、‖日
に間に合わなくなるので、それ以前に荷物をダ

ムに置いておこうと思います。

段取りですが、5/3午 前中に穂積君と買い

出しを行い、その足でダムヘ運び込む積もりで

おります。連休中のためそれぞれ予定もあるで

しようし (私はほとんど会社だろうと思います
が、せめて 1、 2日 は休みたいものです。前半
は休めませんでした。)なるべく早くやってし

まおうとぃぅことになりました。もし11日 に私
が行けなくてもよろしくお願いいたします。

また、出来れば椿川君からダムの方ヘー言伝
えてもらえるように段取りをとってぃただける

このベンキで 5～ 6年
持ちが変わ って くるそ う。

おニューの山バ ンツを、

プル ーに染めて しまった

松林氏。

とありがたいのですが。なにせ、一週間以上も

荷物を置いておくと迷惑になりかねませんので

、よろしくお願いします。それに現役ボッカの

手配もよろしく。

いつもの事ながら、面倒なことは全部お任せ

で申し訳ありません。もう少し近くなったらま

た連絡します。それではお休みなさい。

本日朝から穂積君と買い出しに行き、昼過ぎ

にダムヘ搬入しておきました。ダムの管理事務

所においてた方に、了承を得て、入り回の横に

ブルーシートにくるんで置いてあります。シー

トも持つていって下さい。

荷物は柱 1本、本のパー材 4本、ポリカ波板

曲げ材12枚、ベンキ 1缶、ベンキ用バケツ、刷

毛その他小物のビニール袋 1袋、燎瓦 (段ボー

ル箱割に14～ 21枚入れたもの)6個、以上です

。総重量は 200kg以 下だと思います。思ったよ

り量は少ないと思います。運搬よろしくお願い

します。

働 い て ま す

波 トタンの重ねの

部分から雨漏 りが

するのでは ?

辰野 吉田

水場の補修・革刈りも…

…64-

登リロも補修。杭を

締めています
=

「山へ来ても働くんだね

お父さん」

松林 中野

奥名

中野

…
・

…
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■シャクナゲの宴■
10期木津

舟 田女史より、以下の歓迎メール入 りましたの
で、転送いた します。 12日 (土)は早朝に出な
い と、工学部発 8:00で は、遅いと言つてき
てお ります。

長岡氏が富山県内よりやは り12日 に出立と
のことなので彼に尋ねてみます。

長岡様
12日 早朝にたたれる由、舟田女史より連絡

あ りま したが、どこかで落ち合 うことは可能で
しょうか。
また、携帯お持ちで した ら、番号を教えてい

ただけたら幸いです。
ところで、高岡を何時頃出立すればよろしい

で しょうか。当方、マイカーなのですが。

舟田様
歓迎メールあ りがとうございます。
ところで、

〉公称 コースタイムは、
〉  犀川ダムー倉谷集落跡―旧道登山ロー高
二郎山
〉         1:00          0:40        -→ 3:30
〉                                  (-2:30

となつてお りま したが、犀川ダムに何時頃まで
至1着 すればよろ しいで しょうかね。

また、
1 ダムに駐車できますか
2 ダムか らBHま での徒歩タイムは ?
3 BHか らの、同行者は ? 等々

倉谷、BHと 言われても、 30年以上経過 し
た記憶の彼方の出来事なもので多少心配です。
山小屋酒場 「シャクナゲの宴」に参加 して

30年ぶ りの高二郎は最高で した。 よき友、よ
き仲間、よく整備 された山小屋、そ して高二郎
。お天気にもめぐまれ、気持ちよく登れました
。久々に、登つた―、とい う気分に してくれま
した。充分な、中高年 トレとな りました。節子
さんの言われる通 り、高二郎の神が今後の中高
年登山の守 り神 となつて くれんことを。

最高の気分で下 りてきて、また山小屋酒場で最
高のもてな しを受けま した。奥名会長、舟田事
務局長、有 り難 うございま した。犀川ダムか ら
、高二郎山頂まで先導 していただきま した 18
期椿川 さん、ガイ ドしていただきま した 11期
長岡さん、助か りました。また、心地よき環境
にベルグハイムを支えていただいている、 13
期の辰野、吉田穂積の両氏には感謝&感謝です
。 また、小生の持参 した、 40人前のコー ヒー

をすつきりすつか り、おい しいと、味わってい
ただいた、メンバーの皆 さん、ありが とうござ
いま した。 「シャクナグの宴」の監督、 11期
加藤君、国際映画祭 ドキュメンタリー部門賞の

受賞を期待 しつつ、ご苦労様で した。木津およ
び、+の 田村厚子 さん、ともども、感謝 と感動
と、充実感につつまれつつ金沢を後に、高岡に
無事帰ってきました。 ご報告まで。山小屋酒場
「シャクナゲの宴」に集い し人々の記念写真集
全 29枚、容量 1.5MBの メール希望の方
下記まで返メール下さい。但 し、 1メ ールの添
付画像にて送 りますのであ しからず。

11期加藤
高二郎 とい うのは、現役時代に トレーニングで
登つていためかキツイ事が先行 し、あまり良い

印象を持つていなかった。 しか し、今回は違つ
た。 この季節、花はあるし (節 ちゃんに沢山教
えてもらつた)残雪のおかげで思わず景色が良
かつたせいか悪印象 どころか、非常に好印象に
変わった。

新緑の中に適度に雪の残るタコツ、大門が素晴
らしくまた、別山、白山、大笠などの自き故郷
の峰の懐か しさ遠 く春霞の中に北アルプスも見
え忘れかけていた素晴 らしい眺望に感動 した。
1000mの 登 りに 5時間半を費や したがもう登る
事のできない と決めている山仲間のためにビデ
オ撮影のゆった りとした時間が流れていたのを
感 じていた。

編集は何時のことになるのかわからない。 しか
し、また山に登れるかもしれないとい う自分 白
身の存在の再発見と青春はまだそんなに遠 くに
去っていないのを実感 した山行でもあった。

当初迷つていた参加だが、終わつてみて感謝の
念がこみ上げてきた。
奥名会長、今回の企画あ りが とう
辰野さん、吉田さん、BHの保守 (死守)管理あ
りがとう
中野 さん、可愛いワングル Ⅱ世候補のお嬢 さん
をあ りがとう
畠山さん、山スキーの紹介ありがとう
椿川 さん、犀川湖遊覧船ありがとう
岡部 さん、カメムシ掃除あ りが とう
松林 さん、ごはんの歌あ りが とう
長岡さん、わざわざ高二郎まで付き合ってくれ
てありが とう
木津 さん、下 りに花をもたせてくれてあ りが と
う
田村厚子様、また何処かでお会い しましょう
そ して舟田事務局長、
あなたの予言通 り、高二郎山頂まで連れていか
れていました
素敵な詐欺山行ありがとう

小山、森り||、 上村、芝田、青柳、井上をは じめ
とする同期生諸氏精神的なサポー トあ りがとう
昨 日、本津 さんから例のCDが届きました。
あま りもの素早 さに驚愕 しています。

はたまた、昨 日
青山羊さんが証拠調べに来ま した。 「加藤、本
当に高二郎まで登つたのか」 と 。・ 。,ち ょう
ど、節ちゃんからの写真があったのでこの動か
ぬ証拠で無事、査察をパス しました。それ くら
いに、登 らなかった人はショックを受けたとさ
。 当分、この爽快 さは持続するで しょう。青山
羊さんへのお手紙 「さつきのお手紙食べちやっ
たのでピン トはずれかも知れませんが お返事
出 します。」

年をとって くると友人が財産です。

私の場合、例えば、夫婦喧嘩 した ときにやは り

緊急避難場所が必要です。行き先がないのでは
、その時点で喧嘩に負けたの と同 じです。 この

場合、気の弱い私には自殺 とい う道が考えられ
ます。負けない喧嘩をするためにも一つでも多
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くの緊急避難場所を持つている事が必要で しょ
う。そ して、そこで友人 と喋 り憂 さ晴 らしを し
て、意気揚揚 と家に帰る。将に、 「夫婦喧嘩の

美学」 とい うべきで しょうか。相手も、何処か
で憂 さ晴 らしを しているとい う安堵感があれば
精神的にも、よろしかろ うとい うものです。 こ
のような点で、学生時代の友人 とい うのは最 t)

あ りがたい存在です。そ して、人生は知的活動
よりも経済活動よりt)こ のようなユーモアのあ
る美学に生きるべきで しょう。他人の少々の迷
惑など気にしてはいけません。所詮、我々が存
在する事その 1)の が罪悪なのですか ら。
友人 と一つ釜の飯を食つていた吾が青春時代に
感謝 します。 とい うわけで、何時でもい らして
くださいc緊急で したので神戸牛 (??)を 出
せなくてゴメンナサイ。次回は、シュラフ持参
で庭にテン トを張 り青春を懐か しむ とい うのは
どうで しょうか。「

111轟 1考査の問題作 りで毎晩徹
夜状態の力u藤です。 BHでの規貝1正 しい ttl床時
刻 に就寝 しているこの頃です。都会人の生活つ
てのは、やは りいびつのようです。

節 ちゃんが撮って くれた高二郎山頂での写真が
上出来なので再度送 ります。いいで しょう。長
岡氏 もカメラを 3台持って登つてような気 もし
ますが本津さんに見せび らか しただけのようで
人物像は望み薄のようです 。・・・長岡正利テ
ーマ写真集 「原始から続 く白山麓の生活」にと
つて我々は文げ]開 化 しすぎたようです。

長同様
縄が池へのお誘いを断つて温泉に行きましたが
曲水温泉はよかったよ。安い (300円 ぐらい

)泉質 (苦上の味がする珍 しいもの)展望 (湯

涌温泉行きのバスがズー ッと見える)の 三拍子
そろいだつた。山の後はやつば り温泉だな。そ
れか ら、ピンクの本、表紙が萩市の地図のがあ
りま した。

みなさ―ん

先 日の写真 よろしければCDromで 送つてく
ださい。貴重な映像をビデオのタイ トル画や花
の場面に使 えればと思いますのでビデオの件、
あまリス トレスをかけないで下さい。髪の毛が
な くなって しまいます。

ビデオの方スキー と違つて一応映像はあ ります
が動きが少ないのでちょっと単調かな― と思い

ます。 といっても節ちゃんに谷底に落ちてもら
うわけにもいかなかつた し・・急なコースでは

、撮影者 もカメラを回す余裕が無い し
ま、素人 とい うのはこんなモンで しょう。

木津 さんからの映像をどう使 うかです。木津 さ
ん、メール添付の写真ファイル全部見えま した

。欲 しかつた高二郎の道標 と私が同時に写つて
いる高二郎登頂の証拠写真があってほつとして
います。
節ちゃん、木津 さん&松林 さん
どうもあ りが とうございます。

下界に下りてか ら、息子に聞いたのですが新道
との分岐の雪に埋まっていた道標 も高二郎山頂
の道標 も途中まで遍、子がボ ッカ したとのです。
父親が見てきたので喜んでいました。

11期長岡

れが上がって再び爽やかな空の 日暮
オ■。

今週末 も,先週に続いての好天。山々では ,

進かに望む残雪 と新緑の 日々・・・

先週末催行のベルクハイム 「シャクナゲの宴
」につきま しては,関係者間でメイル
が飛び交い,いずれ,奥名 さまのご尽力により
HP上 に写真などt)紹 介なされましょう
か ら,小生の方か らは,それ以外の話題などを
主に。

犀川ダムヘの最後のカーブを廻ると,ダムの
11に 突然に見える高二郎山は,豪雪地
帯ならでの,ま だたっぶ りの残雪c

晴れ上がった空,ま だ寒い早朝の大気っ倉谷
までた どれば新緑はまさに盛 り。集落
跡の家屋敷地石組みにはコゴミ (ク サ ソテツ :

山菜)のあざやかな緑の群生,サ ワク
ル ミの大木 と谷奥に丸い頂部を覗かせる多古津
山は昔に変わ らず。

1目 道尾根を登るにつれて,喘登の樹間から前
高二郎のなだらかな尾根へ。その残雪
の中にすつきりと立つブナの新緑。 さらに登る
につれて,ち ょうど満開の石楠花,コ
ブシ (タ ムシバ),マ ンサク。山頂直下では ,

まだ芽吹きわずかの梢 と一面の雪。
昼近 くになって登 り着いた高二郎の山頂か ら

の白山までの眺めは, 3月 頃の残雪期
春山とはまた違った,お だやかさにあふれた春
そのもの。邊かに望む北アルプスは,春の空に
淡 くかすみつつも,槍ヶ岳あた りまでの一望。

山頂や小屋でのコー ヒー,皆様,昔にお変わ
りなくの会話 と山菜などの食事に, ゴハンの歌

。楽 しい山歩きの 1日 半で した。メイルでお送
り戴いた当日のディジタル写真からも,山頂で
の雪の感触,出発間際の小屋でのウグイスの声
など,よ みがえ ります。

あれから一週間。小屋の上手にちょうど咲い

ていたウワミズザクラに変わって,今頃はニセ
アカシアの白い花が咲き,下の河原にはタニ ウ
ツギが一面に咲いていることで しょう。

水場導水管の再埋設のため掘 り返 しているう
ち,旧 トイ レの廃材を動か した ところ,ヤマカ
ガシほか 1匹の蛇 (今後のためにご注意 )。 再
び静かになったあの辺 りでの,春の惰眠をむ さ
ぼつているのではと。小屋掛けでの山菜取 りの

方 もお られま したが,人 も動物 も,蛇 もカメム

シも木々の緑 も,それぞれに倉谷での長閑な春
が過ぎつつあることで しょう。

旺盛な生命感にあふれるこの時期のブナ林の

新緑は,本当に美 しく,毎年のことなが ら見る
たびに心躍 り,嬉 しくな ります。

15期松林
こちらこそ青春の起、吹をありがとうございま

した。
先輩諸氏の若さと元気さに接 し、こちらも若返
つた思いです。 3年ぶ りのベルクハイム。もう
2度 と登ることはないと思つている高二郎です
が、加藤さんのメールを拝見して、せめてあと
一度、挑戦してみようかな、という気にさせら
れました。
秋にまた、お会いしたいものです。

16期 中野
爽やかな朝か ら,夕方には珍 しく1)雷 雨,そ
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で した。仕事を忘れて久々にのんび リリフレッ

シュできま した。山菜のてんぶ ら、美味 しいコ

ー ヒー とお菓子。
今回は山小屋酒場 とい うよりは山小屋喫茶の雰

囲気で したね。諸先輩達の面白いお話に本当に

楽 しいひ と時を過 ごせました。多少の強制労働

?も あ りましたが食 うためには仕方ないですね

。それから娘の里穂が大変お世話にな りま した

。気楽に連れて行つたのですが、まだ無理なと

ころがあつたようです。途中のガレ場や沢では

相当に恐かつたようです。家に着いてからもう
一度山へ行 くか ?

と聞いた ら 「いやだ」 と即答 されま した。でも

時間が経てば行きた くなるかも。
みなさま、本当に御馳走様で した。お世話にな

りましたっ

26期畠は1

ベルクハイムの新緑の宴に参加 させていただ

き有 り難 うございました。小屋作業 もせず、招

待頂いた形にな り、中 し訳あ りませんで した。
しか しなが ら、先輩方のベルクハイムにかけ

る情熱、苦労話、昔の山行の話など結構刺激的

で した。高二郎山頂を踏んだのは 15年振 り、

白山一ベルクハイム以来です。 在学中 10回
ぐらい登つていますが、旧道を登つたのはたぶ

ん初めて。 新道は荒れていてお奨めできない

とのことじ 昼寝岩 L部の崩壊が大きくなって

きているので しょうか。
今回のテーマは高二郎頂上からスキー滑降を

行 うこと。 基本的には、山スキーの本に紹介

されているルー トは、ある程度の標高があって

雪が多く、雪が消えても登山道が確保 されてい

るところばか りです。 そ うい うことでは犀奥
の山は、たぶんスキー滑降には好ま しい場所で

はあ りません。 滑降コースに登山道がない し

、沢の 下は崖になっていた りするので、滑つた

分だけ登 り返さなければならない。 しか し、

雪があればどんなところで 1)滑 ることができま

す。 いくら豪雪の年 とはいえ、ここ数 日の陽

気で融雪が進み、ゴールデンウィークの 1週 間

後は時期的に遅すぎたと思いましたが、頂上の

東側斜面はべつた りと雪が付いていま した。

見越山や奈良岳、大笠山の東斜面も真っ白です

。 奈良岳の奥三方分岐か ら犀滝に至る谷 も雪

に覆われています。 滑降可能なコースはいく

らでもあるではないか。 見越山か ら南東斜面

、開津谷方面などは豪快に滑れるで しょう。高
二郎東側は、傾斜は大体 40度 、多少の凸凹と

灌木があ りますが、雪面が緩んでお リジャンプ

ターン可能な快適斜面です。 手元の硬度計の

標高差で 300m程 を滑降 しました。 ここよ

り下はルンゼ とな り、まだ細 く雪が続いていて

その先は見えない。 倉谷核心部魚止めの滝に

落ちる沢です。 滑 りすぎると登 り返 しが大変

なので、適当なところで打ち止めに しま した。

思つたより滑れました。再び頂上で遠 くに見

える白山に挨拶 した後、ブナの新緑 とシャクナ

ゲの花を楽 しみながら帰路に着きま した。

あ り が と う

田村 厚子

ステキな出会いを作つて下さり、感謝で一杯

です.山 も天気も感動的でしたし、学生時代に

戻つて会話が弾み、嬉しい顔を見ながら、自分

も居たかのような錯覚を覚えてしまいました。

OB会 ってこんなに良いものなんですね.お世

話していらっしゃる舟田さんに、改めて敬意を

表します。

食事も美味しかったですよ.山菜などの旬の

一番美味しい物を集めて下さり、どれも中高年

には磐しい味で、木津さんも褒めていました。

それにベルクハイムは最高ですね。特に水洗

トイレは素晴らしい.皆さんの団結力を象徴し

ているようですね !囲炉裏が出来たらもっとス

テキ.また、ホ津夫妻と見に行けたら…な～ん

て思っています.本当にありがとうございまし

た.

山情報などメール交換出来たら嬉しいです。

石楠花の宴 :関連お便リ

1期 仙田 厚太郎

拝啓 初夏の候 ますますご清栄のことと、

お慶び申し上げます.平素はOB会のお世話大

変有り難く感謝申し上げます.

さて大変遅くなりましたが、今回のイベント

の件、都合がつかず出席できません。参加各位

に宣しくお伝えしていただきたく、お願いしま

す.こ こもと、少しばかりの酒代同封しました

のでお納め下さい.盛会を祈念しています.

先ずは、ご連絡まで.       敬具

追伸 この連体に、中国「責山」に行ってき

ました.好天に意まれ山水画の最色満喫してき

ました。何とか豊りきり、ギブアップもしませ

んでしたが、さすがに疲れ、平素の不摂生を思

い知らされました.次回皆さんとお会いする時

には、少し鍛えて迷惑のかからないようにして

行きます。

3期  登内 部夫

今回はと思っていましたが、タイミングが合

いませんでした.7、 8と西尾兄、田村さんと

一緒に山の坊から小谷温泉でした.音のスキー

合宿の跡を訪ね、久し振りに雨飾を見てきまし

た.スキー合宿では■のモノトーンの素敵な山

でした。少し霞んだ雨飾でした.石楠花の宴に

ご出席でしたら、皆さんに宜しくお伝え戴けま

しおら 孝書F存じます。
t,\.'. h'
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4期  高田 昌嗣

石楠花の宴の件、連絡有難うございました。

残念ながら欠席です.これに懲 りずにまた連絡

して下さい。メールア ドレスを追配方お願いし

ます.

4期  森島 稔

前略 只今右手 (肘から指まで)故障につき

メールもベンも不自由になっています。 12、 13

日の集いも欠席しますが、気持ちのある分、差

し入れします.天候に意まれることを、祈りま

す。

5期  金岩 孜

桜の季節からサツキ、藤、ポタンの頃に移っ

てきました。毎回ご案内頂き感謝 しています。

只、山歩きから遠ざかつてかなりの年になり、

今回も欠席になります。

いつも皆さんのお元気な様子を聞き知 り、数

年後自由を弄ぶようになった時に備え、足腰に

筋を付けておきたいと思っています。その時は

またどうぞ宜しくお願いいたします。参加方々

に宜しくお伝え下さい。

6期  合津 尚

毎度 お世話になっております。年末でした

か、「やまざと」最新号を受け取りました。皆

さんの活躍に勇気づけられました。

長い冬が過ぎて山菜採 りのシーズン到来で 4

/22は 、近くの山に入りました.熊がでるので

楽ではないのですが、体が動いてしまいまして

。そんなところに、 5月 12、 13の「石楠花の宴

」の案内をいただき、心惹かれること多々です

が、時間とお兼ねの都合がつきかねますので、

不参加とします。

さて、そろそろ退職がどうのとか、年金のは

なしんとかが同僚や家族から持ち出される世代

となりました。ひたすら前にむかって走るのみ

でしたが、少し立ち止まる時期かなと思ったリ

もしております。

こんな時期に、最近ベス トセラーになった、

池宮彰―郎さんは興味ある一人です。1923年生

まれ、1922年68才で第二の職として作家デビュ

ーし、文学賞受費という経歴の方です.現在78

才で「島津奔る」等々を執筆するェネルギーは

どこから来るのか、大変な人です。この作者の

短席に「受城遺異聞記Jと いう文庫本 (文芸春

秋社)があります.中身は1760年頃の大聖寺藩

士による冬の自山越えの話です。地日を手元に

一読をお勧めします。先ずは近況報告まで .

9期  白井 勇

拝復 ご無沙汰いたしておりますが、ますま

すご清祥のこととお喜び申し上げます.いつも

OB会の運営にご尽力いただき感謝申し上げま

す。

この度は「やまざと」をお送りいただきあリ

がとうございます。金沢の近況そして「石楠花

の宴」ご案内楽しく懐かしく拝見いたしました

。立原道造の詩の一節に「夢はいつもかへって

いった 山の量のさびしい村に…」再訪したい

所No.1の 倉谷ですが、残念ながら、只今は「会

社の雑事最優先」の身です。倉谷再訪はもう少

し先になりそうです。まずは 取り急ぎご案内

お礼まで。 敬 具

11期   小山 清

KUW・ OB会のお世話ご苦労様です。先日の赤

倉ではすれ違いとなり、残念です。石楠花の宴

には参加できませんが、小額を差し入れとして

同封します。 2度 目の転職をしましたので、名

簿の変更をお願いします。

重ねてのお誘いは有り難いのですが、欠席さ

せて下さい。 4月 26日 の立山スキーで痛めた左

ふくらはぎが少しはよくなつたのですが、なか

なか治らず、今も膝から下がむくんでいます。

それが最大の理由です。とても、ダムから倉谷

まで歩けません。では、参加されるみなさんに

宜しく。

‖期  森川 功

やっと、5/4～ 5と 1泊 2日 で、かの小山

さんでもふくらはぎを痛める程の御山谷へ行つ

てきました。今年は過去 3年で最も雪が少なか

ったですが、小山情報の通り御山谷出合まで雪

があり、御山谷を渡る橋は壊れてありませんで

したが、なんとかスノープリッジを渡れました

が、あと2～ 3日するとダメでしょう。今年の

御山谷は途中にナダレの跡があり、署いぐらい

の好天に恵まれたこともあり、ゲレンデとして

はイマイチでした。出合から黒部湖までの徒歩

中、沢を横切つた10m後の小さな雷崩があり、

少し涼 しくなりました。今年はアルベン ry―

卜のポッカを連れて行つた事もあり、荷物は最

小でそれなりに快適なスキーでした。 (今年も

ここに連れて来てくれた小山さんに感謝 )

4日 10時頃、ケープルを降り美女平についた

らあたリー面ガス、バスの中から称名の滝は見

えず (バ スの中のビデオの観光案内もそう説明

。見える時と見えない時と2バージョンあるの

かな ?と感心の一幕)感心していると、弥陀が
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原付近からガスの上に出て、おきまりの青空。

やはり、立山の神様は今年も私に徴笑んでくれ

ました。帰りは大町温泉で途中下車して桜を見

学 フジ、桜、ハナズオウ、ハナミズキ、ツツ

ジ、モクレンタンポボ、菜の花、チューリップ

、芝桜、ポタン等が咲き乱れる大糸線の旅を楽

しみました。

という事で12日 は参加できません。ごめんね !

来年は連休後 1週間を置いてくれれば―。

13期   吉本 良治

せっかくのお誘いをいただきましたが、13日

は姪の結婚式があり、参加できません。「山小

屋酒場 (修繕班 ?)」 を支える地元組としては

、お手伝いをせねばならないところですが、ご

容赦下さい。皆様によろしく…。

15期   宇野 潔

風薫る季節の真 フ只中となりました。ここ六

甲山の裏側にもさわやかな風が吹いています。

ゴールデンウィークも終わり、当分は (夏休み

まで)働きずめの日々が続きます。

突然ですが、当初予定していた倉谷行きがダ

メになりました。行くぞと言つておきながら申

し訳ありません。理由は当初 4月 だつた自治会

の総会が 5月 12日 となり、役員の私は欠席でき

ない羽目になりました。親戚の不幸を作つて欠

席とも考えましたが、今後の地域での生活を考

えると出来ません。というわけで欠席いたしま

す。

懐かしのベルクハイムに行く機会を失いまし

たが、次の機会に是非参加させて下さい。本当

に残念です。代わりに本日、六甲山を妻と歩い

てきました。参加された皆様によろしくお伝え

下さい。

15期   金井 澄

BH行きの案内ありがとう。残念ながら参加

できそうにありません。GWを 久し振りに海外

へ行こうと計画中。スベインをさまよってこよ

うと思っています。 BHでの盛会を祈念してい

ます。

15期  渡辺 純久

「石楠花の宴」のご案内をいただきありがと

うございます。奥名からも毎月OB通信をいた

だき、 1年に 1度 くらいはと思っているのです

が、なかなか思い切れないています。皆さんの

楽しそうな集まりの案内や報告を見て、とても

羨ましく思います。そのうち、必ずやそのうち

参上しますので、今しばらくお待ち下さい。ま

た御面倒を掛けますが、とりあえず案内や報告

だけは送つていただきたいのです。よろしくお

願いいたします。

29期  深井 嘉浩

せっかくのお誘いですが、添乗帰国後間もな

く、結局週末の勤務調整がつきませんでしたの

で、今回は不参加とさせていただきます。また

の機会をと思いますので、今後とも宜しくお願

い申し上げます。

30期  野田 和裕

残念ながら5/12は究極の家族サービス ?が

控えています.5/11に第 2子が誕生するので

す。 5/12はベルクハイムではなく、産婦人科

に宿泊します。残念ながらそういうことですの

で、よろしくお願いします。妻とこどもは、親

元にかえつているので、今は独身です。ときど

き、体力作りに励んでいます。
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◇10月 13日 (土)～ 14日 (土 )

◇参加者

0期田村昭夫 13期 …大島良治、辰野隆義、吉田穂積、吉本良治

15期奥名正啓、舟田節子、松林知- 16期北川隆次

15期  舟田 節子

メールは便利といつても、語を決める時には

間に合わない。中学生指導後もたついて、<あ

あ、ちょつと電話かけるには遅いな…でも、明

日にのばす訳にも…>と 、辰野オヤジに掛けた

のは 9月 11日 夜10時半を過ぎていた。予定通リ

10月 13日 決行とし、早速HPに、KUlV一 MLに
も流す。床についた時、日付は変わつていた。

(たぶん電話の時点でテレビには速報が流れて

いたはずである。)その夜多くの家庭がテレビ

に釘付けになっていたであろうことを私は知ら

ない。

翌朝、特大活字が朝刊を埋めていた。米国同

時多発テロの勃発。最新情報をとテレビをつけ

れば、何度も何度も繰り返される衝突シーンに、

崩壊シーン…。現実と思えない…。

でも、やるしかないサ。大出さんの時だつて、

やったんだもの。中止して事態がどう変わると

いうものではないのだから。

ただ、恒例のように参加した人達に、元気が

なかったのは事実。まだ毎日のニュースがテロ

事件のその後で始まる、そんな頃の山小屋酒場

であった。

今年の現役の小屋作業は、好天に意まれ順調

だったようだ。ダムサイ トが整備された事にも

びっくりしていた。だから私も、念のため、あ

ほらしと思いつつ「あの…犀川ダムヘの道の件

ですが」と、金沢土木事務所に確認の電話を入

「刷 り込み」って恐ろし

い。13期が技術集団であ

ることはさておき、15期

が指先しか使えない集団

であるのは、さておき、

食当に就かねばの脅迫観

念に捕らわれる。だって

ホラ、慣れないことすっ

から指先切っちゃった。

辰野  吉本

Jヒ 川

松林   大島 奥名

れたのだ。

「今週初めから通行止めになっていますJ

「重機が入るから、通れませんよ」

エーッ !?も う 。̈こんなのほんと、やつてられ

ない !でも、私だつて、年季が入つたのだ !

犀川ダム管理事務所に電話を入れる。職員は

ゲートに鍵のかかる前に入り、仕事後に通過し

ているとの返事。それ、通れるではないか !一

瞬安堵の息をついた私に、もう馴染みになった

所長さんは言つた。

「それ以上は、椿川さんにたのんまっし」

結局、集合時刻を繰り上げて、対処とした。

10月 13日 .松林さんの車で工学部へ。田村教

祖が早朝着でお待ち。でもそんな無理で、もう

風邪気味であられるよう。

北川さんを乗せて奥名さん登場。彼も今朝、

千葉帰りで、北川さんの電話がなければ寝過ご

していたかもとのこと。辰野さんも昨夜遅くの、

時刻変更の連絡の際に、まだ帰宅していなかっ

た…。別にこの小屋酒場、議が無理させている

というものではないが、仕事は控えめにしてお

かねば…。

電話で確かめてよかったといいつつ、走れば

どこが工事とも気付かずダムに着いてしまった。

(ほんと、やっておられん !)今日の厄介は長

物が 1本。前方に軽ジープが 1台。昨年標柱運

びを手伝つて下さった山下さんだった。
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彼はざっと7人と見るや、「荷物だけ乗せて

つたげるわいネ」「最後までつっこんで、鍵か

けんと置いとくさかい、出していきまっし」

行きは、食料があって重たいのに、急にラク

になってしまった。余計、厄介物になった長物
を醜く押しつけ合いながら、それでも3人ずつ

がぶら下げ前進.

当然ながら、あっけなく慰霊碑前に着き、さ

北川

辰野 吉田

グレードァップ

した流し

水上谷 (二つ日の切れ込み )

いつもはこの沢で休ん

でいたのに。通過

する t′ か…。

内・外、呼応して

通じ釘を。
理
螂
轟
■
．一二
●．■
■

●
露
一一一〓
書
・ま
三は
■
華〓

鮒 |

諄

:熟軌1縦勁IFiF

て水上谷をどう処理してあるかと前進すれば、

4本の導管の上に道路が通 してあった.はれ― !

ワンゲルにご縁が出来て以来の、平坦車道歩き.

「車道」は出島を廻り込み、あと少して吊構が

見える所まで延びており、そこに、山下さんの

車は停めてあった。

そこからも手作業での拡幅がなされており、

体軸を傾けることなく、倉谷に着いてしまった。

唖然。嬉しいような、もの足りないような…。

だから、早速実働が始まってしまった。春の

石楠花の宴では、お客様多数につき、内部を触

れなかった。今回、遠慮なしに、構造部をいじ

L亭

蒻
早1■.イ
瑯 |1寺
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くるようである.こんな時、私は、小間物の整

理に専念するのであるが….あれっと思った.

すごく綺麗に整頓されていたからである.女子

の入部の方が多かつたと聞いていたからヽその

せいかとも思つた。

でも、そのさらに 1カ 月後の現役 3回生との

懇親会で、聞いた。小屋作業の 1日 日、テント

のようなバラバラではなく、一つ屋根の下に全

員入ってワイワイがすごく楽しくて盛 り上がっ

たそうである。 (2日 日は見込み違いで、暗く

なってからの下山になり、大変だうたらしい)

水が出るし、水洗 トイレはあるし、テープル

コンロが使えるし、小屋って面白いと思ったと

いう。さらには彼らが 1回生の時、床がボスポ

スと穴があき、どうなるかと思っていたら、翌

年にはちゃんと自木の床に修復されていた。こ

んな事をやってくれるOBが 自分達にはいると、

親和感を増 したらしい。

この点は、辰野さんを筆頭の13期の皆さんに

感謝するしかない。「いざという時のOB」 な

ど、空手形である。活動やサポー トが、現役の

目に見えなければ、「OBが いる」ことにはな

らないのだ。

ただし、小屋酒場の時点では私はそれを聞い

ていない。大工仕事の間には合わないして、雑

巾を手にして、あれ、以前とちゃうぞと、感じ

たことだうた。

小屋の方はさわる程に傷みが露見してくるよ

うで、あるいは、余計に全体バランスが狂った

かも。

大島さんは、さらに流しの快適さにチャレン

ジしておいでたが、器用といおうか、遊んでい

いるといおうか…いずれワンゲル風システムキ

ッチンがお目見えするかもしれない。

その日は早々の就寝になった。久々の小屋酒

場だった大島さんが

「あれ ?も う寝るの ?」

と、がつかりしていたが、何せ体調不良に、テ

回事件の気欝に、明日は8時半前にはゲートを

通過できるよう、早立ちしなければならないの

事情があつた。したがって殺費を免れたカメム

シは多数が越冬できる棋様。

翌朝焦って歩いたのに、重機の影も形もない。

「上、日は工事せんのと違うか?J

ほんと、もっとまともな情報が欲しかった:家
人はまだみんな寝ていた。今日、ナカオのみん

なは、海谷山塊の駒ケ岳へ出掛けたはずだ。シ

ュラフをベランダに干す空が、青かつた。

Jヒ   陸   匡■    -  1999年 (平 成 11年 )1月 6日 (水 曜 日)
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四

―

一
八

リミ
の
カ
メ
ム
シ
科

に
属
す

る
昆
虫
で
、
ク
サ
ギ
な
ど
の
植
物

上

で
よ

く
見

か
け
る

が
、

果
実

（
カ
キ
、
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
）

の
害
虫

と
し

て
も
知

ら
れ

て

い

る
。と

こ
ろ
で
、
平
成
四
年

ご
ろ
だ

っ
た
ろ
う
か
、
河
内
村
内
尾
に
あ

る

●
か
る
さ
と
保
養
セ
ン
タ
ー

・

清
流
」
の
支
配
人
で
あ

っ
た
水
上

潔
さ
ん
か
ら

「
清
流
の
中
に
ヘ
ク

サ
ン
ポ
が
多
く
困

っ
て
い
ま
す
。

何
か
よ
い
退
治
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、

「
退
治
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん

」
と
返
事
を
し

た
記
憶
が
残

っ
て
い
る
。

平
成
九
年
の
十

一
月
に
も

「
家

の
中
に
ヘ
ク
サ
ン
ポ
が
多
く
て
困

っ
て
い
ま
す
」
、
平
成
十
年
の
十

月
に
は
鶴
来
中
学
校
の
教
頭
さ
ん

か
ら

「
教
室
内

に
ク
サ
ギ
カ
メ
ム

シ
が
入

っ
て
困

っ
て
い
ま
す
。
防

除
の
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

い
う
質
問
を
受
け
た
が
、
こ
の
時

も

一
方
法
は
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
素

っ
気
な
い
返
事
し
か
で
き

な
か

っ
た
。

ヘ
ク
サ
ン
ポ
、
す
な
わ
ち
ク
サ

ギ
カ
メ
ム
シ
は
、
冬
に
な
る
と
集

団
で
越
冬
の
た
め
に
家
屋
内
に
侵

入
し
悪
臭
を
発
す
る
た
め
、
不
快

昆
虫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
不
快
昆
虫
で
あ
る
ク
サ
ギ

カ
メ
ム
シ
は
、

「清
流

一
で
も
そ

う
で
あ

っ
た
が
、
日
当
た
り
の
良

い
場
所
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
で
、
ク
サ
ギ
カ
メ
ム

シ
の
生
態
の
い
く
つ
か
は
判
明
し

た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
ク
サ

ギ
カ
メ
ム
シ
の
防
除
方
法
は
確
立

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
が
知
り
た
く
て
、
東
京
農

業
大
学
に
お
ら
れ
る
カ
メ
ム
シ
類

の
専
門
家
で
あ
る
立
川
周
二
博
士

Ｆ
Ｉ
Ｉ
ト

こ
の
返
答
に
基
づ
け
ば
、
捕
獲

が
最
高
の
防
除
法
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

ヘ クサンポの異名を
も つ ク サ ギ ヵ メ ム
シ。悪典を発する不
快毘虫である

く
て
日
当
た
り

の
良
い
場
所
に

集
合
す
る
。
し

か
も
、
少
し
ず

つ
侵
入
し
は
じ

め
て
次
第
に
多

く

な

る

も

の

で
、
あ
る
時
侵

入
個
体
数
が
ピ

ー
ク
に
達
し
た

後
、
ま
た
減
少

し
て
ゆ
く
。
だ

か
ら
、
毎
日
侵

入
し
て
来
る
ク

サ
ギ
カ
メ
ム
シ

を
捕
獲
し
て
ゆ

け
ば
防
除
で
き

る
。
薬
剤
に
よ

る
防
除
は
不
可

能
で
あ
ろ
う
。

に
電
話
で
伺

っ
た
こ
と
ろ
、
次
の

よ
う
な
返
答
を
寄
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

一　
ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
は
太
陽
光
を

受
け
て
い
る
よ
う
な
場
所
、
言
い

県卜

窒
引

妻

欠
冬には集団で家屋内へ

ワ フ :ン グ ル 教 養 講 座

ホカメムンは、見晴らしが良くて日当

たりの良い場所に集合する。即ち、
ベルクハィムは、倉谷における、カ

メムシの最適シェルターである。

*ウ イスキー埋に捕獲ならびに、ロー

ソクによる執拗な火あぶりの刑…

期せずして、最適の防除法である。
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『山の坊』スキー場を訪ねて :(1～ 3期、同期会)

3期 西尾皓史

ワンダーフォーゲル発足の年の、第 ¬回目のスキー合宿は、湯煙の赤倉温泉で したが、

第 2回 目からは、『山の坊』に場所を移 し、民宿の吉田さん宅にお世話になることになつた。

吉田さん宅を紹介 してくれたのは、糸魚川出身の工学部 2回生 (当 時)田沢明夫君で、「大

変空いていて我々のスキー合宿には最適なスキー場である。」という理由で選んだのである。

それから数年の間は毎年、年末になると、吉田さん宅へ炊飯用具、食料、シュラーフ、

防寒具などを持ちこんでのスキー合宿が恒例となり、『山の坊』から帰らないとお正月が迎

えられない年が続いた。

その中で、昭和 35年 12月 のスキー合宿は今も強烈な印象として残っているので、当

時のクラブ誌『 Bergheim』 3、 にもう一度目を通 して見た。

その年は 12月 27日 に『山の坊』に入 り、雪の多い 4日 間のスキー合宿を終えて 12

月30日 お昼の 12時 30分平岩発の汽車で帰る予定であつたが、大雪に見まわれて平岩

駅を発車 したのが何と21時 40分、それから我々の乗つた汽車は大雪と悪戦苦闘の末、

糸魚川に到着 したのが夜中の 12時頃であつた。

しか しながら、ここで汽車はス トップして しまい頑 として動 く気配もない。お寺で仮眠

する者、買うつもりもないみやげ物店で暖をとる者、暖房の効かない列車の中でシュラー

フにもぐりこむ者などそれぞれに時間をもてあま していたが、そんな時、電灯もつかない

車両の中でおにぎりの炊き出しを頂いた時は、本当に美味 しいと感 じたことが今も思い出

される。

31日 の大晦日の午後 11時頃ようや く汽車は糸魚川駅を発車 して金沢へ向かったが、

途中で何度も停車 し、炊き出 しのおにぎりやお味嗜汁を差入れてもらいながら、金沢駅に

到着 したのが、何 と、 1月 3日午前 1時のことであつた。

■
■
一・一・一■
一

【旧 民宿 吉田さん宅前で】

岩井

Jヒ

下出 田村

鈴木  高島 仙田安 藤

佐々木 吉田さん 近所の人 吉田さん 登内 西尾

(主人)      (奥 さん)
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約40年前のこのような強烈な想い出を胸に、平成 13年 8月 25日 (土)午後 1時過ぎに、
12名のメンバーが」R平岩駅に集合した。全員が時間に遅れることなく集合し4台の車に

分乗して、先ず『山の坊』の吉田さん宅へ直行した。

吉田さんは民宿を止めてからもう何年も経過しており、現在は平岩駅の近くに住居を移

しておりますが、旧民宿の建物はそのまま残っていて、電気、電話、ガスも通じており、

夏の間だけは、『山の坊』の旧民宿で生活をしておられるとのことであった。

吉田さんには事前に連絡をしてあつたので、ご主人と奥様が暖かく迎えいれてくれ、西

瓜、とうもろこしを沢山テーブルに並べ、「西瓜もとうもろこしも山の坊で獲れたもので、

美味しいからどうぞ召し上がって下さい。」と勧めてくれた。新鮮てみずみずしく本当に美

味しかった。

また、吉田さんの、先代のご主人は昨年、94歳で亡くなられたと言うことでしたが、現
ご主人から当時のお話をいるいろと伺い、旧民宿の部屋にも入れてもらい、お風呂、いろ

りなどを覗いて見てみると40年前の記憶が懐かしくよみがえり、思わず胸が熱くなったの

は、私一人だけだったでしょうか。

それからスキー場を案内して頂きましたが、『山の坊』スキー場も開鎖されて久しく、ス

キー場跡は木が生い繁り、当時の面影を偲ぶには植林された杉の木があまりにも大きく育
ちすぎており、わずかに木立の間から見える緩やかなスロープが、スキー場らしさを訴え
ているようであった。

『山の坊』を後にした12名 は、一路、小谷村の来馬温泉「風吹荘」へ向かった。

学生時代によく利用した大糸線の汽車から眺望したあの頃の景色が懐かしく、車窓を走

る大きな山々の雄姿に、改めて感動した次第であった。

来馬温泉「風吹荘」は姫川を眼下に臨む小奇麗で静かな山宿であり、夕食は名物の手打

ち蕎麦、馬刺し、山菓などの山の幸に舌鼓をうち、地酒、地ワインを充分に堪能する事が

できました。

また、その日は我々のグループ以外の宿泊客はなく、夜遅くまで時間も年も忘れて、歌
い、踊り、そして語り合い、一見おじいちゃん風の集団が、変身して現役の学生がするよ

うな議論を大声を出してやっている、といったアンバランスな雰囲気に、宿のおかみさん

も腹をかかえての大笑い、「でも、同級生のお友違って良いわネ。本当にうらやましい :」

と、しきりにつぶやいておりました。

翌日は、朝8時 30分出発して、白馬村岩岳ゴンドラリフト“ノア"に乗つて岩岳山に

登り、山頂付近を散策したが、残念ながらガスがかかってぃたため、自馬連邦や唐松岳の

雄姿を眺望することが出来ませんでした。

お昼になつたので山腱駅に降りて、みんなで手打ち蕎麦を食べ、来年の再会を誓い合つ

て解散したのであります。

来年は、ワンダーフォーゲルクラブの生みの親、田村昭夫兄、鈴木兵―兄の故郷である

『会津若松』に集うことになり、期日は平成 14年 5月 18日 (土)19日 (日 )20日
(月 )に決定しました。

詳細スケジュールにづいては、鈴木 (案)が既に提示されておりますので、登内兄は、「早
く下見ツアーをやろうよ。」とうるさいが、雪が解けてからになりそうです。

さて、岩岳山麓で解散した後、鈴木、登内、岩井、西尾の年老いた4羽の渡り鳥は、「こ

のままA・6のは勿体無い。この大自然の中でもう一晩沈殿しよう。」と言うことになり、『大

町山岳博物館』を訪れた後、八方尾根のゴンドラ “アダム"の近くの八方温泉の小奇麗な
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民宿にお世話になることになった。

『大町山岳博物館』では、北アルプスの自然や登山に関する歴史などに触れることがで

きたが、中でも、井上靖の小説 “氷壁"に登場する切れたナイロンザイルがモデル展示さ

れていたのを、食いいるように見つめる4人の目は真剣そのものであつた。

八方温泉の民宿では、ゆつくりとお風呂を浴びて地酒、ビール、山菜をエンジョーイじ

ながら、まじめに来年の『会津若松』OB同期会の打合せをしたが、そうしているうち睡

魔に襲われて一人、二人と眠りについたのであります。

(参加メンバー)

第 1期 :仙田厚太郎

第 3期 :安藤道子 (旧 姓 :柿谷)、 岩井 修、北 正昭、佐々木美穂子 (旧姓 :宇野)

鈴木兵一、高島 誠、田村昭夫、登内郁夫、西尾皓史、

(特別参加)田沢明夫、

第 4期 (特別参加)下出明憲、

3期  岩井 修

会社を辞めたので “田村教祖よりでかいこと

をやります"と宣言してもう 1年が経ちました

。しかし現実は厳 しいですね。さまざまなポラ

ンティア活動をしていますが、山口の田舎では

でかい事はありません。

でも私は老いたりといえども “ワンゲル"で

す。歩くことが人生でした。今、 3才の障害児

(ケ ン君)の リハピリのお手伝いをしておりま

す。 “この子が歩けるようになったら"が私の

夢です。私が若い頃歩いたように、心臓の音を

聞きながらこの子が歩けたら、この子は素晴ら

しい夢を描けるのではないでしようか ?“鹿は

生まれた時から足跡を紡ぎ始め、死んだ時にそ

の足跡は途絶える。"40年前にそんな文章を、

シートン動物記の中で読んだ様な記憶がありま

す。

さて、話題を変えて “日本 IT革命"につい

て一言。日本日との lT文網盲率が政府の “日

本 lT革命"によりどれだけ改善されるか?!
T講習のポランティアを続けている私にとつて

、これも一つの問題です。来年からは政府の一

般大衆 !T教育予算が相当カットされるはずで

す。一年や二年で一般の人がパソコンが使える

【岩岳頂上付近】

1ヒ 鈴木

登内   佐々木

下出 仙田

西尾 田沢

安 藤

田村

ようになるわけがありません。いわゆる竜頭蛇

尾となる可能性が大きいと思います。ポランテ

ィアによるフォローが必要と考えてやつていく

予定です。ここにも “地球を我が縄張り"とす

るワンゲルの出番があります。

しかし、何をやるにしても “人"が問題です

。人間性、哲学、宗教…若きワンゲル達よ “夢

"を持ち続けて下さい。老いたワンゲル達よ “

夢"を忘れないて下さい。

宮島ハイク lTボ ランティア

::琴颯 ‐|ず■・
‐・ ■.∵
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寮 歌 祭

0期   田村 昭夫

11月 23日 に、日本寮歌祭祝賀会に参加させて

もらった。四高の大先輩方達と声高らかに「南

下軍」と「北の都」を歌ってきた。

寮歌は大きく分けて、 4種類に分けられるそ

うだ。その代表として、一高は自治、三高は勤

勉、三高は自由、四高は抒情である。他校の寮

歌は全て、これら4校の寮歌を範として作られ

ている由。

加藤登紀子さんが特別ゲス トとして招かれて

いたが、彼女が最も好きな寮歌は、わが四高の

「北の都「だと云つて、ギター片手に歌つてく

れた。参加者約 300名 の全員合唱となってしま

った。

もぐりのニセ四高生の私を加えて、四高勢12

名は特別な感慨をもって歌ったことは云うまで

もない。 “吾永遠に緑なる"を この時ほど、誇

らしく歌つたことがなかった。

日本寮歌祭は、今回40回を以て終了し、今後

は「日本の高等教育を考える会」として、政府

に教育改革に関する提言をする民間団体として

生まれ変わるそうである。

寮歌を一部の旧特権階級のノスタルジーで終

わらせてはいけない。教育問題こそが、旧制度

から問い直されなければならない。

檄

今の日本に志のある人間がいない。サラリー

マン社会に生き残る為に、志を捨ててしまった

。日本は今、世界中から、その無規範さ故に、

軽蔑されている。

このような日本に 1′ たのは、我々、60年代安

保世代の責任である。その次は、70年代安保世

代、つまり団塊の世代。

平成革命は、両安保世代が起こすべきだと思

う。日本革命軍は今こそ国会に乱入して、政治

屋達を縛り首にして、その勢いて霞が園を襲い

、本つ端役人達を血祭にあげる.

総決起の日は、平成0年○月0日 とする。ワ

ンゲルOB、 OGの諸君 !暴徒達の先鋒となっ

て、私について来て欲しい。

諸君 !体を鍛え、知力を磨いて、その日に備

えてくれたまえ。

人生古へより護か死なからん

丹心を留守して汗青を照さん

文天祥

グ ア ス で 思 う

長女の結婚式で11月 末にグアム島へ行つた。

結婚相手は現知人でないのに、何故か式はグア

ムなのだ。おやの財布を思ん計つてのことなの

だろう。家族だけのミニ結婚式だつた。

ホテルの庭に建てられた小さな教会堂で式は

執り行われた。式が始まる間際に駆け込んでき

たのが、腕に刺青した米海軍兵隊員のニセ牧師

。簡単な式が終わつて、シャンベンで乾杯。そ

の間15分。

グアムの海は美しい。環礁で波頭が砕け、岸

近くの浅瀬は淡青色である。

浜辺に白い安楽椅子があつたので寝転んでい

たら、30ド ルくれと云われた。折角のいい気分

が壊された。

波打ち際ではモヤシのような日本人の若者達

がはじゃいていた。

その横を行つたり来たりしている、網を肩に

したマッチ ョがいた。 1回の投網で、100nほど

の魚が10匹 も獲れれば良い方だ。網からこばれ

、白い砂浜に跳ねる小魚を、嬉々として拾う母

と子を、満足気に眺めているマッチ ョ。

50年前の日本にもこのような光景があつた。

次回グアムに来る時は、永住権をとってこよ

う。そして、横井庄一さんの後継者となろう。

署中お見舞い申し上げます。

涸沢での写真は良いですね。私の方はロンド

ンのテムズ河畔での写真をお送りします。ロン

ドンに新しく親戚が出来ました。次女の旦那の

実家です。最近はイギリスに嵌まっています。

同封の「改革」原案は小泉首相に送付 したも

のです。乞御批判。

自山に今年も行きた <存 じます。   敬具

「国は経済によりて滅びず、

敗戦によりてすら減びず、

指導者が自信を喪失し、

国民が帰趨に迷うことによりて滅びる。」

中野正剛 (政治家)

[日本改革十ケ条]

原案 田村昭夫 (64歳 )

1、 私有地を国家へ返還。

1、 金融業とその関係者の財産没収。

1、 老人医療廃止及び安楽死認可 (65歳以上 )

1、 都会老人の農山村疎開。

1、 自家用自動車の廃上。
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[日 本の教育改革五ケ条 ]

原案 田村昭夫 (64歳 )

授業料は成績不良学生と社会人学生から徴

収して、教授と優秀学生がそれを使う。

(高等教育)

子供の教育は本来親の務めである。教師の

役割はその補佐とする。

(初等・中等教育)

入学試験・卒業証書を廃止する。

初・中等教育修了後、高等教育予科 (独 :

ギナジウム)と職業教育校 (独 :リ アルシ

ューレ)に分離する。

文部科学省を廃止し、教育は民間又は地方

自治体にまかせる。

パ
ン
サ
役
を
演
じ
て
く
れ
た
後
輩
と

金
沢
は
学
生
を
大
切
に
す
る
所
だ
と

両
親
か
ら
聞
い
て
い
た
私
は

「学
生
な

ら
何
を
や
つ
て
も
許
さ
れ
る
」
と
勘
違

い
し
て
、
今
思
う
と
全
く
恥
ず
か
し
い

こ
と
ば
か
り
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
愚

か
な
こ
と
を
大
真
面
目
に
や
り
、
大
学

在
学
Ю
年
間
と

い
う
当
時
で
の
新
記
録

を
立
て
も
い
た
し
ま
し
た
。
教
養
部
で

７
年
半
、
専
門
課
程

（工
学
部
工
業
化

学
科
）
２
年
半
で
す
。
従

っ
て
教
養
だ

け
は
た

っ
ぷ
り
身
に
つ
け
た
？
つ
も
り

で
す
。

そ
の
間
、
金
沢
の
人
達
が
愛
し
た
四

高
生
を
私
は
後
輩
と
し
て
演
じ
続
け
て

き
ま
し
た
。

「善
の
研
究

一
を
読
み
、

井
上
靖
の
足
跡
を
た
ど
る
日
々
で
し
た
．

し
か
し
、
そ
れ
は
幻
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
時
の
流
れ
に
逆
う

「ド

ン

・
キ
ホ
ー
テ
」
で
し
た
Ｇ
サ
ン
チ
ョ

年金制度の廃止。

大学の地域化、民営化

国内廃棄物の再生、再利用。

(原材料の鎖国)

京都へ首都返還。

大統領制度の導入。

1、

1、

1、

1、

1、

1

1

北辰 (四 高同窓会報)No 41よ り

◆
植
れ
の
四
高
生

田
村
昭
夫

（金
大
Ｏ
Ｂ
）

私
の
母
方
の
叔
父
は
昭
和
１０
年
春
、

四
高
に
入
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
５

月
に
大
門
山
登
山
し
た
折
の
怪
我
が
元

で
急
逝
し
ま
し
た
。
現
在
８５
歳
の
母
の

す
ぐ
下
の
弟
で
岡
田
正
俊
と
言
い
ま
す
。

長
男
で
も
あ
り
秀
才
の
誉
れ
高

い
叔
父

だ

っ
た
由
。
私
は
叔
父
が
亡
く
な

っ
た

次
の
年
、
昭
和
Ｈ
年
に
母
の
実
家

（金

沢
市
木
町

一
番
丁
百
番
地
）
で
誕
生
し

ま
し
た
。
昭
和
３０
年
に
金
沢
大
学
に
入

学
し
た
私
は
母
の
実
家
に
下
宿
し
て
、

祖
父
祖
母
に
正
俊
叔
父
の
生
ま
れ
代
わ

り
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
た
学
生
時
代
で

し
た
。

共
に
幾
度
か
現
実
の
悲
哀
を
味
わ
い
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
４０
有
余
年
、
平
成
１２
年
Ｈ

月
２３
日
、
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た
日

本
寮
歌
祭
祝
賀
会
に
友
人
に
誘
わ
れ
て

参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
私
は
寮

歌
の
虜
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
私
が
抱
き
つ
づ
け
て
い
た
四
高
生

の
姿
は
決
し
て
幻
で
は
な
か

っ
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
春
の
西

丹
沢
フ
ア
イ
ア
ー
寮
歌
祭
で
は
、
東
京

四
高
会
の
皆
様
方
に
や
さ
し
く
迎
え
入

れ
ら
れ
て
、
感
動
に
涙
し
な
が
ら
共
に

歌

っ
た
寮
歌
の
数
々
で
し
た
。
私
は
命

あ
る
限
り
、
寮
歌
に
濃
縮
さ
れ
た
青
春

の
理
想
を
唱
い
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

正
俊
叔
父
が
天
国
か
ら
見
つ
め
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
。

（会
津
若
松
市
在
住
）

-77-

・〓緯
¨

11■ 11‐

‐
:  ‐

11111   ‐



檄

寮歌祭行脚に励む

田村教祖

加藤登紀子と

日
本
寮
歌
祭
四
十
年
　
往
年
多
感
至
醇
の
三
春
秋
を
追
懐
し
　
同
侍
相
擁
し
て

玉
杯
を
奉
げ
　
三日
春
に
莫
し
て
放
歌
高
吟
　
薬
々
た
る
撃
鼓
に
和
し
て
　
抜
山
蓋

世
の
正
気
を
牧
弘
し
来
れ
り

漸
く
に
し
て
　
同
儒
悉
く
老
境
に
入
り
　
玄
に
其
の
幕
を
開
ぢ
ん
と
す
　
是
に

於
て
　
原
点
に
還
り
　
有
終
の
美
を
済
さ
ん
と
す
る
は
何
ぞ
や
　
蓋
し
　
憂
國
の

至
情
　
凝

っ
て

一
九
と
な
り
　
祖
國
再
生
の
礎
と
な
ら
ん
と
す
る
に
非
ず
や

吾
人
は
　
其
の
青
春
を
戦
火
の
中
に
喪

へ
り
　
一
旦
の
敗
戦
　
塗
炭
の
苦
し
み

を
脱
し
て
　
半
世
紀
の
間
に
　
東
亜
の

一
角
に
復
興
を
遂
げ
た
り
と
雖
も
　
吾
悟

百
年
の
後
を
思
へ
ば
　
正
に
辣
然
た
り
　
教
學
の
道
碩
廣
し
て
　
道
義
を
遺
れ
　
一

億
の
民
　
萄
且
模
索
し
て
　
其
の
趨
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
　
今
ぞ
畷
然
起
っ
て
　
大

義
に
立
ち
　
し県
の
獨
立
を
回
復
す
る
に
非
ず
ん
ば
　
國
際
場
裡
に
孤
立
し
て
邦
家

百
年
の
生
命
を
喪
ひ
　
亜
細
亜
の
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
と
終
る
に
至
ら
ん
　
斯
く
の
如

く
ん
ば
　
何
を
以
て
百
萬
の
英
雲
に
應

へ
ん
や

彼
を
思
ひ
　
此
を
按
ず
れ
ば
　
茫
然
己
を
失
ふ
に
近
し
　
大
起

一
番
　
神
尾
の

勇
を
振

っ
て
　
歴
史
の
大
道
に
　
雄
々
し
き

一
歩
を
進
め
ん
哉

平
成
十
二
年
十
月

日

本

寮

歌

祭

次

檄御
挨
拶

委
員
長
　
神
津
康
雄
…
１

顧
間
名
簿

出
場
校
寮
歌

87  86  84  83  82  82  42  33  32   3

蛍
の
光
ほ
か

広

告
役
員
名
簿

協
賛
者
名
簿

実
行
委
員
名
簿

運
営
委
員
名
簿

日
本
寮
歌
振
興
会
規
約

平
成
十
二
年
度
各
地
寮
歌
祭

参
加
校
座
席
配
置
図

響琥 |評1象hf:ζ億
魃 仄

灯11

日
本
寮
歌
祭
嗜
史
…
。
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2001年 15期 会

顛 末 記

15期  鈴木 良紀

21世紀最初の15期会は11月 24～ 25日 、主幹事

鈴木のフイール ド北摂で、昔ながらのメンバー

の協力・天候に恵まれ、充実した時が過ごされ

ました。来年は金沢、北海道の 2ケ所で開催さ

れる予定になっています。

行事を滞りなく終える事ができ、ほっとした

鈴木が、本業 (産婦人科診療所)のスタッフ連

の正月勤務のやり繰 りに頭を悩ましているおり、

同期の元マ ドンナ、現カリスマ ?の舟田節子嬢

からレポート提出の内示が下されました。机の

上に放置していましたが、月末 。月始めの仕事

が一段落した今、嫌いな作文作りのためワープ

ロに向かつている次第です。

最近新聞の統計を見て不思議な思いにとらわ

れています。50代の男の 1割は未婚 (15期 は全

員伴侶に恵まれている。)、 5組に 1組は離婚

が現実であるそうな。

互いの伴侶も飲み仲間にし、それであたりま

えに思ってきた私には意外な数字なのです。

(も っとも、今回参加の女性軍は、彼女らの寛

容と忍耐を強調 していたそうな。おかげで離婚

のうわさを開かない。男性軍の相手を選ぶ眼の

高さのゆえか ?)

昨年の自山行で、初めて私が次回の主幹事に

指名されました。大学時代、人の立てたバーワ

ン企画に乗つかるばかっりだった私を指名する

事は、同期の諸君にも冒険だったと思います。

私自身不安でした。高村さんの

「大山崎山荘て行つた事ないけどいいらしいよ」

松林 鈴木 高村 鈴木 松林 松縄 坂尻 宇野 間所 宇野

の一言でポイントは山崎に決めました。それま

でに2回行つているので、土地勘はあります。

ゆとりを持って計画するため、 1年以上先、秋

の紅葉の時期にねらいを定めました。

次の難物は宿泊先・宴会の設定です。京 。大

阪の間ゆえ、交通便利なホテルは多々あります

が、宿舎で飲み明かすスペースを確保 しづらく、

街に出ると高くつきます。高槻に名物料理旅館

がありますが、郊外の上、ワングルの予算では

おさまりません。民宿でもないかとガイ ドブッ

クを見て初めて知ったことですが、大阪府下に

民宿はありませんでした。

結局以前から眼をつけていた、茨木市営竜王

山荘に、夫婦そろつて下見に行きました。地元

グルメガイ ドには一押 して載つていますが、亀

岡市との市境近い山奥まで、食べに行き酒を飲

むと日帰りできず、利用した事ありません。清

潔で風呂が思ったより広く、一応及第としまし

た。

しかし、車がないと宿に入れません。金井・

宇野君に車を提供してもらう事でプランがなリ

ました。 JR東海道線山崎駅近くの観光に車を

動員するという奇妙な計画です。 (の ち山崎駅

周辺に荷物を預ける所が無く、荷物置用に車を

持ちこんだ方が便利と判りました。)

茨木―山崎間には渋滞の名所がありますので、

抜け道を多々研究しましたが、結局日曜朝 9時

頃渋滞はさほどではなく、正道を走る事になり

ました。

当日、参加者は佐野・松縄・金井・祖父江・

舟田・高村・坂尻夫婦 。同所夫婦・松林夫婦・

宇野夫婦・鈴木夫婦の16名です。他にも参加予

定者がいましたが仕事の都合などで残念ながら

来れませんでした。

夕食後館内のカラオケルームを占拠。宇野・

佐野君等の選曲が昔の歌ばかりで、不思議なノ

スタルジアの世界にひたりました。部屋に帰り

もうしばらく歓談した後、久しぶりに佐野マス

ターの紅茶をいただき就寝。

翌朝、朝食後も、15期専属マスターの香り高

いコーヒーを頂戴しました。

会い集い、一緒に雑魚寝するだけで満足なの

に、ワンゲル同期会の場合、観光プランにも幹

事の評価がかかります。

観光ノルマを実行すべく、朝 8時半に私の車

を先頭に5台を連ね、宿舎を出立しました。

下見済みのコースを快走。国道を離れ後続の

車を待つと、後に付いてきた松林車から一言

「速すぎて後続がついてこれてないがや」。

あわてて、昨日もそれなりに役にたつた携帯

電話連絡網を駆使。ばらばらの道を走つた後続祖父江  間所 金井 佐野  舟田
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たかが無味無色アルコールでも30年たつと、コク

と味わいがでてくる。いわんや人生おいてをや !

車の方が、先に山崎の駐車場についた事が判明、

合流できました。

サントリー山崎蒸留所見学・無料試飲へ。下

見、及びバンフレットで 1時間20分のコースが、

先方の都合で50分 に圧縮され終了。「こんな時

間に昼食会場に連込んでも、食べられへんで」

と、販売見本の古樽製椅子に座り込んでしまっ

た私。

金井君が救つてくれました。あらかじめ下見

をしていた彼は、テスティングコーナーに眼を

つけており、 “大学入学年度1970年物の原酒を

仲間と味わう"と いう彼の企画を実行。気がつ

けばテスティングコーナーを、笑いさざめき、

眼をかがやかせ頬を赤らめた同行者―行で、占

拠していました。             _

鈴木 祖父江 鈴木 佐野 宇野 間所 間所

-80-

昼食は、以前伴侶が利用したことがあるとい

う湯葉料理屋。ここで、次回は「毎度遠くて参
加できないJと いぅ北海道の渡辺君に、幹事を

回し、押し掛ける…も、決まりました。

午後からは紅葉の大山崎山荘へ。美術鑑賞の

前に、昨日の宴で食べきれなかった持ち寄り食

料を、舟田嬢以下女性軍の手で衆人監視の下、

芝生広場で山分け。早退の佐野君に、比田井君

の13回忌用に、会費残額と、カンパを委託。

さあ、メインの山荘へ。ミロの彫刻、モネの

絵、バーナードリーチの陶芸 etc。 諸君、諸

嬢20分も巡り歩くと、もう飽きられたようで。

何といってもワンゲルの同期連ですから。それ

でも、芸術の秋を堪能いただき、仲間の教養ア
ツプに貢献できたかと。

踏切を渡れば、右 JR組、左駐車場組。安堵

と寂しさと、また来年もの期待で手を振った、

鈴木夫婦でした。

2001年 ワンゲル 15期会参加の皆様ヘ

各地から御多用の中、はるばる当地へ来てくだ

さり有難うございます。皆様の御協力と天気に恵

まれ、つつがなく終える事ができ幹事ほっとして
います。多くの方からわざわざ帰着の連絡をいた

だきました。皆様強行軍にも関わらず無事帰着さ

れ一安心です。坂尻君のジャケットも竜王山荘で

保護されていたそうです。

坂尻君が能登で会を催した時から、幹事の役が

巡ってきたら竜王山荘を利用しょうと考えていま

した。当時は東海自然歩道を歩かそうと無茶な案

でした。いざ幹事の鉢が回つてきた時、山崎に結

びついたのは高村さんの一言がきっかけです。ラ

フなプランで車移動時の トラブルを懸念していま

したが、小生のミスを各 ドライバ が機転でカバ

ーしてくれました。感謝しています。

私自身は日常の煩雑さから逃れ、計画作成 。資

料収集という非日常の時間を持つ事ができ、立案
の段階から楽しめました。

今回総費用を安く押さえる事ができ、石田君の

十三回忌費用に一万三千Fl回 した以外に四千円程

余しています。次国会合時幹事に渡します。

強行軍で風邪をひかれたり、こじらしたりされ

ていない事を願っています。また次国会える事を
i

平成 13年 11月 29日
鈴木良紀

宇野 金井 松林 坂尻 松林 高村 舟田 坂尻

リス
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50歳のウオーキング事始

15期  松林 知一 (石川県野々市町在住 )

伊能忠敬が測量器をかついで歩き始めたのは 50歳のときだつたといいます (実際は 55

歳だつたが、お上には許可がもらいやすいように 5歳若く申請 したらしい)。 家業を息子に

譲 り、単身で江戸へ出て、文字通り第 2の人生をスター トさせたのです。以来、日本全国

を歩き回り、わが国初の本格的な測量地図を作 り上げたことはよく知られていますが、11

月に封切られた映画 「伊能忠敬一子午線の夢」 (主演 :加藤岡1)を見ると、あの時代に蝦夷

から屋久島まで、何度も死ぬような目に遭いながら、延べ 17年、約 4万キロを、よくぞ歩

き通 したものだと感動を覚えます。

北目街道参動交代の旅

そこで私も50歳 という人生の節目の年を迎えて、新たな一歩を踏み出すことにしました。

新聞社をクビになり知的障害者の施設で働 くことになったのも、その第一歩を踏み出すた

めの何かの奇縁であろうと勝手に解釈したのです。なにしろ、それまでの 非人間的な労働

環境から一転して、人間らしい生活を送れるようになつたのです から。

第一歩は、わが家のすぐそばにある野々市町文化会館 (フ ォルテ)前から踏み出しまし

た。フォルテは旧北国街道に面しており、右へ行けば野々市の中心部を通つて金沢城下へ。

左へ行けば松任、小松、大聖寺を経由して近江から京、または途中、本之本から関ヶ原、

中山道を通つて江戸へとつながっているのです。

金沢城下から倶利伽羅峠を越えて江戸へ向かう道を下街道、逆に近江へ向かう道を上街

道というのですが、加賀藩主の参勤交代はほとんどが下街道経由だつたそうです。 (記録で

は、江戸時代の参勤と交代を合わせて全部で 190回のうち 181回が下街道、他に中山道経

由 5回、東海道経由4回 )

で、私の一歩も下街道をできるだけ忠実にたどつて江戸の日本橋をめざすことにしまし

た。名付けて「北国街道参勤交代の旅」の始まりです。腰には万歩計、手には国土地理院

の二万五千分の一の地図とコンパク トカメラ、背中のザックには傘とポカリスエットのペ

ットボ トル 2本とおにぎり3個を入れ、一人寂しく (?)歩き出したのです。

たった 18キ ロでダウン

参勤交代の前田のお殿様は、江戸までの 120里 (約 480キ ロ)を 12泊 13日 で歩いたと

いいます。一日におよそ 40キ ロ。今のわれわれに比べるとかなりの健脚と言つていいでし

ょう。ところが私は、というと、野々市から金沢までの最初の 6キ ロは元気いつぱいに歩

けたのですが、大樋町の松門 (金沢城下の入り日)を過ぎて森本へ着くころには トボ トボ

歩きとなり、森本の跨線橋を波つて下日往還の松並木 (北国街道沿いに植えられた当時の

松並木=県史跡)から花園にかけては足を引きずる状態となり、津幡にたどりついた時に

はもう一歩も歩けないありさまでした。野々市～津幡間は、たつた 18キ ロしかないという

のに、です。

これではとうてい江戸までたどり着けそうもないので、心を入れ替え、毎日の トレーニ

ング (ウ オーキング)に励むことにしました。そこで導入したのが「12週間 30万歩プログ

ラム」です。
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12週日 30万歩プログラム

これはミズノのホームページで提供しているプログラムで、段階的にレベルアップしな

がら、とにかく 12週間で 30万歩を達成しようというものです。ホームページを開いて会

員登録をすると (も ちろん無料)自 分だけのカレンダーを使えるようになり、このカレン

ダーに毎日の歩数を記録していけば、 トータルの歩数と歩行距離がたちどころに分かると

いう仕掛けです。5万歩、10万歩、20万歩と節目に到達するごとに、事務局からは激励の

メールが送られてきます。逆に一週間書き込みをしなかつたら、安否を確認するメールが

届きます。つまり、いつたんプログラムをスター トさせると、続けぎるを得ないようにな

つているのです。

その上、意思の強い (?)私のことですから、途中で挫折することなく、日標より2週

間も早い 10週 目に 30万歩を達成することができました。ミズノ事務局からは、開くとク

ス玉が割れフアンファーレが鳴り響く「お祝いメール」が届きました。

この間、野々市町の健康のみち「富樫の里コースJ(一周 4.3キ ロ)と 「白山やまなみコ

ース」(3.8キロ)、 この二つを組み合わせてさらに距離を伸ばしたオリジナルの「上林コー

ス」(9キ ロ)の 3本をせつせと歩き、職場でも昼休みに施設の周辺 30分の散歩を欠かさ

ずに歩数を積み上げていきました。

235万歩、1000キロに

こうして 30万歩プログラムは終了したのですが、不思議なことに、毎日のウオーキング

は終わらずに習慣となつて今日まで続いています。

ミズノのホームページにはウオーキングカレンダーのほかに「ランクボー ド」というコ

ーナーがあつて、カレンダーに書き込んだ歩数を通算して毎日、その月の順位が掲示され

ます。もちろん、みんなニックネームですので、自分の成績は自分にしか分からないので

すが、全国の会員の中で自分が何番目に位置しているかが分かるというのは、ちよつとし

た刺激です。一日さぼると、たちどころに順位が大きく下がります。一日5000歩なら順位

は変わらず、8000歩でようやく何番か上がるといつた感じでしようか。

第一歩を踏み出して一年余。平成 13年 12月 29日 現在の総歩数は 235万 3042歩、歩行

距離は 1898キロとなつています。伊能忠敬の 40∞ 万歩、4万キロとは比べるべくもあり

ませんが、自分では「よくやつたなあ」とほめています。いつの間にか、金沢～江戸間を

2往復した距離を歩いていたのですから。

最大の障豊は?

ところで、その「北国街道参勤交代の旅」ですが、実は直江津で足踏みしているのです

(実際のルー トは直江津には入らず、その手前から右に折れて高田城下を目指すのですが、

その日のスター トとゴール地点の出入りに列車を利用せざるを得ないため、 JR直江津駅

を仮ゴールとしたのです)。 ここまでは毎回日帰りで距離を伸ばしてこられたのですが、信

越線に入ると日帰りでの踏破は困難になります。できれば 2泊 3日 、せめて 1泊 2日 の計

画で一気に進めたいところなのですが、ここに来て、大きな壁が立ちはだかりました。

それは、わが家の「山ノ神Jです。私も一時は抱き込むことに成功したのですが、山ノ

神は2週間私といつしよに歩いても体重が減らなかつたことから、あつさりやめてしまつ

たのです。せつかくウオーキングシューズやウエア、万歩計などの道具を買いそろえたの
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に、何と言う無駄遣いでしよう。それだけならまだしも、私が天気のいい日曜日になると

一人で「参勤交代の旅Jに出るのを、冷ややかな目で見るようになつたのです。たつた2

週間、それも二日30分程度のウオーキングにつきあつたぐらいで体重が減れば苦労はしま

せん。まつたく、どうしたらこの「山ノ神」のご機嫌を取ることができるでしょう?

夢は四目壼路の旅

でもまあ、この旅も最難関の規不知を越えて半分まで来たので、そのうちに日本橋ヘゴ

ールできるでしょう。本当は日本橋にゴールしてから、みなさルにご報告したかつたので

すが、「いつになるか分からない」との編集長の判断だつたようです。

日本橋にゴールした後は、引き続いて東海道、中山道と踏破し、最後は四国ノヽ十八カ所

1欄Юキロのお遍路に出たいと念じています。お遍路を無事結願したそのときには、あらた

めてみなさんにご報告させていただきたいと思つています。十年後を楽しみにお待ちくだ

さい。

(了 )

※ご参考までに、ミズノのホームページアドレスは以下の通りです。ウオーキングコー

ナーの「ランクポード」を開いて「きぼうにん」というのが私です。激励のメール等いた

だければ幸いです。

httD://800COmomizulllo.CO.iD

15期  横井 裕子

ずっと気持ちの中で大きく立ちはだかつてい

た 7回忌を、先週の日曜日、丁度命日の日に、

佐屋の家で無事に終えることが出来ました。

子供の部活や夏期講習などで日程が変わつた

り、東京の父が入院したりとアクシデントがた

くさんありましたが、なんとか家族全員で当日

を迎えることが出来てほつとしています。

奥名さんに15期会の皆様からのお心遺いを送

ってぃただきました。いつも温かく見守つてい

ただいて本当にありがとうございます。忙しさ

を理由に、ご無沙汰と失礼を繰 り返してしまつ

ているので、昭次さんに怒られてしまいそうで

す。

フルタイムで働くようになつてからは、毎日

が精一杯で精神的にも身体的にも余裕がありま

せんが、幼稚園だつた三女も来年は中学生にな

るので、少しずち変わつてくるかなとも思つて

います。

今年の法事を一区切 りに、また新しい気持ち

で頑張つていきます。これからもどうぞよろし

くお願いします。とりあえず、お礼まで…。皆

様にどうぞよろしくお伝え下さいませ。

8月 19日

幻 の 同 期 会

23期  石地 隆司

新年おめでとうございます。年末に大掃除を

していたら、レターケースの中からこの葉書が

でてきました。メールア ドレスの追加を送つた

はずなのに何で載らないんだろう?と 思つてい

たら、こういう訳だつたんですね。たぶん裏に

何書こうと思つて置いたのをカミさんがケース

の中に紛れ込ましてしまったようです。せつか

くなので、賀状として送りました。

23期は今年は金沢支部主催で同期会をやつて

くれるはずです。関西支部は年末恒例の忘年会

(2000年の)を草津でやる予定です。

(以下は、同期会報告は護に?の返事 )

23期 名倉 均

残念ながら、宿予約係であつた「中川Jが 日

を間違えたため、 (皆 には 7月 下旬とアナウン

スしたが、本人は、 8月 下旬と思い、宿を予約

していた)今年はポツになり、来年、改めて開

催になりました。 8月 下旬では、皆の都合がつ

かなかつたので。           
｀
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お イ更 り

元顧問 松尾 秀邦

拝復  “やまざと"‖o.14拝受致しました。

名簿を見ていると、音を思い出します。当時の

部員の方々が社会を牛耳つている様子が伺えて

懐かしく拝読致 しました。

ところで、金沢市の委員会の席で定塚君や中

川君とご一緒に過ごされた様で、彼らには小生

の若い時の悪事 (?)の数々を知り、さぞや…

と存じます。これからも何かと会をもたれるこ

とと思いますので、よろしくご放声下さい。

左膝を痛めてもう山歩きは…と断念しており

ます。まだ車は動かしますので、たまには違出

します。 (往復 200肺はありません)

年末ご多忙中のところをお騒がせ致します.

よいお年をお迎え下さい。   頓首

(編者注 :筆者は昨年から金沢市環境保全審

議会委員を引き受けることになった。器も何も

やつてみるのが、一番わかると、受けたまで。

居並ぶおじ様方の肩書きからは、明らかに格落

ち。男女共同参画の時代の流れのとばつちり !

と割り切つたものの一視察旅行中の長い同席時

間を、どないしよ…であった。

それが何と皆さん、松尾先生のご後輩ばかり

…というか、毒気に当たったことのある方ばか

りだつたのである。私達の視察旅行の間中、は

るか松山の地で、くしゃみを運発しておいてた

としか思えない。という訳で、思いがけぬ同窓

会気分を味わつてしまった。その話を同封して

会報をお届けした。 )

8期  伊予 欣二

立秋、盆が過ぎても連日この暑さは…という

大阪の毎日です。

今年から少し山歩きをということで、奥さん

の山歩きに同行して、少し歩いています。高三

郎の石楠花を見には行けませんでしたが、今年

の山歩きで、花を楽しませてもらつています。

7/20～ 22の連体に、どこへ行こうかと迷つ

ていたのですが、赤石、悪沢岳や餓鬼岳が候補

に上がっていたのですが、結局自山になりまし

た。直前に、室堂、南竜に■を入れても、予約

はすでに満杯。まあなんとかなるさと用意にか

かると、飯金が見当らず、久しぶりにコッフェ

ルで飯を炊くことになったりの準備 .

7/20 大阪吹田を5:30に 出発.途中 トラック

の自己などもありましたが、10:00市ノ瀬着。

バス待ちなどもあって、別当を出発したのは11

:30。 普通のベースで甚之助の小屋跡でのたっ

て、15:00前に小屋に到着。小屋を覗くと、先

客は 1バーティ4名のみ。昭和38年に自山オー

プンのボッカで小屋に泊まって以来の甚之助小

屋泊まり (最後は定員オーバー)。

久しぶりの炊飯となりましたが、コッフェル

の底がボコポコで焦げが真っ黒の仕上がりにな

り、何とか無事食事終了。早々と就寝。

7/21 3:30起床。4,30出発。のんびりとエコ

ーライン経由で、お花を楽しみ乍ら、室堂へ、

6:00前 に到着。前日のゴハンの残りに餅入りお

じや。ザックを室堂に置いて、お花畑巡りのワ

ンデリングヘ出発。 (ザ ックは3人で 1個だけ

に。ちなみに、メンバーは私と奥さんと、奥さ

んの山友達の 3人 )。 こんな時期に自山へ来た

のはほとんどなく、こんなに花を愛でてのんび

り歩いたのは初めての白山??
コバイケイソウがこんなにカワイいらしいと

思ったこともなかつたし、自山石楠花がこんな

に咲き誇つているのも初。 (去年は雪が多くて

、8/4,5,6で もきれいだったのですが)

黒百合に4つ も花をつけているのを見たのも。

ビークには一つも立たず、お花畑巡り。お花松

原まで足を延ばし、さらに平瀬道の方ヘカンク

ラ雪渓を覗きに行き (雪はありませんでした )

展望台コースを少し歩いて、8:00～ 17:00頃ま

でノンピリ歩きました。

この日の夕食はコッフェルの底の平らなやつ

てキッチ リ炊き上げました。室堂は運休 2日 日

で何とか泊めてもらえそうで、 2人分で 3人と

いうことで、私は玄関の板間でユックリ寝まし

た。 トイレに行く人の戸の開け閉めがうるさか

ったですが。

7/22 3:30起床、4:30出発。15:10市ノ瀬着

今回の大汝峰が初めてのビーク。ここで北ア

や自山北部の山を眺めてノンピリユックリ。

帰路はお花を眺めてノンピリで釈迦道を。人

も少な <、 砂防や観光の道とは違う、本来の山

を楽しみながら、 2つ 日のビークが釈迦前岳の

みと、最後の車道を除けば、素晴らしい山歩き

で した.最後に永井旅館でユックリ汗を流して

終了.

報告が一つ。白山に「コマクサ」 ｀

お池巡リコースの千蛇ケ池の室堂よりの所に

2株花をつけていました。 (見付けたのは女性

二人)。 解説の人によると、他所から移植した

らしいのですが。
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今年は春から御在所アカヤシオ、比良でシロ

ヤシオ、稲村ケ岳で石楠花、イワカガミと、花

には随分ついています。 9月 10月 には穂高と、

一度も行つたことのない戸隠にでもと考えてい

ます。

小屋泊りは仕方ないですが、餅を自分達で作

つて食べるのが一番いいですね。10数年ぶりに

背負子型のザックを引つ張り出して 担ぎまし

た。まだゆっ<り 歩けば、しばらく楽しめそう

です。

奥様は相変わらず元気で、気の合う山仲間と

二人で羊蹄山、北ア (双六～水晶～赤牛～黒部

)と 出掛けています。

今度いつOBの皆様にお会いできるかわかり

ませんが、自山は、年に 1回位楽しみたいです

ね。いつも白山を知らない人の案内役で、砂防

2001年はこの字でしめくくられる事に

た。 9月 11日 、アメリカでおきた同時

ルの連絡網も 1ケ 月以上フリーズして

した。世界がどうなるのか ?日 本がど

か ?あすがどうなってしまうのか ?

ただ、現在の所、グラウンドゼロに眠るOB
はいない模様です。

このOB会報は、浮き世離れしていることも

一つのよさかと思います。しかし読み返した時

あの事件のかけらも見られない…であつては、

なるほど、知性・常識の欠落した集団と受けと

められかねません。よつて-OBの メールを掲

載し、困惑の記録としておきます。

・観光ばかりでした。釈迦道は S38年の道作 り

のパイ ト以来でしたが、毎日の作業のことしか

記憶になく、シゲジを少し覚えている位。少し

ずつ違ったルー トも歩いてみようなどと、考え

ています。

出しそびれているうちに台風11号。でも、去

るとやっばりすぐ暑さは戻つてきました。いろ

いろお世話になると思いますが、よろしくお願

いします。自山でコマクサを見たので、報告を

兼ねて…。乱筆で記しました。

12期 小西 外士郎

いつもお世話ご苦労様です.再び16年振りで

すが、北海道に来ることになりました。人口よ

り乳牛が多いという広々した酪農敵つた行で気

持ちいい所です.

26期 浅井 浩一郎 (内 )
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11期  青柳 健二

SUB:雪の降る前は (この 1ケ月半の哲学的思考

の報告 )

青柳です。あの 9月 11日 の忌まわしい事件以

来、宗教学的、文化人類学的かつ哲学的にいろ

いろと難しい問題を沈思黙考してきた。

・物質的な豊かさを追求してきた近代文明は、

・ 全ての人類に幸せを与えたのか

。コンクリートの巨大タワーで構成された大都

会は、幸せを約束してはいない

。全世界をアメリカ的にしようとすることが、

人類にとつての成長なのか     |
・ ビンラディンの放った (と される)自爆テロ

は、単純なアメリカ文明への反逆であろうか

・ プッシュが、「善と悪の戦いJと 図式化 し、

タリバンを滅ぼせば問題は解決するのか

。アフガンのイスラム原理主義者が求める幸せ

とはなにか
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・ 自爆テロリス トは、本当は何のために自爆し

たのか

様々な事を考え続けた。夜も寝ずに考えたの

で、昼は仕事中に時々は眠つた。そのうち、寝

ながらでも考えられると思つたので、夜は眠る

ことにした。考え続けると、頭にも休息が必要

だと気付いたので、テレビは見ることにした。

イチローの野球を、朝の 5時に起きて見た。

天才が努力すると英雄になると思った。

高橋尚子のマラソンも見た。目標を達成 した

女性は、次に何をするのか気になったが、一週

間後に記録がアッサリ破られたので、また走れ

ると思い、安心した。

長島監督が突然止めると宣言してから、ヤク

ル トが負け出したので、長島は早まったのかと

心配した。でも結局ヤクル トが優勝 したので、

長島はそれて良かつたと思った.

重要な問題を考えるためには、本を読む必要

があると思い、テロ事件の記事が載つた本を 3

冊買つてきた。

難しい本を読む前に、活字に慣れないといけ

ないと思い、直木賞を受賞した恋愛小説も買つ

て読んだ。今年の夏に行つた上田の塩田盆地が

舞台になっていて面白かった。

同じ作家の、リハビリ中の野球選手と神経を

病んでいるビアニス トの恋を描いた文庫本を買

ってきてまた読んだ。ハッピーエンドではなか

つたので、ガッカリした。

新書本のタリバンという題の本を買つてきて

机の上に置いた。

哲学的な問題を解くのには、教科書が必要な

ので、「われ笑う、ゆえにわれあり」という女

子大の哲学科教授の文庫本もついでに買つて、

真剣に読んでみた。

考えたり、本を読んだり、テレビを見たり、

夜は寝たり、昼は仕事をしたり、仕事中にも重

要な問題を考えたり、重要な問題を考えると眠

くなるので、仕事中も寝たりしていては体に良

くないと気が付いたので、ヤッパリ山にも行く

ことにした.

10月 になつていたので、紅葉が綺■な所が良

いと、今年のコダワリの尾瀬に行つた。沼山峠

から尾瀬沼に入つて、長薇小屋に泊まって、燿

が岳に登つた。ブナやナナカマ ド、ダケカンバ

の紅葉がビークの時期なのだが、今年は霜が早

く来たとのことで、尾瀬沼の紅葉は今一つ本当

の輝きがなかつた。慣が岳では山頂てガスが巻

き、夏に登つた至仏山の勇姿を眺められず、満

足度不足だつた。勿論カメラを担いで、写真も

一杯撮つたが、KUWVの HPに載せられるような

傑作は無かつた。

ヤッパリ紅葉を愛でるなら、天気が良くない

と駄目だと思ったので、天気予報で快晴を約束

された20日 に、西沢渓谷に行つて来た。快晴で

、紅葉も丁度良 <、 水量豊かな渓流には、所々

に豪快・華麗な滝があり、楽しかつた.帰りは

雁坂 トンネルに抜け、秩父に出て、道の駅大滝

で温泉に入った。温泉のある山しか登らないと

いうオジサンの気持ちが、よく判るほど気持ち

良く、このままビールを飲んで限られたら幸せ

だろうと思つたが、お金もないので、暗くなっ

た道を家に帰つた。夜の ドライプでは、眠くな

るので、重要な問題を考えたが、やはり眠くな

り困つた。

9月 11日 を境に世界が変わつた、と言われる

ので皆ヤハリこの重要な問題を考えているのだ

ろうと思つていた。皆同じようにメールを出す

気力も出ないほど考えているのだろうと思って

いたが、金沢のおひい様は、毎週毎週、山に、

ハイクに出掛けていたようだ.桑名のオジサン

も、ヤッパリ毎週どこかに出掛けていたようだ

。でも、みんな、山に登っていても、倉谷で栗

ご飯を食べていても、紅葉に歓声をあげていて

も、あの 9月 11日 のことは、気にかかり、哲学

的に考えているのだろうと思う。田村教祖さま

は、倉谷に定住し世を捨てたテント生活者と、

この大問題を目り合つていたとの報告も受けて

いる。

だが、ニューヨークの巨大瓦礫の下に、今だ

4000人 を超える死体が眠つている現実があって

も、季節は着実に、また冬にむかっている。

冬が来るとまた雪が降る。雪が降るれば、足

がウズク、足がウズクのを放置すると体に良く

ない。体に良くないと、大事な問題を考え続け

ることができないので、スキーに行くことが必

要だ.冬にスキーに行くには、秋にその準備が

必要、だから重要な問題を考えながらも、大台

が原に行く人に別に文旬も言うわない。配偶者

の許可があれば私も行きたいと思う。

だが、 9月 11日 を境に、やはり世界は、歴史

は変わっているので、今年は年賀状を書くのを

止めるかもしれない。大晦日に紅白を見るのを

止めるかもしれない。何十年も続けてきた習慣

を止めることが、重要な問題を考え続けるのに

は必要だと思う。そろそろ重大な決定をしなけ

ればいけないと、今覚悟している。

山登りとスキーと、一般的な尺度では変な人

達とのメールを止めると体にも精神にも良くな

いとことはとっくの音に気がついており、重要

な問題を考え続けるのには、かえって役に立つ

のが、この 1ケ月半でまた確認できたので、止

めてもあまり問題のないことを止めたいと思っ

ている.

人間にとっての美味しさだけを求めて育てら

れて牛達には

「

狂気がとりつく。

右上がりの成長なんて幻だ。
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米山 (新潟・ 993m) に登る 4期  森島  稔

6月 2311(:11)5‖ キに起 きて近 くの米山 (よ オ■べ'ま )に今った′, 6月 σ)イく

は定例の人11異 flllの時 1切 であ り、社内で 1)山 好きのN′キが 3年の任期を終オて

|||lrJ元 へ帰ってい くはずである.(そ の前に)近 くで有名 2`な米山に登ろう、 L
言ったのは 5月 杓jめ の 11「莱取 りに行ったHキ であった。 6月 に入って内示の ||が

j圧づいてきたので、地 元採り1]σ)女ヤ[ご ll「菜取 りや lllが好きな Mさ スンにそっと

23・ 24σ )と ちらかに しようともちか
`サ

た。 tダ)ろ スノ人事事項 l lltti孝 i事可ノ1

のでj ll膚 11:1言 わないⅢ しか しお天気が悪そ うである.、
この /1NLllll t)お

流れか、思

い/)つ 20口 か ら311は ||1張 で留
4(i■ に して 22日 の遅 くに帰ってきたらMさ ス′

から「雨は大 丈夫みたい。行きましょう」 と電話が入る、慌てて押 入オしの (卜 山

用具を引き出す。靴、ホンチ ョ、カッパ、手袋、 ‐式入っている。家内は 「本

気 ?」 と言う顔で見ているが言い出 したら聞かないことは知っている、

翌 11我 が住 まいを 6Hキ に|11て 、N ttσ )ほかに S君が加わって Mさ スノ宅に|IIっ

て、彼 女の愛 11(ホ ンダCRV)に 乗 り換え米山に向か う,急速加わった Sイ |

1)今 |11の異動で 13年 の出向を終オ帰る事になった人で、it11 5時 以降に参力||が

決まったとilう いきさつであるが何 しろ今回の趣旨にびったりである.、

さて米山の紹介はバンフレットによかせ ,Iう 。

[ジ(lll]

lll崎 市と中頚城郡柿崎‖「との境界に位置する標高 993mの 山で、その姿は秀麗で

ある;海岸か らそそ り立つようにそびク、地元では親 しみをこめて 「米山さスフJ

といFlま オじるぃ

「米 111さ スノか ら雲が‖|た …」と

三階節、「行こか参 らスノし 1う

か米山薬師・・・Jυ )米山甚句

な どの唄の魅力で全国的にも知

られていますc頂 _11の お堂には

|1本■1大薬師の一つである米山

薬師がまつ られ、占くか ら信
「

p

の山として有名で、雨乞いに霊

験があるといわれ、「li地 の人の

信仰は厚 く、また毎年 12才
‐
にな

ると十二薬師の加護を求めて登山

する習わ しがある。「111貞 からは刈

羽平野と頚城平野が一望でき、晴

れた口には日本海のかなたに佐渡

を見ることができる。

(米 山伝説)

仏 1輛 として有名な泰澄が、修′子もかオまてこの山にこ t♪ り、薬自市を亥1ん でいたと

きのことであるc

その弟子である沙怖は、托鉢で師と自分の生計をまかなっていた6

伝説によれは、毎日海岸の岬まで ド山 し、沖を通る船乗 りたちに鉢を飛は して

(?滋t力 で 。 ・ 。と言
‐
わオしている)施 しを受けていたとい う、

そス′なある日、米俵を山と積スノだ船がi亜 りかかったゥ

沙爾は『鉢一杯で良いから、米をわけていただけないか ′`』 と、丁 l「lに 頼スノだ

のだが、強欲な船主は ‐粒 t)わ けてくれなかったとい うし沙怖がなにや ら真言

を唱えると、どうい う訳か船 上に積み上げてあった米俵が次々と舞い上が り、

山グ)順 _llに積み 11が つて しまったψ困った船主は ll陸 し、オっちらおっす)ら 今

山 して、沙輌に「l分 の欲深さを詫びたところ、また t♪ や りとる||り に米俵は1/1N llに
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戻 つた とい う。

以来、米俵の積み 11が ン)た この山を、人々は親しみを込めて『米山さ人ノ』と呼

ぶようになった′.(あ くまで『さスノ』が小ナくのである)そ して、その間に亥1よ オし

て完成した薬師は米山薬師と呼ばれ、現在 1)米 山山頂に本られている.

また、沙怖が鉢を飛ばしていた土地は、『鉢崎』と呼ばれていたのだが、戦後の

町村合併と地名改変で『米山町』となつたしだがしかし、郵便局はいまだに「鉢

崎郵便局」の名を使つており、地元民 t)そ の名を使うことが多い.

さて我が家を出発 して
|

か ら 1時 間ほ どで登山

口に着 くっ水野林道で

ある。林道のおかげで

中腹 よで入れ るゥづ
‐
で

に何台か 11が 入ってい

る,「れllliJ σリ
ーンバ・一

もある.

今 llilの コースは水野

コースと 11‐ うし

材(111σ)て |ヽ||IJI:よ い く ノ)

かある1, 本白山奇側|か らイ「

|ナ 111「メ〔11近 くまで 11が

入るとMさ スノが :言 うて,彼女は小学生の頃から登っていて今回は 5年振 りとのこ

とである。

道111(整 備 されて

いろが、 ‖支りつ きは1喘

|:紫 σ)illlれヒごムを初に 「き

イ)tヽ 1 と言オ,1主 るナdttit

イヽ り ごル)ろ 。雨は 1降 ら

ないが完全に霧の中状

態ですJり の :☆ 色11見 ′

41い  ||I Jl〔 1/)リセオしべD4

月か ら痛めた尚
‐。肩を

いたオ)り なが らマイペ

ースで歩 くぅ

イれ 3ヽ人 は、 と見る

と、最後に参加を決め

た S君はきつそ うである。 (S君   型、  Mさ ん )

今回 21111日 で前回 く)同 じコースだったことが思い出されて前回のきつかった思

い出が一緒に蘇つてきたようである。

私は初めてであ り、ひたす ら、我慢、我慢 と言い間かせてマイベースを守る。

昔の弱者先頭を思いだ し一番をキープするぃ

途中休憩をはさみながらも 1時間 10分 ほどで頂上 993mに 着 く。

冒頭に紹介 した薬師堂がある。お参 りして避難小屋 (ロ グハ ウスで広い)で

登山張に記入 して休憩する。周 りは全 く見′_な い。 もちろスノ佐渡 t)見 ′_な い。
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休憩 している うす)に 冷

オ_て きた.お 互い持参の

おベン)で 50分υ)体り[tを

した後 ,8‖寺1()う)ド |||

‖‖始` t)と 来た水野コー

スを ドる`.途 中に ド牧 コ

ース との分‖!支点がある.

これを Fる と嗜1の ある所

か らはるか離オしたところ

'ヽ 下 りて しよう。 S千1が

仲間 とはくサして前日こオし

を下つて しよつたと言 う。

ドリは速いが途中の草花

を見た りしてゆっくり下

りてくる。ちょうど1時 (Nイ1 私 Mさ ん Sイ | )

1苦 |で林道の駐車場に戻った.ま だガスっていて雨がパラバラしていたが、車 ご

帰途に着くし往きと逆に回 り、自宅に帰ったのは 10時過 ぎ.lデ‐朝ゴルフをや

って来たような気分である.

「tjk後 富 士」と呼ばれる姿・形のいい米山を毎 日自宅か ら眺めていたが、ま

ず ^′ )登れた。周 りの景色が見られなかったのは残念であるが、この近さを考

,そ ればいつでも一と思 う.周囲には妙高、火打、黒姫、雨飾、などなといい出

がある。 この次の誰かの送別登山になる前に、と、Mさ スノと話 し合つていると

ころである。

妙高山 (2454m)に 登る

4期 森島  稔

2001年 もあと lヶ 月を残すころとなった。 1年前は2000年 最後という
ことで「ミレニアム」が氾濫 していたのだがずいぶん前のことのように思える。
今年の初めに宣言 していたことが 3つ (①スキーをやる。②米山に登る。③

妙高山に登る。)あ る。 スキーは晩冬の 3月 に残雪の中、生まれて初めてスキ
ーを履いた。滑つたとは言わないが、60歳にして初めての挑戦 ?で あった。

米山はすでに報告済み (今回のやまざと?)で ある。そして今回の報告が妙

高山である。

上越市に来て 2年が過ぎた。周 りは山と日本海である。中でも妙高山は日本
百名山のひとつであり、わがマンションから毎朝眺め観天望気している山であ
る。上越に住んでいて妙高を知らずに済ませられるものではない、と意気込ん
で宣言した次第である。
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「妙高山の由来について」    ‐

妙高山は古くから越 (こ し)の中山と呼ばれ、その中山が名香山 (な かや

ま)と なり漢詩を詠みこむため、音読して名香山 (み ようこうさん)と なり、

字を飾つて妙高山となつたといわれている。

わが国には、その土地の名山を中山と呼んだ慣わしがあり、命名の流行がこ

の地にも及び「こしの中山」となつた言い伝えがある。

さて今回も社内の (職制と慈悲による)有志5名 との6名 で 9月 29日 (土 )

の朝早く自宅を出発して妙高山の麓  「燕温泉」に向かう。6時集合に全員意

気込んでそろつた。

天気も上々である。

6時 き つか りにス

ター トを切つて、短

い温泉街を抜け、薬

師堂で拝み、野天風

呂の「黄金の湯」(無

料)を横目に見なが

らスキー場 中 をあ

るく。温泉の原水を

引 く「湯道」に沿つ

て 歩 い て い く と

「源湯」に着 く。こ

こ らあた りか ら硫

黄のにおいがきつく (後列中央 が 私 )

なつている。燕温泉は白濁の典型的な硫黄温泉である。 妙高山には、水呑場

が少ない。写真右に見える水 と黄金清水 しかないのではないだろうか。沢の水

は、硫黄分を含み飲むことができない。

光明滝、称名滝の横か らは頂上まで登 りが続 く。 日本海側の山はほとんどが

独立 した山でなだらかな縦走路はないようだ。

登 り始めて 2時間半で天狗平に着 く。 ここはわずかな平地で犬小屋程度の祠

がある。赤倉から大谷 ヒュッテ経由で登 つて くると天狗平に くることになる。

休憩の後いよい

よ頂上目指す。ひた

す ら急なのば りを

黙々と登る。この山

には「*合 目」の標

識がない。地図に書
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1800mく らい

の高 さが紅葉 と し

て最 も見 ごろで あ

った.

|1軍j
頂上直前 で鎖場に出 Iミ

る .

麓 か ら 4時 間が経 つ

ている「

この鎖場 は名前 の

とお り直登 の ため鎖

や ロー プが か け られ

て いて上 り下 りとも

これ を使わ な い と危

険である.

風も少 し出てきた
=

周 りは紅葉 して きて

大変美 しい.

そのくらいの余裕があつたのである.

よ うや く頂 上 に到

達.妙高は頂上を 2

つ持 つて い るc新
潟・長野方面に来る

と画廊 に飾 つて あ

るのは妙高 山ばか

りで イモ リ池か ら

見 た馬 の背 の よ う

な姿が特徴であるビ

最初 に至1達 したの

は 南 峰 (2454
m)で あるc

山 頂 の 気 温 は

35℃ご20c mく らいの霜柱が解け始めているc

時間は 10時 35分。日当たりをさが しておにぎりを食べるが寒いので落ち着

かない.

三角点は北峰 (2446m)に ある。

11時 45分 山頂を後に「燕新道」側に下るc長助池分岐までは急峻であり、こ

ちらから登って来る人たちも苦 しそうだ`我 々の燕登山道側が苦 しいと言われ

ていたがどっちも同 じだ .

長助池に出て 1時間で黄金清水 (こ がね しみず)に出る。ここが水場だ。名

のとおりうまい
.
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―休み してまたまた一気に下つていく。それにしても下りがきつい。朝登つ

た燕登山道との分岐点である麻平に着いたのは 16時 15分。

途中、川原に出たと

ころに野天の「河原

の湯」がある。混浴

である。本来これに

入 つて帰 る計画で

あったがすでに 日

暮れが近いので断

念する。登山口の燕

温泉バス停に着い

たらちょうど17時。

天候は終日快晴で青空の下気分よく登つた。帰宅が 18時。自宅からまだ

夕聞に包まれた妙高が見える。なんというツキのよさであろう。これで

今年の山は日標完了。ゴルフは肩をいためたこともあつてこの登山の前

前日に今年最初で最後の 1回であつた 。・・。

来年のことは言うまい。船田事務局長からの (原稿の)召集令状が怖い

から。

「コース&タ ィム」

平成 13年 9月 29日

6:00 燕温泉 ⇒ 7:25 湯道分岐 ⇒ 8

10:00 鎖場 ⇒ 10:35 妙高山山頂

山頂出発 ⇒ 12:50 長助池分岐 ⇒ 13:
14:20 黄金清水 ⇒ 16:15 麻平 ⇒

来li ,ス j  りIt
ウ々:II11

:30 天狗平 ⇒

(昼食) 11:45
24 長助池 ⇒

17:00 燕温泉
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大辻山に登つてきました 投稿者 :木津 治男

大辻山は、立山連峰の前衛峰で芦琲寺近 くの低

仙です。
標高は1,361mと 、低山ですが、立山酢 が一望
できる原始の山 として 人気の高い山です。物の

本によると「立山連峰の概念を知るのに好位置

」 と、 「地元の者でも、日印を付けておかない

と戻れなくなる」 と、何かそそられるものがあ
ります。
最近は登山道 も整備 され 日印も多くなったそ う
ですが、やは り、 4月 ～ 5月 の残雪期が一番だ

そ うです。それで、この 22口 (口 )に登 つてき
ま した。
立油少奪増 然の家に駐車し、積雪の林道を 歩 く
こと 1時間余 り(約 3姉)、 登 り日の長倉峠から

頂上まではずつと雪上で したが 、やは り雪lLIIま

堤 にやさtいですね。野球で言えば 、人工芝に

対す る土のグラウン ドです。木立の中をア ップ
&ダ ウンで、約 2時間程 (●―t―夕魯30分含むう
の中高年むきの登 りで した。一番の特徴である

、 「見事な眺望」は残念なが らガスの彼方で し
た。少 し、晴れ間もあつたのですが、毛勝山三

山、立山、剣 とい うわけには行きませんで した

。でも、再度登つてみようかとい う気持ちにな

る山ではあ りました。原始性は、 トレースのみ
が

｀
日卸 で、 リボンや標識の噸 は見かけませ んで

した。新 しい トレースを目当てに歩いた ら、登
り口と1違 う方向に下つてきて しまい ました。
でも、そのお陰で、ミズバショウの群落に出合
い、花の咲が けで、なかなかの見頃で した。

HPは 部室、掲示板 は連絡帳感覚 で 投稿者 :Ю
期 木津 治男

昔の音のことだつた。講義に飽きると、一人部
室にふ らりとやつてきた。着替えるや、卯辰山
に走 り、所定の トレーニングコースを廻つた。
学食で昼飯を食 うと、部室に戻 り、一人 、また

卯辰山へむかつた。何かに、つかれたように、
いつも走つていた様な記憶がある。一 日に、卯
辰山往復 3回 をこな したこともあつた。

体育の講義は、サーキッ トトレを選択 し、A
クラスで、懸垂 10回、 5 0kgベ ンチプ レス 5

回、 60度腹筋 30回 etcを 、 2セ ッ トこなす
と、吐き気がするくらい、バテた。た しか、横
でベンチプ レスを一緒にやつていたのは、ボー

ト部所属のでつかい男だつたのを覚えている。
これを、 1年間通 した。
今から思えば、ただ山に登れる体力が欲 しい一

念だつたような気がする。
1年生の頃は、私にとつて、部室は居心地悪 く

、ゆつくり座つておれる場所ではなかった。い

わば、 トレーニングの為の更衣室であった。 ど
っかと、座れるようになったのは 3年生 ぐらい

か らだつた。
夏休みの、久 しぶ りの部室は、た しか大学 ノー

トが連絡帳 として置いてあ り、それを、読むの

が楽 しみだつた。上級生にも、下級生にも、筆
達者がそろつていて、それぞれ健筆を振るつて
いた。
かつて、KUWVで 活躍 していた、OB連 よ、
HPを覗いたら、部室に入つてきたのと同 じだ

よ。連絡 ノー トな らぬ、この掲示板に、ラブ レ

ターの一つも書いてみよう。

奥大日岳縦走 投粘者 :10期 木津 治男

この土日に、ある中高年登山グループに誘われ
、 28日 (土)立 山室堂→雷鳥沢→奥大 日岳→

大 日小屋 29日 (日 )大 日小屋→大日岳→大日
平→称名登山口を縦走してきました。
大日岳は、初めて登る山です。
北ア、南アとアルプス連山は殆ど登つていたは
ず、なのにです。
*

学生時代より同期の吉野君より、そのすばらし
さについてはしょつちゅうレクチャーされてい
たのですが、いつか登れるわいで早、 30年を
越えました。
ネ

昨年 より、夫婦で登山再開 しま したが、カ ミさ
んは昨年友人と二人で 、称 右霊油旧 より大 日岳
には 2回 も日帰 り登山を果た し「吉野 さんの言
われ るのはよくわかるわ、素晴 らしい山よ、何
回行つても飽 きないわ」 と聞かされてお りまし
た。
*

今回、土 日と嗜う ことで、カ ミさんも厚子師匠
も勤務 であいにく不参加で したが 、こしゃくに

も、二 日目の下 りで、大 日平よリワンピッチ程

度のとこ ろでバ ッタリ通 り過ぎま した。二 人共

謀 して 日帰 り登山を敢行 したもので した。私等
が厚生年金休暇センタで入浴直後に、大 日岳か

ら称名に下 りてきた と連絡入 り、一同でその健

脚にびつくりしたので した。恐るべ し、奥様パ

ワー。
*

今回のメーンイベン トは、大日小屋より望む剣
岳の見たこともない先鋭なオベ リスクでした。
昴が輝くオベ リスクのシルエットと朝焼けの剣
をゲットしました。 しかし、あいにく、厚い雲
でご来迎には至りませんでした。
それでも、前日はガスが切れず、視界不良のマ
マ小屋入 りしましたので初めて荷揚げした三脚
の出番があリホジトしました。使わず終いだつ

たら泣くところでした。
*

早朝 4時に リーダーから、本津 さん星空だぞ と

たたき起 こされて朝食まで小屋前で震えなが ら

カメラにか じりつきながら撮影 してました。大

日岳は私にとつて、いい山にな りま した。皆様

もどうぞ、お運び下さい、その時は縦走を勧め

ます。小屋に泊まつて、ぜひ早朝の剣を堪能 し

てみて下 さい。
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国 新

2001年
白 山 夏 山 開 き

15期  舟田 節子

「一度、自山の夏山開きを見に行つてきたい

んだけど…」

学研仲間とのお花見の帰り。山友でもあるYさ

んに、その頃の自山の様子を聞かれた。彼女は

同行してほしそうだったが、私は昔段はナカオ

の調査山行が優先と言つてある。彼女が同行す

る仲間違は、真夏の自山なら登ったことがある

…とのことだった。

山開きの登山者は多くいるはずである。まず

迷うことはあるまいと、防寒着のこと、残雪が

多ければ、ルートは十二曲がりを迂回している

場合もありうることを言った。次の研修会時に

は、室堂に確認するよう言つたと思う。

6月 にな って、「同行者にはこんなリーフを

配つた」と封書が来た。中身には、「ベテラン

のア ドバイスを、三度も受けたから」と書いて

ある。おいおい、何も太鼓判押したつもりない

ゾ !その後、彼女はインターネットで自山情報

を楽しんでいたらしい。

2日 前になって、また電話。

「結構天気が悪そうなんだけど、上に室堂が

あるし、大丈夫だわね ?」

と言う。もう…。

「ナカオの予定ないし、私一緒に行くわJ

聞 2001年 (平成 43年)フ月 1日  (日曜日)

自炊 の なべ 料理 を 囲ん で歓 談す る登 山者 -30日 午後 3時 半、室堂 セ ンター

という次第で、夏山開きに行くことになって

しまった。今年は丁度、土 。日の巡り合わせ。

仕事を持つ私にも、チャンスだった。奥名会長

が登ることを私は知っていたが、そんな突然の

決まり方だつた次第で、あえて吃驚させようと

伏せていた訳ではない。

その奥名会長とは、別当出合で早くも遭遇し

た。止みそうもない雨に多数が屯ろしており、

諦めて帰つて行った。

同行の二人はガールスカウ トのリーダーをや

つており、さっばり、てきばきタイプですぐな

じめた。そのうちのAさ んの知人 1氏が、仲間

が皆諦めて一人別当に残 つており、彼も含めて

の、にわか 5人パーティーで出発する。

別当からの最初の下りからして川になつてい

た。あとも、登山道=川 。なだらかな斜面にな

ると滑滝のごとく水が走る。私自身は濡れると

覚悟しての事だから、雨が降った場合の地形の

変貌を「ああ、こんな所が川になるんだ」と、

それなりに楽しんでいた。

パーティの方は、 1氏 とAさ んの二人、次 B

さん、Yさ ん私の 3組に分かれだすようになる

。 Bさ んは時々後ろを確かめているようだ。

甚ノ助で昼食。テルモスのお湯でスープを作

り皆に配ると、

「舟田さんの荷物どうしてそんなに重たいん

かと思ったら、そんなんまで担いどるが ?1

ゆつくりとわかっている時ならね。
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メヒ   陀豊  r■コ [■i] 乗 斤 し開 2001年 (平 成13年 )7月 1日 (日 曜占)
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激しい雨にも自1山 フラン続々

他のクル ープの話 も耳に入ってくる。

「神岡から入れるじゃん。寺地に避難小屋あ

る し、あとは小屋で縦走できるじゃん …J

思わず、

「あの避難小屋は小 さいか ら、誰か他のパーテ

ィが入ってた ら、もう泊まれな くな りますよ l

と言 って しま った。そんな予想を しない人は、

どんな装備を担いで登 っているんだろう ?

Jヒ ′、
小l文
彰 ・Vか

〕
うl),
lli

ĺl

`′

り:

ドI

そこか らは トラバース道を、何条もの水流が

横切るようになる。疲労気味だ った Yさ んは、

フラッと 左カ ープの登山道 ではな くそんな沢

に入 りこんで行った.瞬時、悪路のiT回 とり:め

ていた私は、慌てて呼び戻す。早めの訂正です

んだ彼女は

「やっば りついて青て |)ら って 良か った.令然

気がつかなかった J

ああ、こうや って遭難予備軍になるんだなあ
`

五葉坂整備中の今は、水屋尻雪渓横を迂回す

るルー トにな っている,そんな凹地 に、豪雨は

流れ こみ、足を取 られる程が、 2箇所あ つた。

室堂は改築中 で、セ ンタ ー前のプレハ ノが休

憩舎、兼 自炊棟 になっている。中には奇妙な連

帯感が漂っていた。みんな、あの豪雨をついて

登ってきた数寄者同士だ。

1氏 が早速 「今年も来ましたJと挨拶に行っ

た。聞けば、毎年夏山開きに顔を合わせる連中

で、実の所、全員の名前を完全に知 っている訳

ではない。それでも、一年 に一度、七夕の様に

夏の白山山開きにだけ顔を合わせる山仲間なの

だという。 ＼え、面白い付 き合いもあるものだ

。徐々に聞いた所、壁屋の 1氏 は じめ、それぞ

れに自由業のようであった。

さて夕食 .

「防災訓練でもらった10席炊 き込み飯。あれ
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なら軽いし、みんなの夕食分持つて行くわ」

の Yさ んが、車に忘れてきたという。私は今回

は道案内に徹し、リーダーをYさ んとしてきた

…構えば構うほど、

「また連れてつて J

になる。彼女の集めたグループに、それ以上の

責任をもてない、が私のシオリーだつた。もち

ろん予備食は持っており、仲間も

「昼ご飯余つてるし、明日の分もあるし」

と、笑い合つた。私も、仲良して何かとお世話

にもなる彼女を、なじろうとここに書いている

訳ではない。シオリーのつもりでいて、用心が

足りなかつた。予備があると言いながら、急に

おなかがすいてきてしまった。

救つてくれたのは、先の 1氏の七夕仲間のN

氏。超数寄者であって 山開きの日の宴会を楽

しみに、いつも凝つたメニューを担ぎ上げてい

るという。今年はおでんで、十分下煮済みの物

。それを発泡スチロール 2箱に詰込み、温めて

七夕仲間ほか皆の衆に供していた。

どっかりおでえ,鍋の前に座込み、感謝 して頂

戴した。せめてものお礼ばかりに、キャーキャ

ー賑やかに頂戴 し、この「楽しそうな光景」は

、居並ぶ北国新聞、北陸中日新聞記者の取材す

る所となり、両紙面ともを飾ることになってし

まった。

そのように、プレハプの一角を取材陣が占め

ていた。記事も映像も、ここから衛星を使つて

瞬時に送られてしまう。「今日の夕刊は ?」 「

去年の山開きは ?」 と言うと、ノートパソコン

の画面を次々に見せてくれた。天気が悪くて、

待機しつつも時間を持て余しているお兄ちゃん

達と、我々賑やかおばさんはキャーキヤー歓談

し合った。ちなみに

「こんなガスや雨の中、 レンズの保守はどう

しているのか ?J

と聞いた ら、

「乾いたタオルでこまめに拭 く。それ しかな

いんです。Jだ った。

修験者の 3名 も入 ってきた。比群神社の一派

かと思った ら、長年、福井三国のお寺の北陸修

験道白山会が、ここの開山を務めているとの こ

とだ った。先年よ り老山伏に代わ り、 「これが

来てるんだよJと 、開山式のこだわ り人 N氏が

言 う。ガキ扱いされている二世山伏氏は案の定

?法螺員を忘れてきていた。明日は御来光が見

えるはずがない。それで も朝 6時 には登頂 して

、読経と万歳 三唱をやって くるという。

先の鍋席に実は、後で着いた奥名会長 も同席

していた。彼が

「彼女とは、同期。大学のクラブも、学科 も

一緒」

と紹介 したら、みんな

「へ～、こんな所で会 うなんて奇遇だね J

と感心 していた。何のことはない。下では会わ

な くても 山では会 うことになっている、そん

なワングルOB会 の超腐れ縁だべ。なお、彼の

方は自然観察会の仲間と奥さんとで来 Cいた。

外はまだ横な ぐりのガス。それなのにやや改

善 したと見たか、40人ばか りの、静かな、東京

か らという中年グループが

「今から お池巡 りに出掛けまあす 1

の一声で、ぞろぞろ出て行 つた。呆れたが、 1

時間た らずで戻 ってきたようだつた。

翌朝 もガスだ つた。 6時少 し前、お約束通 リ

山伏装束に身を固めた 3人 が出掛けて行 つた。

万が一と、 日の出時刻に合わせて登頂を果た し

ていたという報道陣が また彼 らを追 って出掛

けて行 つた,そ の彼 らは、薄 日が差 し出 した 8

時過ぎには、この光景を撮影せねばと、また頂

二世山伏と言 って も、

これ くらいのお年。

頂上か ら戻つてきて、

さっそくお肉をジュー

ジュー.に こにこ眺め

ていた ら

「お肉に見えるで しょ。

で も、こんに ゃく、こ

んにゃく」と言 って、

食べていた。
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上を目指して行つたのだ。

「こんな仕事、若くなくちゃやれんね」

と、私達は感心して彼らの往復を眺めていた。

そして、彼らはまだ複数だからいいとして、単

独で取材に来ていた朝日新間のお兄チャンに同

情して、熱いスープを勧めたりしていた。

奥宮社務所に人が集まりだした。開山式の祝

詞のあがる間に、すうっと外は明る<な りだし

、お神酒をいただいて外へ出ると、頂上奥宮が

光って見えた。

寝不足で体調が悪いというBさ んを残 し、頂

上ワンデ リングヘ。雨のせいもあり、甚ノ助上

からはあまり花を見なかったが、そこら中、水

滴をキラキラ光らせている黒ユリであふれてい

た。あの豪雨で洗い清められたような頂上に着

くと、さらに夏山曇l来そのものの景色が広がっ

ていた。たっぶりの雪や水をたたえるお池を巡

り、大汝にも足を伸ばす。

Bさ んは、皆の濡れ物をすっかり干し上げて

待つていた。その頃には日帰りのくろゆリクラ

フー行が上がって来、ナカオの Kさ んも上がっ

てきた。知 り合いだらけになってしまった。

席を空けるように、プレハプを後にする。日

は高く、雪の表面が緩みだしていた。キックス

テップを教え、快適に鳶岩コースで下る。夏よ

りずっと早く、南竜山荘に着いた。ここに備え

付けの KUWV連 絡ノートに「21世紀一番乗り

!」 (ノ ートの上では)と記す。

終わりよければ全てよし。汗ばむほどの開気

の中、車に着いた。みなさんには

「やっばりベテランと行くと違う。すごく楽

しかった。」

と言つてもらえた。私も、ナカオでもなくワン

ゲルでもなかった自山が、楽しかった。白山を

好きな人がいつばいいるんだな…そんな当たリ

前なことに気付いたし、行つて損した山なんて

ないもんだと、ご縁を作つてくれた Yさ んにも

感謝 した。そして

「いやあ面白かつた J

と家に入ったら、旦那も息子もニヤニヤ。机の

上の北国、北陸中日新聞ともに、おてん宴会中

の私が載つていた。もうパレバレだったのだ。

さらに翌日の北陸中日新聞の一面に、今度は頂

上での写真が載つていた。

その後も、何人にも「写つてたねえ」と言わ

れた。舌打ちするように出掛けた自山だつたの

に…。21世紀初の山開き…ちょつと暗示を受け

たような気のしてしまった山開き…。

さて、おでんの恩人を調べて、104で確認 し

お礼を送つた。その返事。

署い日が続き、次は何処と毎日山のことばか

り考えています。新聞とお栗子と山の本有難う

ございました。毎年の恒例の事で、自分として

は「分けてあげた」という気はなく、食べて頂

いたというのが本音です。 (残つたらどうしよ

う。持つて帰るのはいやだ !)ですから、あま

り感謝されると、てれてしまいます。有難うご

ざいました。

自分は丸岡で丸岡山の会に所属し、地元の丈

競山 (た けくらべやま)の登山道整備とか小屋

の掃除とか飲み会に忙しく (仕事より)活動し

ています。石川県境の富士写の隣の山で一昨年

小屋が出来、掃除とメンテナンスをうちの会が

受け持つています。そんな訳で、夏場は、自山

か丈競山というのが最近です。明日は天気がよ

ければ自山かな ?海の日は西穂から槍なんて考

えています。とりあえずお礼まで。

i起Jミ彗i認J準

まだ雪に埋まる鳶岩

コース。暴風雨を登

つたはずなのに、日

焼けして帰る。
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03期登内

毎回メールと綺麗な写真とを有難 う御座います
。石楠花の宴に参加をと考えていましたが、今
回も都合がつきません。一度も山小屋に行つた
ことなく、そのうちに参加させて戴きたく思つ
ています。小屋までの所要時間 (歩 く距離と時
間・交通機関が使えない区間)は どのくらいで
しょうか ?

03期西尾
いつもいつも、何か と、情報提供やお知 らせを

頂きなが ら、当方か らは全 く “NO RESP
ONSIず で、本当に恐縮 しています。標記に
ついては、奥名 さんか らは何度 もお知 らせを頂
き、また、舟田さんからも連絡をもらつていま
すが、今回 も都合つかず出席できません。
昨 日と今 日の二 日間 (7.8日 )、 田村 さん、
登内さん と、長野で落ち合って久 し振 りの再会
を喜び、まだ残雪の残る、小谷温泉へ行つて来
ました。
小谷温泉の山間のすばらしい景色を眺めながら

、山の幸、地酒、そ して、温泉を充分に堪能 し

ました。
Fl村 さんは、 「しゃくなげの宴」に出席する為
に、今日金沢入 りしました。
登内さんは、都合悪 くて欠席のようです。

07期本1田
「やまざと」ありが とうございました3

お正月はアメ リカはOrcgon州 のPortlandで 過
ごしま した。友人宅で 1lF]間 無銭飲食を し
てお りま した。 これが敷地 600坪 の豪邸 (日

本では)で、私が使っていた部屋でも、バス、
トイ レ、洗面所付きで、 20畳はあ りま した。
持つべき t)の は友ですねЭポー トラン ドの空港
に 下り

'つ
て、最初に同に飛び込んできたのは

、青空に浮かぶ、真っ白に雪を抱いた素晴 らし
い山で した。Cascade山脈の中の一峰、Mt.Hood

で した。標高 3426米 、アメリカ第 1(第
一はカナダにあ り)の氷河を持つ高峰で した。
この他、十数年 ?前の噴火で頂上が吹つ飛んだ
St llcrens、 そ して、Jcffcrson、 Three Sister
sと 二千米以上の山が幾つかあ り、それぞれが

単峰 として省えている姿は、山好き人間の心を
揺 さぶるには十三分のものがあ りました。早速
、Mt HoOd の地図を購入 しました。山裾には
三カ所のスキー場があ り、 リフ トの最高地点は
2400米 、その_Lは道は書かれていません。
頂上付近は、 日本の山にたとえれば、剣のよう
な険 しさに見えま した。例年です と、この季節
、Oregonは 雨 (雪)が多 く、スキー客以外はこ
の山に近づ く人はいないとのことで したが、晴
れ女の私が、 日本から好天を持つて行つたよう
で、滞在中はずつと好天に恵まれ、そのお陰で

、Mt.Hoodへ も行 くことが出来ま した。 180
0米辺 りのTimberline Lodgeま で、四駆で楽
々 と登 ることが出来ました。 このロッジはあの

世界大恐慌の時、公共事業の一つ として建設
されたことで有名なもので した。 ここか らはMt

.HoOdの頂上のみならず、はるか彼方の山並の

向こうに浮かぶ、これまた素晴 らしい姿の」eff

crsonは正に絶景で した。いつか、この山々に

登ることが出来れば と、叉一つ夢を増や して、
短いアメ リカ旅行を終えました。

09期保田

加藤 さん

貴労作が名古屋の留守宅に届いたと連絡あり

ま した。非常に楽 しみに していますが、帰名の

予定は 9月 の敬老の 日で残念です。 ところで先
週の土曜 日に帰名 した際に、同期の自井、吉田

(洋)各兄と食事をしま した。吉田 (洋 )兄は

名古屋新空港建設の関係で逆に名古屋に単身赴

任 しています。 白井兄も役員の風格がます ます

出てきたようです。皆さんの事も話題 とな り、
その晩はくしゃみがでませんで したか ?

09期吉田
やまざと14号ありがとうございました。
犀滝への道作 りを 平村さんとしたのを 思い

出しました。又、山小屋作りの際 50kgの
セメン ト袋を 倉谷部落から小屋位置まで 背
負って 行つたのも 思い出します。一杯 思
いでの つまっているBcrgheimで す。昨年 12月

は 東京で 鍋島さん伊藤さん保田さんのお蔭
で忘年会が 開催され 楽しいひとときを 過
ごすことができました。私の椎間板ヘルニアも
手術せずに無事解消しつつありなんとか 山

登 りの継続が 可能なようで これから頑張り
ます。
E mailア ドレスが 一字抜けていましたので
修正お願いします。本年もよろしく 御願いし
ます。 9期  吉円幸造

10期木津
この、土 日に立山室堂から、奥大 H岳～大 日小
屋 (1泊 )～大 日岳～大 日平～称名登山口とい

う 1泊 コースで初めての大 日岳を満喫 してきま
した。
初 日は、稜線に取 り付いたのが午後で したので

ガスの切れ間が無 く、奥大 目岳からの剣岳は望
めませんで したЭ
大 日岳小屋は満杯で、食堂に寝かされま した。
午前i4時に リーダーから 「木津 さん星空だよ」
と起 こされ、強風の中カメラにか じりつきなが

ら、朝食に呼ばれるまで、貪1岳 をひたす ら撮影
しましたЭその刻々と変化する山の姿に感動 し

なが ら、 「これでやつとお釣 りが来たね」 「三

脚をボ ッカ した甲斐があつたね」等 とリーダー

や同好の皆 さんと会話を交わ しなが ら、早朝の
一時をす ごしました。
二 日日は、大 日岳に寄つて、称名側に下つたの

ですが、土曜 日勤めの関係で、参加できなかっ

た、私のカ ミさんとその山友の、田村厚子 さん

が、案の定、 11時 頃大 日平 より登って くるの

とバ ッタリ出合いました。今 日は暑い し、もう
ここか ら一緒に引き返 したらと水を向けま した
が、せっか くだからと、彼女たちは大 目岳めざ
し登つていきました。

私等は、 リーダとサブ リーダーを除き、私 も含
め 4名 は中高年初心者の部類に入るパーティー

なので、称名から大 日岳を往復するとい う計画
には唖然 とするわけです。だって、私を含め皆
さん、足を引きず りながらまだかまだか と、称

名 目指 し、下つていたわけですから。午後 5時
頃、厚生年金休暇センターで一風呂浴び、帰途
につこうとしたときに奥様二人の大 日岳に登つ

てきたよ、今から、温泉めざして立山町界限を
走っているよ。 と連絡は行つたときには、さす
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が一同、ヘーつてなもんでした。

*

撮影 フィルムはポジ 8本、まだ現像中なので、
とりあえずデジカメでゲッ トした、朝焼けの資1

をどうぞ。

大 日小屋からの剣岳の先鋭なピークは初めてみ
る剣岳の別の姿で した。早朝の資1は 、あいにく
と全 くの逆光になるので、モルゲンローテンは

見 られませんで したが、朝焼けを支えるシルエ

ッ トとしてゲッ トできました。
また、 4時頃には、明るく輝 く2個 の星が頂上
の Lに 光つてお りま した。一つは、昴 らしいの

ですが、私は普段でも点が 3つ ほどに見えるひ
どい乱視なので、その特徴が今ひ とつ、判別出
来ませんで した。ポジが上がって くるのを楽 し
みに待つ として、デジカメ画像 (未送信)を
どうぞ。

11期青柳
7月 に尾瀬至仏山に登 り、夏は 「花の山」に限
るとナ ッ トクし、岳人の別冊 2001夏 山 「百
花練乱フラワー トレッキング」を買い込んで

選んだ山が 「白馬岳」。 (こ の別冊には19期 の

栂 さんが 「加賀 白山」を書いてお り、これは去

年登ったんだ)

コースは、 8月 7日 から、猿倉の駐車場を起点
に猿倉一大雪渓―白馬山荘 (泊 )一 白馬岳―杓
子岳―鑓ケ岳―鑓温泉小屋 (泊 )一猿倉 と白馬
三山を一巡 りです。 (雑誌は、栂池か ら入 り、
清水岳 トレックだが雪 と温泉優先が私流 )

さて、前週までの猛暑の続きで、好天 。猛暑を
予定 していたが、7日 、早朝基地である麻績の

別宅を出るときか ら雨が降 り出 した。結局7日

の雪渓登 りは、雨の中。8日 は、朝は晴れ るも

、10時頃 よリガスが湧き出す。最後の9日 も、
雨になって、天気は 2敗 1分け。 白馬大雪渓は

雨の中を登った。 ワングル 1年の夏合宿、針 ノ

木の雪渓を雨の中登つたことを思い出す。また

、 3年の夏合宿では、槍沢の雪渓を、台風の来

襲で雨の中非難 した。 どうも、雪渓歩きは、つ

いていない。
でも、 2時間半ほど視界が利かない中を、ヒイ
ヒイ歩いた ら雪渓の上に出た。雪は得意だか ら

、アイゼン無 しで問題なく歩けたが、雨と汗で
メガネが曇るのには参つた。雨が小止みにな り

視界が広がると、そこにはお花畑が広がってい

た。
葱平か ら氷河公園 とお花畑が続 く。上部の小雪

渓は消えていたが、その分お花畑が広がってい

た。オタカラコウとクルマユ リの群落。ハクサ
ンフウロが色を添える。葱平の名の元になった
シロウマアサツキの赤い丸花が愛 らしい。 ミヤ
マ トリカブ トの群落が現れ、お花畑が紫色に変
わる。その先は、シナノキンバイの群落で黄色
に輝 く。標高を上げるに従い、花々が変わるの

が楽 しい。
今回白馬のっ二つの頂では、すべて視界に恵ま

れなかつたが、お花畑の多彩 さは、タップ リ楽
しんだ。

二 日日、森川 さん推薦の旭岳のお花畑は、ハク

サンフウロが満開だつた。鐘温泉に下る大出原
のお花畑は、チングラマ (の実の穂)が一杯。
その下部は、ミヤマキンポウゲの黄色い原。さ
らに下るとハクサンコザクラが咲き誇つていた

三日日は、雨の中を下つたが、まず斜面を埋め
尽くすクルマユ リに圧倒 され、次にシモツケソ

ウの赤い花、そしてヤマル リトラノオの薄紫、
さらに自い花の トラキボオシやシロバナヤマホ
タルブクロと次々にお花畑の色が変わる。尾瀬
で月1染みのキンコウカと水芭蕉まで現れ、最後
はやヤマアジサイの青い花に魅せられた。
白馬の稜線の花は、有名なウップルソウは青い

花が終わつていたのが残念。チシマギキョウと
ミヤマリン ドウ、 トウヤクリン ドウが可憐さを
競い、特異な濃青のミヤマアケボノソウが岩間
に咲いていた。そして、圧巻は山の花の女王コ
マクサの大群落。杓子岳と大出原上部にガレ場
の上から下までコマクサが斜面を覆い尽くすさ
まには感激。これだけのコマクサを見たのは、
そう1年の夏合宿の蓮華岳以来だつた。
花の名は、山小屋で買つた花の本と、飽きずに
撮つた写真を見て書いたもの。自馬はまさに花
の山。花の写真を撮っていると時間を忘れるか
ら大変。二日日、 3時ごろには小屋に着く予定
が、 5時を超え、夕食が始まつていた。

白馬山荘は 1500人 収容可能な日本一大きな
山小屋だ。雨降りの火曜日だつたが、さすがに
人が多かつた。カイコ部屋のたたみ一畳に寝さ
せられ、食事は 3交替だつた。 1泊 2食付き8
600円 なり。ここの売りは、雲上レス トラン

、スカイプラザ白馬。生ビール 860円 なり。
鑓温泉小屋は、鐘ケ岳の中腹 2000mの 岸壁
に張り付いて建つ。収容人員 150人で、自馬
山荘と同じ経営で、やはり1泊 2食付き860
0円。 45℃の硫黄炭酸水素塩泉で、標高は森
川さん指摘のとお り日本 2位だが、天然湧出量
は標高 日本一だと言 う。源泉は、小屋の上の岸
壁の割れ日で、透明な適温のお湯がコンコンと

流れ出るさまはスゴイ。 2000mの この場所
のどこにお湯を作 り出すマグマがあるのか不思
議だ。ヨシズに囲まれた露天風呂は混浴、ただ
し20時～ 21時が女性専用時間。別にベニヤ

囲いの女性専用風呂があり、通常は混浴にはな
らない。この露天風呂から眺める御来光 (戸隠
連山から上がる)が有名だが、当日4時半に起
きると無常にも雨が降つていた。それでも、小
雨をついて風呂に入つた。雨の中でも入る風流
人は他にいず、一人でユッタリと霧で真つ自な
スクリーンに御来光を想像 していい気分になつ
たものだ。

前日は、自馬岳山頂での御来光を見る予定だっ

た。朝 4時過ぎに起きると、前日夜中まで降っ
ていた雨は止んでおり、満月に近い月が出てい

る。勇んで仕度をして、御来光を見に登つた。
妙高の頂きがわずかに顔を出す雲海が見事。 4
時 57分、空が紅く染まって、日の出の瞬間を
迎えるまさにその時t富山側からガスが吹きあ
がり、無常にも太陽を覆い隠す。雲海を昇る瞬
間を捕らえるべくカメラを構えていたが、ガス
の中に輝く紅い丸い玉にシャッターを切ること
になってしまつた。
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なかなか思い どうりに行かないもの。ガスの中
を山頂まで登った。山頂には、新田次郎の 「強

力伝」で有名な 50貫の方位盤がある。その表

面には佐渡ヶ島か ら能登半島、自山、槍ケ岳 さ

らに富士山まで見えることが書かれているが、
それ らはガスの中でまった く見えなかった。巨

大な方位盤のシルエ ッ トを写真に撮って山頂を

後に したので した。

始めての山で、期待 したことの 100%を 満た

してくれ ることはまずない。今回は、期待充足

度 45%く らいか ? また来いよ !と  山が言

う。
ただ、ガッカ リさせた後に、別の楽 しさを与え
て くれ るのが山。 白馬山頂では、ガスのおかげ
で、ブロッケン現象を味わ う。また、大出原で

は、雷鳥の親子が姿を見せてくれた。カメラの

前では絵になるポーズを作って くれなかったが

白馬岳は、あまりに有名なため避けていた山だ
が、ヤ ッパ リ魅カー杯。平 日で天気 も悪かつた
こと{)あ るのか、登山道も渋滞になるほどの混

雑はなかった。山の魅力を手ごろにタップ リ楽
しめる山として、やは りお薦めだ。雨の山でも

、最新装備で武装 したオバチャンたちは元気だ

。でも白馬ではファミリー登山者 と若い女性登

山者 も結構いたのが嬉 しい。

私 も去年の白山以降、最新装備を整えてきた。
ゴアテ ックスの レインスーツとダクロンの速乾
パンツ 。シャツ。 Iン EKlの ステ ッキ (フ ォっ

トシステム)。 さすが、良いものはヤ ッパ リ良
い。雨の中の山歩きに効果を発揮 して くえた。
もっとも、レインスーツは上着はほとん ど着ず

、ワングル流の折 りたたみ傘で済ま し、ステ ッ
キは、カメラの 一脚 として使 う方が多かったが

。装備は元気なオバチャンたちにほぼ追いつい

た。あとは、継続的なトレーニンク
゛
と時間確保で、

投資資金を回収 しなくつちゃ。
さあて、次の秋山は、どこに行 こうか ??

11期井 L家
名カメラマンにして名プロデューサーの加藤さ
んいの うえズです。
いやあ、大作ですね。これで、 ドキュメンタリ
ー大賞は、もうもらつたも同然ですね

昨日届いてまず、和子&聖子で試写会をおこな
い、その後、フミゾウ父も合流 し、そして今日
、計 3回のビデオ上映会となりました。何回見
ても笑えるのは、やはり「他人とは思えない二

人」です。

あの楽しかった 2日 間は一生忘れられません。
そして、このビデオも永久保存決定です。それ
にしても、なぜ 30年前の映像にはわが父&母
の姿が欠片もないのでしょうか?

Po S.先 日の自山登山は、天候も悪く日帰
りとなりました。おまけに、負荷を増 した身体
がたたり頂上は断念。さらに、デジカメの映像
はお しゃかになリリベンジを誓いました。 10
月には妙高に行きます。そして、体力づくりの

ために、ジムに通 う予定です (9月 から)

11期片田

森川様
写真有 り難 う御座います。みんなの笑顔が

すばらしいです。あらためて先 日の御礼を申し
‖ずます。

先 日のmeilで平 日の空いてる状況を知 り昨

日12日 工場が休みだつたので福島県の羽鳥へ行
つてきました。家から車で2時間半で4時間券を

買い思い切 り滑つてきました。バイク用フルフ

ェイスのヘルメッ トをかぶ り (ま だバイク乗つ

ています)上級 コースを直滑降ですべってきま

した。高速 リフ ト7分滑降3分で 10分 ピッチで10

回クラウチィングでの 90km/h前 後でのコ

ーナ リングを満喫 しました。スピー ドに慣れる

と )ヽつ と急斜面がほしくな りまた学生時代に使
つていた長 く硬いスキーをもつてくれば良かっ

た と悔やんでいるので した。ただ し疲れて 3時
間で終わ りにして帰ってきました。

11期加藤
立秋を迎え、暦の Lではもう秋ですЭ
あ―あ―夏休み とい う期間もt)う 2週 間 となっ

て しまいました。
夏休みから本格的に始めたVTR野沢スキーがよ

うや く7割方完成までこぎつけました。何せ、

映像が無いのが致命傷です。苦労の跡がわかる

作品 となる事で しょう。 2分間の編集 に何 日も
かかつた りVTR編集 とい うのは、ただのダビン

グ作業 と違いホン トに時間がかか ります。少々

お待ち下さい。

/1田 事務局長様
BIIの 方はさらにもうちょつと待つてください。
遅いので何 もしていないのではないか と疑つて

お られることと存 じますがこれで 1)能力的には

精一杯なのです。

11期小山

暑中お見舞い申し上げます

新 しいスキー板を買い

ジョギングに精を出 しています

11期芝田

写真つきのメイル、ありがとうございました。
ベルクハイム、お楽しみのようで。わたしは、
連体の後も新緑の信州をサイクリングしたりし
ております。

ちなみにわたしの妹もサイクリングに凝つてお
り、 2年つづけてカシュガルからビキュケクま
で国境を越えて走つたりしてお ります。彼女、
連体は糸魚川から諏訪まで走つたようです。
以下は、私が妹にあてたメイルです。
私も後半は 2泊 3日 のサイクリングに出かけま
した。この季節の安曇野はいろんな色が鮮やか
ですね。

1日 目

池田町美術館まで車で運んで、ここからスター

ト。ゆつくりと、大町か ら先はひたす らこいで

、木崎湖、青木湖は西岸を走 り、佐野坂峠を一

気に自馬まで下 りました。夜は、みそ ら野のペ

ンシ ョンで泊。野々市小学校の後輩になる青年
と出あいました。
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2日 ll

国道の峠を越えて鬼無里村、さらに登つて戸隠
へ。 ここの民宿に泊。

31ヨ ロ

同 じ道を鬼無里まで下 り、小川村、美麻村 と山

あいを縦断。新行か ら木崎湖に下り、国道へ。

そのまま必、死に漕いで、穂高まで下り、そこで

富士見行きの電車に乗 りま した。 自転車は翌 日

車で回収。 白馬村 と長野市の間の山あいの集落

、何度 も行きましたが今の季節、特にいいです

ォa。

11期長岡

前回書き込みにある,NHK―総合TV,11月 22日

(本 )での,「人間 ドキュメン ト」にて,タ イ ト
ル 「仙人池のかあちゃん」,再放送が 12月 5日

夜24:15～ にあ ります。仙人池小屋は,昔 (25

～30年 ほど前)よ く出かけていた所であ り,そ
れ以来のお付き合いです。

t)し ,ご興味のある方があ りましたら, どう

ぞ覧 ドさい。――ただ し番組では,も う少 し,

秋の見事な眺めが紹介 されるか と思つたものの

,人物中心で した。
ところで :

先の連体,お 出かけの方も多かった と思いま

すが,当 初の天気予報とは違つて, 3日 間とも

実に穏やかな秋の快晴 と大展望。以下,遅れば

せながら,各地の 事情紹介をかねて。今年は ,

松本近郊を除いてもう無理ですが,雪解けの頃

にお出かけになると,何れ も,音 ,WVで歩いた

山並みを,懐か し偲ぶ ことができるで しょう。

そんな大展望の地のご紹介です。

23日 ,上信越 自動車道から,佐久 。三才山 ト

ンネル・松本・安房峠経由富山県 (実家)へ。

予定通 りの快晴に気をよくししつつ も,夜明

けに望む浅間山はまだ雪もなく,完全に裸のイ

メージ。佐久の盆地では,朝方の低い霧。やは

り晩秋の朝。 三才山 トンネル東側 L部では ,

カラマツ林に名残の黄葉の色が見える 1)の の
,

日陰のこと故,朝の路面は圧 されて凍つた霜が

一杯で多少怖い状況。 これを抜けると,松本側

は 一気に日だまりといつた風で,下るにつれて

雪の北アルプスの眺め t)。

時間にゆとりがあることから,毎回,市内を

通過するごとに気になっていた 「アルプス公園

」へ。地形的には,松本盆地を隔てての北アル

プス南部の展望が広がる筈,かつ,道路地図に
「展望」のマークがあるので行つたものの,あ
ちこち見ても樹木にさえぎられて展望には今―

つ。終点にある博物館屋上に見える展望台へ と

,人館料 100円 で。ほどほどの眺めながらも,

展望を金で買 うようで今 一つ。館内の展示 も,

一日寺代前のような。
公園内で,ゲー トボールのようなのをやつて

い らつ しやつた方のお話では,北にわずかに見

えている 「青年の家」辺 りが良いと。行つてみ

たそこは,いまどきもう流行 らないのか,閉鎖

中。途中に一箇所,古い展望台があつたが,樹
木で今 一つ。近 くの畑での方に聞けば,西の方

に大きな展望台 とのこと。 5万メ|に 「芥子望主

山」 とある所で,誰 t)利用 しそ うもない山中に

立派に整備 された園地。 「農産物直売所」の案

内板があつたので行つてみた ところ,そ こに巨

大な展望台――名称 とはどう見ても一致 しない

が,予算 (補助金 ?)のための方便か。施設は

,本貼 りのなかなかのもので,上か らは,松本

市街が一望,た だ し,山 のほ うは今一つ。足下
の最高地点には,江戸期の山岳信仰の石碑を集
めた塚 と,そ の中央に二等三角点がひつそ り。

さらに北へ車道沿いに。好展望が約束 されて

いる地形なが ら,樹木に隔て られて今一つ。一

員谷へ降 りて,見えていた レーダー ドーム (?
)高塔 (5万図の846m地点)へ と細い道を辿つ

て,こ こに至1つ てようや くに北アルプスの大展

望。 さらに北へ,余 りお薦めできない細い非舗

装道を辿つて,広い道に合流 した所で,一旦南
へ行つて,光城山。かな りの規模の 占いは1城で

,樹幹越 しなが ら,展望もなかなか。後は,北
へ進んで,長峰山 (長野 自動車道の明科 トンネ
ル直 上)。

ここにも前述同様の展望台。 しか しそれに登

らず とも,広い山頂ではどこでも北アルプスの

大展望。のんび りお弁当の人々や,ハ ングライ

ダーの人。 ここに至1つ てようや くにたどり着い

た,自馬岳以下の延々と連なる北アルプスの眺

めЭ地元の人には周知の場所で しょうが,近 く

を通過時に晴れていれば,今後は是非立ち寄つ

てみたい所 とな りました。

下つて次は,木崎湖西の小熊山か ら鹿島槍ス

キー場への,尾根沿いの林道へ。途中にハング

ライダーの場所があつた りで,往復の車 t)ち ら

ほら。 しか し,標高1200～ 1300mの 尾根を連ね

る道のために,狭い範囲ながら路面結氷 t)各所

で。展望は完壁に申し分なく,カ ーブを廻るご

とに,爺 ヶ岳,鹿島槍 ヶ岳,五龍岳。それぞれ

に谷を隔てて,山麓から,雪をまとつた頂稜ま

での,余す ところのない眺め。スキー場に着い

て,ついでに西の大谷原へ。 ここは,鹿島槍な

どへの登山口につき,車 10数台。 この河原か ら

も, 日前に仰 ぐ雪の鋭鋒が見事。

24日 午前 :秋の抜けるような空のもと,実家
か ら近いことを良いことに,富山県人尾町奥の

白木峰へ。昨年の同時期にも訪れてご紹介を書

き込みま したが,昨秋 とは打つて変わつての好

天。風 もな く,1600m近 くの山頂でも寒 くはな

し。普通の年は来 られないここt),今 年のillい

雪 と好天のゆえに,ほ どほどの賑わい。 と言つ

て t),登 山口 (標 高1320m)での車は数台ほど

昨年の今頃 もここで紹介 しましたが,隔てる

もの とてもないこの頂きからは,定高性を持つ

て広がる飛騨の山々の彼方に,かな り下まで降

りてきた雪の一線をLm4~し た北アルプスの山々。

北端の特徴のない山から始まって,丸つこい朝

日岳,毛勝三山,奥の自馬岳など,剣岳,立 山

,薬師岳,そ の間に針 ノ木岳など,さ らに,水
品岳か ら北ア中央部の山々,特徴のある槍・穂

高と,意外なところに笠ヶ岳。 さらに,乗鞍岳

,御嶽山。その間には中央アルプス。 どつしり

とした御嶽山か ら右 (南)は,低 くなつて,ポ
チ ッと小 さく小秀山なども。高山市と庄川 11流

域の山々が連なつて,南西から北西方へは白山
の高まりとその北の山々。能登半島の基部 と富

山湾などの眺め t)。
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この山での晩春にはスズタケ (ネマガリダケ
竹の子)採 り,初夏には山上の池塘でモ リアオ
ガエルの産卵,ややあつて一面のニッコウキス

ゲ。今はまだらに雪の残る笹原と,それ以下の

山腹は全山落葉を終えたブナの純林。数年前に
完全撤去された巨大なNTT中継所跡は,そのヘ

リポー トさえも次第に風化の中に。この道は,

今週にはもう雪で上部は不可でしょうが,普通
の年は 6月 下旬には可。辺部な所ながら,眺望
にはお薦めの地です。

25日 帰路 ,

予報とは打つて変わつて,く ずれそうにもな
い青空。松本で,ついでにと,美ヶ原 (王 ヶ頭
)へ。何よりも,松本・浅間温泉からの林道が
無料になつていたのが嬉 しく,上 りつつ曲がる
ごとに,落葉を終えた樹間に見え隠れする北ア
ルプスの諸峰を確認 しつつ,終点の大駐車場に
。標高2000mでのカラマツ林は,も う名残の色
もなく,寒々としたこずえのみ。絹層雲のもと
でかげりの見え始めた空。やや霞んではきたも
のの,さすがに展望の名所。北東方には,浅間
山,四阿山など。北西方には,北方は霞んでし
まったものの,松本盆地を隔てての北アルプス
全山。この辺 リー帯の道は,12月 1日 から4月
19日 まで冬期閉鎖の表示。アンテナ林立でバカ
にして,随分行つていなかつたものが,行つて
みればやはり展望の名山。改めて見直して,夏
の高山植物の頃が楽しみです。

ともあれ,ち ょつと得られないような,連 日
の展望でした。北陸ではいよいよ雪,ほかも寒
気到来の季節。では皆様,ど うぞご自愛くださ
い。

11期森り:|

小春日和 ?の 23日 二重の美杉ビレッジの温泉
へ行つてきました。小春 日和が昨日も続いたの
で鈴鹿の藤原岳麓の聖宝寺へもみじを見に行き
民家の家先でやっていた店 ?で麦とろを食べて
きました。鈴鹿でとれた自然薯も売つていたの
ですが、2000～ 3500円 と高く擦るのが
面倒 とのクレームがあり、泣き泣き帰つてきま
した。

2001年 、、、鉄腕ア トムが活躍 した20世
紀に別れを告げ希望に満ちた 21世紀になるは
ずでした。それなのに、銀行の不始末による不
況の上に、アフガン、自衛隊法の改悪、財政改
革が急務なのに外国には気前良く援助の約束を
して、改革 。改革とお経を唱えなにもしないK
総理・・ ,0。 ・。そして、加賀の元おひい様
のお言葉。

イイカゲンクラプの会長としては、耳は痛いで
すが、おひい様が言われることは同期の仲間と
しては寂 しい限りです。加賀の元おひい様は野
山の華のように永遠であつて欲 しい。

少 し早いですが、 2002年 こそは夢のある年
になって欲 しいですね。それに備なえて、 12
月は少 し大人しくしてごます りに徹しようと思
います。
今年は天候に恵まれ、予定した所ははば、全部

行けました。雨に降られたのは、スーパ林道 。

新岩間温泉の 10/28(日 )の午後のみ。
雨で中止 したのは 11/3(土 )の桑名の六華
園庭園のみ。今年行つた中でお勧めの宿を会長
だけに知らせます。 「仙水小屋」北沢峠下車徒
歩 40分、要予約、6500円 (一泊 2食)今
までに泊まった中で最高の食事でした。是非来
年奥様 と二人でどうぞ。甲斐駒も近い ?ですよ
。行く時はくれぐれも予約を忘れずに。
TEL ; 055-276-6293

野沢、アオヤギさんが張り切つているが、
祭 りの日と会わない方がいいのでは ?要確認方

13期 、秋の同期会 (11月 3

をさせて頂きます。

13期柴田
・ 4日 )の報告

ワングルのOBでありながら、山河とは無縁の
生活を送つている大半の 13期 、今年 (第 9回
目)の旅行のテーマを『山』と『川』に設定し
てみました。まず『山』として選んだ京都『嵐
山』はブッシュの代わりに人をかき分けるのが
たいへんでした。『川』としての『保津川』は
遡行したかつたのですが、濡れるのがイヤと言
う人もいた為、船に乗つての優雅な川下りと相
成りました。油断したため、波をかぶつてジー
パンを濡らし、結果的に冷たい思いをした人も
おりました。この 2日 間、歩きどおしで足腰に
痛みを訴える者続出となりました。

渡月橋のたもとで頂いた秋田のそば、天龍寺の
湯豆腐、共に美味でしたし、宿での京風創作料
理、ワングルの食事と比べれば、上品な事この
上なしでした。年に一度の同期会は私たちにと
つて、かけがえのない『財産』となっています
。今年は11名 (伴侶 1名 オープン参加)が結
集。来年の幹事 。日程も無事に決まり、またの
再会を期してして解散となりました。まずは報
告まで。

15期上馬
9月 の声を聞く頃から急に涼 しくなつてきま

した。山では朝晩寒いくらいでした。
先週は、楽々新道を上 り、小桜平避難小屋泊

、大汝峰から中宮道を下リゴマ平避難小屋泊、
念仏尾根から二方岩岳へと2泊 3日 で歩いてき
ました。まだまだ紅葉は早いですが、ナナカマ

ドの実が赤く熟し、イワイチョウやハクサンフ

ウロなどの草紅葉が始まつていました。それに
いろいろな木の実がたくさん実つていました。
ベニバナイチゴ、クロマメノキ、クロウスゴ、
ガンコウラン、サンカヨウなどなど。

学生時代、PWで一緒に行つたメンバーの人
たちには、思い出された方もいるかもしれませ
んね。どれも食べられる木の実です。 4年生の
時、別山山頂でガンコウランの実を集め、持つ

て帰 り果実酒にしたことがありました。今では
そんなことはできませんが (自 然公園法に触れ
ます)、 ひとつぶ、懐かしい味を味わうくらい
は、山の生きものに許しを請 うてもよいのでは
と、楽しんできました。

ゴマ平の小屋は 2年前に新 しくなってから初
めてでした。 1日 ゴマ平避難小屋の少 し上、三方
岩岳方面へと分かれる分岐に、 2階建ての木の

香も新 しい小屋です。詰めれば20～ 30人 は泊ま
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れ ます。水場 1)近 くに十分な流れがあ ります。
ちょつと残念だつたのは トイ レの臭いのきつい

こと (こ の秋には改善される予定)で した。登

山道の状況は概ね良好で、草刈 りもされていま
した。
今回 も動物の糞拾いで したc3日 間で合計 18

0個 ほどありま した。テンやキツネの糞にも木
の実が多 くな り、秋を感 じました。

15期宇野

秋の小屋酒場、参加出来ずに残念です。
10月 6日 の締め切 りまで参加 しようか迷いな

が ら気力のなさと浮き世の しがらみで、当日は

休 日出勤で過 ごして しまいま した。
何か、大事なものを置き去 りにしながら日々

をついや している後ろめたさをいまだに感 じて
いる自分に青臭さを感 じなが ら 、50歳 を目の

前にする我に愕然 とする今 日この頃です。
倉谷の流れに身を浸す我を夢想 しつつ、現 (

うつつ)に流す 日々に、 「おろろ」の幻の雄叫
びが迫ってきます。気力が萎える前に、倉谷の

息吹をもう一度 この身に吹き込んではしい。だヽ
屋酒場には行けなくても、いつかは行きたいと
思っているファンが大勢いることを忘れないで

ください。

15期舟田
さて、先月、呉服屋 (!)の催 しで、運勢をみ
てもらえるのがありました。保護者懇談会では
、どうシビアな現実をぼやかした上にア ドバイ
スすればよいか悩んでしまう私。どんな話術を
するものかに興味があって、みてもらいました
。彼女の占いの基本は、西洋占星術と姓名学な
んだそうです。牡羊座の星と「節子」の名前は
ジャス トマッチで、強いリーダーシップをもつ
ことになるのだそ うです。 (ンダ、ンダ !)今
年が変わり目の年にあたり、家族や何やで控え
ざるをえなかった所 (何かの星が、かぶさって
いたそうな)、 来年からはそれがなくなり、一

挙に能力を開花 していけるそ うな。 (こ れ以上
翔んでどうするんじゃ…旦那の陰の声)初期の
目的を忘れ、上機嫌になってしまった私。催事
でなかったら、思わず包んでしまつたかも。
ともあれ超元気です。今晩は、村田お姉様の橋
渡 しで、木下元々室堂主任と力丸様計 4名 で会
食することになつています。次回会報特集 「山
の語 り部」の取材のためです。
3日 前には、まず練習も兼ねて、林ナカオ代表
に取材させてもらいました。あとで、送信 しま
すが、それで特集の意図する所は十分に理解 し
てもらえると思います。全員 (6名 を予定)の
取材が終わつたところで、微調整をや りますが

、この草稿で、HPに掲載していただいても構
いません。 (あれこれと、総会にむけての準備
はしていかにゃあ)

なお、高二郎の新道の上部 (ク ラコシ尾根)、

作業が危険であり、やつてもまたコシアゲ谷に
崩落 してしまいます。二又側 (登 りであれば、
右)斜面に トラバース道をつけ直ししよう。そ
うすれば、女子が多数になってしまうかもしれ
ない現役でも維持できるレベルになるであろう
。 と、来年、ナカオ他の方の手も借 りて、付け
直しをやつてみるつもりです。標柱も立てた、
ダムサイ トの道もきれいになつた、小屋だつて
楽 しく使える…今や らないと、高二郎は復活で

きません。現役に 200万 円は持ち過ぎ。それ
を原資 (や つたぜ飲み会程度)に 、人を雇い、
安全な登山道にして しまい、今後の現役 も長 く

部のバイ トとして関わつていけるように、投資
したい と思います。犀川源流域は、ナカオが世
間に認められた大切な山域であり、どうしたら
いいのだろ う?に応えてくれるボスを得たのは

、それ も 「節 子の星」なんで しょうね。付け替
え作業については何度 もではなく、一度の山行
で。その替わ り、現役はもちろん、草刈 り十字
軍のように多数に参加 してもらい、一緒に道を

開いた感動を味わってもらう。そのことで現役
の 「高二郎観」を一挙に変えて しまお うと思つ

ています。
まさに、 「開花の年」 (も うちょつと、宝銭が

当たるとかさあ―でも歓迎なんだけど)こ んな
ことにワクワクして しま う私つて…。林 さんの
キャリアと人脈を頼ることになるので、彼の決
定にあわせての現役は主催側であつても、それ
に協力の決定順 とな ります。来月のナカオ納山
会には、来年度にやる仕事として林 さんが発表
するで しょうから、O13会役員の新年会、また

会報に )ヽ間 に合 うと思います。任期末にいい仕
事ができるんではないで しょうか ?

15期松林
さて、 1年半前か らウオーキングにはまってい

る流れで、 17日 の土曜 日、封切初 日に映画 「

伊能忠敬―子午線の夢」を見に行つてきました

。その熱気がさめぬまま、次は本屋へ立ち寄 り

、新潮文庫の 「伊能忠敬を歩いた」 (佐藤嘉尚

著)を買つてきて読み始めたのです。すると、
その 65ページに 「国土地理院の長岡正芳 さん

」 とい う方が登場するのを見つけま した。はて
? 「長岡正利 さん」ならよく存 じ上げている
のですが、国土地理院には同 じような名前の方
が別にいらつ しゃつたので しょうか ?
あの 「伊能 ウオーク」は、残念ながら朝 日新聞
社の主催だつたこともあつて、イベン トが行わ

れた当時はまつた く関心がなかったのですが、
今になって、映画を見たこともあり、がぜん興
味がわいてきま した。長岡さんが当時、このイ
ベ ン トに深 く関わってい らつ しゃつたことも、
佐藤 さんの本で改めて知 りま した。
それに しても、伊能忠敬 とい う人は、ウオーキ
ングの神様だつたのですね。

<長岡さんより返事 >
それは,小生の名の書き間違いです。 (~;)

なお,現在は,国土環境株式会社にお ります

。 (昨 6月 より)

ところで,今朝は,朝の 2時半から, しし座

流星群を見に。例年になく見事で,時には, 2
～ 3個が同時に出現。

よって今 日は, 日中もふ と眠 くなるような一

日で した。
いま思い起 こす と,流星跡を残 したようなも

のの場合,聞いているラジオに雑音が出ている
ような,ふ とそんな気になる。静けさの夜空の

中での大競演で した。

18期大西

残暑お見舞い中し上げます。
ご無沙汰 してお ります。 (昨夏の花 。星 。人の

感想文以来、当節は大変お世話にな りま した。
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)当 方、山は登 りた し、 しか し、気力、体力、

時間が行 く手を阻んでいる状態が続いてます (

言い分けか)昨 日、お盆休みを利用 して帰省 (

石川)か ら戻つてきた ところです。石川県も暑
かつたけれ ど、ここ大阪は 37℃ と狂わんばか

りの暑 さです。東京 t)暑かった し、この夏、自

分の動 くところに灼熱の太陽がついて回つてい

るのではないか と思 うほどです。

今、エアコンをびんびんかけて甲子園を見てい

ますが、球児たちが熱中症にならないかと心配
しています。で 1)、 若 さつてす ごいですね。ア

ウ トとわかつてても懸命にヘ ッ ドスラデ ィング

す るし、ベ ンチに戻つてくるのも走って くるし

、これが高校野球のさわやかさか。ティーショ

ッ トを大きく横に曲げても走ろ うとしない大人
と違いますね。
我 もさわやかなビールで 1)飲 もう !! ちょつ

と違 うかな。
皆様はいかがお過 ごしですか。
さて、この度、突如、東京転勤が決ま り、 7月
より江戸川区に住んでお ります。家族は父 との

同居に何の関心を示 さないため、当然単身赴任
です。 当面の課題は休 日をどう過ごすか。何年
いるかわか りませんが大都会を楽 しみたい と思
います。在京のOBの皆 さん、暇があれば声をか
↓す

~で
くた]さ い。

18期横井

新年明けましておめでとうございます。
18期の横井です。
毎々OB通信ありがとうございます。奥名会長
のお便 りに季節を感 じ、添付いただいている写

真 に心がなごみます。
や まざとも内容がますます充実 して舟田さんは

じめ事務局の皆 さんにはお礼の言いようががあ

りません。
なかなかに仕事に追われてと言い訳 して、登山

することに気が向かないですが、歳を取るにつ

れて、年 1回位 自然に親 しみたいと思 うように

なってきました。昨年は5月 の連体に谷川岳に

行きま したが、思いの外、雪が深 く、家族は登

山の経験もないので途中下山 してきました。 「

行きたいなら、お父 さんだけで」 と言われ、今

年はひ とりで行 く事にな りそ うです。

22期森
舟田さん、絵葉書あ りが とうございます。いい

秋の 日で したね。いつか行きたい とい う気持ち
がまた募 りま した。山小屋酒場の案内もあ りが

とうございます。参加はできませんが、皆 さん

で懐か しく楽 しい夜をお過ごしください。
22期の青木 康治 さん (旧 姓嶋田さん)が 2
001.9.15に 急逝 されま した。闘病生活
の末 とい うことで した。同期のメンバーで福井
松岡町で行われたお通夜に参加 しま した。なか

なか会えなくても、いつか会える、元気でいて

くれていると思つてきたのに 。・。 とつてもさ

み しくな りました。また、 22期で集まろ うと

その夜話 し合いま した。

26期畠山
休 日の早朝、インラインスケー トをやつていま

す。 冬はスピー ドスケー トをや りますが、滑
りの感覚はよく似ています。 通常のスキーと
は全く違いますが、ショー トスキーの感覚とは _104-

通 じるものがあ り、緩い下 り坂ではショー トウ
ェーデルンを楽 しむことができます。 アパー

ト前の水族館の駐車場で、子供の自転車 と競争
しなが ら遊んでいますが、早朝 トレーニングは

海岸線を 30-50km走 ります。 直江津か

ら糸魚川までの海岸沿いのサイクリングロー ド

が整備 されていて、ここを朝 日を浴びなが ら風

を切つて走るのはとても爽快です。 親不知あ

た りまでの海岸線は変化に富んでいて、遠出の

楽 しみでもあ ります。
スピー ドや技術を追求する走 り方は しないので

、靴は柔 らかめで、荒れた路面や、多少の段差
でつまずかないように車輸サイズを大きめに し

て、柔 らかめのローラーにしています。 ブ レ

ー ドが外せるタイプなので、疲れたら復路は電

車に乗つて帰ることもあ ります し、子供の自転
車に付き合いなが ら遠出することもあ ります c

もうlヶ 月もすれば北アルプスや妙高は真つ白
です。  10年 ぐらい前は、 11月 の 2週 に唐
松岳の 11か ら八方尾根上部の初滑 りを楽 しむの

が恒例になっていましたが、今年はどうで しょ

うか。

36期蒲原
いつもお世話になつております。
又今年も,息子の追悼山行に行つてきます
日程は8月 24, 25, 26日 です。剣岳

今年で 9回 日です
私達夫婦は息子を通 じて,山 が好きになりまし
たッテ行つてもまだまだ駄 日ですけど、剣にい

きなり行き色んな山に登つてから行くなら解る
けど,ま だまだ、未熟ですが少 しずつ他の山に
も行つて見たいつと思っています。
又、行つてきましたら報告します
宜 しくお願いします。



年 賀 状 」に り

(年頭挨拶部分はカッ ト)

(こ の他 に近況報告相当がない方分 )

4期  高田 昌嗣

最近は久住山など、近 くの山々を歩 いていま

す。

5期 稲葉 正己

私儀昨年末をもって永年のサラリー マン生活

を終えることにな りました。在職中は、格別の

ご厚情を場 りましたこと 心よ りお礼́申 し上げ

ます。 これからは 自然に楽 しみつつ、これまで

時間に追われや り残 したことに取 り組んでゆ 二

うかと考えています。今後 とも相変わ りませず、

よろしくお願い申し上げます。

11期  小山 清

昨年は春にはパの街 を歩き、秋にはハ ーフマ

ラソンを走 りました。

12期赤地 賢- 14期 赤地 喜久子

15期  松 下 重人

H14年 4月 山代で開業 します。

16期  北 ||1 隆次

春には昨年の雨飾山の リベンジを考 えていま

す。

16期  山内 政司

先 日、運動不足がたたり、腰を痛めま した。

そろそろ健康を真剣 に考えねばな らない年令 に

来ているようです。

17期  長田 正文

今年は年間10非の山登 りを目標にしたいと思

つてお ります。

17期  渡辺 和文

17期で金沢 B級 グルメツアーを計画中です。

懐か しの店の情報あ りました らお教え下さい。

18期 大西 正明

昨年 7月 より東京勤務となり、単身赴任生活

を送っております。単調な一人暮らしになりが

ちな自分を叱咤し、できるだけ外に出掛ける事

にしています。たまに山に登ったりもしていま

す。今年は南アルプスに挑戦したいと思ってお

ります。年末に17期 (川村、藤野、長田さん)

と忘年会をやりました。

20期 松下 和隆 20期  松下 早苗

う渡つご予lT

東海自然歩道を完歩す
る。この家族計画も2年

目を向かえ、昨年の夏
は裏富士を歩きました
。田貫 (た ぬき)湖か
ら本栖湖を経て精進湖
までの 15キ ロ。3泊
4日 のコースでした。
右の写真は田貫湖畔に

左の写真は、「本栖湖
の人魚姫」。魔法使い
にお願いして尾ひれを
足に変えてもらったと
ころ。と思いたくなる
ほど神秘的な湖。

右の写真は、パノラマ

台 (i305)か ら観た夏

富士。今コースの最高

点です。ちょっと雲が

かかつていて残念です
が、富士の大樹海と左

右に富士五湖 (本格湖

、精進湖)が見下ろせ

る贅沢な穴場です。

-r'..'.2[2L1..]r. しれ考か}可
`

20期  久富 象二

新年早々、カンボジアヘ行 つてきます。

25期  辻村 善徳

昨年は秋にベルクハイムヘ “単独行 "しよう

と計画 してお りましたが、残念なが ら果たせま

せんで した。今年こそ…。

200′、

“"■
―こ 帝おこ
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『
イ芭 0つ Lコ 漸薇《⊃ Eヨ Lコ 』 σつ

光 と 陰

栂 典雅(19期 )

舟田編集長から頼まれた「裏話Jになるのか

どうかは別として、とにかくあんなしんどい思

いはもう二度としたくないというのが、本音の

話。

依頼の電話があつたのは7月 上旬。受け手が

いないと、相手 (「 山と渓谷社」の下請編集者)

は焦つていた。よくあるパターンだ。そもそも

この本は、花の群落写真とエッセイ風の文章で

綴る「花のギャラリーJ、 百数十種の花を色別に

並べて解説する「花図鑑」、花を見るための「コ

ース案内」、代表的なお花畑で見られる花を網羅

的に記す「花マップ」などからなる単行本、使

用写真は300点にもなる。おいそれと引き受

けられる話ではない。が、「花図鑑」に相当する

『白山 花ガイ ド』という前歴?がぼくにあっ

たことが、結果的には、お互いの決め手になつ

たように思う。

頼んでおきながら「手持の写真を即、送れ」

などとは、さすが全国区出版社の威厳。これは、

「審査」にほかならない。そして、送られてき

た数冊のシリーズ既刊本を見て驚いた。名だた

るプロの写真家が名を連ねているではないか !

幸か不幸か、審査をパスしたぼくは、7月 中

旬から取材を開始した。ところが、あの 2000

年は変な年で、下旬は予想外の悪天候に見舞わ

れ、お花松原のクロユリも平年なら適期の8月

上旬でまだ薔。ならばと12日 に再訪したがま

だ四分咲き。ええい、ままよと翌週、万難を排

して豊れば、花は満開なのに現地に着いたらガ

ス。といつた具合で、夏はのんびり東北の山へ、

などは夢のまた夢、フ回も自山に登るはめにな

つた。後半は休みも取れず、マイカー規制もあ

つて、朝 5時市ノ瀬始発のパスに乗り、夕方 5

時30分別当出合発の終バスロがけて駆け下り

る、という鬼のような日帰り山行.思い出して

もゾッとする。

だがしかし、それより辛かつたのは、そのあ

とである。記録を見れば、その年の8月 までに

30回を数えた山行は、その後パッタリ途絶え、

休みはひたすら原稿書きと写真選びに追われる

日々。猛烈なス トレスとの戦いで、正月も登り

初めもスキーもなかつた。

というわけで、なんとかヤマケイの出版企画

に穴をあけずに済んだのであるが、ここで思い

出した裏話をひとつ。シリーズ⑤『自属岳』の

「花図饉」の解説に、ぼくが『白山 花ガイド』

で試みた名前の由来や漢字表記が多くあること

に気づいた。実は、数年前、自属のみやげもの

星で目にした『北アルプス 花ガイド』なる本、

体裁はもちろん、花を色・形で分ける苦心のオ

リジナリティまで見事にパクられ唖然。実用新

自
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・
の
り
ま
さ
）

１
９
５
５
年
、
石
川
県
金
沢
市
生
ま
た
。

金
沢
大
学
在
学
中
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ダ

ル
部
に
所
属
し
、
自
由
や
北
ア
ル
プ
ス
な

ど
に
登

っ
た
の
が
、
高
山
の
花
と
の
出
会

い
。
以
来
、
山
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
、
白

山
山
系
を
中
心
に
山
遊
び
を
続
け
て
い
る
。

著
■
に
『白
山
　
花
ガ
イ
ド
」
（橋
本
確
文

堂
）
の
ほ
か
、
共
苦

・
分
担
執
筆
と
し
て
、

「山
と
高
原
地
図
　
山
山
〓
マ
ッ
プ
ル
マ
ガ

ジ
ン
向
山
〓

マ
ッ
プ
ル
マ
ガ
ジ
ン
自
然
の

遊
び
場
（西
日
本
ご
『日
本
百
名
山
を
金
る
」

「関
西
の
山
歩
き
１
０
０
選
」
（以
上
昭
文

社
）
、
「花
の
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
〓
山
と

濱
谷
社
）
、
「写
真
集
　
白
山
〓
山
菜

・
木

の
実
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
穴
以
Ｌ
橋
本
確
文
Ｉ
）

な
ど
が
あ
る
。
金
沢
市
在
住
。

●
編
集
ス
タ
ツ
フ

ミ́
ユ
ｘ
０
０
ｕヽ
Ｏ
ωヽ
〓
Ｏ
Ｄ

Ｏ
ブ
ツ
ク
デ
ザ
イ
ン

馬
嬌
正
司

（Ｏ
ｏ
ｏ
２

５
０
）

●
本
文
デ
ザ
イ
ン

ミ́
２
＾
０
「
●
∽
く
り
一〇
３
ｏ

●
図
版

Ｏ
ｍ
Ｏ

●
取
材
　
執
距
協
力

Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

●
情
報
提
供
等

石
川
県
自
然
解
説
員
研
究
会

石
川
県
自
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

自
峰
村
　
尾
口
村
　
〓０
野
谷
村

（株
）ツ
ウ
ワ
ン
自
峰

（財
）自
山
観
光
協
会

（株
）橋
本
確
文
堂

（株
）リ
ト
ル
ア
ド
ベ
ン
チ
ヤ
ー

●
花
図
鑑
の
樋
物
同
定

畔
上
能
力
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一
１１
●
一Ｌ
」̈
ｉ‐‐Ｌ
Ｌ
卜
Ｌ
が
Ｌ
‐

）
は
じ
め
に

自
由
に

，
り
は
じ
め
´ヽ

却
数
年
　
■
議
し
て
写
真

ら
‘
“
及
年
を
及

え
る
が

い
た
す
ら
に
年
を

，Ｆ
れ
る

ば
か
り
で
　
こ
れ
ま
で
も

そ
し
て
ι
分
こ
れ
か
ら
も

ま
人
の
成
を
脱
し
得
な
い

で
あ
ろ
う
仏
で
あ
る
。
加

え
て
　
１１１
＃
技
術
に
出
す

る
専
門
古
は
多
々
あ
り
　
こ
の

ン
リ
ー
ズ
で
も
′
名
な

方

々
が
的
確
な
Ｆ
ほ
ど
き
を
さ
れ
て

い
る
．
よ

っ
て

こ
こ
で
は
　
私
な
り
の
撮
彬
に
関
す
る
み
え
方
」
自
由

で
化
を
撮
る
際
に
な
ぅ
に
な
る
Ｌ
思
わ
れ
る
■
柄
を

‐
ｉｔ‥

す
こ
Ｌ
で
　
お
＝
し
を
細
い
た
い
．

▼
私
が
考
え
る
花

の
撮
影
法

化
の
搬
彬
に
も
さ
ま
ざ
■
な
目
的
や
意
図
Ｌ
、
そ
れ

に
応
し
た
技
術
、
ｉ
法
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
，
そ
れ
を
以
卜
に
中
理
し
て
ム
た
が
　
あ
く
ま
で
概

念
的
な
区
分
で
あ
り
　
実
際
は
中
――――
的
な
こ
Ｌ
が
多

い
。

●
客
観
的
な
写
真

＝
ぁ
り
の
ま
よ
を
写
し
搬
る
．

Ｏ
Ｈ
鑑
的
写
真

一
個
体
と
し
て
の
特
徴
が
わ
か
る
よ
う

ホ

ー
　

説

明

的

　

写

実

的

な

写

彙

と

い

っ
て

も

よ

い
．

記

，

的

な

１，
の

も

こ

の

範

略

に

入

る

．

¨
図

“

的

で

い

¨

・
標^

′
ズ

．
●
生
無
的

て
は
標
■

か

り
広
角

系
の
レ

ン
ス
を

，

つ
こ
と
が
多

い
。

花

の
全

体

か
ら
葉

　
あ
る

い
は
周

辺

の
猥
■

に
ま
で
ビ

ン
ト
を
合

わ

せ
る

に

は
　

絞

り
を
崚

っ
て
被

写
界
深
度

を
深

ッ
タ

ー

ス
ピ

ー
ド

が
遅

く

な

る

の

で

手

ぶ
れ
防
止

に
三
脚

を
使
用
す

る
必
要

明

確

に

し

て

　

あ

■

も

こ

れ

も

と

燎

張

ら

な

い

こ

と

か
大

切

　

そ

の

た

め

　

ハ

ッ
ク

●

ホ

カ

０

と

い

っ
た

Ｉ

県

処

理

や

余

計

な

■

察

の
思

い
切

っ
た

カ

ッ

ト

な

ど

が

必

要

に

な

る

．

レ

／
ス

斑

択

６

′
ヽ

れ

に
合

わ

せ

る

が

　

０

壼

形

的

て

は

中

と

　

い
情

■

的

て

は

Ｏ

と

同

■

の

レ

ノ

ズ

を

使

う

■

合

が

多

く

　

効

果

を

高

め

る

フ

ィ

ル

タ

ー

を

使

用

す

る

こ

と

も

あ

所
で
表
し
た
．
“

・●
用
．

ホ
３
　
弥
陀
ガ
原
や
室

堂

か
ら
　
な

だ

ら

か
に
槙

た
わ
る
御
前
”

や

コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま

っ
た
別
山

　
お
池

め
ぐ

リ

に

、
花

に
も
彙

に
も
ピ

ン
ト
を
合

わ

せ

て
撮

る

．

―
―
作
例
―
．

の

生
態
的
写
真

一
神
と
し
て
の
特
徴
に
加
え
　
■
育
環

境
も
わ
か
る
よ
う
に
川
辺
を
入
れ
て
搬
る
―
―
作
例
２
．

●
主
観
的
な
写
真

＝
自
分
の
思
い
を
た
現
す
る
．

０

造
形
的
写
真

¨
感
＝
に
訴
え
か
け
る
化
の
色
や
形
な

ど
　
最
も
表
現
し
た

い
部
分
を
強
調
し
て
撮
る
―
―
作

①

情
ｌｉｔ
的
写
真

一
化
を
―，―
観
の
Ｌ
要
素

（と
き
に
は
脇

役
）
と
し
て
、
情
感
の
あ
る
風
景
を
作
画
す
る
―
―
■

Ｓ
で
■

，
て
し

，

っ
た
矢
敏
”
．
“

・
マ
ク
ロ

―
作
例
６
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
メ
イ
ン
と
な
る
花
　
特
に
群
落
を

い
か
に
画
面
に
入
れ
る
か
が
■
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

晰
然

の
こ
と
な
が
ら
、
背
丈
が
低
く
、
小
さ
な
化
ほ
ど

画
面
構
成
や
　
化
か
ら
背
―――
ま
で
の
ビ
ン
ト
合
わ
せ
が

難
し
い
．

次

に
、
自
由
で
ぜ
ひ
　
撮
影
し
た
い
の
が
ミ
■
マ
ク

ロ
ユ
リ
や

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
の
群
落

（写
真
７
）
。
ま

た
　
多
彩
で
カ
ラ
フ
ル
な
お
花
畑

（写
真
８
）
も
自
由
の

特
徴

の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

ハ
ク
サ
ン
名
の

柚
物
‐８
神
は
６７
イ
に
出

い
た
が
、
日
立
た
な

い
ス
ゲ
知

や
山
地
―――

の
も
の
は
と
も

か
く
、

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
グ
や

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
フ
ウ

ロ
、　
ン
■
ジ
ン
　
ト
リ
カ
プ
ト
な

ど
は
　
や
は
り
自
由
で
カ
メ
ラ
に
収
め
て
お
き
た
い
化

た
ち
で
あ
ろ
う
．

▼
わ
た
し
の
撮
影
機
材

（次
ベ
ー
ジ
の
写
真
）

こ
の
＝
は
　

＝
お
写
真
を
目
的
と
し
て

い
た
の
で

望
連
系
は
省

い
て
、
６
×
７
判
を
持

っ
て
い
っ
た
。
と

に
か
く
シ
ン
ブ

ル

督
―
――
化
を
心
か
け
て
い
る

（も
Ｌ
も

と
根
材

体
力

と
も
に
な

い
だ
け

の
こ
Ｌ
だ
が
　
　
）

．̈
１

，
一̈

」
ヽ
■
卜
一
”
■

―
‥■
」
Ｌ
な
一い

Ｌ
卜
」
ト

▼
自
山
の
花
を
撮
る

自
由
の
山
容
は
机
し
て
な
だ
ら
か
で
あ
り
　
高
山
＝

は
標
高
２
４
０
０
１‐
以
卜
の
秋

い
範
――――
を
古
め
る
に
す

ぎ
な
い
。
ま
た
　
独
゛
崎
で
あ
る
か
ゆ
え
に
　
近
く
に

自
由
に
比

，――
す
る
よ
う
た
高
さ
の
山
■
が
な
い
．
こ
の

こ
Ｌ
は
、

い
わ
ゆ
る
ア
ル
ベ
ン
的

な
景
観

に
Ｉ

し
く

そ
う
い
っ
た
山
体
を
バ

ッ
ク
に
化
´
搬
彬
で
き
る
場

所

が
　
部
の
地
域
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
意
‐――、
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
な
か
で
　
自
由
に
咲
く
化
を
表

現
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
Ｅ
人
が
必
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
　
樹
位
置
で

――――
ｌｒｌｉ
に
で
き
る
た
け
化
を
人

き
く
取
り
込
み
　
な
だ
ら
か
な
山
を

「起
こ
す
」
こ
Ｌ

が
み
え
ら
れ
る
―
―
作
例
５
。

逆
に
、
広
角

レ
ン
ア
を
川
い
て
、

―――
容
の
な
た
ら
か

さ
と
広
が
り
を
強
調
す
る
と
い
っ
た
Ｉ
法
も
あ
ろ
う
―

■
カ

カ
メ
ラ
は
　
過
酷
な
爛
境
ド
で
の
使
用
に
も
耐
え

る
甲
■
さ
と
機
能
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
の
Ｆ
Ｍ
２
／
Ｔ
を

使

っ
て
い
る
。
三
脚
は

ロ
ー
ア
ン
グ
ル
が
で
き
る
も
の
。

ミ

ニ
　
脚
は
　
こ
の
タ
イ
プ
で
は
丈
夫
な
方
で
、
大
型

脚
を

い

っ
ば

い
に
広
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
狭
い
道
や

岩
期
な
ど
で
は
、
意
外
に
■
宝
し
て
い
る
．

▼
お
わ
り
に

近
年
、
自
由

の
化
を
見
る
と

「
よ
く
ぞ
生
き
て
こ
ん

な
に
も
咲

い
て
く
れ
た
」
Ｌ
思
う
。
自
由
の
出
――‐
柚
物

が
分
布
す
る
の
は

「西

の
岸

↓
ぷ
ち
」
。
こ
の
よ
よ
温

暖
化
が
進
め
ば
　
典

っ
先
に
絶
減
す
る
迎
命

に
あ
る
と

も

口
わ
れ
て
い
る
。
白
山

の
化
の
す

―ｌｒ
ら
し
さ
に
感
動

す
る
こ
と
が
、
自
由
は
も
と
よ
り
、
自
然
を

い
Ｌ
お
し

む
気
持
ち
に
つ
な
か
る
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
し
　
本
轟
も
そ
の
　
助
に

な
れ
ば
と
鞭

っ
て
や
ま
な

い
．

０
フ
ィ
ル
ム
は
情

し
よ
ｒ
数

カ
ッ
ト

私
も
写
真
を
始
め
た
こ
ろ

は

　

一
枚
ず

つ
縄

っ
て

あ
と
で
後
悔
す
る
こ
と
が
多

か

っ
た
。

い
い
と
思

っ
た

被
写
体
に
出
会

っ
た
ら
、
紋

り
や
”
出
を
変
え
て
何
枚

か
撮

っ
て
お
き
た

い
。
ま
た
　
績
位
置
で
縄

っ
た
ら
、

視
点
を
変
え
て
縦
位
置
で
は
ど
う
か
Ｌ

い
っ
た

工
夫
を

す
る
と
よ

い
。

●
被
写
件

を
よ
く
製
察
す
る

天
候
が
急
変
と

い
っ
た
場
合

は
と
も
か
く
、
花
や
山

は
逃
げ

て

い
か
な

い
。
あ
わ
て
ず

に
　
ま
ず
観
察
し

何
を
ど
う
撮

り
た

い
の
か
を
吟
味
す
れ
ば
、
作
例
―
や

３
の
よ
う
な
失
敗

は
免

れ
る
。
ま
た
　
見
す
ご
し
て
き

た
小
さ
な
花

に
も
美
を
発
見
す
る
と

い
っ
た
観
察
眼
が

養
わ
れ
　
花

の
名
前
も
覚

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

コ

ー

ス

か

ら

の

特

徴

的

な

ｉ

崎

群

が

代

表

的
，

報

。
そ

の

は

か

　

石

徹

白

脩

か

ら

の

別

山

や

主

”

部

　

四

塀

山

あ

た

り

か

ら

の

大

汝

”

　

加

贅

禅

定

通

か

つ
の

四

塚

山

　

中

富

道

お

花

松

原

か

ら

の

剣

ガ

”

と

大

汝

”

な

ど

．

宿

泊

施

設

の

あ

る

室

堂

ゃ
市

電

ガ

馬

場

を

拠

点

に

　

い

率

的

な

や

り
方

で

　

光

線

の

向

き

を

考

慮

し

て
行
動

す

る

と
よ

い
。

＊
４
　

宮

●

や
中

宮

通

お

花

松

源

が

あ

バ

イ

な

ど

の
群

落

の

ほ

か

　

観

光

晰

道

「
馬

の
立

聖

」
付

近

や

平

流

通

上

部

　

釈

迦

浙

道

上

“

　

展

望

歩

道

な

ど

に

見

ら

タ

カ

ネ

マ

ツ

ム

ン
ツ

ウ

な

ど

の

混

生

＝

藩

＾
１１

細

は

「
花

マ

ッ
プ

」

参

照

）

が

代

表
的

．

「 ‖|1 7Lび 1ヽ1ホ データフアイル

ホ
２
　
罰
作
的
　
印

，
的

な
写

真
と

い

特

に
主
魔
　
何

を
表

現

し
た

い
の
か
を
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案特許でも取つておけば良かつたと思つたほど

だ。『自馬岳』の著者が、その本を参考にしたか

どうかは知る由もなく、元の文献が同じであれ

ば解説も似てくることは当然であるが、『白山』

はこのシリーズでは後発になるため、同じよう

な書きぶりは逆にこちらの品性・良識を疑われ

かねず、いらぬことに時間と労力を費やした。

ついでに言うと、この『白馬岳』や『北岳』『中

央アルプス』などに、セリ科などの植物名誤り

があつた。専門家がチェックすることになつた

ようで、『白山』の奥付にも「花図鑑の植物同定」

者の名が記されている。

2001年 6月 3日 (日 )北 日本新聞より

毛 勝 L山 運 難 救 助 体 験 言己

栂 典雅 (19期 )

2001年 6月 2日 の正午過ぎ、ぼくと深田君

(20期 )は、毛勝山の山頂をあとに、毛勝谷源

頭の雪渓を下つていた。実は、毛勝は数年来、

「グルニプ藪」改め『山楽同人やぶ」の栃尾君

や久富君 (20期 )ら と「行こう、行こう」と言

つていた山で、KUWV富 山支部 (そんな組織

はないと思うが)力(誇 るアルピユス トの早川君

(19期 )を リーダーに、というのがぼくの思い

であつた。ところが、他のメンバーは、仕事、

アキレス腱切断、薄など諸般の事情により、参

加できなくなつたというわけだ。

稜線直下の傾斜は、40度近くはあると感じ

た。「帰りはグリセー ド.ウ ッヒッヒ」という楽

しみに、恐怖心が交錯してきたが、それでもア

イゼンをつけずにソロリ、ソロリと滑つていた。

下りはじめてすぐに、大を連れた3人組を抜い

た。稜線のコルで幕営していたパーティで、大

きなザックを担ぎ、怖くて立って歩けずに、尻

をついている者もいた。

なお、「取材・執筆協力」者については多言し

ないが、撮影アシスタント兼モデル?から食料

兼記録係、ポッカ、運転手、写真の整理・選定、

カウンセラー、その他雑用まで、あきれながら

もこなしてくれ、まさに内助の功。陰の力であ

つ た こ と は 間 違 い な い 。

著者軽薄

付 :苦労の後には喜びがある。これがきっか

けで、2001年 夏は市 毛良枝 さん と白山 に

登る機会に恵まれた。『山と渓谷』2002年 6月

号の特集だとか 。・・。

*内助の功の主は、21期栂 睦美 さんです。

*前ページは無断複製に該当しそうですが、あ

くまで 「宣伝」です。OBの 皆さん 現役の

みなさん、本物は美麗フルカラーです。

山渓のためにも、栂さんのためにも、実物を

買いましょう 1
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毛
勝
山
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、
四

一
四
メ
）
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頭
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は
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津
市
と
宇
奈
月

町
の
境
に
あ
る
。

靴
幣

２
人
滑
落
、重
軽
傷

【毛勝谷 (阿部木谷)の登リロ付近から】

さらに下つたとき、大きな叫び声が聞こえ、

撮り返るとあの登山者が滑落してゆく。そして、

もう一人。一瞬、止めようと思い、駆け寄つた

が、あまりのスピー ドと急斜面に、見送らぎる

を得なかつた。はるか下方で、一人が止まった

のが見えた。これは、現実のことなのだ。とに

かく急がなくてはならない。グリセー ドで下る

哨
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が、落ち着かなくてはという意識と緊張からか

足が疲れて、小刻みになる。やっとたどり着く

と、顔面血だらけではあるが、意識はじつかり

している。先に滑落したもう一人を探すと、深

さ6メ ー トルほどのクレバスの底に、こちらも

血だらけで倒れていた。生きていることはわか

つたが、呼びかけても返事がない。

これはヘリしかないと思つた。深田君もかけ

つけたが、ザイルもなく、クレ′ヽスには降りら

れない。そこへ、ポーダーが滑つてきたので、

呼び止めて連絡を依頼。その直後、下つてきた

登山者の携帯を使い、魚津消防署にヘリを要請。

クレバスの遭難者は、反応するようになり、投

げ入れたスポーッ飲料も飲んだので少し安心し

たが、ショックのせいか意識は朦朧としている

ようだ。何度か消防や警察から問い合わせがあ

り、遭難者の様子や現在地、天候、風速などを

知らせるが、ヘリの遅いこと、通報から1時間

はたつただろう。

救助隊員が降下して、クレバスから遭難者を

吊り上げようと試みるが失敗。山岳警備隊を呼

ぶことになつたが、ドジなことに無線は電池切

れ。携帯で連絡はとれたものの、あっという間

にあたりはガスに包まれ、どうなることかと不

安が胸中を去来する。それに、寒くて歯の根も

合わなくなり、ポロシャッに薄いカッパだけと

いう軽装を後悔した。

しかし、幸運にもガスの晴れ間があり、山岳

警備隊員が降りて遭難者を救出、ヘリに収容す

ることができた。この頃には、登山者も増え、

みんなでザイルの確保やヘリヘの収容に協力し

たが、ホパリングの風圧はすさまじく、自身の

確保も怠れない。そして、遠難者のザックを深

田君と交代で担ぎ、降り出した大雨の中を下山

‐             ‐
1 鶴 ‐

^:

【降下する救助隊員】

したのが4時 15分、3時間近くも現地にいた

ことになる。

結局、クレバスに落ちた人は、記憶に障害が

残つたものの、 1か月後に退院したと聞いた。

事故の原因は、端的にいえば、自分たちのレベ

ルを超える山に来てしまつたということであろ

う。しかし、軽装でアイゼンもはかずにヒョコ

ヒヨコとグリセー ドまでしていたぼくも、ひと

つ間違えば誰かを巻き添えにしていたかもしれ

ないと思うと怖くなつた。

なお、新聞記事の「230メ ー トル滑落」は標

高差で、距離はゆうに 5∞ メー トルを超えてい

た。岩の斜面にぶつかった際や口上の大石に頭

を強打しなかつたことは幸運だつた。

【収容される遭難者】
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白山での遭難者救助について

JL

2001年 (平成 13年)6月 3日  (日曜日)

去る6F12日 、自由で遭難者を救助 したが、その原稿依頼が 6ケ 月後に突然やってきた.

私としては、すっかり忘れていたことだつたので思い出せる範囲で書いていきたい。

まず、新聞には高校山岳協会の人々が救助 したと書いてあったが、それは誤りで石川県

高体連登山部がlEし い。この組織は、高校の山岳部の顧問教諭で構成されているものであ

り、私も小松高校山岳部の顧間として、この組織の一員になっている。大学時代、私は雪

山には行かず、 3シーズンだけ参加 していたというナメた部員であったが、そんな私が最

近では同期の中で一番山に関わつているというのも、なんだか不思議な感 じがしている。

この高体連登山部の活動は、主に各高校の山岳部の練習登山・高校総体 。国体などの引率

である。その他に、数年に 1回の割合で、ヒマラヤ登山、パキスタンでの学校の建設や filt

林などのボランティア活動も行つているが、私はこれらには関わつていない。

事件は、この組織が主管している高校総体 311日 に起きた。高校生約 80名 、顧問教諭約

20名 は、孵19時頃白山室堂を出発し、薔rノ 瀬までを砂防新道を通るルー トで下山していた。

國

37期 若山 悟

この新聞記事は、白山関連で「単に」よけて

おいただけでした。それが、後日、遭難者救助

表彰の記事中に「若山 悟」さんの名前を見付

けてしまいました。あの時編集長の目は怪しく

光り、「会報・白羽の矢」一本を「予約済み」

と、よけたのでありました。

今時の中高年登山が、遭難すれすれで行なわ

れていることがよくわかる、貴重な現場報告で

す。

また、高校山岳部がどんな活動をしているの

か、判るような写真もご提供いただきました。
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この時期はまだ、かなり雪が残っており、室堂も屋根 しか見えていないくらいである。黒

ボコ岩直下の十二曲付近も当然雪がべつたりとついていた。そのとき私は、生徒が安全に

下りるのをサポー トするために、急いで下のほうまでいかなければならなかつた。そのた

め、覚えたてのグリセー ドをやってみたら、案の定転んでしまった。ピッケルで上まろう

と思つたけれどピッケルを離してしまい、 loomほ ど滑落してしまった。幸いにも他の

顧間が下にいて止めてもらつたのそ事なきを得たのだが、その後急な斜面を下りるのが怖

くなった。

そんな中、南竜分岐を過ぎて甚ノ助小屋に行く途中で、 1組の中年夫婦 (?)があとか

ら追いついてきた。登山隊長である K教論が話しかけたら、エコーラインから女性が滑落

して万才谷で動けなくなつているので、救助を要請するために下山しているところだとい

うことであった。携帯電話を持つていたがその辺は電波が届かないので、公衆電話がある

ところまで下山するということだつた。天気は曇 りではあるが、ガスってなかつたのでヘ

リが飛んできて救助するだろうと私たちは思い、大会中でもあつたのでそのまま下山した。

しかし、甚ノ助小屋で休憩していたときからだんだん天気が悪くなり、小屋を出発して

まもなく小雨が降りだした。 1850m付 近まで下山したときに、天候がかなり悪化して

きた。ヘ リが飛ぶかどうかわからない状態にまでなったので、誰か遭難者の側にいたほう

が良いのではないかということになつた。大会中は隊を3つに分けて行動しているが、そ

のうち2隊はすでにかなり下山しており、大方のベテランの顧問も一緒に下山していた。

私は最後尾の隊と一緒に歩いていたのだが、その隊は顧間は約 6名 、生徒約20名だつた。

まずは生徒を安全に下山させることが一番優先されることなので、残つた顧間の数を考え

て、遭難者の捜索は比較的装備もしつかりしていた K教論と私が捜索に行くことになつた。

私は雪山の経験が浅いので少し不安になつたが、同じ学校で顧間をしている K教論には絶

大なる信頼をおぃているので、一緒ならば何とかなるだろうと思つて行くことにした。ツ

ェル トとガスボンベを他の顧問から借りて、私とK教諭は下りてきた道を再び山のほうヘ

登っていった。

南竜分岐を過ぎた頃から、雨風が強くガスも深くなり、視界は5m程になつた。エコー

ラインを越えて、遭難者がいるという情報があつた万才谷付近に着いた。この後は、斜面

はかなりきつく、ステップがない道を トラバースしていかなければならなかつた。視界が

悪かつたので下はほとんど見えず、どのくらい深い谷なのかわからなかつた。

私は数時間前の滑落が思い出されて、今ここで滑落したら、いったいどこまで落ちるのだ

ろうかと不安になつた。しかし、人 1人の命がかかつている。ここで逃げたら担任をして

いるクラスの生徒たちに堂々と顔向けできない。私の頭の中では、プロジェクトXのテー

マ曲である中嶋みゆきの「地上の星」が流れていた。以前、ホテルニュージャパンの火災に

おける救出劇が放送されたが、ホテルに取り残された人を救出した消防士に自分を置き換

えていた。

雪は凍つていて、なかなかステップをつけられなかったが、少しずつ トラバースしてい

つた。すると、突然前を歩いていた K教論が滑落した。あっという間にガスの中に消えて
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いつた。少ししてから「大丈夫」というK教諭の声が聞こえたのでホッとした。 しかし、信

頼をおいていた人でさえも滑落 したので、私としてはかなりびびつてしまつた。K教論が

下から上ってきて私と合流するとき、私も2m程滑つて「うあJと 大声をあげた。起き上が

つたとき、ふと女性の声がかすかに聞こえた気がしたのだが、K教論は聞こえなかつたと

いっていたので、私も空耳と思つてあまり気にとめなかつた。

視界がほとんどきかない状況で、遭難者が上にいるのか下にいるのか全くわからなかつ

た。下手に動くと、私たちも自分の位置がわからなくなり迷つてしまうと思つたので、雪

融けして露出している岩を目印にして、上の方に登つてみようということになつた。さあ

登ろうかと思つたそのとき、一瞬ガスがサッとはれて200m～ 300m位 前方に、フイ

ンレッド色のカッパを着た人が横たわつていて手を振つていた。「いた !」 と私は思わず叫

んだ。体内に大量のア ドレナリンが放出され興奮した。私たちは遭難者に近づき、「お―い」

と叫んだら今度はぐつたりとしていた。さらに近づき、ましかに遭難者をみたらハッとし

た。膝のあたりからズボンを通して出血しており、足も変形していた。顔もやつれてかな

り衰弱しているようだつた。「もう大丈夫ですよ。」とりあえず安心させようと私は声をか

けた。

遭難者は何時間も強い雨風にさらされていたので、顔や手がかなり冷たくなつており震

えていた。私は持つてきたツェル トを遭難者とともにかぶり、背中や手などをさすつたり

飴をなめさせたりしてとにかく安心させようとした。道難者はホジとしたのか、「心細かつ

た」と何度も何度も繰 り返しつぶやき泣いていた。話を聞くと、遭難者は金沢市内に住む

50代の女性で、百名山を登ることを趣味としていた。今回は仲間 3人で自由に登る予定

だつたが、 2人が都合悪くなつたので 1人で登つてきたそうである。別当出合から黒ボコ

岩経由で室堂まで行く予定だつたが、間違つて南竜方面に来たそうである。エコーライン

を登つていく人を見かけて、軽アイゼンとス トックを装備していたので自分も登つていつ

た。結構上の方まで登つていつて一息ついたときに、あやまつて500m～ 600mほ ど

滑落したのである。斜面はかなり急で、岩や木などがところどころでているところを回転

しながら転げ落ち、途中岩などにもぶつかつたりしたようだが、怪我の症状は足の骨折ぐ

らいにみえるのが奇跡的だと思つた。ツェル トをかぶつていても寒いということだつたの
°

で、セーターを着るように言つたが遭難者は持つてきていなかつた。そのことに私は唖然

としたのだが、仕方ないので私のシュラフカパーを靴の上からはかせて、ツェル トの中で

ガスコンロを使つて暖をとつた。発見してからこの間、K教論は無線で下の方にいる私た

ちの仲間に連絡をとっていた。本部は市ノ瀬にあり、そこまでは何人かの顧間が

無線を中継 していたそうである。連絡によると、天候が悪くヘリが飛ぶことができないと

いうことで、仲間の教論がレスキュー隊と共に現場に登つているということだつた。

‐遭難者はずつと寒がつており、唇もあおく辛そうで、ちょつとでも足を動かすととても

痛がつた。そのため急な斜面で不安定な場所ではあつたが、なんとか落ち着かせてこれ以

上衰弱させないようにすることで精一杯だつただけに、私自身この連絡は非常に勇気づけ

られた。雨風はずつと止むことなく、ツェル トも飛ばされそうになることもあつたが、ツ
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ェル トの中 3人で仲間の到着を待つことにした。

1時間くらいたって雨が止みガスも少 しはれた頃、仲間の教諭 2人 とレスキュー隊 2人

が誉J着 した。彼らはザイルを持つてきていたので、まず添え本で足を固定してザイルで急

斜面から谷底まで 10mほ ど下ろした。私はそのとき、何でまず発見したとき添え本をし

なかつたのだろうかと思つた。骨折の時は添え木をするのは常識として知っていたはずだ

つたけれども、まず体を温めて落ち着かせようということばか り気をとられて私はすっか

り添え木のことを忘れていたのだ。こういう緊急時には自分がまず冷静になつて対処 しな

ければいけないことをあらためて感 じた。

谷底に下ろした後、天気が安定 しガスもはれてきたのでヘ リが飛ぶことになった。 しば

らく待つているとヘ リが上空に到着した。 レスキュー隊の人が、遭難者をホバー リングし

ているヘ リに乗せるとヘ リはそのまま飛んでいった。

この頃にはガスもすつかり消えていたので、周囲の状況がよくわかつた。現場はエコー

ラインから南竜へむか う夏道からは、谷よりに大きく外れた地点だった。あらためて、遭

難者が滑落しただろうと思われる斜面を谷底から見上げると、とても急な斜面だつた。夏

には高山植物でいっぱいになるこの辺も、雪がついたらこんなにも危険な場所になるのだ。

今回の救助を行って、つくづく自然の厳 しさを感 じると共に、命の重み、勇気、そして

緊急時での冷静な判断というものがいかに大切であるかを学んだ。

私たち顧間 4人は下山することにした。私の頭の中では、プロジェク トXのエンディン

グ「ヘッドライ ト・テールライ ト」が流れていて、晴れ晴れとした気分で現場を後にした。

6月 2日 の御前峰

遣難者を救助する数時間前。
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H13年 10月 下旬 秋山練習登山 奈良岳ピーク

(プナオ峠～奈良岳往復 )

H12年の夏山合宿 双六小屋付近

計画は双六小屋から徳沢までだったが、部員

達の体調不良などにより新穂高温泉へ下山。
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JL 楽斤国 聞 2001年 (平成43年)11月 14日  (水曜日)

映
に
伴
い

二
月
下
旬
か
ら
蘭

幕
す
る
加
賀
百
万
石
博
に
合

わ
せ
、
来
場
者
が
城
内
外
の

石
垣
に
間
近
に
触
れ
ら
れ
る

散
策
路
を
設
け
、
要
所
に

石
積
み
の
違
い
や
時
代
背

景
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
な

ど
を
置
く
。
学
芸
員
や
郷
土

史
家
が
石
垣
に
沿
っ
て
案
内

し
な
が
ら
、
特
徴
を
説
明
す

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
実
施
す

金
沢
城
の
石
垣

文
禄
元

（
一
五
九
二
）
年
、
加
賀
藩
祖

・
前
田
利
家
が
利
長
に
築
か
せ

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
幕

末
期
ま
で
何
度
も
修
築
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
自
然

石
を
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
た

「野
ヅ
ラ
」
か
ら
石
を
加
工
し

る
。石

工
の
技
が
細
部
ま
で
見

え
る
よ
う
に
、
石
積
み
の
上

部
や
す
き
間
に
生
え
る
樹
木

の
根
や
枝
を
生
態
系
に
影
響

一が
出
な
い
範
囲
で
取
り
除
く

一な
ど
の
工
大
も
施
す
。

垣
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
見

学
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ー
ス
に

な
り
得
る
と
い
う
。

県
で
は
、
県
体
育
館
な
ど

の
施
設
が

「城
外
周
の
景
観

を
考
え．
だ
場
合
に
障
害
に
な

る
」

（県
幹
部
）
と
し
て
お

り
、
土
木
、
文
化
財
、
都
市

計
画
、
観
光
な
ど
の
視
点
か

，っ
匹
設
の
移
転
や
跡
地
の
埋

一軍
Ｘ
化
財
調
査
、
整
備
な
ど

の
計
画
作
り
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

「石
垣
回
廊
」
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
先
月
十
九
日
に

開
か
れ
た
金
沢
経
済
同
友

会
と
の
意
見
交
換
会
で
、
同

会
側

の
求
め
に
応
じ
、
谷

本
正
憲
知
事
が
取
り
組
む

姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い

た
。

石
川
県
は
、加
賀
藩
祖
・前
田
利
家
以
来
の
歴
史
を
伝
え
る
金
沢
城
址
公
園
の
石
垣
の
技
と
デ

ザ
イ
ン
を
内
外
か
ら
見
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
「回
廊
」作
り
に
着
手
す
る
。緑
化
フ
ェ
ア
後
の

公
園
整
備
の
柱
に
位
置
付
け
、庁
内
に
部
局
横
断
の
研
究
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、県
丸
の
内
駐
車
場

な
ど
石
垣
景
観
の
妨
げ
と
な
る
施
設
の
移
転
も
含
め
て
検
討
を
始
め
る
。
郷
土
に
学
ぶ
ふ
る
さ

と
教
育
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、県
都
の
真
ん
中
に
残
る
文
化
財
を
全
国
に
発
信
す
る
。

蟄
枷
馨
陽
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
　
ド寿『
「で夢
〔鋼メ請

全沢城址公園 内 外 に 見 学 ル ー ト

時
代
ご
と
に
特
徴
あ
る
石
垣
が
見
ら
れ
る
金
沢
城

址
。
大
手
門

（上
）
、
石
川
門

（左
下
）
、
丑
寅
櫓

台
下

（右
下
）
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――T村井 淳志 0
一籠
輔
は
議
む
ず
韓
燎
辞
瑯
わ

は
証
筑
〔

研 っ
矩
動
け
胡
碗
紳

一が
ヽ
正
直
言

っ
て

「
こ
ん
な

み
、
古
い
鏡
を
は
ず
し
て
角

鶉
躍鰺
畢
夭

地
区
に
移
転
し
て
き
た
。
そ

　

お
ま
け
に
湾
岸
戦
争
の
協

一思
っ
た
け
れ
ど
無
事
開
店
し

の
こ
ろ
の
角
間
や
若
松
近
辺

力
金
九
十
億
ド
ル
の
緊
急
支

た
し
、
大
型
書
店
や
コ
ン
ピ

は
、
ま
だ
工
事
用
の
フ
エ
ン

出
が
決
ま
る
と
、
教
育
学
部

二
も
で
き
た
。
鈴
見
格
か
ら

季
の
移
ろ
い
に
も
、
だ
ん
だ

ん
愛
着
が
わ
い
て
き
た
。

た
だ
、
か
つ
て
田
上
小
学

校
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
先

生
は

「若
松
地
区
は

一
面
の

プ
ド
ウ
畑
が
あ
っ
て
、
静
か

な
田
園
地
帯
だ
っ
た
ん
だ
よ

…
」
と
、
変
貌

（
ぼ
う
）
す

る
地
域
に
複
雑
な
表
情
だ
。

（金
沢
大
助
教
授
）

金
大
移
転
１０
年
を
へ
て

終

酪

舞

砕

鍵

”

一
れ
翻

製

鰤

難

騨

と
し
た
町
だ

っ
た
。

　
　
　
　
切
り
つ
め
ら
れ
、
洗
面
台
に

な
も
発
発
維
詫
“
森
は
』
裁

一い
“
“
銭
、
暉
素
ｎ
¨
Ｆ
先

ジ
ャ
ス
コ
ま
で
の
県
道
の
両

・側
に
は
食
べ
物
屋
さ
ん
が
次

脇
藁
謁
顧

一
転
と
そ
れ
を
核
に
し
た
東
部

地
域
の
再
開
発
は
、
ひ
と
ま

・ず
成
功
だ

っ
た
の
で
は
な
い

．か
。
も
ち
ろ
ん
城
址
内
の
ミ

一一
一
一
時
一
¨
¨
一
「
『
¨

は
県
民
に
広
く
開
放
さ
れ

た
。
そ
の

一
方
、
角
間
の
四

2001年 (平成13年)12月23日JL

国
内
を
見
学
す
る
来
園
者

――
金
沢
城
公
園

観
光
客
、散
策
楽
し
む

譴
輝
獅
紘
一れ誕
議
艶
〓軍

晃

寮

努

彊

や
建
築
物
を
見
て
回
り
、
石

川
の
新
名
所
を
堪
能
し
た
。

同
公
躍

大

貝

金
湯

誉

番

簿

か
り
で
、
日
内
で
は
、
来
年

一一一是

言

石́
博
に
向
け
た
工
事
も
進
ん

で
い
る
。

同
公
日
の
出
入
り
口
は
石

川
門
と
い
も
り
坂
口
の
ニ
カ

所
で
、
菱
櫓

一
五
十
間
長

屋

。
橋
爪
門
続
格
を
は
じ

め
、
三
の
丸
暦
費

一奪
繊
【

地
、
三
十
間
長
屋
な
こ
が
見

学
で
き
る
．

，
　

　

　

一

再
開
放
初
日
の
二
十
二
日

は
、
観
光
客
ら
が
カ
メ
ラ
を

掌

に
関

態

婁

く
姿

が
早
ク
甘
一。
平
〓
里
屋

を
楽
し
み
に
訪
れ
た
と
い
う

東
京
都
墨
田
区
の
岩
田
朝
子

さ
ん
霙
ｅ
は

「再
現
さ
れ
た

繁

の
大
三

ふ

箭

里

の
繁
栄
ぶ
り
を
感
じ
る
」
と

電

。

開
園
時
間
は
二
月
二
十
八

星

涯

需

全

な
年

後
四
時
羊
、
二
月
一
日
な
り

は
午
前
七
時
か
ら
牛
後
六
時

と
な
る
。
入
園
は
無
料
。
菱

格

去

王

里

屋

ふ

ポ

門

終

橿

生
響

時

な

星

後

四
時
半
ま
で
入
館
で
き
、
入

場
料
は
大
人
三
百
円
、
子
供

百
月
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陸 新 2001年 (平成13年)11月 14日 (水曜日)

初

７

の包括指定

保護林結ぶ

緑
の
回
廊
は
奥
羽
山
脈
な

ど
全
国
十
力
所
で
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
点
在
す
る
保
護

林
を
面
的
に
囲
ん
で
設
定
す

る
の
は
白
山
山
系
が
初
め
て

と
い
う
。

緑
の
回
廊
に
設
定
す
る
の

は
、
富
山
県
福
光
町
と
金
沢

市
か
ら
岐
阜
県
荘
川
村
、
福

韓

鍛
齢

経

鶴

軸

地
帯
計
約

一
万
七
千
珍
を
回

廊
部
分
の
約
四
万
三
千
わ
が

こ
れ
に
よ

っ
て
野
生
動
物

の
移
動
ル
ー
ト
を
確
保
し
、

種
の
保
存
な
ど
生
物
多
様
性

の
保
全
に
努
め
る
。

指
定
後
は
生
態
系
に
配
慮

し
、
公
共
性
の
高
い
場
合
を

除
き
林
地
開
発
を
規
制
し
、

伐
採
に
も

一
定
の
ル
ー
ル
を

敷
く
。
現
地
に
看
板
を
立
て

る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
啓
発
す

る
。
動
物
の
行
動
と
植
生
と

の
関
連
な
ど
は
継
続
的
に
調

査
し
い
両
森
林
管
理
局
が
今

後
、
具
体
的
な
方
法
を
検
討

す
る
。

こ
の
日
の
審
議
で
委
員
の

多
く
は
、
森
林
環
境
教
育
ヘ

の
活
用
に
期
待
を
寄
せ
、
地

域
の
人
材
育
成
な
ど
を
強
調

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
緑
の
回
廊
は

複
数
の
保
護
林
を
幅
ニ

ロ
キ
前

後
で
結
ん
で
い
た
が
、
白
山

山
系
で
は
対
象
範
囲
が
ほ
と

ん
ど
手
つ
か
ず
の
自
然
林
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
包
括
的
に

設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

囲
む
。

多
様
な
動
植
物
を
守
る
た
め
石
川
、
富
山
い
福
井
、

岐
阜
四
県
に
ま
た
が
る
白
山
山
系
国
有
林
に

「緑
の
回

廊
」
を
設
け
る
計
画
で
、
関
係
自
治
体
や
団
体
な
ど
で

つ
く
る
設
定
委
員
会

（座
長
・
林
進
岐
阜
大
教
授
）
が

十
三
日
、

・金
沢
市
内
で
開
か
れ
、
回
廊
面
積
を
約
六
万

五
百
か
と
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。
近
畿
中
国
、
中

部
両
森
林
管
理
局
は
所
定
の
手
続
き
を
へ
て
四
月
か
ら

指
定
す
る
。

)lt't7z
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も
し
れ
な
い
。
で
も
昨
日
ま

で
自
由
に
は
ば
た
い
て
い
た

鳥
が
、
不
意
に
、
飛
べ
な
く

な

っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
▼
そ
ん
な
難
局
に

直
面
し
た
鳥
を
主
人
公
に
し

た
絵
本

「
リ
ト
ル
タ
ー
ン
」

（
Ｂ

。
ニ
ュ
ー
マ
ン
著
、
集

英
社
）
が
静
か
に
読
者
を
広

げ
て
い
る
。
リ
ト
ル
タ
ー
ン

「初夏の尾根にて」

イラスト:竹中敏

/
の
共
感
を
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
。

っ
て
い
る
。
三
十
年
前
に
世

界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

た
、
や
は
り
彼
の
訳
本

「
か

も
め
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
」
は
、

姜

部

鮮

ま
は
逆
に
飛
べ
な
く
な
っ
て

緊
器
と
し
て
い
る
鳥
た
ち
の



事 務 局 長

。OB会は、事務局員 。役員とも、OB。 現役

懇親会の際の会費無料のみが特典の、ポラン

ティアで運営されています。

・会報送付会員 (=会費納入会員)は、会費納

入お願い (イ エローカード)添付の後、返答

なして、登録削除としてきました。現在は、

添付名簿の方を連絡対象としています。

・削除後も、納入があれば、記載復帰としてい

ます。

・41期生より、入会意志を問い、会報に次年度

分年会費振込票 (単年度納入)を添付してい

ます。

・様々なワンゲル観、OB観を拝聴 しましたが、

「…すべき lの理想論に、なんら資金の裏付

けがない…「誰かが払うJ。 「誰がやるのか」

と問えば「自分は都合が悪い。護かがやれば

…」

それらはOB会 に限らない話でありましょう。

誰かが払ってくれて、誰かが運営してくれて

…ムツカシイ話はええじゃないか。自分は都

合がいい時に利用し、いつも待つていてくれ

る故郷であり続けて欲しい。

そんな虫のいい願望の世話役を誰が引き継ぐ

のでしょう?

。平成 4年 11月 30日 、私は城内部室に「35周年

記念誌編集委員募集Jビラを貼りに行きまし

た。それはナカオ山岳会の創立30周年記念祝

賀会の翌日のことでした。

・一度は諦めた山に誘い出してくれたのは、現

役からの「25周年山行の案内」でした。そし

て、当時は女性は未婚と制限していた (時代

ですね !)ナ カオに、例外で入会できたのも、

ワンゲルの実績の御蔭でした。

・ もう、恩返しは済みました。OB会は私物で

はありません。そして今後存続し続けるため

に、もう譲るべき時が来ています。

「
へ→ 1ま三建ゞ と二」 箱踊

=f華
■壼素t=評rf‐ =デ・ モ豊テ

15期  舟田 節子

・もしそれでは運営できないというのなら、

「金大ワンゲルOB会」は  「その程度の器」

なのです。

・これまでのOB会はご破算。各自が「―会員」

としてOB会を支えるべく 機構、会費、会報、

他諸々を熟考し直してほしいと思います。

・ IT革命進行中の現在、バーチャル山岳会も出

来ています。事務も編集も、その気があれば、

どこにいてもやれます。

・すべては「やる気」の問題なのです。今回の会

報には、しつこくメッセージをいれたつもりで

す。

・中にはOB会を、私の生き甲斐と受けとめてい

らした方もおいでるようですが、総会にて 「辞

任」のけじめをつけます。

・早めに予告、謝辞とします。

「みなさん、ありがとうございました。」
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OB― 計 報 告

(平成 12年 12月 1日 ～平成 14年 1月 20日 )

C収入の働

OB会費納入

石楠花の宴残金

野沢スキー合宿残金

預 金 利 息

42,000
2, 851
2,768

898

計

(支出の部D

OB会報 (や まざと)No.14

″

″    号外

石楠花の宴補助

現役小屋作業補助

小屋酒場食費

小屋資材・備品等

OB。 現役 3年生懇親会

通   信   費

事 務 備 品

OB会報 (や まざと)No.15

そ   の   他

印刷費

郵送料

製作費

郵送費

取材費

48,517

250,720
101,830

6,322
25,360
43,550
50,000
17,303
49,648
94, 710
21, 201
42,149
65、 700
14,120

計

《差引剰余金D

前回 (1211.30現在)繰越金

収  入  の  部

支 出 の 部

782,613

1,957,785
48,517

782,613

，
つ 1,223,689

(○内は年数分 +は追加納入 41期生より単年度納入)

9期山中+① 12期津田十① 13期柴田+② 22期小林+④

29期中道+① 41期竹内 長谷川 市山 田村

*OB会費納入内訳

6期小川⑤

24期 岡原+③

*残金中 70万円は35周年記念事業の際の剰余金に相当します。

今回の会報15号の印刷、郵送で40万 円を支出の見込みです。

平成15年度総会にむけ、残金の中での活動、ならびに連絡を行つていきます。

*平成 15年総会は、添付名簿の会報送付会員を対象に案内を出します。
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「
LLJぼ う し 」 と 私

44期  福村 岳代

「山ほうしの会 1は、視覚障害者と晴眼者 (

障害のない人)が、共に山登りを楽しむ登山ク

ラブです

「視覚障害者が山登り?そんなことが可能な

の ?」

これが、私の山ぼうしの会を初めて知つた時

の感想です。山のあの景色があるから、どんな

に辛くても、人は山に登れるのだ、と思つてい

た私にとって、眼の見えない人 (以下視陣者 )

が山に登るのは疑間でしたし、あの山の景色が

見られないのは正直かわいそうだとも思ってい

ました。

しかし、山には美しい景色以外にも、鳥のさ

えずりに耳をかたむけたり、新鮮な空気を胸い

っぱいに吸ったり、やわらかい土の感触を楽し

んだりと、山でしか味わえないものがたくさん

あります。これらの山の素晴らしさを私は、忘

れていたのかもしれません。日で見えるもので

しか山を楽しんでないのでは ?と いうことを、

山ぼうしの活動を通して気付かされました。

また、山ぼ うしの仲間違と―緒に山歩きをす

ることで、自分の足元に注意するようになりま

した。というのは、サポーターと視障者が安全

に登るためには、常にサポ ーターは、視障者に

周りの状況を正確に伝える必要があります
`

例えば、普段は何気なく跨いでいる石や本の

根なども、

「左前、石の段差あり20mア ップ、次すぐ右

前、木の根あり10gnア ップして跨いで下さい」

など。

先にも述べましたが、私は山の景色ばかりに

気をとられ自分の足元に広がっている世界のこ

となど、考えたこともありませんでした。自分

の足元で地面に這うように成長した本の幹や、

周りの革に埋もれながらも必死で生きている小

さな花などに目を向けることで、また一つ山の

楽しみ方が増えた気がします。

山ぼうしは会が発足してから、まだ 1年半し

か経っていません。その中で、晴眼者と視障者

が共に知恵を出し合い、試行錯誤しながらやっ

てきました。

しかし、まだまだサポート面にしても、安全

面にしても、考えねばならない問題があるのは

事実です。

けれども、山に登りたいと思っている視障者

と、そんな視障者と一緒に山を楽しみたいと思

っている晴眼者がいる限り、山ぼうしの会は続

いていくのだと思います。私はそんな彼らと山

を登る事で、さらに山の魅力にとりつかれてし

まいそうです。

(2001年度は、富山・吉峰グリーンパーク、倶

利伽羅スノーハイク、キゴ山、大嵐山、医王山

、口三方岳、砂御前山、自山南竜ケ馬場、大倉

岳、鷲走ケ岳などの山を登りました。この中に

はスノーシューを履いての活動や、富山の登山

クラブとの交流登山もありました。 )

【山に登る前の打ち合せ】

(視覚障害者の方については

写真使用をご了解頂いてい

ます。)
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(福 村さん、変な原稿があとについてて、ゴメ

ンナサイ。仙人池で見かけた時か ら書 こ うと思

っていま した。

どうか、さらに掘 り下げて 「山ぼうし」にか

かわって下さい。 )

IN ttROU B L E
15期  舟 田 節子

学研受験英語教材に、次のような話が載 つて

いる。

霧のロン ドンでは、バスもタクシーも走れな

くなる。ロン ドン生まれで、急ぎの用のあった

M氏もタクシーをgot off His offiCeへ 歩い

て急 ぐが、he 10St his way.そ こへ

・May l help yOu if you are in trouble?''

その男はついて くるようにM氏に言い、彼 らは

目的の ビルにat last辿 り着 く。
XYou krlow London better than l dO "

と感心 したM氏が

``How did you t!1ld your way in the fog?''

と聞 くと

・lt's quite easy for me to find my way

in the fog,"sald tho man, “because l can't

see anyhtng with my eyes ''

文法本位の 「見え見え」事例であつた。即ち

視覚障害者の方が、正確 に地理を把握 していた

という、いかにも今風福祉好みの内容である。

なんで この事例から書いたかと言 うと、私は

この夏、仙人池 コースで、視覚障害者の一行に

出会 つたか らである。最近ことに山渓などには

載 っているが、現場を見たのは初めてだ つた。

「なんでこんな やばいコースに ?」

の疑念に続いて、そのス ピー ドに驚いた。少 し

離れてついていたギヤル感覚のサポーターに、

「す ごいですねえJと言 つた ら、

「ええ、彼はベテ ランですか ら l

の答えが返ってきた。

なるほど、前者のザ ックに手を掛け進む彼は

、瞬時にその動きを、寸分たがわず模倣 してい

た。後ろか ら彼のザ ックを押す男の押 し具合が

、さらに上下左右 と、その幅をフォローしてい

るようであった。梯子の所ではさすがに細かい

指示が出されていたが、二人三脚を連想するよ

うな、ち ょっとしたぎこちなさを保ちなが らも

ス ピー ド感ある歩きだつた。

彼 らを追越 したのは、仙人温泉～阿曽原間で

あった。私達はその朝は、剣御前か ら下 りてき

てお り、抜きつ抜かれつの同行者達 も、仙人温

泉でほとんどが行動を終了していた。ほぼ最終

組 ともいえる私違よ り後 ということで、やや心

配 したが、かろうじて「明るい」 うちに彼 らも

到着 した。当日は冬期物置小屋も利用するほど

の満員だ つたが、 トイ レか ら何からサポーター

の世話になる彼の姿は目立 っていた。

翌朝、もちろん彼 らは早出をしてお り、私達

は再度彼 らを日電歩道上で、抜いた。それ こそ

「眼もくらむJ絶壁の歩道の途中で…。

仙人池に映る裏費lが絶景、その三段紅葉が絶

賛…と、「見えなければ話にならぬJあ の コー

スを、蹟けば奈落の底のあんなコースを、彼が

「希望Jし たというのだろうか ?

あんなス ピー ドを出すこと、出せることを、

「ベテラン」というのだろうか ?

それこそ、 日常生活の中において、視覚に頼

らない正確な地理を獲得 しているという話の方

な らわかる。初めてて、危険で、何よ り視覚情

報が必要な場所で ―どんなに情報をもら ったと

しても正真正銘の 「メクラ歩きJに しかな らな

いのに 。

「白山なら眼をつぶ ってで も」ほどの 「ベテ

ラン」が室堂の そばで穴を掘 っていた とか、あ

1倅鑢



るいは凍死していたとか、ホヮイ トアウ トの怖

さはよく言われることだ。同じコースを歩き尽

<して、なぞれる程を「ベテラン」ならまだわ

かるが、 ナポーターの動きを正確に模倣するこ

とが、山において、「ベテラン」と称されてい

いのだろうか ?ス ピードをあげる程、称賛され

ていいのだろうか ?

もちろんその視党障害者は、サポーターの動

きに全身全霊を傾けており、垣間見た私には張

り詰めた緊張感のみが感じられた。それでも、

踏破したら、「着いたぞ !」 と言われたら一満

足できるのだろうか ?「晴眼者すら危険なコー

スを、よく踏破 した」とサポーター達は褒め、

視覚障害者の記録として、どこぞへ送るのだろ

うか ?そ う、彼らは「いいことJを、苦労して

やり遂げたのだ。でも…私は「自己実現」がす

り替えられているような気がする。

私の思う視覚障害者の「自己実現」は、日常

生活が自立できること…他人に頼らなくても、

思った時に思ったことがやれること。そして、

視覚障害者ならこその光れること…鍛えられた

聴覚、触角、記憶力などの能力で、晴眼者には

到底真似られない域にまで違すること…ではな

いかと思う。そんな「自己実現」を晴眼者はサ

ポー トし、環境を整えていくべきと思う。

何度回数を重ねても、 100%他人に依存しな

ければならないこと、自力で積み重ねていけな

いことは、本当の「自己実現」にならないと考

える。

視覚障害者の山記録、さらには視党障害者が

「心眼」で撮つたという写真集も発刊されてい

る。彼は、どんな写真が撮れたか「確かめたこ

と」、どの写真が選定されて、どんな写真集に

なったか「確かめたこと」があるのだろうか ?

すなわち、話題を狙つて、あれよ、あれよで乗

せている側がいる。

とぅとうエベレス トに登つた視覚障害者も出

てきた。百名山をやつてみたいと、あの「写真

家」も「夢Jを語り、それが「多くの視覚障害

者への勇気になる」とも語つている。 (あ るい

は、「語らせているJ?)
たしかに、障害にめげていない明るい話題で

はある。でも、「山の語り部Jでは、多くの方

が「山は自己責任の世界だ」と答えていた。初

めから自己責任の持てない人が、自力でそこか

ら脱出もできない人が、「素晴らしいから」「

登りたいから」で、山に入り込む… ?

晴眼者の中高年登山が無責任の批判を浴びる

一方で、こちらは「福祉Jの御旗があるからだ

ろうか ?無謀極まりないのに、称資を受け、二

ュースバ リューを持つてしまう。

世の中は「何でもあり」になり、何事も「け

じめ」がなくなり、ぼやかすほど「善人」で

「ものわかりよしJと される。

晴眼者にしたところで、遣難したくて遭難し

た人はいないのだ。当然のような事故がおきた

時、どの法律が、「自己責任をもてるはずのな

い人達が山に登る」行為について、護に責任あ

りと裁くのだろう。

今この国は

「王様は裸だ !」 を誰も言わない。
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01′ Jヽ 屋 イ乍 業 計 自 書

<日 程>2001/9/18,19,20 非常 9/21

<目 的>高三郎登山道の整備

ベルクハイムの掃除

<行き先>高三郎、ベルクハイム

<日 程>   車 3P(2h)

1日 目 角間=犀川ダムーーベルクハイム

ホ犀川ダム最大待機  14:00

<メ ンバー>
Aパ ーティ L久 原 SL角 田 CL谷村 竹内

吉田 伊藤 加藤

Bパ ーティ L山 本 SL・ CSL西 深作 渡

日向 池田 岩田

Cパ ーテ ィ L日 野 SL石原 松山 森本

敵田 松本 荻田

(角 田、渡は当日欠席 )

′Jヽ ′― 作 業 Z壺]終 ダ蒸
=て

CL 44期   谷村 一成

今年度の小屋作業は、昨年度までと違い、旧

道だけでなく、新道の整備も行う事にした。

旧道の整備は過去 5年でほぼ終了しているた

め、そろそろ新道にも手をつけようと思ったか

らである。そこで私は旧道から整備を始め、高

二郎ビークをとり、新道を下りながら整備して

いこうと考えた。

しかし、今となっては、その考えは少し無理

なものであったと思う。

一日目はまず、ダム沿いの道を行き、ベルク

ハイムに着いた。そしてベルクハイムの周辺の

作業をしてから、全体を二つに分けて、それぞ

れ新道・ 旧道の整備を、時間の許す限りした。

この日の夜は小屋の中で盛 り上がり、士気も上

がった。

二日日、当初の私の計画どおり、旧道→ ビー

ク→新道のコースを行く事で出発した。

旧道の整備はほとんどされたおり、要所要所

で整備はしたが、そうでなくても、思っていた

日野

荻田 石原  竹内 池田

日向

散田 伊藤

岩田

加藤 古田

森本

山本

松山 松本

西

W5P         W4P

2日 ロ ベルクハイムーー高三郎 P一 ―BH
起 床 5 00

ピークチェックタイム 14:00

打切 リ

合計

16:00

3P(2h)

16100

W9P

打切 り

合計

3P          E巨

3日 目 BH― ―犀川ダム=角間

最大作業時間     14:00
打切 り 16:00

<作業内容>
。1日 目は小屋及びその周辺

・ 2日 目は ビークまで行 ってか ら、下 りなが ら

作業をする

・ 3日 目は小屋周辺

<行動条件>
強雨、強風でないこと

<欠員>
各パーティ (L+SL+医 療 +2)

村
　
　
原

谷
　
　
久

-4-
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より歩き易かつた。来年は整備の必要がないく

らいにはしたと思う。

その後ビークをとり、新道を下る。新道は思

っていた以上に荒れていた。本の枝があちらこ

ちらから伸びていて、先が見えない。しかし、

みんな頑張り整備 していつた。それでも、そこ

そこ下つたあたりから、下りのきつさで思うよ

うに進まなくなった。枝を切りすぎて捕まるも

のがなくなり、下りにくくなってしまったので

ある。

そうしているうちに時間がな <な り、作業を

中断させた。あたりは刻々と暗くなり、私は焦

っていた。

ベルクハイムに帰 つてきた頃には真 つ暗で、

みんな疲れ切 つているのが分かる。そんな中、

私は無茶な計画を立てて しまつた もんだ と気付

いた。冷静に考えると 新道 と旧道を両方 とも

整備するのは、日程的に無理なのである。また

、荒れ具合を考えると、新道のみで も良かつた

のではないかと思うし

無茶な計画に付き合 って くれたみんな には感

謝 したい。そ して来年か らは新道の整備 に力を

入れて欲 しい。

今回CLを やつてみて、今まで CLを やつて

きた方の苦労が判つた。私 にとつて、今年度の

小屋作業はいろんな意味で思い出に残 つた。

日野 池田 石原 森本 荻田 松山 松本 竹内

深作  日向  古田  散田 伊藤

山本  谷村  西   岩田  加藤

(撮影 久原 )

2001年 度 現 役 名 簿

4回生 (43期 )

rlヽ 1彗    ヂ5    法・ 力と    090-2831-1686

920-1152 金沢市田上2-59-202

418-0022 静岡県富士宮市小泉215-卜 A3

阿納 真弓  文 。人間 090-i396-3967

920-0941 金沢市旭町卜2-31-2E

819-0005 福岡県福岡市西区内浜2-33-1-101

カロ藤  栗就    ]二・物化  090-9442-9232

920-0944 金沢市三日新町1-15-5

674-0057 兵庫県明石市大久保高丘5-21-43

西脇 幹雄  工・機械 090-8498-9887

921-8036 金沢市弥生1-26-5北 瞑寮

45卜00i2 愛知県名古屋市西区相生町3-52

aas189100par.odn.ne.

076-263-5476

0544-27-6794

076-232-6301

092-881-5194

076-261-3458

078-935-8658

076-241-6573

052-522-8211

」p

「■1尋 .
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顧 間の独 り言

2001/01/08
■冬合宿 と打ち上げ会で考えたこと

ワンゲル顧間の前田です。冬合宿・荒島岳は
病人が出たため、 1日 目途中で打ち切 リテン ト
設営、 2日 目出発地点に下山とな りました。 ラ
ッセルの交代の仕方なども昨年 よりうまくな り
ま したが、降 りたての深い雪のため トレースを
確保するのに難渋 したこと、メンバーが計画書
より1名 減って 2パーティ13名 と余裕がなかつ

たことも原因です。病人は、風邪からきた自家
中毒症ではないか と思われます。食餌療法 (蛋

白質・脂肪類は禁上、嘔吐分を補充す る水分を

梅千入 りの自湯で摂取など)と 睡眠で元気を回
復 しま したので。

27日 は予定を作つていなかったので、打ち上
げ会にも顔出 ししま した。消化不良とい うか燃
焼不足 とい うこともあつて、いろいろ話 も聞き
ま した。 ワングル も二極化の傾向にあ り、一方
では、南ア 11泊 12日 の合宿に代表 され るような
チャレンジ精神がある反面、同好サークル的な
もの以上に無理をしないとい う雰囲気 も強い と
い うことです。 PW計画もなかつたわけではな
く、参加者が規定人数 (5名 )に達せず、流れ
たものもかな りあつた とい うことです。そのた
め、はなか ら「面倒 くさい」 PWと はせず、自
分たちで装備を揃えて出かけるケースもかな り
あるようです。

私の意見は、 (1)新 トレ、合宿 トレ 。本番 と
い う行事は、ワングルの基本的な生活技術やマ

ナーを体得する場であり共通の基盤であるが、
それをベースにした PWこ そワングルの華であ
る、 (2)PWに 参加することは特に義務づけら
れは しないが、部員 として PWへの支援 と連帯
は求められる、 (3)5名 とい う欠員条件は、春
休み犀奥など人が滅多に訪れず救援を求めるこ

との困難な地域などは別 として、携帯電話など
の普及 した今 日では見なお してもいいのではな
いか、 (4)4回生になれば事実上引退 している
現状は改めるべきであつて、就職活動等での中
断が終われば 4回生こそが積極的に PW計画を
出すべきだ (大半がワングル行事に加わつてい

ない 4回生の 「追い出 しコンパ」に出る気は し
ない)、 とい うことです。文系では、後期試験
後に 3回生ゼ ミの合宿を企画するのも困難にな
っています。民間企業の求人 (青 田刈 り)日 程
が早まつているせいですが、公務員試験組みや
(少数の)大学院進学組はまだ先のことで意見

が衝突 します。理系では、大学・教室がかむ率
が高いの と大学院進学が多いので、ワングルの

春 「合宿」前に隠居 とい うことはないで しょう
。問題なのは、就職活動が 「中断」 として捉え

、位置づけられていないことです。

2001/8/23
■夏合宿&PW

ワンゲル顧間の前田です。
現役諸君の活動ぶ りをお知 らせするのがずいぶ
ん中断 して しまいました。今年は北アルプス 2
、南アルプスと北海道各 1、 計 4パーティが合
宿に出かけ、無事下山の連絡 ももらいま した。
北海道は例年 とは異なったルー トをとり、台地
歩きのはずが高低差も大きく、藪漕ぎまであつ

たようです。
北アルプス野郎パーティ (rising sun party

)は 、顧間の語る 「船窪物語」にめげず後立と

裏銀を繋いできました。鎖、は しご、アップダ
ウンの連続に 「三度 と行きたくない」 と言つて
いますが、その内にまた出かけることで しょう
。 さすがにくたびれた模様で、双六か ら下りて

きました。
12日 の長い日程を組んでいた南ア組は、3日

短縮で予定コースをほぼ完歩 してきました。
福ケ岳パーティからは詳 しく聞く機会がなかっ
たので、聞いておきます:

PW計画書も2通出てきました。屋久島と自
馬―朝日です。私はと言えば、7月 中旬に教職
員組合法文分会の立山縦走で足慣 らしをしたも
のの、それから1カ 月以上ももたつた8月 18日
「きたぐに」で糸魚川乗換え、猿倉から入山、
鐘温泉の誘惑を蹴つて天狗山荘。豪華な夕食。
翌日、自馬山荘のコーヒーは準備中、雪倉岳で
腹いつぱいの冷水の予定もはずれ、がつくり。
17:35到 着の朝日小屋では夕食代わりに入善の
花火大会を見ながらビール、シーヴァス・ リー
ガルとチーズ、サラミ。3日 日、頑張つて蓮華
温泉に昼過ぎ着いたものの、盆過ぎでバスは夕
方までなし。この日温泉泊まりとなる団体さん
を羨ましく思いながら、湯上リビールで我慢 し
て糸魚川へ。

翌日、大学に出てきて、屋久島PWの計画書
に出会い、さらに本日 (8/22)自 馬尻一蓮華の
行事届けに押印したような次第です。昨年は残
雪の多い大日岳で高山植物も咲き残つていまし
たが、今年は、せつかくの種類も多いお花畑な
のに、時期がずれていたのが残念でした。無理
してでも7月 に、と考えた次第です。

2001/10/11
14日 千葉大学での学会に出かけますので、Ber

gheim酒場は失礼します。
晴天が予報された10月 上旬の 3連体、路線バス
を利用 して別当出合から観光新道を登 り (10/6
)、 室堂に泊つて、チプリ尾根を市ノ瀬に下り
、最終シャ トルバスで「ほうらい祭 り」の鶴来
町に戻つてきました (10/7)。 数年前、岩間側
に下リスーパー林道からの車で大渋滞に遭遇。
待ち合わせの時間に遅れる旨の電話をかけるた
め一里野まで自動車をかき分け、追い抜き歩い
たことを思い出し、昔、開学記念日に下つた別
山・市ノ瀬道を選んだ次第です。連体中日のチ
プリ避難小屋はさぞや窮屈に夜を過ごすことに
なるだろうと思 う登山道の繁盛ぶりでした。室
堂のプレハブ小屋も10月 初めに撤去され、自炊
にはビジターセンターの休憩室が用意されてい
ました。外観上はほぼ完成だが、本格的に稼動
するのは2002年開山式からになるだろう、とは
室堂で出会つた県関係者の説明でした。仮に知
事も臨席となるとTVも取材で登つてくるし、
ワングルにも (アルバイ トの)声がかかつてく
る、とは私の期待です。

さて、妙高のPW計画書が届けられ、無事下
山の電話も留守番電話に入つていました。

2001/12/24
冬山合宿計画書をお届けします。ローテァショ
ンからいくと今年は法恩寺 。経ヶ岳の番ですが
、利賀村の金剛堂山 (1637m)と いう計画です。
上回生が少ないのと、どつちみちラッセルで団
子状態になるということから、 1パーティ15人

(+顧問)と いう編成になつたそうです。

富山の山には人形山 (も う少 しで頂上とい うと
ころから引き返 し)、 僧ヶ岳 (寒波と重なり日
程短縮、途中打ち切 り)と (私の参加 した)冬
山合宿ではピークを踏んだ記憶がありませんが

、今回はどうなるでしょうか。
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合 宿

2001春 合宿

[目 的]春 山の経験、雪山技術の修得

[山域]Jヒアルプス後立山連峰 唐松岳

[日 程]3月 21日 (水 )～   3泊 4日  予 1 非 1

[行程 ]

1日 目 金沢 =一  人方尾根スキー場 ■■(ゴ ン ドラリフ ト)++ ノヽ方池山荘 一一 人方池 (幕営 )

2日 目  雪 上副|1練

3日 目 人方池 ―一 唐松山荘 一― 唐松岳 ―一 人方池 (幕営 )

4日 目 人方池 ―一 人方池山荘 ++(ゴ ン ドラリフ ト)++ 白馬山麓

[メ ンバー ]

L 西脇幹雄 (工 3)  sL 加藤菜就 (エー物化 3)  矢田部 桂 (理―物 3)

小倉 亮 (法 3)     阿納真弓 (文 3)    久原宗仁 (文―史 2)

吉森幸世 (文一人間 2)   山本資治 (エー人機 2) 松山文枝 (医―保健 1)

[連絡 ]

清水健作 090-9760-1387  谷上 望

・ 2年 山

イ了
1・ 2年山行 比良班

[日 程] 3月 27日 ～29日  予備 1

[目 的地]滋 賀県比良山系

[目 的] 比良山系で琵琶湖の大観を楽 しむ。

新入生が入部するまでに 3回生がいない 1・ 2回生だけの山行を行 う。新時代への準備。

[行程 ]

金沢駅 ―=二 Jヒ小松駅 ―一 比良元気村  (幕営)

比良元気村 ―― ヤケ山 一― 釈迦岳 一一 人雲キャンプ場  (幕営)

人雲キャンプ場 ―― 比良ロッジ ーー カモシカ台 ―― イン谷ローー 比良駅== 金

目

日

日

日

口

日

１
２
３
駅沢

[メ ンバー ]

L 山本資治 (エー人機 2)
松山文枝 (医―保健 1)

sL 久原宗仁 (文―史 2)

森本達也 (エー機機 1)
西 大輔 (エー人機 2)

[連絡]

加藤菜就 (エー物化 3)076-261-3458  090-9442-9232
谷村一成 (エー人機 2)090-7033-7253

1・ 2年山行 奥高尾

[日 程]4月 2日 ～3日  1泊 2日  予備 1

[目 的]1・ 2年生の親睦を深め、それぞれの学年の役割を自覚 し、自主的に行動すること

[行程 ]

1日 目 金沢大学
2日 目 奥高尾

[メ ンバー ]

竹内雅幸 (法 1)

[連 絡 ]

小倉 亮 076-2635476  谷上 望 076-232-5648

1・ 2年山行 ロー ド

[日 程]3月 27日 ～30日  3泊 4日  非常 1

[目 的]鍾 乳洞観光
[行程]

一一 郡上人幡 (幕営)

和良村 (幕営)

=― 湯涌温泉 ―一 分岐 ―一 前高尾 ―一 分岐 一― 奥高尾 (幕営)

一一 日ノ峰 一― 奥高尾 ―― 湯涌温泉

L日 野鋼貴 (文一人間 2) sL福 村岳代 (教―障害 2)谷村一成 (エー人機 2)角 田幸久 (経 2)

1 日目  金沢駅  ====
2日 目 剰6_Lノ 韓ヽξ ――――

3日 目 和良村 ―一―金山町
4 日目 下呂駅 ―――― 金沢駅

[メ ンバー]

郡上人幡 一―― 大滝鍾乳洞

郡上人幡大鍾乳洞 ―一一
―――下呂(幕営)

L吉森幸世 (丈一人間 2)河原一美 (教-2)石原 論 (経-2) 中川拓哉 (理―化)竹内雅幸 (法 1)

[連絡]

矢田部 桂 232-7867 カロ静姜勁に意た  090-9442-9232

W
[日 程 ] 5月 4日 ～6日  2泊 3日  予備 日 5月 7日 非常 日5月 8日
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[目 的地]後立山連峰 扇沢 ←→ 鹿島槍

[日 的]GWを 後立山で満喫する。顧間 と交流する。雪山技術を習得する。

[行 程 ]

5月 4日  金沢駅 === 信濃大町 ===扇 沢 ――一 種池山荘 (幕営 )

5日  種池山荘 ―一 爺ケ岳 ―一 冷池山荘 ―――鹿島槍ケ岳
―一―冷池山荘 ―一―爺ケ岳 ――一種池山荘 (幕営 )

6日 種池山荘 ―――扇沢 ===信濃大町 =―=金沢駅

[メ ンバー ]

谷村一成 (11人機 3)竹 内雅幸 (法2)松山文枝 (医―保 2)森本達也 (エー機械 2)深作亮太 (エー人

機 2)

[連絡 ]

前田達男 (法―顧間)

(主)山本資治 (エー人機3)090-9760-3424076-2637706(補 )西 大輔 (エー人機)090-9442-2393

屋 久 島 P.W

〈日程〉 2001年9月 5日 ～ 10日  予備 9月 11,12,13日   非常 日9月 14日

く目的地〉 屋久島宮之浦岳
く目的〉 本土では味わ うことのできない島の大 自然を満喫する。 日本百名山の最南端かつ九州最高峰の官

之浦     岳を登る。
〈行程〉

1日 日 (9/5)
金沢 ### 大阪 ### 天王寺・阿部野橋 ==(夜行バス 「トロピカルライナー」)==

2日 日 (9/6)
== 西鹿児島 十十++水族館・鹿児島北埠頭 ～～ (フ ェリー)～～宮之浦 ===海楽園キャンピ場 △1(幕

営 )

3日 目 (9/7)
∠ゝ 1  -――

ン株

4 日目 (9/8)
∠ゝ2  -一―

粟生岳 ―― 投石岩屋 一― 黒味岳分山 一― 花之江河 一― 淀川小屋 △3(幕営)

5日 目 (9/9)
△ 3 -― 鯛之川出合 一― ハイキングコース分岐 ―― 尾之間温泉 一= 宮之浦

〈連絡〉

矢田部 桂  090-1394-7688   西 大輔 090-9442-2393
〈メンバー〉

L松山文枝 (医一保健 2)sL医療 竹内雅幸 (法―公シス 2)伊藤亜希子 (理―地球 1)加藤友佳 (文一文 1)W

立山連峰 Po W
目的地]朝 日岳、雪倉岳、自馬岳
目的] 夏休みを後立山連峰で満喫する。楽しい山行二するとともに部員の交流を深める。

自然の美 しさに触れてみまつし。
日程] 9月 2日 ～5日

コ ー ス ]

1日 日 金沢 ###糸魚川 #### 白馬 一― 猿倉 ―― 白馬尻▲ (幕営)

2日 目 白馬尻― (大 雪渓)一葱平―■す営頂上宿舎屋▲

3日 日 村営頂上宿舎――白馬岳――雪倉岳――水平道――朝日小屋▲

4日 目 朝日小屋一―朝日岳一―五輸尾根――白高地沢――兵馬ノ平一―蓮華温泉 ==平岩 ###糸魚川 ###金

沢
[サ ブコース]

大雨等のため白高地沢の仮設橋流失の場合、三国境一―白馬大池――蓮華温泉のルー トで下山。

[メ ンバー]

sL 谷村一成 (エー人機3)  谷上 望 (文一人間4)

楠川 一― 白谷山荘 ―― 辻峠 ―― 楠川分かれ ―一 大株歩道入回 一― ウイルソ

縄文杉 ―― 1日 高塚小屋 △2(幕営)

新高塚小屋 一― 第2展望台 ―― 焼野三叉路 ―― 永田岳 (往復)―― 官之浦岳 一

L 深作亮太 (エー人機 2)
吉森幸世 (文一人間 3)
松本瑞恵 (経―経 1)

[連絡員 ]

矢田部 桂  0901394-7688

古田弥生 (教一学校 2)  池田幸平 (エー人機 1)

岩田奈穂子 (エー物化 1)

A01' 福ケ岳パーティ in 北アルプス

[目 的]山の素晴 らしさと厳 しさを満足い くまでお腹いっぱい味わつて くる。

[日 程]7月 31日 (火 )～ 8月 8日 (水)8泊 9日 予備 3日  非常 1日

[イ子程]                       _10_
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〈1日 目〉金沢 ==二 富山 ===折立 ―一―太郎平小屋 一一 薬師峠 (幕営)

く2日 目〉 薬師峠 ―― 薬師岳 ―― 太郎平小屋 一― 薬師沢小屋 (幕営)

〈3日 目〉 薬師沢小屋 一一 アラスカ庭園 一― 雲ノ平山荘 ―― 雲の平キャンプ場 (幕営)

く4日 目〉雲の平キャンプ場 ―― 祖父庭園 ―― 黒部源流渡渉点 ―一 三俣山荘
―一 三俣蓮華岳―― 双六岳一― 双六小屋 (幕営)

〈5日 目〉 双六小屋 一― 樅沢岳 ―一 千丈乗越 ―一 槍ケ岳山荘 (幕営)

く6日 目〉 槍ケ岳山荘 ―一 槍ケ岳 (往復)一一―ヒュッテ大槍 ―――水俣乗越 ―一―ヒュッテ西岳 (幕営

)

〈7日 目〉 ヒュッテ西岳 ―一 大天丼岳 ―― 横通岳南肩 ―― 常念小屋 (幕営 )

〈8日 目〉 常念小屋 一― 常念岳 ―― 蝶ケ岳三角点 ―― 蝶ケ岳ヒュッテ (幕営)

〈9日 目〉 蝶ケ岳ヒュッテ ーー 長塀山 一― 徳沢 ―― 上高地バスターミナル

[メ ンバー]

L福村岳代 (教―障教 3)sL日 野鋼資 (文一人間 3) 森本達也 (エー機械 2)

古田弥生 (教一学校教育 2) 伊藤亜希子 (理―地球 1)岩 田奈穂子 (エー物化 1)

[連絡員]

矢田部 桂 (理―物3)090-1394-7688
奥野岳志      090-1314-6306

2001第 1回 トレーニング山行
[日 程]6月 23日 (土 )、 24日 (日 )1泊 2日 (非常 1)

[山域]口 三方岳
[目 的]夏合宿に向けて体力 と技術の向上をはか り、安全な登山を目指す。

[行程]〈 1日 目〉

金沢大学 ==(車)==千丈温泉 ―― テン場 (幕営 )

〈2日 目〉

テン場 一一 登山ロ ーー  日三方岳 ―――内尾 ==(車)==金沢大学

歩荷  ピークまで 男25kg～30kg 以降、自由。各 自の体力を考えて設定。

[メ ンバー ]

L目 野鋼資 (文一人間 3)sL福 村岳代 (教―障教 3) 医療 森本達也 (エー機械 2)

古田弥生 (教一学校教育 2)伊 藤亜希子 (理―地球 1)   岩 田奈穂子 (エー物化 1)

山下隼人 (理―計算 )

2001年福ケ岳Party第 2回 トレーニング山行

[日 程]7月 7日 (土 )、 8日 (日 )1泊 2日 (非常 1)

[山域]白 山

[目 的]夏 山に向け、山の技術・知識・体力をつける。歩荷は男30kg、 女2kg。

[イテ程]〈 1日 目〉

金沢大学 ==(車)==卵 1当 出合 ―一―甚之助 ヒュッテ ーー 南竜ケ馬場 (幕営 )

〈2日 目〉

幕営地 ―一―室堂 ―一―御前峰 ――一大汝峰 ―――室堂 ―一―黒ボコ岩 ―――殿ケ池 ヒュッテ ーーー

別 当出合 ==(車)一 金沢

[メ ンバー ]

Iン 森本達也 (エー機械 2)sIン 福村岳代 (教―障教 3) 医療 古田弥生 (教―学校教育 2)

伊藤亜希子 (理―地球 1)    岩 田奈穂子 (エー物化 1)   山下隼人 (理一言十算 )

B 01'ラ イジングサンParty 夏合宿

[日 程]8月 10日 ～20日 (10泊 H日 )

[山域]北アルプス (白 馬→槍ケ岳 )

[目 的]槍 (鑓)を 3つ とる。One for All,All for Oneの 精神を身につける。

[行程 ]

く1日 目〉金沢 =一=糸魚川==白 馬大池―一大池山荘 (幕営 )

〈2日 目〉大池山荘 ――― 白馬岳 ―一 自馬鑓ケ岳 ―― 天狗山荘 (幕営 )

〈3日 目〉天狗山荘 一一 唐松岳 ―― 五竜山荘 (幕営 )

〈4日 目〉五竜山荘 ―― 五竜岳 ―― キレット小屋 一― 鹿島槍岳 ―一 冷池山荘 (幕営)

く5日 目〉冷池山荘 一一 爺岳 ―一 種池山荘 (幕営)

〈6日 目〉種池山荘 ―― 針の木岳 ―― 針の木小屋 (幕営)

〈7日 目〉針の木小屋 一― 船窪乗越 一― 鳥帽子岳 ―― 烏帽子小屋 (幕営)

〈8日 目〉鳥帽子小屋 一― 野口五郎小屋 (幕営)――― 野口五郎岳 (往復 )

〈9日 目〉 野口五郎小屋 一一―水晶小屋 一 ―水晶岳 (往復)一一 三俣山荘 (幕営)一一 三俣蓮華岳 (往

復 )

〈10日 目〉 三俣山荘 一― 双六岳 一―双六小屋 一一 千丈乗越 ―一 槍ヶ岳山荘 (幕営)

〈11日 目〉 槍ケ岳山荘 ―― 槍ケ岳 (往復)一一 新穂高温泉
[メ ンバー ]

L久 原宗仁 (文―史 3)sL石 原 諭 (経―経 3) 角田幸久 (経―経 3)

竹内雅幸 (法―公シス 2)池 田幸平 (エー人機 1)

[連絡員]                  11_



矢田部 桂 (理―物3)0901394-7688
奥野岳志      09013146306

2001年第 1回 トレーニング山行
く目的〉 体力向上
〈山域〉 雨飾山
く日程〉 6月 30日 (土 )、 7月 1日 (日 )非 常 1

〈行程〉 1日 目 金沢大学 ― (車)== 雨飾キャンプ場 (幕営 )

2日 目 雨飾キャンプ場 ――― 荒菅沢 ―― 笹平 一―― 雨飾山頂 一― 雨飾キャンプ場
==(J匡)==

金沢大学

[メ ンバー ]

L石 原 諭 (経―経 3)sL久 原宗仁 (文―史 3) 角田幸久 (経―経 3)
竹内雅幸 (法―公シス 2) 池田幸平 (エー人機 1)
※ 雨天のため登頂ならず。

2001年夏合宿 Jヒ アルプス野郎Party第2回 トレーニング山行 「自山」
[日 程]7月 14日 (土 )、 15日 (日 )1泊 2日 (非常 1)

[山域]白 山
[目 的]夏合宿に向けてのオープン戦第 2回戦。体力・技術・精神力を身につけるとともに、夏合宿へのモ

チベ

ーシ ョンを高める。※ トレーニングを目的 とするため、歩荷は35kg以上ならOKと する (室 堂まで

)。

[行程]く 1日 目〉
金沢大学 ==(車)==別当出合駐車場 ―――甚之助ヒュッテ ーー 南竜ケ馬場 (幕営)

く2日 目〉

幕営地 ― (展望歩道)一 室堂 ―――御前峰 ――一大汝峰 ―――室堂 ―――黒ボコ岩 ―一―

殿ケ池ヒュッテ ーーー別当出合登山口 ==(車)==金沢
[メ ンバー]

L竹内雅幸 (法―公シス2)sL久 原宗仁 (文―史 3) 角田幸久 (経―経 3)
石原 諭 (経―経 3)     池田幸平 (エー人機 1)

C  2001年夏合宿 南アルプス〈山本山〉Party

[目 的]ワ ンゲルのメイン山行である夏合宿を楽 しむ。
南アルプスの厳 しい自然に鍛えられる。上回生は下に技術を伝え、下は吸収する。

[日 程] 8月 7日 (火 )～ 8月 18日 (土) 11泊 12日

[目 的地]鳳凰三山→甲斐駒・仙丈→白峰三山
[行程]

1日 目 金沢駅 == 糸魚川 一― 松本 == 甲府 (幕営)

2日 目 甲府 ==== 夜叉神峠登山ロ ーー夜叉神峠 ―一 大崖頭山 一一 苺平 ―一 南御室小屋 (幕営
)

3日 目 南御室小屋 一― 薬師峠 ―― 観音岳 ―― 鳳鳳小屋 (幕営)

4日 目 鳳凰小屋 一― 地蔵岳 ―― 白鳳峠 ―― 広河原峠 ―― 早川尾根小屋 (幕営)

5日 日 早川尾根小屋 一― アサヨ峰 ―― 栗沢山 一――仙水小屋 (幕営)

6日 目 仙水小屋 一― 仙水峠 ―― 駒津峰 ―― 甲斐駒ケ岳 (往復)一一 北沢長衛小屋 (幕営)

7日 目 北沢長衛小屋 (幕営)―一 大滝五合 目 ――一月ヽ仙丈岳 一―― 仙丈岳 (往復 )

8日 目 北沢長衛小屋 一一 野呂川出合 ―― 広河原 ――白根御池小屋 (幕営)

9日 目 白根御池小屋 一一二俣 ―一 ノヽ本歯のコル ーー吊尾根分岐 一― 北岳 (往復)一- 1ヒ岳山荘 (幕営
)

10日 目 北岳山荘 ―― 間ノ岳 ―― 農鳥小屋 (幕営)

11日 目 農鳥小屋 一― 西農鳥岳 ―― 農鳥岳 ― 一 大門沢小屋 (幕営)

12日 目 大門沢小屋 ―― 奈良田温泉 ==(バス)==身延駅
[メ ンバー]

L山本資治 (エー人機 3)sL谷 村一成 (エー人機 3)医療 河原一美 (教―美術 3)
松山文枝 (医―保健 2)   松本瑞恵 (経―経 1)     荻田真憲 (エー土建 1)
[連絡員 ]

奥野岳志 090-1314-6306   加藤菜就 (エー物化 3)090-9442-9232

01' 第 1回 トレーニング山行
[日 程]6月 23日 (土 )、 24日 (日 )1泊 2日 (非常 1)

[山域]口 三方岳

[目 的]夏合宿に向けて体力 と技術の向上をはかる。
[行程]〈 1日 目〉

金沢大学 ==(車)==千丈温泉 (内 尾)(幕 営 )

〈2日 目〉

内尾 一―一 口三方登 りロ ーー 分岐 一一 口三方岳 ―一―登 りロ ーー 内尾 ==(車)==金沢大学
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歩荷 ピークまで 男25kg 女20kg

[メ ンバー]

L谷村一成 (エー人機 3) sL山 本資治 (エー人機 3) 河原一美 (教一学校 3)
日向弘幸 (医―保健 2)   松本瑞恵 (経―経 1)    森 篤士 (理一化 1)

2001年 第2回 トレーニング山行 「白山」
[日 程]7月 14日 (上 )、 15日 (日 )1泊 2日 (非常 1)

[山 域]白 山

[目 的]夏合宿に向け、技術・体力の レベルアップを図る。 自山の景観を楽 しみなが ら登るЭ
[行程]〈 1日 目〉

金沢大学 ==(車)==別当出合駐車場 ―――甚之助 ヒュッテ ーー 南竜ケ馬場 (幕営)

〈2日 目〉

幕営地 ― (エ コーライン)一―室堂 ―――御前峰 ――一大汝峰 ―――室堂 ―――黒ボコ岩 ―――

殿ケ池 ヒュッテ ーーー卵l当 出合登山口 ==(車)=金 沢
[メ ンバー ]

L松 山文枝 (医―保健 2)sL谷 村一成 (エー人機 3)医療 日野鋼資 (文一人間 3)
吉森幸世 (文一人間 3)   松本瑞恵 (経―経 1)     荻田真憲 (エー土建 1)

古田弥生 (教一学校 2)    渡 洋子 (医―保健 2)    Lucie Zakova
※ 歩荷 男28kg, 女22kg。 歩荷水は基本的に室堂まで持つてい くこととする。

D  2001年 夏合宿 Jヒ海道Party(デ イ リー西)一―  北海道はええのお～―

[行先]Jヒ海道 。大雪山
[日 程]2001年 8月 5日 ～ 15日  6泊 7日  予備 3 非常 1 (8/5,8/6,8/14,8/15は 移動 日)

[目 的]・ 北海道の大 自然を体全体で味わ う。
・ リス、シカ、キタキツネ、ヒグマなどの動物 と戯れる。時には格闘する。
。 とりあえずケガのない楽 しい山行をする。
[コ ー ス ]

-1日 目 金沢==福井――敦賀一=東舞鶴――舞鶴港～～～～ (新 日本海フェリー)

0日 日 ～～～～海上～～～～
1日 目 ～～～～小樽港――小樽築港==札幌=一旭川一一美瑛一一白金温泉―一国設白金野営場 (幕営)

2日 日 白金野営場 ―― 望岳台 (十勝岳登山口)――― 雲の平分岐 ―一 十勝岳 ――
上ホロ避難小屋 (幕営)一― 上ホロカメ トック山 一― 上富良野岳 (往復 )

3日 目 上ホロ避難小屋 一― 十勝岳 ―― 美瑛岳 一― 美瑛岳分岐 一― 美瑛富士分岐 ―――

美瑛富士 (往復)一― 美瑛富士キャンプ地 (幕営)

4日 目 美瑛富士キャンプ地 ―― ベベツ岳 ―― オプタテシケ山 一― 双子池キャンプ地 (幕営)

5日 目 双子池C地 ―――コスマヌプリ ーーーツリガネ山 一―一三山台 ―一―南沼キャンプ指定地 (幕営)

6日 日 南沼C地 ――  トムラウシ山 一― ひさご沼キャンプ指定地 (幕営)

7日 目 ひさご沼 ―一 化雲岳 ―― 第一公園 ―一 滝見台 ―― 天人峡温泉 一= 旭川駅
[メ ンバー]

L西 大輔 (エー人機 3) sL 吉森幸世 (文一人間 3)医 療 深作亮太 (エー人機 2)
日向弘幸 (医―保健 2)   加藤夕佳 (文一文 1)   散田 聡子 (薬―製薬 1)

[連絡員 ]

奥野岳志 090-13146306   加藤菜就 (エー物化 3)090-9442-9232

2001年夏合宿 1ヒ海道Party(デイリー西)第 1回 トレーニング山行
[日 程]6月 23日 (土 )、 24日 (日 )1泊 2日 (非常1)

[山域]口 三方岳
[目 的]夏合宿に向けて体力と技術の向上をはかる。
[行程]く 1日 目〉
金沢大学 ==(車)==千丈温泉 ―一 日三方登 り口 (幕営)

〈2日 目〉

幕営地 ―一一日三方岳 ―――幕営地 ―一―千丈温泉 =(車)==金沢大学
歩荷 ピークまで 男27kg 女20kg

[メ ンバー]L吉 森幸世 (文一人間3) sL 西 大輔 (エー人機 3)医療 松山文枝 (医―保健 2)
渡 洋子 (医―保健 2)    加藤夕佳 (文―文 1)深作亮太 (エー人機 2)

散田 聡子 (薬―製薬 1)  茨田真憲 (エー土建 1)
[連絡員]

山本資治 090-9760-3424

″事ホ十一一月え 090-7033-7253

2001年夏合宿 1ヒ海道Party(デイリー西)第 2回 トレーニング山行
[日 程]7月 7日 (土 )、 8日 (日 )1泊 2日 (非常 1)

[山域]白 山

[目 的]夏合宿に向けて体力 と技術の向上をはかる。 Lを おいていかないよう、常時後に気を配る。
とりあえず、皆で楽 しい山行にする。 (歩荷は男子28kg、 女子20kgと する)  ′
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[行程]〈 1日 目〉

金沢 =(車)==別 当出合 ―――甚之助 ヒュッテ ーー
〈2日 目〉

幕営地 ― (エ コーライン)― 室堂 ―――御前峰 ―――

殿ケ池 ヒュッテ ーーー別当出合 =(車)==金沢
[メ ンバー]L日 向弘幸 (医―保健 2)  sL西
加藤夕佳 (文一文 1)散 由 聡子 (薬―製薬 1)

[連絡員 ]

山本資治 090-97603424
黎ゞ本寸―一月梵 090-7033-7253

南竜ケ馬場 (幕営)

大汝峰 ―――室堂 ―――黒ボコ岩 ―――

大輔 (エー人機 3)医療 深作亮太 (エー人機 2)

。妙高 PW
10月 6日 ～7日  1泊 2日 (予備 1、 非常 1)
火打山、妙高山
秋の妙高高原の紅葉を楽 しむ。 日本シ リーズに向けて応援の体力をつける。
1日 日 (10月 6日 )

金沢大学― (車 )==笹ヶ峰登山ローー富士見平――高谷池 ヒュッテ (泊)一―火打山 (往復 )

2日 目 (10月 7日 )

高谷池 ヒュッテーーー黒沢池 ヒュッテーー妙高山一―黒沢池 ヒュッテーーー富士見平―――笹ヶ峰登山
ロー     (車 )==金沢大学
メンバー

L 日向弘幸 (医―保健 2) sL 竹内雅幸 (法―法 2) 医療 森本達也 (エー機械 2)
深作亮太 (エー人機 2)    渡 洋子 (医―保健 2)   古田弥生 (教一学校 2)
池 田幸平 (エー人機 1)

連絡員  西 大輔 0909442-2393  松山文枝 090-9446-1810

取山PW
[山域]奥 秩父
[目 的]紅 葉の季節こそ山へ行こう。上回生との交流山行。
[日 程]11月 2日 (金 )、 3日 (祝) 予備 日4日 (日 )前 夜発1泊 2日 予備1非常1

[行程]

0日 目 金沢=(夜行バス)=新宿
1日 目 新宿++■■立川++‖奥多摩=バス=鳴沢――堂所――七ツ石小屋一―プナ板――奥多摩小屋 (幕営

)

2日 目 奥多摩小屋一一小雲取山一―雲取山――奥多摩小屋一―七ツ石小屋一―鴨沢
[メ ンバー]

日程

山域

目的

行程

L 竹内雅幸 (法―公シス 2)
古田弥生 (教一学校教育 2)

[連絡員]谷 上 望 (090-944-4969)

sL 小倉 亮 (法―法) 医療 森本達也 (エー機械 2)
池田幸平 (エー人機 1)

日向弘幸 (医―保健 2)

山合宿
[目 的]冬 山の技術を確認・修得する。冬山を楽 しむ。
[日 的地]富 山県利賀村 。金岡1堂 山
[日 程]12月 26日 ～28日  予備 12月 29日  非常12月 30日

[行程]26日  金沢=(バス)=ス ノーバレー利賀一―栃谷登山ローー 1346mピ ークーー小屋 (幕営)

27日  小屋一-1451mピークーー前金剛――中金岡1--1451mピ ークーー小屋 (幕営)

28日  小屋一―栃谷登山ローースノーバレー利賀=(タ クシー)=人尾■■‖富山++++金沢
[メ ンバー ]

cL山 本資治 (エー人機 3)
吉森幸世 (文一人間 3)
深作亮太 (エー人機 2)

SC谷 村一成 (エー人機 3)医 療 西 大輔 (エー人機 3)
竹内雅幸 (法―公シス2)  森本達也 (エー機械 2)
古田弥生 (教一学校教育 2) 池田幸平 (エー人機 1)

松本瑞恵 (経―経 1)
加藤夕佳 (文―文 1)

岩田奈穂子 (エー物化 1)  荻田真憲 (エー土建 1)
微 田 聡子 (薬―製薬 1)  伊藤亜希子 (理―地球 1)

[連絡員]久 原宗仁 (文―史 3)090-3130-7681
河原一美 (教―美術 3)0902830-4082
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